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例 8■■■■

に．

1．本書は東日本高速道路株式会社北海道支社函館工事事務所が行う北海道縦貫自動車道（七飯～長

万部）建設工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成20年度に実施した森町石倉1遺

跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。調査は平成16年に続き、第4次にあたる。今回の報告書を

もって石倉1遺跡の調査は終了した。

2．調査および報告書の作成は第2調査部第1調査課が行った。

3．本書の作成にあたっては遺構を立田理・福井淳一・大泰司統が、現地での遺物の一次整理を

遠藤香澄が、現地での写真撮影は主に中山昭大が行った。二次整理は土器を大泰司が行い、遠藤が

引き継いだ。石器は剥片石器を福井、石斧関連石器・礫石器を立田が担当した。素図作成は各遺構

担当者が行い、最終的な図面作成は中山が担当した。遺物写真の撮影および写真図版作成は中山が

担当し、全体の編集は遠藤が行った。各章・各節の執筆担当は文末に記してある。

4．放射性炭素による年代測定、炭化種実の同定および動物遺存体の|司定については株式会社パレ

オ・ ラボに依頼した。

5． 出土資料は、調査終了後、森町教育委員会で保管する。

6．調査にあたっては下記の機関および人々のご協力、ご助言をいただいた（順不同、敬称略）

森町教育委員会高橋毅・本山志郎、森町立濁川小学校、森・鷲ノ木ストーンサークル研究会

夏坂幸彦・安井努、七飯町歴史館山田央、七飯町教育委員会石塚彰・田村敏郎・小野寺佳子

八雲町教育委員会三浦孝一・柴田信一・佐橋赴未、厚沢部町教育委員会石井淳平、今金町役場

寺崎康史、今金町教育委員会宮本雅通、松前川教育委員会前田正憲・佐藤雄生・平山禾都、松

前城資料館久保泰、上ノ国町教育委員会斉藤邦典・塚田直哉、木古内町教育委員会木元豊乙

部町教育委員会藤田巧、北斗市教育委員会森靖裕、厚真町教育委員会乾哲也、札幌市

埋蔵文化財センター仙庭伸久・秋山洋司・石井淳・柏木大延、苫小牧市博物館赤石慎三、伊

達市噴火湾文化研究所大島直行・青野友哉、室藺市教育委員会松田宏介、千歳市教育委員会

高橋理、函館市立中央図書館長谷部一弘、市立函館博物館田原良信・佐藤智雄、函館市教育

委員会阿部千春・福Ⅲ裕二・野村祐一・吉川力・時田太一郎、函館市北方民族資料館小林貢、

特定非営利活動法人函館｢'7埋蔵文化財調査事業団佐藤一夫・松崎水穂・荻野幸男・坪井睦美、利

尻富士町教育委員会山谷文人、洞爺湖町教育委員会角田隆志、美I幌博物館八重柏誠北海

道開拓記念館山田悟郎・小林幸雄・右代啓視・添田雄二・鈴木琢、青森県教育庁斉藤慶吏、

青森県埋蔵文化財調査センター神康夫・佐藤真弓・浅田智晴、遊佐町教育委員会大川貴弘、

宮古市教育委員会高橋賢太郎、酒田市立資料館小野忍、流山市教育委員会小川勝和、 （財)岩

手県文化振興事業団藤出祐、秋田県教育庁五十嵐一治・新開和広、東京大学埋蔵文化財調査室

阿部常樹、 （鮒静岡県埋蔵文化財調査研究所蔵本俊明、 （財)愛知県教育・スポーツ振興財H1愛知県埋

蔵文化財センター川添和暁、国立歴史民俗博物館西本豐弘、山形県立博物館佐藤正俊、 （助致

道博物館酒井英一、東京大学常呂実習施設熊木敏朗、札幌国際大学長崎潤一、秋田大学工学

資源学部附属鉱業博物館千田恵吾、岡山理科大学小林博昭、東北芸術工科大学安齋正人、弘

前学院大学鈴木克彦、 日本大学小元久仁夫、名古屋大学博物館新美倫子、総合地球環境学研究所

石丸恵理子、文化庁水之江和同、函館の歴史的風土を守る会落合治彦、北海道考古学研究所

横山英介、㈱パレオ・ ラボ中村贄太郎、アースサイエンス株式会社加藤孝幸、札I幌市宇田川

洋・大沼忠春・菊池俊彦・野村崇、函館市菅野文二、富良野市山城日登美、滝沢村名久井

文明、千葉市樋泉岳二、東京都金子浩昌
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記号等の説明

1．遺構については、本文中および図、表中では次の記号を使って確認順に番号を付けた。

IH:住居跡 IP:土坑SP:小ピット FC:剥片集中

IS:集石 IF:焼土 HP:住居にともなう柱穴・土坑 HF:住居にともなう焼土

なお、番号は平成14． 15 ． 16年度の調査（北埋調報247）から引き次いでいる。本報告では次の番号か

らとなる。住居跡: IH-5、土坑: IP-20、集石: IS-4

2．掲載した実測図の縮尺は原則として以下のとおりである。変則的なものについては個々にスケー

ルを付けてある。

遺構: 1 :40、遺物出土状況: 1 :20，基本土層: 1 :40

復元土器： 1 ： 3、土器拓本： 1 ： 3、土製品・石製品： 1 ： 2

剥片石器： 1 ： 2、礫石器： 1 ： 3

3．遺構の規模については以下の要領で示した｡なお､一部破壊されているものについては現存長を（ ）

で示した。

住居跡・土坑

確認面での長1illl長／床面・底面での長軸長×確認面での短軸長／床面・底面での短軸長×最大深

さ （単位m)

水場遺構・剥片集中・焼土・集石

確認面での長軸長×短軸長（単位m)

4．土層の表記は，基本土層をローマ数字(I、 Ⅱ）、遺構覆土をアラビア数字(1 ･ 2)で示した。

5．土層の観察には『新版標準土色帖』 （小川・竹原2004)、 『土壌調査ハンドブックス改訂版j (日本

ぺI､ロジー学会編2000) を引用した。

6．火山灰は「北海道の火山灰』 （北海道火山灰命名委員会1982）に準じ、以下の略号を用いた。

駒ケ岳火山灰d層:Ko-d、駒ケ岳火山灰g層:Ko-g、白頭山一苫小牧火山灰:B-Tm

7．石器・石製品の大きさは以下の要領で示した。なお、破損しているものについては現存の最大値

を（ ）で示した。

最大長×最大|幅×最大厚（単位cm)

8．掲載した石器実測図では、たたき痕は「V－V」、すり痕は「 ｜－｜ 」で範囲を示した。 また、

アスファルト付着部分を黒塗り、光沢のある部分をドットのスクリーントーンで示した。 ドットの

スクリーントーンの濃淡は、光沢の強弱を表現している。

9．文献の引用で、 （助北海道埋蔵文化財センター発行調査報告書については、 シリーズ名を略して

（北埋調報○○○） と記した。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名北海道縦貫自動車の建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

委託者東日本高速道路株式会社北海道支社函館工事事務所

遺跡名石倉1遺跡

北海道教育委員会登載番号B-14-36 (旧登載番号B-15-29)

所在地北海道茅部郡森町字石倉町397番地2ほか

調査面積15,543㎡

調査期間平成20年度平成20年4月1日～平成21年3月31日

（発掘調査5月7日～10月24日）

平成21年度平成21年4月1日～平成22年3月31日 （整理作業）

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長森重楯一（平成20年5月31日まで）

坂本均（平成20年6月1日から）

専務理事佐藤俊和（平成21年5月29日まで）

松本昭一（平成21年6月1日から）

常務理事畑宏明

平成20年度

第2調査部長西田茂

第1調査課長遠藤香澄（発掘担当者）

主 査中山昭大（発掘担当者）

主 任福井淳一（発掘担当者）

主 任立田理（発掘担当者）

主 任大泰司統（発掘担当者）

平成21年度

第2調査部長

第1調査課長

主 査

主 任

主 任

西田茂

遠藤香澄

中山昭大

福井淳一

立田理

3 調査にいたる経緯

北海道縦貫自動車道（函館～名寄）は、函館を起点として室蘭北海道縦貫自動車道（函館～名寄）は、函館を起点として室蘭・苫小牧・札II1晃市・旭川市を経由

し、名寄にいたる総延長488kmの路線である。七飯町～長万部lll]間の路線については平成5年11月か

ら事業が進められている。平成21年10月10日には、八雲町八雲IC～落部ICの16kn1が開通、 これによ

り士別市剣淵IC間までが供用されたことになる。現在、森町～七飯町間の建設工事が進められてい

る。

この事業に関する埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについては、平成2年4月に日本道路公団北海道支

社（現東日本高速道路株式会社北海道支社）から事前協議がなされ、協議を受けた北海道教育委員会

では平成2年4月および平成7年11月に所在確認調査を実施、平成5年からはこの路線の北側の長万

部町から試掘調査を開始した。平成10年度からは発掘調査の一部を財団法人北海道埋蔵文化財センタ

ーが受託、平成11年度には長万部町内の遺跡、平成13年度には八雲|{I]-内の遺跡の調査をそれぞれ終了
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している。

森町内の遺跡については平成13年度から調査を開始し （本内川右岸遺跡北埋調報182)、 これまで

16遺跡、面積70,456111"について調査を終了、平成20年度の石倉1遺跡の調査をもって完了した（表

1-1)。

石倉1遺跡は平成3年4月に所在確認調査、平成14年7月24．25日および平成15年8月に試掘調査

が行われ･ この結果に基づき、平成14年度に1,753㎡、平成15年度に1,900㎡、平成16年度に70011fの合

計4,358nfについて調査を行い（表1－2 ，図Ⅲ-1)、平成19年度に報告書を刊行している （北埋調

報247)。第4次にあたる平成20年度調査区は、標高32m～50mの斜面部とそれに連続する平坦な段丘

面からなり、調査の終了した範囲を挟んで大きく2か所に分かれている （図1-1)。平成20年4月21

日から工事用機械により火山灰および表土除去作業を実施、 5月7日からは作業員70名体制で調査を

開始し、 10月24日に現地調査を終了した。当初予定の調査面積は16,489㎡であったが、現地形の形状

に合わせて調査範囲を再設定したことによる調査範囲の減少（1,()42㎡)、および当初予定範囲をこえ

て遺物が出土したことによる調査範囲追加(96nf)があり （図Ⅲ－2)、最終的調査面積は15,543㎡と

なった。平成20年11月から江別センターで整理作業を開始し、報告書作成業務を進めてきた。

4 調査結果の概要

これまでの調査で得られた遺構・遺物の数量は一覧表にまとめてある （表1-2 ･ 3 ･ 5)。先に平

成14年度～平成16年度の調査結果の概要を記しておく。

平成14年度～平成16年度の調査結果

検出された遺構は竪穴住居跡4軒，土坑19基と集石1か所で調査区北側の標高40mの台地縁辺部分

表1－1 森町内の調査遺跡（埋文センター受託分）
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とそれに続く緩斜面に集中している （図Ⅳ－2）。住居跡は概ね楕円形を呈するもので、 1軒(IH-4)

が中期前半期の可能性があるがほかの3軒は縄文後期初頭～前葉の時期のものである。 このうち2軒

(IH-1 ･ 3)では床面のほぼ中央付近から炉が検出されている。土坑はいずれも中期から後期のもの

である。 このうち人頭大の礫を配した土坑3基(P-1 ･ 4･ 8)は墓の可能性がある。 IP-5は廃絶

された住居(IH-4) と一部重複する土坑で、 フラスコ状土坑を転用した墓であろう。同様に住居

(IH-2)の床面から検出されたIP-8は後期前葉の墓と見られる。集石は一連のものである。遺物の

分布は遺構集中区に重なる。土器は縄文時代早期(I群）～晩期(V群)、続縄文時代（Ⅵ群）にいた

るものがあり、遺構・包含層合計で58,914点出土している （表1-3)。最も多いのは後期前葉のもの

(Ⅳ郡a類）で9割以上を占める。早期の住吉町式に相当する貝殻文土器が調査区西端から3点出土し

ている。石器は5,836点出土しこのうち剥片が6割を占める。 スクレイパー、石鍼が多く、礫石器では

扁平打製石器、すり石、たたき石が半数以上を占める （表1-5)。ほかに土製品（耳栓) 、石製品

(かんらん岩製垂飾）がある。

平成20年度の調査結果

検出された遺構は竪穴住居跡(IH) 5軒、土坑(IP) 44基、焼土(IF) 3か所、集石(IS) 5か所、

剥片集中(FC) 5か所、水場遺構1か所、柱穴状土坑(SP) 87基である。剥片集中を除き、遺構は調

査区北西側に集中する （図Ⅳ－1 ． 2）。 このほか現場調査段階で土器がまとまって出土し、 「土器集

中」 として遺構に準じて取り扱ったものが16か所ある。

今年度調査範囲は調査の終了した範囲を挟んで大きく2か所に分かれている （図1-1)。記載にあ

たっては、必要に応じ南東側（25～68ライン間） をA地区、北西側（62～81ライン間） をB地区と呼称

している。

住居跡はIH-10が中期前半期の可能性が高いほかは、縄文時代後期初頭～前葉の時期のものと推定

できる。分布は大きく3か所にわかれ、 IH-9が標高41m前後の調査区南西端の遺物が集中する平坦

面(A地区)、 IH-10が調査区南東端の急な傾斜部分(A地区）に、 IH-5 ･ 7 ･ 8の3軒が調査区北

西側(B地区）の遺構集中区にまとまる。 また、 IH-6がこれ3軒からやや北東111llにやや離れて存在

する。後期の住居は掘り込みが浅く平面形が捉えがたいが、石囲い炉や石組あるいは配石の掘りかた

(H-5～8) を伴うものである。 IH-5では壁際に周溝が認められ、 また柱穴には根元に土器片を埋

めてある例もみられる。 IH-6は出入り口構造を有する住居で、東側壁に一対の配石があり、中央や

や北東よりの床面から方形の石囲い炉が検出されている。 IH-9は、掘り込みは確認されなかったが

地床炉のある住居である。

土坑はIP-48、 59， 61を除き調査区北西側(B地区）に集中する。概ね長軸が1mに収まるもので、

平面形は楕円形、円形である。時期の明らかなものでは中期前半期サイベ沢Ⅶ式(20～23)、後期前葉

のもの（24～26， 34， 45， 47， 52～56， 59， 61）がある。ほかの土坑もこの期間に収まるものである。

長径70cm内外の小型フラスコ状土坑(20， 22， 42， 51)は墓の可能性がある。 IP-22の開口部からは

倒立状態で置かれていたとみられる一個体分の土器が出土している。 またIP-49～56･63の覆土は埋

め戻しであり、 このうちIP-49･51は土坑墓の可能性が高い。

IP-23はほかの土坑とはやや離れた地点、標高47mの急斜面から検出された長径1.8mの大型フラス

コ状土坑である。底面のほぼ中央に浅い落ち込みが、壁際の最大径部分に沿って柱穴が10個検出され

ている。 1本が先端を開口部に向けるほかは底面に平行である。壁と壁に横木を渡し交差させること

で棚のような構造物の存在が想定できる。貯蔵施設の可能性がある。 また、比較的大きい円形の
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I 調査の概要

IP-57は小型住居の可能性もある。

柱穴状土坑（小ピット）は調査区北西部、縄文後期前葉の住居跡や土坑が集中する周辺部(076･

77区）にまとまっている。時期は後期前葉にほぼ限定できる。深さは10cm内外から1m近いものがあ

るが、包含層が削平された部分もありその形態の特色から推定される組み合わせは判然としない。

集石はA地区から3か所、 B地区の遺構集中区から2か所検出されている。A地区から検出された

IS-5は掌に納まるほどの細長い礫の集中、 IS-6 ． 7は大型礫で構成され､ IS-7は石囲い炉である。

B地区から検出されたIS-4は方形の石囲い炉とみなされる。 また、 IS-8は400点余りの川砂利に似

た小礫（径1cm程度）がまとまっていた。

剥片集中は、B地区で頁岩製剥片の集中(FC-1)が検出されている。ほかの4か所はA地区から検

出された赤井川原産の黒曜石製剥片を主とする集中(FC-2 ． 3 ･ 4 ･ 5)である。 これらは石器製

作に関連する遺構と考えられる。

水場遺構はB地区M･N73･74区周辺の小規模な沢の底部分から土器、石器がまとまって出土したも

のである。そのあり方から縄文時代中期中葉の時期に水場として利用された後、道具の廃棄場所とな

り、時代が下って再び後期前葉段階でも廃棄の場となったと理解される。土器にはサイベ沢Ⅶ式新段

階と見晴町式並行期の土器および涌元式土器があり、石器には扁平打製石器、台石・石皿、北海道式

石冠がある。

遺物は土器が42,589点（遺構： 1,624点包含層:40,965点)、石器等5,854点（遺構: 1,076点包含

層4,778点)、土製品11点、石製品11点が出土した（表1－3～4）。土器は縄文中期～晩期、続縄文時

代のものがあり、後期前葉のものが9割以上を占める。縄文時代中期（Ⅲ群） ：円筒土器上層式．サ

イベ沢Ⅶ式・見晴町式・大安在B式、後期（Ⅳ群） ：天祐寺式・涌元式・ トリサキ式・大津式・白坂3

式・ウサクマイC式・手稲式、晩期(V群) :大洞C｣式・大洞C2式、続縄文時代（Ⅵ群) :恵山式等

がある。後期前葉の土器片には赤彩の壺形土器の破片、黒色に研磨された精製土器に赤色顔料が塗ら

れたものがある。また貫通孔のある台状張り出し部を有する底部の破片がある。

定型的石器には石錐、石槍、石錐、つまみ付きナイフ、箆状石器、 スクレイパー、両面調整石器、

櫻形石器、扁平打製石器、たたき石、すり石、北海道式石冠、台石．石Ⅲなどがある。石斧は破片や

細片が多い。剥片石器は頁岩に加えメノウを素材としたものが目立つ。石鍼は高い確率で基部にアス

ファル|､が付着している。特徴的遺物としては赤彩切断壺形土器（後期初頭)、鐸形土製品、円盤状土

製品、キノコの形状を模した土製品と有孔軽石製品、異形石器がある。 （遠藤）

表1－2 年度別調査面積検出遺構数一覧
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表1－3 年度別出土土器一覧

十製品 総計I群a類 Ⅱ群b類Ⅲ群a類 Ⅳ群a類 Ⅳ群b類 V群 VI群 ﾉ|、二↓含
Jppl~調査句 Ⅲ群b類
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平成14年度 包含層 1220177 133 1220909 1

三｣一
口’ l2"177 1qq

LJU 1222911 1

遺構 11 1
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X合 22906 229062433
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乙、
nn

4O３

計 22910229102433 o貝
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81，
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pl 1327 33336 347821 118
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計 426001568 187 108 599 12589 l]143 39684

*公言4‐
J|､J心口I 3 5505 774 101503 10151494314 511 111 286 '09

＊平成20年度の土器集中1～15の遺物は包含層に集計してある。

表1－4 平成20年度出土遺物一覧（土器）

土製品 総計Ⅲ群a類 Ⅲ群b類 W群a類 Ⅳ群b類 V群b類 Ⅵ群 卜三
口

、
１
Ｊ

ノ

遺構 11反7
LLLノI 1624 r）

全 1626
イr，『b

lbD 1

包含層 142 38527 lO965 10974187 599 9llO2 108

△、計ロ 1568 143 39684 487 599 42589 11 12600108

土器集中1～15の遺物は包含層に集計してある

表1－5 年度別出土石器等一覧
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石
錘

（
砂
利
）

坤
嬬
計
坤
毎
計
議
琿

１
｜
加
一
皿

刈
一
“
蠅
一
Ⅳ
｜
皿
一
報
一
山
｜
諏
一
蠅
皿
一
却
一
咽

咽
一
琢
一
錘
一
型
州
一
掘
一
“
一
瞬
一
姻
一
恥
一
恥
一
雑

岬
一
睡
一
率
一
Ｗ
一
班
一
蠅
一
幽
一
抑
一
即
一
加
一
即
脚

鎚
一
４
｜
犯

平成14年度 ５
’
５
’
１
｜
妬
一
沁
一
２
｜
ｕ
｜
里
２
｜
駆
一
“

３
’
３

３
’
３

１
－
１

平成15年度 型
一
型

里
四
一
ｌ
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
２
ｌ
６
ｌ
Ｒ

ｕ

｜

Ⅱ

２

５

７

ｌ

５

型

一

羽

３
’
３

２

２

師
一
師
一
ｌ
｜
Ⅲ
｜
廻
一
Ｂ
｜
但
一
師

些
塑
叩
一
盟
一
竺
酌
一
沌
一
皿

Ｉ
１
ｌ
６
ｌ
巧
釦
一
過
一
弱
一
網

拓
一
妬
一
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
ｌ
｜
”
｜
詔

皿

皿

平成16年度 ７
’
７
｜
皿
一
眺
一
”

９
’
９

７

［

１
－
１計

遺構

包含層

計

４
｜
加
一
型

平成20年度 ９
’
９

３
’
３

３
’
８
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Ⅱ遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置

石倉1遺跡は、森町市街地より北西7～12kmの字石倉町にある。石倉町は、森町の最も西側に位置
もなしく さかえはま ぼんない さんじろう

し茂無部川を挟んで八雲町字栄浜と接している。石倉町には北から茂無部川、本内川、三次郎川、石
にごりがわ

倉川、濁川が流れて噴火湾に注いでおり、遺跡は濁川河口から約700m入った濁川右岸、標高30～50m

の段丘上に位置している。

遺跡の所在する森町は北海道南西部、渡島支庁管内のほぼ中央部に位置し、北海道駒ケ岳の裾野西

北部に広がる町である。平成17年、 （旧）森町と砂原町とが合併したことにより、総面積368.27㎡とな
けんがみね

った。東側が駒ケ岳山頂剣ヶ峯から東円山を経て噴火湾に注く、トドメキ川を結ぶ線で鹿部町と接し、
しゆくのべ

南側は宿野辺川を挟んで北斗市（旧大野町）及び七飯町と、南西側は渡島山地を境界として厚沢部町

と、西は茂無部川を挟んで八雲町と接しており、北東側に広がる噴火湾までがその地理的範囲である。

2 遺跡周辺の地形と地質

地域の地質に関する刊行物（土居1960、北海道立地下資源調査所1973） をもとに、遺跡の立地する

地形、地質的環境について説明する。 このほかの文献を引用した場合にのみ、引用符を付した。岩石

などの名称、その他の記載については、年次が新しいものにそろえている。

森町は5つの地形区に分けることができるという。

1）新第三紀層から構成され、解析がすすんだ急峻な壮年期の山地帯。

2）濁川盆地。

3）新第三紀層から構成され、段丘面が発達している丘陵性の山地帯。

4）駒ケ岳とその山麓地域。

5）海岸および河川の沿岸に発達する沖積地と段丘。

1）、 3）に記した新第三紀層とは、およそ2300万年前から175万年前の年代に形成されたものであり、

530万年を境として前半を中新世、後半を鮮新世とに区分されている。 この地域では、中新世に相当する
くんぬい くるまつない

層として、古い順に国縫層八雲層、黒松内層が分布している。それぞれの分布と内容を述べると、国
えびや

縫層は、蛯谷川流域にわずかに分布しており、凝灰質礫岩、凝灰質角礫岩、凝灰角礫岩で構成されてい
とりささ

る。八雲層は国縫層の上部に位置し、濁川盆地の南東地域から烏崎川にかけての地域で分布している。

この層は、板状層理をしめすいわゆる「硬質頁岩」を特徴としている。黒松内層は町の西半分に広く分

布しており、上位から火山角礫岩部層、凝灰角礫岩部層、砂岩部層の3つに分けられている。
くゞ しん

1 ）は森町の西部～南西部、毛無山、狗神岳、森川山など標高200mから標高900mに達する山地帯

で、起伏に富み、解析が著しくすすんでいる地域である。新第三紀の八雲層と黒松内層、特に黒松内

層を特徴づける上部の火山角礫岩から構成されている。

2）は町の北西部にある径3～4kmの概ね五角形を呈する小型のカルデラで、傾斜60～70°のカルデ

ラ壁を有するじようご型の構造を呈しており、濁川型とされた。 この盆地の周囲には断層が発達してお

り、盆壁は先述した八雲層および黒松内層から構成されている。盆地北半部の地域からは温泉が湧出

しており、北東部の盆壁には昇華硫黄の鉱床がみられる。

このカルデラの形成に関わる噴火について名越（1994）は、マグマ水蒸気爆発に始まり、爆発的な

噴火へと移行し、軽石流の噴出でピークを迎え、 カルデラ内に湖が形成された後、再びマグマ水蒸気

7
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Ⅱ遺跡の位置と環境

爆発が起こったとしている。なおこの一連のI噴出は、 '4C年代で約12,000年前に集中して起こったとさ

れている （柳井ほか1992)。この噴出物は、石倉層と呼ばれ黒松内層を覆い盆地の周囲に分布している。
さんたい

盆地北東部の三岱～東部の蛯谷川にかけては、石倉層の影響で、平坦な台地地形が発達している。

3）は、噴火湾の沿岸や、 1）の山地帯と駒ケ岳火山帯とに挟まれた地域において、標高120m以下

の段丘面が発達していることで特徴付けられる地域である。基盤は八雲層や黒松内層で構成されてお

り、駒ケ岳火山噴出物に属する降下軽石堆積物で覆われている。

4）は町の東部を占める駒ケ岳火山体である。円錐形に近い成層火山で、軽石に富む火山噴出物で

構成されている。駒ケ岳は北海道で最も古い噴火記録をもつ活火山で、現在まで大小の噴火を繰り返

しており、 日本の活火山のなかで最も活動的な火山（ランクA)の一つとして注目されている。

駒ケ岳の火山活動を概観すると、 4～50,000年前に活動が始まり、 30,000年前までには安山岩の溶岩と火

砕物を噴出して羊蹄山のような円錐形の大きな成層火山を形成していたとされている。2～30,000年前に

なると駒ケ岳は山体の大崩壊に続き、火砕流を伴う大規模な軽石噴火を起こすようになった。その後、

一万年あまり活動を休止し、先の濁川カルデラの噴出物で駒ケ岳の山体も広く覆われた。5～6,000年前に

なると二度にわたって火砕流を伴う大規模な軽石噴火を起した。その5,000年後の1640 (嘉永17)年、大

規模な山体崩壊を伴う軽石噴火を起こし、岩屑なだれで津波も発生し、 700人あまりが犠牲になっている。

その後、駒ケ岳は現在までに1694年、 1858年、 1929年、 2000年と噴火を繰り返している （勝井2007)。

1640年の噴火による噴出物は町全域に確認でき、調査地においては約1m、駒ケ岳1遺跡において

約1.5m、森川3遺跡では約1.8mの層厚で堆積している。町内の先史遺跡の多くはこの火山灰に厚く覆

われており、 その発見を難しくしているとともに、反面として良好に保存されているとみられる。

5）は、噴火湾の沿岸に砂礫層が堆積しており、 ところによって、砂鉄の漂砂鉱床がみられる。ま

た、各河川の沿岸に沿って、比高2m～3mの河岸段丘が発達し、砂礫層をのせているほか、現河川

氾濫原堆積物が分布している。

3 周辺の遺跡

森町管内には平成21年現在、 51か所の遺跡が登録されている。前報告（北埋調報247） を元に旧砂原

町のものも加え一覧表とした（表Ⅱ－1）。遺跡は先に述べた台地、段丘を中心に、河川、海に沿う形

で広がっていることがわかる。

町内において平成13年以来、北海道縦貫自動車道建設工事に伴う発掘調査が行なわれ続けている。

工事に伴う調査遺跡数は11を数えるが、本報告をもってその8年にわたる調査は終了することとなる。

これらの調査のうち、本遺跡の比較的近隣にあたる茂無部川から濁川までの地域で、本遺跡を除く7

か所についての内容を北から順に述べる。

本内川右岸遺跡

本内川右岸の標高45m前後の台地に位置している。縄文時代中・後期の遺跡である。検出遺構は中

期の土坑が3基である。出土した遺物は、土器が縄文時代中期の円筒土器上層b式、 ノダップⅡ式、後

期前葉の天祐寺式など、石器は石錐、ポイント ・ナイフ、つまみ付きナイフ、 スクレイパー、石斧、

たたき石、石錘、砥石、石Ⅲl ･台石などが出土している。

三次郎川左岸遺跡

噴火湾から200mほど内陸三次郎川左岸の標高35～50mの段丘上に位置する。縄文時代後期前葉を

主体とする遺跡で、土坑1基、焼土1か所を検出した。縄文時代前期後半の円筒土器下層式、後期前

葉の天祐寺式などの土器、続縄文時代の恵山式、後北式土器などが出土している。
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Ⅱ 遺跡の位置と蝿境

表Ⅱ－1 周辺の遺跡

登載

番号
遺跡名称 種別 所在地 立地 標高(m 時期 （型式略名） 備 考

松屋崎台場跡

ニツ山遺跡

彦澗台場遺跡

会所町台場跡

会所町B台場跡

四軒町台場跡

１
ｌ
２
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

台場跡

貝塚

台場跡

台場跡

台場跡

台場跡

砂原4丁目

砂原東3.4丁目

砂原5丁目

砂原4丁目

砂原4丁目

砂原3丁目

海岸段丘

海岸段丘

海岸段丘

海浜地

海岸段丘

海浜地

近世

縄文中期～後期

近世

近世

近世

近世

刑

一

心

一

Ⅲ

５

Ⅲ

｜

ワ

東蝦夷地南部藩

砂原陣屋跡
陣屋跡 砂原3丁目 海岸段丘 丘仙 S48.8国指定史剛10

旧姫川A遺跡,森町
1980

８ 姫川1 遺物包含地 駒ヶ岳'32-1～4 河岸段丘 繩文中期(円筒上層）

縄文中期(円筒上層）

l（

旧姫川B遺跡,森町
'980

９ 姫川2 §物包含地 駒ヶ岳17-6.216.217 河岸段丘 11句
LL鼻

0 1 白川 ｜ 遺物包含地 ｜白川49-14 河岸段丘’ 48～5() |縄文晩期､擦文(北大 貝塚あり,森町1980

旧森川B統合,森町
1980

森川貝塚1 1 森川町~76～79ほか 海岸段丘貝塚 縄文前期(円筒下層) 、続縄文(恵山)､擦文､中近世

縄文前(円筒下層b) ･中期(円筒上層,大木系) ･後期(余市系) 、続縄
文(恵山）

13～15

旧森川A･C．D統合,森
町198(),町教委1982

森川’ 遺物包含地12 森川町692ほオ 海岸段丘 15～18

森川2

本内川右岸

茂無部川右岸

旧

一

Ｍ

旧

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

霞台3‘1-1,35-2

石倉町61 () 7．8

石倉町610-2.5

釧
一
鋤
一
鋤

縄文前(円筒下層｡)･中･後期|Ni葉･ '晩期後葉､擦文､中近世

縄文中(円筒上層b､ノダップⅡ,大安在B) ･後期(天祐寺）
縄文中'後期

町教委2(〕()4b

道埋文2003a(182）

ｔ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

６

６

１》

）

）

へ

宍

《

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

○
○
測
糺
４
４
▲

森町198(),町教委
1981 ．1993

尾白内貝塚1R
Iu 貝塚 字尾白内926,929-1ほ力 海岸段丘 縄文晩期(大洞A′ ）、続縄文(恵山､擦文10～14

〃
｜
昭
一
旧
一
加
一
別

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

置物包含地

遺物包含地

鳥崎

蛯谷

赤井川1

赤井川2

赤井川3

烏崎31-1､富士見町13ほズ

蛯谷町146 1ほか

赤井川229

赤井川229

赤井川229

鵠
一
鶴
確
準
一
罐

15～30縄文前(円筒下層) ･中期末･後期前葉､晩期中.近世
30～32縄文中(円筒_上層)･後期

175～195縄文中期(円筒上層）

230～235縄文中期

210 縄文中期

町教委1975,森町1980

森町1980

町教委1977,森町
1980

月、

とど オニウシ 集落跡 上台町326 18 海岸段丘 縄文早(貝殻条痕文)･中期(円筒上層c）貝～

御幸町132-2､清澄3-1ほ 縄文早・中(円筒上層,榎林,ノダップ11)･後(十腰内系･大湯系)･晩期
続縄文､擦文､中.近世

御幸町 遺物包含地 海岸段丘 町教委1985. 19948～20~

清澄27-1,29 2,326 16
326 18

24 清澄 遺物包含地 海岸段丘 縄文中(円筒上層)･後期qq～qQ
vリ リゾ 森町198（

鷲ﾉ木l

~鷲ﾉ木2
妬
一
妬

遺物包含地 ｜鷲ﾉ木145-1ほズ
台場跡 ｜鷲ﾉ木455ほか

海岸段丘l 15～20縄文中期(円筒上層）
海岸段丘’ 40 1近世 榎本武揚1869築

2004鷲ﾉ木6遺跡(上位
テラス)を統合,町教委
2004c， 2006

繩文早･中(円筒上層)･後(大津,白坂3,ウサクマイC,手稲) ･晩期(中
後葉)、続縄文(恵山,後北）

鷲ﾉ木428 遺物包含地 鷲ﾉ木5()6～510 河岸台地 15～70

縄文前(円筒下層)･中(円筒上層,サイベ沢Ⅷ,見晴町榎林,大安在B
大木9並行)･後期(涌元,トリサキ,大津,白坂3,ウサクマイC)、続縄文
(恵山後北）

縄文前(円筒下層) ･中(円筒上層,見晴町)･晩期(大洞C2) 、中．近世

道埋文2003.(190）
2004e(208) ･2007a

(246）

濁川左岸 集落跡 石倉町401,446-1,448 河岸段丘 40～50とり

道埋文2003e(191

20〔)4c （199）
本茅部130 遺物包含地 仁茅部町205,272～274,294 海岸段丘 80～85

縄文旱･前･中(円筒下層,円筒上層) ･後(天祐寺,涌元,トリサキ,大津
白坂3‘ウサクマイC,手稲,ホッケマ) , |晩期､続縄文(恵山）

31 遺物包含地栗ヶ丘］ 粟ヶ丘38～44 河岸段丘 35～45 町教委2004a

縄文早(貝殻文)･前(円筒下層)･中(円筒上層b･c,サイベ沢Ⅷ,見晴
町)・後期(天祐寺,涌元,トリサキ,大津,手稲堂林)､続縄文(恵山）

qワ
JL 倉知川右岸 集落跡 栗ヶ丘7， 1 1 1 ．2 丘陵 75～80 道埋文2()04a(196）

縄文前(円筒下層直前,円筒下層)･中((円筒~と層a｡b,サイベ沢Ⅶ,見晴町
大安在B,ノダップⅡ)･後期(トリサキ,大津,手稲)･晩期､続縄文(恵山）

道埋文2005e(222
2006b(234）

森川3qq
JJ 森川町317－1 ．7集落跡 丘陵 100

縄文前(円筒下層d) ･中(円筒上層b,見晴町,ノダップⅡ） ･後期(トリサ
キ,大津白坂31ウサクマイC手稲,鮴澗) ･晩期(聖山Ⅱ）

34 L今1
Lロ』 遺物包含地 上台33-1,42-1,364 丘陵 90 首埋文2005b(217）~

環状列石･墳墓・

配石遺構･集落跡
町教委20()8
b1c.d,2009

鷲ﾉ木 鷲ﾉ木499-2.3ほ力 可岸段丘 縄文早・前･中･後期(大津,白坂3) ･晩期､続縄文(恵山,後北B･Cl70do

石倉町395～397,403,4()4
139

縄文早期(貝殻文)中(円筒上層〔1，見晴町,榎林) ･後期(天祐寺,涌元
ﾄﾘ･ﾘｰｷ,大津,白坂3,ウサクマイC,手稲) ･晩期､続縄文(恵山,後北）

石倉1 遺物包含地 段丘b 首埋文2007b)0～40

縄文前(円筒下層a．d) ･中(円筒上層b,サイベ沢Ⅷ,見晴町,ノダップIl煉
瓦台) ･後(トリサキ,大津白坂3,ウサクマイC,手稲,硴澗) ･晩期(聖山II）

一
Ｊ
Ｊ

伺
司
〕 森川4 遺物包含地 森川町317-18 河岸段丘 道埋文2005c(218）9(｝

縄文早(貝殼文) ･前(円筒下層d) ･中(円筒上層a,サイベ沢Ⅶ,見晴
町,榎林) ･後(トリサキ,大津,白坂3,ウサクマイC,堂林) ･晩期(大洞A－
A, )､中．近世

河岸段丘～

緩斜面

nn

j5 上台2 集落跡 上台町326-5 10～100 道埋文20〔)5a(216）

石倉町146,623-1 .3.4,624
－1 .306ほか

石倉2 集落跡 河岸段丘 縄文中(榎林,大安在B,ノダップ、） ･晩期(聖山Ⅱu 60～75 道埋文2004b(197）

扣

“

石倉3

~石倉4
遺物包含地｜石倉町482,483,490
遺物包含地石倉町511,520,521

河岸段丘 65～75縄文後期(天祐寺,トリサキ）

河岸段丘| 60 縄文前(円筒下層) ･中期(円筒上層,大安在B）
道埋文2004〔l(205

道埋文20{)5〔|(219

2004森川3遺跡から分
離町教委200742 森川5 遺物包含地 森川町3177.8,318 ］ 丘陵 縄文前(円筒下層｡) ・中(サイベ沢V～ⅥI)期､晩期､続縄文(恵山）110

道埋文2004.(205
2005．(219）

43 石倉5 石倉町512,513,519遺物包含地 河岸段丘 縄文前(円筒下層d) ･後期(トリサキ)、続縄文(惠山）bb～60

縄文前(円筒下層)･中(円筒上層b,円筒上層c,サイベ沢Ⅷ,見晴町,大安在B
榎林)･後期(|､リサキ,大津,ウサクマイc)､統縄文(恵山,後北)､擦文

44 三次郎川右岸 貴物包含地 石倉町513,516 河岸段丘 道埋文20()6a(233）10～47

45三次郎川左岸｜ 遺物包含地 ｜石倉町610-24 河岸段丘’ 35～50 1縄文前(円筒ﾄ層) ･後期(天祐寺) 、統縄文(恵山,後北C2-D） ｜道埋文2()05(l (219

縄文前(円筒下層｡)･中(円筒上層b,円筒上層c,サイベ沢Ⅷ,見晴町
榎林,大安在B,) ･後期(涌元トリサキ,大津,白坂3,手稲,鯲澗,堂林）
晩期､続縄文(恵山）

46 鷲ﾉ木7 遺物包含地 鷲の木町397-1ほ 尾根 60 町教委2006b

鷲ﾉ木川右岸

蛯谷2

駒ヶ岳l

駒ヶ岳2

駒ヶ岳3

仰
一
帽
狛
一
印
一
別

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

鷲の木町396

蛯谷町281

駒ケ岳228-10

駒ケ岳470-5

駒ケ岳231-16.23

台地

台地

河岸段丘

河岸段丘

河岸段丘

蝿文

蝿文

縄文早期(東釧路1V）

蝿文後期

縄文後期(手稲式）

帥
一
帥
一
噸
跡
一
腿

町教委2008a

2007道教委試掘調査
n行

色，

＊遺跡名称の欄では｢遺跡｣の文字､所在地の欄では｢字｣の文字を省略した。

＊備考欄の四桁の数字は西暦である。

＊備考欄の森町教育委員会は｢町教委｣、財団法人北海道埋蔵文化財センターは｢道埋文｣と省略した

＊備考欄の括弧内の数字は財団法人北海道埋蔵文化財センター調査報告書のシリーズ番号である。
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三次郎川右岸遺跡

三次郎川を挟んで、左岸遺跡の対岸に位置する。縄文時代中期後半を主体とする遺跡で、住居土l1t19

軒、配石遺構5か所、土坑83基、焼土16か所を検出した。住居跡には埋甕をもつものや掘りこみの浅

いものがある。土坑はフラスコ状や大型礫を伴うもの、掘りこみが浅いものなど多様である。焼土は、

焼骨片が多量に混じり、続縄文時代のものが多い。繩文時代中期の円筒土器上層b式、 ノダップⅡ式、

後期前葉の天祐寺式、涌元式、続縄文時代の恵山式、後北式土器などが出土している。

石倉5遺跡

標高60mの段丘上に位置する。縄文時代前期が主体となる遺跡である。出土遺物は土器が縄文時代

前期の円筒土器下層式、縄文時代後期前葉のトリサキ式、続縄文時代の恵山式であり、石器はスクレ

イパーなどのほか、北海道式石冠、扁平打製石器が出土している。

石倉3遣跡

石倉川左岸の標高65～72mの段丘上に位置する。縄文時代後期前葉を主体とする遺跡である。土坑

を伴う不定形な配石が検出されている。

石倉2遺跡

急l1唆な尾根上から縄文時代中期後半を主体とする竪穴住居群が検出された。住居跡11軒、土坑9基、

Tピット10基、焼土2か所、土器集中4か所、 フレイク集中2か所、礫集中1か所を検出した。遺物は

縄文時代中期、晩期の遺物が出土している。

濁川左岸遺跡

無名沢を挟んで、石倉1遺跡の対岸に位置する。検出遺構は、住居跡25軒、土坑187基、石囲い炉を

含む焼土66か所、小土坑517基、配石遺構1か所、 フレイク・チップ集中1か所となっている。出土遺

物は、土器が縄文時代前期後半の円筒土器下層式、中期前半のサイベ沢Ⅶ式、後半の大安在B式、後期

前葉の天祐寺式、 トリサキ式、大津式、白坂3式、続縄文時代の恵山式、後北式である。石器は、石

鍼、石槍、つまみ付きナイフ、北海道式石冠、扁平打製石器などが出土している。

なお近年の調査状況として、平成18年(2006)年1月に国指定史跡となった鷲ノ木遺跡の調査内容

を記す。

鷲ノ木遺跡は、平成17 （2005）年度から、保存整備に関わる事業が継続して行なわれている。その

内容は平成17 （2005）年は地形測量、環状列石の分析、遺跡保存処置出土遺物の整理作業、平成18

(2006）年から、遺跡の保存目的による範囲確認調査となっている。

このうち範囲確認調査では、平成18, 19年の調査で、縄文時代の配石遺構が2基、続縄文時代の焼

土が16か所、 フレイクチップの集中域が8か所確認されている （森町教委2008)。

平成20年度の調査では、竪穴住居跡1軒、土坑5基、焼土6か所が検出されている。住居跡は、出

土土器から縄文時代後期初頭から前葉にかけてのものとみられ、環状列石と同一台地上に位置してい

る （森町教委2009)。平成21年の調査では、 12か所のトレンチを設定し、包含層の土層堆積状況を確認

している （南北海道考古学情報交換会2009)。

また森町教育委員会は平成21年、鷲ノ木遣跡、鷲ノ木4遺跡から出土した縄文時代後期の鐸型土製

品6点を町指定文化財とした。鷲ノ木遺跡を中心とした縄文文化の普及活動が盛り上がりを見せつつ

ある。

（立田）
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Ⅲ調査の方法

Ⅲ調査の方法

1 調査区の設定と座標値

調査区は平成14， 15， 16年度に行った現地調査の際に設定したものを踏襲した。

設定の際には日本道路公団北海道支社（現：東日本高速道路株式会社北海道支社）の「北海道縦断自

動車道本茅部工事平面図（2） 1000分の1図」を使用している。

工事予定上り線の中央線上の中心杭であるSIYA447とSTA448を通る線を基軸のMラインとし、 4m方

眼を設置した（図1-1)。 この方眼は南端交点をアルファベットとアラビア数字の組み合わせで呼称

する （例:H43、R73)。

この方眼の平面直角座標は第XI系で、以下のとおりである。

日本測地系SIA447 (杭番号M50)

STA448 (杭番号M75)

２

６

９

２

８

３

２

８

●

●

８

１

５

８

８

７

５

５

０

０

２

２
~~
~
~
~
~

Ｘ

Ｘ

３

８

３

８

６

２

５

１

４

０

９

３

２

２

９

９

１

１

~
~
~
~

Ｙ

Ｙ

世界測地系STTA447 (杭番号M50)

STA448 (杭番号M75)

２

４

４

８

８

２

８

４

●

巳

１

５

０

２

６

５

５

５

０

０

２

２
~~
~
~
~
~

Ｘ

Ｘ

Y=19001.4165

Y=18936.9835

2 発掘調査の方法

調査範囲は濁川の支流である無名沢左岸の丘陵斜面から河岸段丘上にあり、調査済みの範囲を挟み

2か所に分かれている。平坦な段丘面をA地区、斜面部をB地区と呼称する。

表土除去・地形測量

調査に先立ち、表土除去を行った。表土除去では、表土のI層と駒ヶ岳起源降下火山灰(Ko-d)

からなるⅡ層を重機により除去した。その後、測量杭の打設、 Ⅲ層上面の自然地形測量を行い調査開

始前の地形図を作成した。

25％調査・包含層調査

遺物包含層はⅢ～Ⅵ層である。まず、斜面部のB地区を調査範囲全体にわたり適当な間隔をあけて

25％調査を行い、各層において遺物・遺構分布の濃淡を確認し、分布の濃い範囲から集中的に調査を

行った。なお、 25％調査・包含層調査は人力で行い、移植ゴテ、ねじり鎌、 スコップ、 ジョレンを適

宜選択して使用している。つづいてA地区も同様に25％調査を行い、遺物・遺構の分布状況を把握した。

その際当初工事立会範囲であったW～a60～68区付近も調査範囲に加えた。その後、遺物・遺構の確認

されなかった範囲をⅣ層まで重機によって除去し、遺構確認調査を行った（図Ⅲ－2）。

遺構調査

包含層調査の際に確認された遺構については、土層観察用のベルトを残して掘り下げ、適宜実測

図・写真の記録を取った。
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Ⅲ調査の方法

遺物の取り上げ

包含層の遺物は、層位を記録し、調査区ごとに取り上げた。遺構の遺物は出土状況に応じて実測図

により、位置・層位・標高を記録して取り上げた。微細遺物の密集部分では遺物を土壌ごと一括して

取り上げ、水洗選別した。

調査最終面・地形測量

遺構調査の終了後、Ⅵ層上面の精査を行い、遺物・遺構がないことを確認して調査終了とした。 こ

の面において測量を行い、調査最終面の地形図を作成した。 （中山）

3 整理の方法

一次整理作業

現地では遺物取り上げ後水洗、分類し、遺物台帳・遺物カードを作成した。

土器については、二次整理での細分類、接合作業の目安となるよう、おおまかに①縄文のもの、②

無文のもの、③沈線文のもの、④折り返し口縁のもの、⑤貼付帯のもの、⑥縄線文のものなど文様の

特徴で破片を分け、その特徴を備考欄に記した。その後、台帳整理が終わったものから順次注記作業

を行った。対象は土器片、狭義の石器、遺構出土の遺物である。注記は、遺跡名の略称「石1」、発掘

区・遺構番号、遺物番号、出土層位の順に記した。住居跡等は略称(IH、 IPなど） を冠し、水場遺構

は「水1」 としてある。 また遺構に準じて取り上げた「土器集中」の遺物は土器集中5 ： 「土集5」

のように略した。なお、遺物台1帳は最終的にパーソナル・コンピューターに入力し管理している。

注記例遺構石1 . 1H5. 18.床

包含層石1 . 0Z．44． 7. W

二次整理作業

土器の整理

平成20年11月からの室内作業では、遺物台帳・カードの点検、台帳補正、土器の接合・復元作業、

素図原稿の作成、記録類の整理を行った。土器については分類の見直しを行い、接合作業と復元作業

を中心に行った。作業にあたっては遺構と包含層間の接合、同一個体の破片を把握することに努めた。

また発掘区ごとに、特徴のわかる口縁部破片を抽出し個体数を推定した。

平成21年4月からの作業は、土器の実測、拓影図作成、断面実測、集計表・分布図の作成および図

版作成を行った。土器実測図の断面は最も器形の特徴を現している部分を表現するために90度回転し

た位置で実測したもの、現存部を実測し復元した場合もある。その場合、実測した位置を▼で示して

ある。破片資料は文様構成・器形のわかる口縁部・胴部の破片を中心に拓影図を作成した。 （遠藤）

石器の整理

器種に分類し、形態や製作方法によって細分類を行った。並行して器種とその細分類を代表するも

のを選択し、実測した。 また、一次整理による遺物台1帳に、器種、石材、長さ、 1幅、重量、被熱の有

無使用痕の有無、付着物の有無などの属性を記録した。遺物台1帳は、マイクロソフトエクセルに入

力し集計等を行った。特徴的なものについては接合を試みたものもある。 （福井）
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微細遺物の整理

住居跡覆土、住居跡炉跡、住居跡柱穴、石囲炉、剥片集中、包含層の土壌について、炭化物や骨片

が含まれるものを採取し、浮遊水洗選別を行った。対象とした遺構・包含層は、 IH-6HF-1、 IH-

7HF-1、 IH-7HF-2、 IH-8覆土、 IH-8HF-1 、 IH-8HP-3、 IH-9HF-1 、 IS-3、

IS-7、 IF-1 、 FC-2～FC-5、OZ49区Ⅳ層骨片包含層である。土襄にして81袋、 2人1組で1

日8～14袋のペースで選別し、 9日間を要した。その後、土器、 フレイク、骨片、炭化材、炭化種子

に分類した。分類作業は、作業員2名で11日間かかった。分類した資料の内、骨片、炭化種子につい

て、予備的に同定を行った後、㈱パレオ・ラボに最終的な同定を委託した。炭化材については、一部

年代測定資料に用いた。 （福井）

記録類・遺物の収納保管

整理作業後の遺物は、報告書掲載のものとそれ以外のものに分けて収納した。

土器の内、報告書掲載のものは図版に対応するよう小分けして収納し、そのほかは分類ごとに遺構

別もしくは包含層の場合は発掘区毎の単位で収納した。なお、包含層の土器は口縁部、胴部、底部に

分け、文様のわかるものはそれぞれまとめている。

石器の収納は、掲載遺物は図面に対応するように、 1点ずつ小袋に入れた後、図ごとに中袋に収納

した。未掲載遺物については、 1点ずつ小袋に入れた後、器種ごとに中袋に収納した。フレイクにつ

いては調査区のアルファベッ |､ラインごとに石材別に収納した。

これらの遺物は、遺跡の所在地である森l11l教育委員会に搬送し、保管される。 また、現地調査およ

び整理作業で作成した各種図面、写真フイルム、遺物整理台帳は、道立北海道埋蔵文化財センターで

保管される。 （遠藤・福井）

4 基本層序

調査範囲は海岸線に沿った北西～南東方向に長い長方形を呈している。その大きさは長辺約220m、

短辺約130mであり、二条の沢がある。標高、地形ともにやや変化に富むため、土層も各所で若干異な

っている。地形を大まかに二分すると、段丘部(A地区） と丘陵斜面(B地区）に分けることができる。

土層の記録にあたってこの特徴を捉えるため、柱状図を3ヵ所(A地区2カ所、 B地区1カ所）で作成

し （図Ⅲ－3）、 さらに土層断面図を3カ所、A地区においてB47～51区、K28～028区の2カ所、 B地

区のN73～N77～078～079間の1カ所で作成した（図Ⅲ－4～7)。なお、柱状図中の波線以下にあた

る基盤層の堆積は、掘削に関する制約から柱状図とは異なる地点のものを加えたものである。

基本層序の呼称に際しては概ね前報告（北埋調報247）を踏襲したが、 Ⅲ層とV層の火山灰を含む土

壌、Ⅵ層について異なる様相が見られたため細分を行い、改めて設定した。 また、土層の記載には、

『土壌調査ハンドブック』 （日本ペトロジー学会編2000) を参考にし、土色、土性、粘着性、堅密度、

含有物とその含有率について記載した。土色については「新版標準土色帖』 （小山・竹原2004） を用い

た。

以下基本層序について、前報告の変更点がある場合は根拠を述べ、若干の説明を記した。性質と特

徴については、表Ⅲ－1に示した。

I層：表土。現代の耕作、植林による堆積。

Ⅱ層：駒ケ岳｡降下テフラ (Ko-d)。砕屑物の粒径からⅡa～dの4層に区分した。寛永17 (1640)年

噴火。
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Ⅲ調査の方法

Ⅲ層：クロボク土。降下テフラを挟んでおり、 Ⅲa～cの3層に区分した。無道物層である。降下テフ

ラはⅢb層とした。

Ⅲb層：白頭山苫小牧テフラ (B-Tm)。色調と土性により2層に区分した部分がある。噴出年代は

Ⅲ』C年代測定結果などから、 10世紀中葉に絞られつつある （石塚ほか2003、町田・新井2003)。

Ⅳ層：クロボク土。縄文時代～擦文文化期の遺物包含層とされたもの。土質からⅣa、Ⅳbの2層に区

分した。遺物も概ね対応し、Ⅳa層は縄文時代晩期・続縄文時代、Ⅳb層は縄文時代中期・後期

の遺物が出土している。

V層：火山灰を含む黒褐色土とされたもの。火山灰層をVb層、上位の漸移層をVaとし2層に区分した。

Vb層：駒ケ岳g降下テフラ (Ko-g)。調査区全体に不均一に分布する。噴出年代は14C年代で、

5,800yrBP前後とされている （中村・平川2004)。

Ⅵ層：濁川軽石流堆積物とその風化再堆積層とされたものである。A地区において水成堆積物を確認し

たので、土質から以下の9層に細分した。Ⅵa層以外は無遺物層である。

Ⅵa層：ローム層。A地区で部分的に認められる。縄文時代早期の遺物包含層。

Ⅵb層：ローム層。濁川軽石流堆積物の風化再堆積層。

Ⅵc～e層：水成堆積物。A地区において認められる。不規則な波状を呈して堆積しており、濁川軽石流

堆積物起源とみられる角閃石安山岩、軽石を、Ⅵc、Ⅵ｡層で明らかに、Ⅵe層ではごくわず

かに含んでいる。 このことから、層位的先後関係は明確ではないが、濁川軽石流堆積物よ

り上位のものとした。

上位のⅥb層を含めたこの特徴は、 「下部は主として安山岩の亜円礫からなる。上部は

軽石混じりの砂と中礫の互層からなり、最上部には50cmの礫まじりロームがある｡」とい

う第1河岸段丘堆積物（五十嵐ほか1978） と同一のものであるとみられる。これは濁川

軽石流堆積物を含むいわゆる石倉層より新しいものとされており、観察結果とも整合し

ている。

Ⅵf～i層：濁川軽石流堆積物。B地区（丘陵斜面部）において確認した。いわゆる石倉層の一部とみ

られる。角閃石安山岩、軽石の亜角礫を含む粘土を主とする堆積で、噴出年代は約12,000

年前とされている （柳井ほか1992)。 （立田）

5 遺物の分類

（1 ）土器

土器は縄文時代早期に属するものをI群とし、以下前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期を

V群とした。続縄文時代のものはⅥ群、擦文時代のものはⅧ群である。 また、 a･b類に二分したもの

はa類が前半、 b類が後半を意味する。同様にa･b･c類に分類したものはa類が前葉、 b類が中葉、 c類

が後葉である。なお、今回の調査ではI群、 Ⅱ群、Ⅶ群は出土していない。

I群縄文時代早期に属する土器群

a類貝殻・沈線文系土器群および条痕文系平底土器群

b類東釧路式系土器に代表される縄文系平底土器群

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器群

a類縄文の施された丸底・尖底の土器群

b類円筒土器下層式に相当するもの
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Ⅲ調査の方法

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群

a類円筒土器上層a式、 b式、サイベ沢Ⅷ式、見晴町に相当するもの。

b類榎林式、大安在B式、 ノダップU式、煉瓦台式に相当するもの

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群

a類天祐寺式、涌元式、 ｜､リサキ式、大津式、白坂3式に相当するもの

b類ウサクマイC式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの

c類堂林式、三ツ谷式、湯の里3式に相当するもの

V群縄文時代晩期の土器群

a類大洞B式、大洞B－C式とこれに並行する在地の土器群

b類大洞C]式、大洞C2式とこれに並行する在地の土器群

c類大洞A式、大洞A′式とこれに並行する在地の土器群

Ⅵ群続縄文時代の土器群

a類恵山式に相当するもの

b類後北式に相当するもの

（遠藤）

（2）石器等

石器は、剥片石器、石斧、礫石器、石製品に大別し、 さらに器種分類を行った。定型的な石器につ

いては、形態、製作方法により細分類を行った。大きさは、 Cmを単位として用い、小数点第二位まで

測った。長さ、幅は、定型的なものについては、長軸を基準とし、不定型なものについては、剥片剥

離軸を基準に長方形を想定し測定した。厚さは最大厚を測った。重量は、 gを単位として用い、小型

のものについては小数点第二位、大型のものについては体重計を用いたため1009単位まで量った。ま

た、礫石器に付した記号は、 ｜－｜はすり痕、V－Vは敲打痕を示す。スクリーントーン等について

は、 ドットが使用による光沢が見られたもので、濃い部分はより明瞭な光沢がみられた部分を示して

いる。なお、文中で石器という場合は、剥片、礫以外の石器類を示すこととした。

剥片石器

石鑑押圧剥離により両面が剥離され、尖頭形を呈す5cm未満のもの。

石槍（又はナイフ） 押圧剥離によって両面が剥離され、尖頭形を呈す5cm以上のもの。

石錐錐状の突出部が作り出されたもの。

つまみ付ナイフ端部に扶りを入れることで、つまみ部が作り出されたもの。

ナイフ両面を調整することで側辺に刃部を形成するもので、尖頭形とならないもの。

箆状石器両面が調整された石器で、一端に直線状ないし弧状の刃部が形成されるもの。

スクレイパー素材の一面に剥離を加え、刃部とするもの。

サイドスクレイパー（削器） 剥離が素材の側辺に連続的に加えられたもの。

扶入石器扶り状の刃部が細部調整で加えられたもの。

両面調整石器剥離が素材の両面に施されるが、粗い調整で、尖頭形でないもの。

模形石器対向する小剥離が素材の両端部にあるもの。 また、いわゆる両極剥離打法により発生する

各種の割れの特徴を持つもの。

Rフレイク散漫な剥離が加えられた不定型のもの。

Uフレイク使用された結果としての、微細な剥離などが見られる不定型のもの。
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フレイク （剥片） 石核、石器から剥離されたもので、二次的な剥離を受けていない、 もしくは微細

な剥離などが見られないもの。

石核石器素材となりうる大きさ ・形状の剥片を剥離した痕跡が複数あるもの。

異形石器突起や挾りを入れるなどの調整を加えることで、一定の形態とするもの。

石材等

石材

剥片石器の石材については、頁岩、 メノウ、黒曜石、珪化岩、デイサイトなどと特定したが、厳密

な岩石学的分類とは一致しない場合もある。

光沢

スクレイパー、つまみ付きナイフ、 Rフレイク、Uフレイクに見られたもので、使用に伴って形成さ

れたものとみられる。詳細については坂本(2002、北埋調報171)を参照願いたい。 （福井）

礫石器等の分類について

石斧関連製品、礫石器、石製品の分類作業に当たっては、先行報告（北埋調報247）の分類項目に従

い分類し、器種別の分類にとどめ細分は行なっていない。名称は以下のとおりであり、掲載の順序も

これに従っている。

石斧：石斧・石のみ

礫石器：たたき石・すり石・扁平打製石器・北海道式石冠・砥石・加工痕のある礫・石皿・台石・

礫・礫片

石製品：軽石製石製品・有孔石製品

これらの石器の石材については、 20倍のルーペを用いて、鉱物、組織を観察し、堆積岩、 あるいは

火成岩、変成岩かを判断した。 さらに5万分の1地質図幅説明書、 『濁川』、 『駒ケ岳』、 『八雲』を参照

し、現地において周囲の河川で採取した礫を参考にしたうえで名称を決定した。

名称の決定に当たって、堺幾久子の助言を得た。第Ⅶ章において、石器の石材について、 その特徴

と判断した手順を示しておいた。

石材の表記に当たって以下の略号を用い、一覧表に記してある。

SS砂岩、MS泥岩、 Sh頁岩、 S. Sh珪質頁岩、 STシルト岩、CM礫岩、 Chチャー|､ 、Qua珪岩、 S.W

珪化岩、Agメノウ、Rh流紋岩、Daデイサイト、Gra花崗閃緑岩、An安山岩、Hb-An角閃石安山岩、

Px-An輝石安山岩、Di閃緑岩、Bs玄武岩、Dol粗粒玄武岩、Ga斑レイ岩、 Peカンラン岩、Tu凝灰岩、

G-Tu緑色凝灰岩、 Pu軽石、 Sl粘板岩、 Sc片岩、Gr-Sc緑色片岩、G1-Sc藍閃石片岩、 Spr蛇紋岩、

Ta滑石、Ap-Ba無斑晶質玄武岩

礫・礫片について

出土した遺物は、全て遺物として取り上げ、保管しているが、礫・礫片について包含層から出土し

たもののうち、特に有意なものでない限り記録を作成したのみで廃棄している。礫についての詳細は、

Ⅶ章に記載した。 （立田）
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1V遺構と遺構出土の遺物

Ⅳ遺構と遺構出土の漬物

遺構の概要

検出された遺構は住居跡6軒、土坑44基、小ピット87基、集石5か所、剥片集中5か所、焼土1か

所、水場遺構1か所である。 このほか遺構に準じて取り上げた土器集中が16か所あるが、 これについ

てはV章包含層出土の遺物で取り扱うこととした。

住居跡は6軒検出された。 IH-9 ･ 10がA地区、そのほかB地区から検出された。 IH-10が中期前半

期の可能性が高いほかは後期初頭～前葉に属するもので、石囲い炉を持つ特徴がある。

土坑は中期前半期から後期前葉に属するものである。時期の確実にわかるものではサイベ沢Ⅶ式期

のもの（20～23） と後期前葉のもの（25 ．26， 34， 45， 47， 52～56， 59， 61）がある。小型のフラス

コ状土坑は墓の可能性がある。小ピットはB地区の遺構・遺物の集中地区周辺部から検出されている。

配置がわかるものはほとんどない。集石はA地区から3か所、B地区から2か所見つかっている。石囲

い炉が2基ある (IS-4 ･ 7)。剥片集中は石器製作に関連するもので、黒曜石製剥片で構成されるも

のがある (FC-2～5)。

水場遺構はB地区の小さな沢部分から検出されたもので､縄文時代中期中葉および後期前葉の時期に、

水場および道具廃棄場として利用されたもので、土器・石器が多量に出土した。 （遠藤）

1 住居跡

IH-5 (図Ⅳ-3～6、表1 ･ 4 ･ 5、図版4 ･ 5 ･36･37)

位置M･N77･78 立地標高43.2～42.7m付近の緩斜面

平面形不整楕円形 規模 （2.87） ／ （2.85）×（2.46） ／ （2.34）×0.24m

確認・調査Ⅵ層上面で、Ⅳ層起源の黒褐色土の落ち込みとして検出した。土層観察用のベルI､を|‐

字に残して黒褐色土を掘り下げたところ、平坦な床面と明瞭に立ち上がる壁を南側で確認した。

覆土 2 ． 3層はⅣ層主体の黒色土層。いずれもローム粒を含む。特に3層ではロームブロックが

散在する。覆土の凹みには、Ⅳb層が自然堆積していた。

形態壁は南側が明瞭で、周溝が確認された。北|!!llおよび東西側の壁は不明瞭で、床とみられる範

囲から住居のプランを推定した。床はほぼ平坦で、地形上やや標高の高い南側からやや低い北側に向

かって、緩やかに傾斜している。重複する遺構にIP-24．25･26･40がある。 IH-5より、 IP-24･

25は新しく、 IP-26･40は古いとみられる。

付属遺構HF－1 :住居中央よりやや東寄りの床で、 2点の礫が直列した状況で出土した。 IP-24に

切られるため、ほかの礫や焼土は残っていないが、石囲い炉が存在したものとみられる。礫のうち1

点は台石が転用されている。

HP-1～8 : 8基をHPとした。HP-6～8は住居床面推定範囲をはずれるが、 IH-5に関連するも

のとした。HP-2 ･ 4 ･ 6は床面からの深さが25cm前後で、特にHP-4はその下部において同一個

体の土器片により根固めをしていた。

遺物出土状況HP-4 ･ 6および住居跡覆土から、縄文時代後期前葉の土器片が出土している (NO1

・ 2 ． 4～10･ 12～17)。石器としてスクレイパー (No.11)、たたき石、台石片、剥片(NQ3 ･11)が

覆土から出土している。

時期出土遺物から縄文時代後期前葉である。 （福井）
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Ⅳ　遺構と遺構出土の遺物
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

遺物土器： 1～15はいずれもⅣ群a類である。 1は本住居の覆土出土のものと覆土中に掘り込まれた土

坑P-25および周辺の包含層(M78,N77･78,P77区）から出土した破片が接合したものである。底部は欠

損するが全体の3の1ほどが残存する。胴部下半で僅かに張り出す深鉢形で、 4か所に穏やかな波頂部があ

る。文様帯は折り返し口縁部と胴部にあり、胴部下半は無文で炭化物が付着している。無文地に棒状施文具

で文様が描かれ、口縁文様帯では波頂部の4か所に円形文を配し、その間を細長い方形の文様で埋めている。

lllml部文様帯は下半を2条一対の沈線文で区画した中に、円形文を中心に上下に弧状文様を配し、渦巻文様と

組み合わせている。 さらに口縁部文様帯と|司様の細長い方形文様がその間に部分的に充填されている。薄手

で胎土は織密で焼成がよい。化粧粘土の剥落が目立つ。 2は口縁部と底部を図上で復元したものである。胴

部上半でやや膨らむ器形で波状口縁である。口縁部には1に類する方形の文様があるとみられる。胴部は2

条一対の沈線で流水文を多段に施し弧線でつなぐ文様であろうか。施文後器面をなで調整している。 3は覆

土とHP-6および周辺の包含層出土のものが接合した。緩やかな波状を呈する大型深鉢。折り返し口縁部

には細長い方形文が配され、胴部は蛇行する沈線文を垂下させている。 1～3はトリサキ式から大津式の古

い段階にかけてのものである。 4～7は口縁部、 4は小さな波頂部と持つものとみられ、 2条一対の浅い沈

線で文様帯を区画した中に、上下で相対する位置に弧状の文様が描かれる。折り返し口縁部には、 2に類し

た文様がかすかに観察できる。 5， 6はHP-6から出土したもの。 5は沈線文が、 6は折り返しのある口縁

部。 7は無文部であるが折り返し口縁の可能性がある。 8～13は沈線文、縄文の施された胴部破片。 11は0

段多条の原体、 12は縦行縄文が施されている。 14は底部付近のもの。 15の拓影は底部の内面である。指頭で

調整した際のくぼみが複数観察できる。 （遠藤）

剥片石器：図示したものはいずれも覆土出土で、頁岩製品。 16～21は、同一母岩で、遺構図No.11の地点

からまとまった状態で出土したものである。 16は、 スクレイパーで、左辺に緩やかに外湾する刃部を持

つ。剥離は腹面111llになされる。 18は、Rフレイクで、末端辺腹面に粗い剥離が施される。 17･ 19～21はU

フレイクで、微細剥離が見られるもの。 22は、頁岩製石核で、打面・作業面を頻繁に移動して、剥片剥

離している。大きく円礫面が残ることから、素材は円礫から剥がした大形剥片と推定される。 （福井）

礫石器： 23はたたき石。歪で小ぶりな無斑晶質玄武岩を用い、端部で敲打するものである。 24は台石。

概ね円形を呈する扁平礫を素材とする。一側縁と正面中心よりやや上に敲打痕がある。被熱によると

みられる黒変部分が認められる。 （立田）

IH-6 (図Ⅳ－7～10、表1 ･ 4 ･ 5、図版6 ･ 7 ･37･38)

位置X･Y78･79 立地標高38.5～38.1m付近の緩斜面

平面形不整楕円形 規模4.53/4.23×3.32/3.14×0.12m

確認・調査X79区を掘り下げていたところ、Ⅵ層上面で、Ⅳ層起源の黒色土の落ち込みとして検出し

た。土層観察用のベルトを十字に残して黒色土を掘り下げたところ、平坦な床面と明瞭に立ち上がる

壁を南側で確認した。

覆土 1層はⅣ層主体の黒色土層で、 ローム粒を含む。床下には、堀方が確認された。堀り方は8

~10層のようにロームブロックを多く含む土層に埋められていた。覆土の凹みには、Ⅳb層が自然堆積

していた。 3 ． 6層は掘り上げ土とみられるが、平面での広がりは確認できなかった。

形態壁は南側および東西側で確認された。X79区では、風倒木の存在から壁を検出することが出来

ず、床とみられる範囲から住居のプランを推定した。床はほぼ平坦。西側の壁上で一対の配石があり、

その部分の壁が住居内側に張り出していた。 この張り出しは住居掘削時に内側に張り出すように掘り

残されたもので、入り口構造とみられる。
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Ⅳ遺椛と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－4 1H－5出土の遺物(1 )
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W遺幟と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－6 1H-5出土の遺物(3)

付属遺構HF-1 住居中央よりやや北東寄りの床で、礫が方形に配された状況で検出した。明瞭な

焼成面は確認されなかったが、石囲い内の土層27下部で焼土が確認できた。石囲いの礫は、東西の2

点が深い堀方を持って、 しっかりと据えられていた。一方、南北の礫は浅い堀方によって据えられて

いた。礫のうち北側の1点は台石が転用されていた。

HP－1～12: 12基をHPとした。HP-10は住居床面推定範囲をはずれるが、 IH-6に関連するものと

した。HP-1 ･ 5 ･ 6は床面からの深さが40cm前後であった。

配石: IH-6の西側壁上で、扁平な楕円礫の長辺を上下とした一対の配石が確認された。南側の礫は、

堀方としてHP-13を掘り、 その上に台石転用礫を据えていた。北側の礫は、石質も悪く、堀方も認め

られなかったことから、 Ⅵ層に含まれた自然礫をそのままの状態で利用したものと考えられる。

遺物出土状況HP-6および住居跡床面(N02 ･ 3)、覆土から、縄文時代後期前葉の土器片が出土

している。石器として石斧(NQ1)、たたき石(No.4)が床から、 スクレイパー、Uフレイク、台石・

石Ⅲ片、剥片、礫(No5)が覆土から出土している。

時期出土遺物から縄文時代後期前葉である。炉跡HF-1採取炭化材を年代測定したところ、

3635±30yrB.P. (PLD-12076)の測定値が得られた。 （福井）
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－8 1H-6 (2) と出土の遺物(1 )
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図Ⅳ－9 1H-6出土の遺物(2)

遺物土器： 1～3が床面、その他は覆土出土のもの。いずれもⅣ群a類である。 1は口縁部に扁平な折

り返し状の貼付帯をめぐらすもので、施文後に0段多条の縄文を施している。余市式の系統をひく天祐寺式

である。 2は太い沈線で渦巻き文様が描かれている。 3は横走縄文が施されている。

4～7 ． 9は口縁部。 4は1と同一個体の可能性がある。 5はLR原体による縄文が浅く施されるもの

で口唇部にも施文がある。 6， 7は無文のもの。 6はケズリ調整が器面に荒く残っている。 7はやや

肥厚させた波頂部に指頭による押捺で窪みが形成されている。 8は胎土に海綿状骨針が混入する。口

縁の数か所に小さな突起部を持つとみられる。口縁の狭い範囲が無文で、突起部下に円形文が配され

ているようである。LR原体による縄文を器面に浅く疎らに施文し、半裁竹管状施文具で斜行格子目の

文様が描かれているがあらかじめ口縁に平行に細い沈線が1条引かれている。胎土は綴密で内面はよ

く調整されている。 9は扁平な貼付帯があるもの。LR原体による縄文を胴部では縦位に施文後、貼付

帯上は横位に回転施文し羽状を術成している。 10は斜格子目の沈線文のもの。器面に横位に調整痕が

残る。 11， 12は横走気味の繩文が施されている。 13は2条一対の沈線での弧線を配する文様がある。

14は壺形土器の肩の部分。太い沈線で半肉彫り的に垂下する蛇行文様が描かれている。焼成はよく、

胎土は榿色を呈する。 15～18は底部。 （遠藤）

石器： 19は、床面で出土した磨製石斧。蛇紋岩製で、全面研磨される。刃先からの剥離がある。図の

左面は比較的平らで、右面は曲面となっている。 20～22は、覆土から出土した。 20は、 スクレイパー

で、挾りを持つ。挾りは、一枚の剥離の凹み（陰瘤痕） を利用している。 21 ．22はUフレイク。 21は、

不規則に割れる性質の頁岩片の縁に微細剥離が認められる。 22は、流紋岩製の横長剥片の末端辺に微

細剥離が見られる。 （福井）

23は床面から出土したたたき石、拳大の|=[l礫の一部に敲打痕が認められるもの。角閃石安山岩製。

24は石Ⅲ。炉石として使用されていたもの。棒状の礫の平坦な部分が使用される。全体的に被熱によ

る赤変、剥離がみられる。 25は台石である。濁川カルデラ起源の角閃石安山岩の礫を用い、一面のみ

に使用面があるものである。 （立田）
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IH-7 (図Ⅳ－11 ･ 12、表1 , 4 ･ 5、図版8 ･ 9 ･38･39)

位置M75･76，N76 立地標高42.8～43.0mの緩斜面

平面形不整楕円形 規模2.82／（2.38）×2.52／1.54×0.14m

確認・調査Ⅳ層を掘り下げていたところ、 V層上面において不明瞭な黒色土の落ち込みと、その内

側に方形に配される5点の礫が検出された。落ち込みはNラインにおいて設定したメインセクション

に延びており、壁面を精査すると同様な落ち込みを確認した。 このためこれを住居と想定し、石囲い

の長軸東西方向に合わせトレンチを設定してⅥ層まで掘り下げた。その結果、重複する遺構を確認し、

土坑(IP-57)埋没後のくぼみに石囲い炉を伴う住居が構築されているものと判断した。

覆土 5層に分層した。覆土が3層と、炉の構築の際の堆積とみられる2層である。覆土はパミス

や黄褐色土ブロックを混じる黒ないし黒褐色土である。また炉跡HF-1の部分には、炭化木片や遺物

を混じる黒色土が堆積する。

形態平面形は南北に長軸のある不整な楕円形。全体として浅い皿状を呈するが、床は凹凸が多く

壁の立ち上がりは不明瞭である。

付属遺構

HF－1 、 2 :焼土HF-1は住居中心よりやや北東側に構築される石囲い炉である。炉石間の堆積に

は焼成し、赤変する堆積は認められないが、検出面において、炭化材片や遺物が多く検出されている。

HF-2はそのHF-1の西側に広がるやや不明瞭な焼土である。

HP-1～8 :柱穴は壁際もしくは壁にほぼ接して小規模なものが6基検出されている (HP-3～8)。

これらは住居の西半分をめぐるように配され、 うち3基は住居内にやや傾斜している。その他住居北

壁に接して1基(HP-2)、住居落ち込みから0.3m南東に離れてもう1基(HP-1)検出されている。

ともに径0.4mほどの円形を呈する浅い土坑である。 これらは、住居と異なる軸を持つ対の土坑とも考

えられることから、住居と別の遺構であるかもしれない。

遺物出土状況床面及び床面直上の遺物、 また配石に関連するかとみられる礫について出土位置を記

録した。焼土付近にやや集まる傾向がある。

時期床面から多く出土している遺物、住居の形状の類似から、縄文時代後期前葉のものとみられ

る。 （立田）

遣物土器： 1～3， 5～8， 10が床面、 4は床面下、 11は焼土中、 14は柱穴HP-3から、そのほ

かは覆土から出土したものである。すべてⅣ群a類である。 1は縄文地に2条一対になる沈線で文様が

描かれる。胎土は淡黄色で焼成が良い。 2は折り返し気味の口縁部で、先端の尖った細い工具による

2条一対の沈線で方形の文様を描いている。縦の2条の沈線で文様帯が区画されているのであろう。 3，

4は比較的太いRL原体による縄文が施文されている。 5は細い沈線による文様のもの。 6， 7， 13は

LR原体、 8～10はmJ原体による縄文のもの。 9の施文は疎らである。 10は底部付近の破片。 11は複節

縄文のもの。 12は小型の土器と見られ、沈線文で渦巻き的文様が描かれている。 14は底部が張り出す

もので、指頭での成形痕が認められる。底部付近まで先の細い施文具で斜格子目の文様が描かれてい

るのがわずかに観察される。 （遠藤）

石器： 15は、焼土上面から出土した流紋岩製箆状石器。扁平礫を両極打法で整形し、一辺に長軸に対

し斜めの刃部を形成している。刃部縁辺は摩耗する。特に突出した部分は、稜も滑らかになっている。

16～19は、床面出土の頁岩製Uフレイク。縁辺に脈絡なく微細乗l1離が認められる。 （福井）

20は覆土から出土した、加工痕ある礫である。花崗閃緑岩の円礫を半割したものを用い、半割面に

打ち欠きが施されている。素材礫は石皿もしくはすり石を転用したものとみられ、平坦部分に極めて

平滑な使用面がある。 （立田）
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

IH－8 (図Ⅳ－13･ 14、表1 ･ 4 ･ 5、図版9～11･39)

位置O･P77･78 立地標高42.1～42.2m付近の緩斜面

平面形不整形 規模 （3.32） ／ （3.24）×2.28/2.18×0.09m

確認・調査V層上面で、Ⅳ層起源の黒褐色土の落ち込みとして検出した。土層観察用のベルトを十

字に残して黒色土を掘り下げたところ、床面と不明瞭に立ち上がる壁を確認した。

覆土 1層はⅣ層主体の黒色土層。ローム粒、炭化材片のほか、焼骨片を多く含む。焼骨片は魚骨が多

く含まれ、同定したところサケ属、 タイ科、ガンギエイ属、ニシン科、 カレイ科、中型鳥類、獣類が確認

された。P-78区杭で土層を確認したところ、土層1とは別に、土層3 ･ 4をみることが出来た。

形態壁は不明瞭であるが、東側および南北側で緩やかな立ち上がりが確認された。西側は床とみ

られる範囲から住居のう．ランを推定した。床は硬化するものの、凹凸があり安定していなかった。

重複する遺構にIP-45･63がある。 IH-8より、 IP-63は新しく、 IP-45は古いとみられる。

付属遺構HF-1 :住居中央よりやや東寄りの床で、 5点の礫がかぎ型に並んで出土した。ほかの礫

や明瞭な焼土は残っていないが、土層に焼土粒や焼骨片が含まれることから、石囲い炉が存在したも

のとみられる。礫のうち4点は台石・台石片・たたき石（図Ⅳ－14－12． 13）が転用されている。

HP-1～7 : 7基をHPとした。HP-6は床面からの深さが27cmで、唯一柱穴と推定されるもの。

遺物出土状況HP-2～6および住居跡覆土から、縄文時代後期前葉の土器片が出土している。石器

としてたたき石、台石、台石片、Uフレイク、剥片が覆土から出土している。

時期出土遺物から縄文時代後期前葉である。炉跡HF-1採取炭化材を年代測定したところ、

620±20yrB.P. (PLD-12735)の測定値が得られた。 この年代値については、測定試料に問題があった

ものと推定される。 （福井）

遣物土器：いずれもⅣ群a類である。 1がHP-4， 5がHP-2， 9は柱穴と推定されるHP-6から

それぞれ出土した。その他は覆土のものである。 1～3は縄文が施されているもので、 2は小波状口縁に

なるとみられ、 この部分をわずかに肥厚させている。 3は口唇上から内面にかけて平滑に調整されてい

る。LR原体による横走縄文のもの。 4は無文の小型土器である。 5は比較的太い原体による縄文が浅く

施文されている。 6～8は斜行縄文のもの。 8では縄文施文後、指頭で文様を部分的に磨り消している。

9は底部付近の破片。 10はRL原体による縄文が底部付近まで施文されている。 （遠藤）

石器： 11は、覆土出土のUフレイク。流紋岩製で、縁辺に微細剥離が認められる。 （福井）

12， 13は、たたき石で、共に被熱している。 12は、やや細長な礫を用い、各所に敲打痕がみられる。

安山岩製。 13は、三角柱状の礫を用い、一平坦面に敲打痕がみられるもの。 （立田）

IH-9 (図Ⅳ－15，表1 ･ 4 ･ 5、図版11 ･ 12･39)

位置OZ50 立地標高41.0～41.5m付近の緩斜面

平面形不整楕円形か 規模 （1.64） ／ （1.58）×1.46/1.34×0.12m

確認・調査Ⅵ層上面で、Ⅳ層主体のローム混じりの土が楕円形に堅くしまっている状況を確認した。

楕円形の長軸は「南東一北西」を向いており、平面観楕円形の長軸上中央より南東よりにおおよその

直径50cmほどの円形をした榿色土の分布があった。

自然の営為ないしは人為による穴をⅣ層主体の土によって人為的に埋め戻した可能性を想定した。

そこで、楕円形の長軸より北東半分を半裁した。土層観察をして、完掘をした結果、風倒木等の自然

作用による撹乱を人為的に埋め戻したものと判断した。榿色土部分は火を焚いた痕跡か、それとも凹

みに酸化した鉄分等が水の作用によって溜まったものなのか判然としなかった為、HF-1として記録し
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7 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ローム粒.ロームブロツク含む
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15 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ローム粒含む

16 10YR3/3黒褐色しまる粘性弱ロームブロック多く、炭化材片含む

図Ⅳ-13 1H-8
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－14 1H-8出土の遺物

た。 しかし、 フローテーションの結果、骨片および炭化物が出土したため、焼土であった可能性がある。

小規模であるが、 しまっている部分を遺構として捉えて、地床炉を持つ住居として判断した。掘り

込みは確認できず、検出面がそのまま生活面・構築面の可能性が高い。柱穴等は確認できなかった。

Ⅵ層でしまった面を検出し、そこが生活面を想定できる状況であったため、土地の削平・整地の可能

性がある。 IS-7の検出面の標高、 IP-61の土層断面図（図Ⅳ-30)におけるⅣc･We層が水平に堆

積する状況から証明したいと思ったが断定するにいたらなかった。

覆土 1～3層はHF-1に関連する土層である。中央がよく焼けたものと思われ、掘り込みはない。

4層は撹乱を埋めたⅣ層主体の濁川ローム混じりの土である。 5層は後に入り込んだ木根跡である。

形態楕円形の北西端は平成15年の調査によって削平されていた。床はおおよそ平坦で、地形上や

や標高の高い南西側からやや低い北東側に向かって、緩やかに傾斜している。

付属遺構HF-1 :検出面において、遺構中央より南東寄りに0.50×0.36×0.05mの楕円形をした榿色

土の分布があった。中央の褐色土は後の撹乱か。 またこの焼土の下にある木根跡に入り込んだ黒色土

を掘りきると、Ⅵ層上が榿色に染まっていた。撹乱の凹みに水の作用によって酸化した鉄分等が溜ま

った可能性がある。ただし、上の榿色土と明らかな連続性はないが、層界が不明瞭なため炉の熱変に

よる可能性がないとは断言できない。

遺物出土状況覆土4層上位からたたき石が1点出土している。生活面に近い層位からの出土である

が、掘り込みがないため、遺構に伴うかどうか判然としない。又、覆土4層中の、床面より下の土層

から、縄文時代後期前葉の土器片が1点出土している。

時期検出面における周辺の出土遺物から後期前葉と考える。 （大泰司）

遣物土器： 1は住居覆土、床面下および近接してあるIP-61覆土、 さらに6， 7m離れて位置する集
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図Ⅳ－15 1H-9と出土の遺物

石IS-6、周辺の包含層(OZ50、A48･49，B48、C50区）等広範囲から出土した破片が接合したもので

ある。 6か所に緩やかな波頂部をもつ大型深鉢。頚部でややくびれlllnl部上半で張り出す器形である。 ’二l

縁部から胴部上半の3分の2ほどが残存する。口唇断面は角形、頚部に間隔をあけ2条沈線をめぐらせ文

様帯を区画している。胴部文様は半裁竹管状施文具での蛇行する沈線文を、斜めに垂下させるもので、

沈線間に竹管状工具（中空）での円形刺突文を配している。刺突文の一部には沈線により大きく縁取ら

れるものもある。胎土が綴密で焼成がよい。Ⅳ群a類、涌元式に相当する。 （遠藤）
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Ⅳ遺構と遺構出土の週物

IH-10 (図Ⅳ－16，表1 ･ 4 ･ 5、図版12･ 13･39)

位置M30 立地河川によって開析された標高33.0～34.0m付近の比較的急な斜面

平面形不整楕円形 規模2.76/2.18×2.26/1.60×(0.64) m

確認・調査包含層Ⅳ層を調査中、Ⅳ層起源の黒褐色土の落ち込みを検出した。風倒木等自然の営為

か、人為的なものか判然としなかった。そこで楕円形の短軸方向に土層観察用の土手を残して面的に

掘り下げた。すると楕円形の平面形が明瞭となった為、遺構の可能性が高いと判断した。土手を残し

て遺構覆土と想定される部分を掘りさげた。 しかし土層から、遺構に丁度風倒木が重なっている可能

性があった為、土手に沿ってサブトレンチを設けて壁面部分を確認した。すると土層に明瞭な壁面が

確認できたため床面と壁面の一部が風倒木に壊されている住居跡と判断した。サブ|､レンチに現れた

遺構壁面および床面を利用して遺構を検出した。

覆土 1～3層が本来の覆土である。いずれも堅くしまっており、濁川起源と思われる軽石が混じ

り込む。遺構の中央に木根が入り込んでおり、遺構は破壊されている。断面に現れた3層周辺のKo-

gは遺構壁面を構成するKo-g主体の漸移層からの崩落である。 これは木の根の入り込みに伴うものと

判断した。掘り込み面は検出面より上位と考える。

形態北側の壁が風倒木により撹乱を受けている。床は残存部分から平坦と考える。

付属遺構撹乱が著しいこともあり、残存部分からは確認出来なかった。

遺物出土状況覆土1層から頁岩製のスクレイパーが1点、輝石安山岩の礫が1点出土している。い

ずれも床面より上の高さからの出土である。前者が8cnl上、後者が15cI1上である。

時期不明である。遺構出土遺物から判断できなかった。周辺の出土遺物からは、縄文時代中期前

半又は後期前葉の可能性がある。量的には後期前葉が多い。 しかし、住居形態がある程度時代的変遷

をたどることを踏まえて、類似する住居形態として、八雲町落部1遺跡H－2のような中期中葉前半

の例を勘案すると、 IH-10については中期前半の可能性がより高い。 （大泰司）

遣物石器： 1は、覆土出土の頁岩製スクレイパー。左辺に緩やかに外湾する刃部をもつ。末端辺

にも調整剥離がなされるが、連続性はない。 （福井）

2 土坑

IP-20 (図Ⅳ－17･ 18，表1 ･ 4、図版14･40)

位置N75･76 立地標高42.6m付近の緩斜面

平面形円形 規模0.72/0.54×(063) /0.46×0.35m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ･V層主体の埋め戻しである。坑

底は平坦で、壁はややオーバーハングしながら立ち上がる小型フラスコ状土坑。土坑墓の可能性があ

る。覆土から、縄文時代中期前半の土器が7点出土した。

時期遺構の出土遺物から縄文時代中期前半の時期と考えられる。 （福井）

遣物土器： 1は覆土から出土したⅢ群a類土器。縦行縄文が施されている。 （遠藤）

IP-21 (図Ⅳ－17･ 18、表1 ･ 4 ． 5、図版14･40)

位置N76 立地標高42.7m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模0.88/0.77×0.70/0.66×0.27m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はW･V層主体の埋め戻しである。坑

底は平坦で、壁は急に立ち上がる。土坑墓の可能性がある。覆十卜位の土層1から縄文時代中期前半
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

の土器底部付近が横位状態で出土した。また、覆土下位の土層2から、石皿が使用面を下にして出土

した。ほかに、覆土から縄文時代中期前半の土器が2点、剥片が2点出土した。

時期遺構の出土遺物から縄文時代中期前半の時期と考えられる。 （福井）

遣物土器： 1の口唇断面は尖り気|床で、不規則に波打つ薄手の土器である。口唇直下の狭い部分

を無文とし皿原体による斜行縄文を施している。内面は良く磨かれており、焼成が良い。 2， 3はい

ずれも0段多条のRL原体のものである。 2は緩やかな波頂部になるとみられ、口唇には縄による刻み

が加えられている。 3は底部からll1rl下半部の3分の1ほどが接合できたもの。胴部が膨らむ器形であ

る。底部付近から底面は化粧粘土が剥げ落ち、最初の段階の素地が現れている。縦行縄文が疎らに施

されている。 2と同一個体の可能性がある。いずれもサイベ沢Ⅷ式並行のものである。 （遠藤）

石器： 4は石皿である。二等辺三角形状を呈する角閃石安山岩を用い、平坦面に使用痕があるもので

ある。使用痕は明瞭で、ややくぼんでいる。 （立田）

IP-22 (図Ⅳ－19，表1 ･ 4 ･ 5、図版14．39･40･43)

位置N76 立地標高42.8m付近の緩斜面

平面形円形 規模0.70/0.72×0.60/0.66×0.52m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ･V層主体の埋め戻しで、黒色系

土と黄褐色系土の互層になっている。坑底は平坦で、壁はややオーバーハングしながら立ち上がる小

型フラスコ状土坑。土坑墓の可能性がある。覆土上位から、縄文時代中期前半の土器一個体が崩れて

斜めになった状態で出土した。 もとは倒立状態であったとみられる。 また、覆土下位からは扁平打製

石器2点が出土した。ほかに剥片が1点出土している。

時期遺構の出土遺物から縄文時代中期前半の時期と考えられる。 （福井）

遣物土器： 1は口縁から底部の5分の4ほどが残存する。突起部が1か所残存する。口径から推

定すると3か所にあるとみられる。 111n1部が僅かに膨らむやや寸IInlの器形である。突起部は2つの山で

一対となる。予め作った大きな突起を棒状工具等で刻むことで形成されたものであろう。口唇を肥厚

させ無文とし、 この部分に沈線文を引いているが部分的に縦に刻まれた短い沈線で途切れる。突起部

はさらに肥厚させ、弧状に繋がれている。 0段多条のLR原体による斜行縄文は底部付近を除きほぼ全

面に施されている。施文後に指頭で器面調整したとみられ、その際のくぼみが所々に観察できる。内

面は底部付近まで平滑に調整されている。胎土に砂粒が混じる。 2には縄文が施されている。いずれ

もⅢ群a類。 1は見晴町式並行のものである。 （遠藤）

石器： 3， 4は、覆土2層から出土した扁平打製石器である。 3は半割した礫を用い、断面を打ち欠

いて擦っている。 4は扁平な礫をほぼそのまま用いているもの。一端に数回の打ち欠きが認められる。

石質は、 3， 4ともに安山岩。 （立田）

IP-23 (図Ⅳ－17，表1 ･ 5、図版15･43)

位置H77 立地標高47mの斜面

平面形楕円形 規模1.84/1.56×1.38/1.28×1.14m

特徴V層上面を精査していたところ、黒褐色土の落ち込みが検出された。落ち込みの長軸に合わ

せて東側を半裁すると、オーバーハングする壁と平坦な坑底を明瞭に確認したので、 フラスコ状土坑

であることがわかった。完掘後、写真撮影のために壁面、坑底を精査すると、土坑の最大径部分に沿

って、黒褐色土のしみが並んでいることがわかった。 しみは10か所確認でき、半裁すると柱穴様の尖
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

る断面を呈するものがほとんどであった。柱穴の向きは、南西に位置する坑口に向かうやや太い1本

を除き、坑底と概ね並行に、深さは4～25cI11となっていた。 また、坑底の中央部にやや浅い落ち込み

も確認した。 これらは本遺構に伴うものと判|断した。

時期遺物の出土状況から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみられる。 （立田）

遣物石器： 1は、覆土最下部から出土した頁岩製スクレイパー。緩く外湾する刃部を左辺に持ち、

末端辺で粗い調整となる。左側腹面には鈍い光沢が見られる。刀部角は65。 。 （福井）

IP-24 (図Ⅳ-20、表1 ･ 4、図版15･40)

位置N78 立地標高43.2m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模0.80/0.55×(0.60) /0.52×0.16m

特徴IH-5床面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ~V･Ⅵ層主体の埋め戻しであ

る。坑底は不安定で、壁は緩やかに立ち上がる。南壁に接して礫が直列するが、 IH-5の石囲い炉が

道存したもので、当土坑が破壊したものとみられる。つまり、 IH-5より新しい土坑と考えられる。

覆土から、縄文時代後期前葉の土器が2点出土した。

時期遺構の切り合い関係と出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （福井）

遣物土器： 1はⅣ群a類土器。無文の胴部片で、縦方向に削りの痕跡が残る。 （遠藤）

IP-25 (図Ⅳ-20、表1 ･ 4、図版15)

位置N78 立地標高42.8m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模1.21/1.11×0.97/0.84×0.25m

特徴IH-5床面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ･V･Ⅵ層主体の埋め戻しであ

る。坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土から、縄文時代後期前葉の土器が19点、剥片が2

点出土した。 IH-5覆土およびIH-5のHP-4･ 5を切って構築しており、 IH-5より新しい土坑と

考えられる。

時期遺構の切り合い関係と出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （福井）

遣物土器： 1は覆土のものと周辺の包含層(N28区）から出土したものが接合した。全体の3分

の2ほどが残存する。破片は輪積みの位置でわれており、 また底部は円盤状の土台となる部分が|司様

に輪積み位置で割れて欠損している。小さな山形の突起を複数か所に有するとみられる。 0段多条の

細いRL原体による縄文が施文され、底部付近では縦行気味となる。口唇は棒状工具により斜めに刻ま

れている。Ⅲ群a類、サイベ沢Ⅶ式並行のものである。 2～5はⅣ群a類土器。 2は縄文が施されてい

る。 3～5は底部。 （遠藤）

IP-26 (図Ⅳ－20，表1 ･ 4、図版15)

位置M78 立地標高43.0m付近の緩斜面

平面形不整楕円形 規模 （0.81） ／0.09×0.66/0.11×0.17m

特徴IH-5床面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。坑底

は不安定で、壁は不明瞭に立ち上がる。覆土から、縄文時代後期前葉の土器が1点出土した。 IH-5

との関係は明確につかめなかったが、土坑検出面の遺物出土状況がIH-5床面より連続していたこと

から、 IH-5より古い土坑と考えられる。
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Ⅳ遺椛と遺構出土の遺物
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図Ⅳ-19 1P-22と出土の遺物
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

時

遣

期遺構の切り合い関係と出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。

物土器： 1は表面が剥落しているが胎土からⅣ群a類と判断した。

(福井）

(遠藤）

IP-27 (図Ⅳ-21、表1、図版16)

位置L77 立地標高44m前後の斜面

平面形円形 規模0.72/0.66×0.52/0.56×0.36m

特徴V層上面で黒褐色土の落ち込みを確認した。半裁したところほぼ垂直に立ち上がる壁、平坦

な坑底が検出されたため、土坑と判断した。 0.6m南東にはIP-28がある。

時期遺構周辺の出土遺物から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみられる。 （立田）

IP-28 (図Ⅳ-21、表1 ･ 4、図版16･40)

位置L76･77 立地標高44m前後の斜面

平面形不整楕円形 規模1.08/0.86×0.92/0.56×0.36m

特徴L76区のV層上面で黒色土の落ち込みを確認した。落ち込みはL77区に延びていたため、Lラ

インを境に掘り下げた。その結果、明瞭な壁坑底を確認し、土坑であることがわかった。 0.6m北西

にはIP-27がある。

時期遺構周辺の出土遺物から、縄文時代後期前葉か中期前半のものとみられる。 （立田）

遣物土器： 1はⅣ群a類土器。無節のもので、 I原体による横走気味の縄文が施されている。 （遠藤）

IP-29 (図Ⅳ－20，表1、図版16)

位置L･M76 立地標高43m前後の緩斜面

平面形ほぼ円形 規模0.66/().56×0.28/0.32×0.22m

特徴M76区のⅥ層上面を精査したところ、黒色土の落ち込みを確認した。落ち込みはL76区に延び

ており、 L76区がV層上面まで掘り下がった時点で改めて精査を行なった。その結果、概ね円形を呈す

る平面形を確認したため、Mラインに合わせて南西側を半裁した。その結果、椀状の断面を確認し、

土坑であることがわかった。

時期遺構周辺の出土遺物から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみられる。 （立田）

IP-30 (図Ⅳ-20、表1 ･ 4、図版17･40)

位置K78 立地標高45m前後の斜面

平面形楕円形 規模022/ (0.17)×0.17/ (0.14)×0.09m

特徴K78区のⅣ層を調査中、 Ⅲ群a類土器がややまとまって出土した。周囲を精査したが、落ち込

み等の層位の変化は検出されなかった。Ⅳ層を掘り下げた後、 V層上面において改めて精査したとこ

ろ、同一個体とみられるⅢ群a類土器を伴う黒褐色土の落ち込みを確認した。 これらの土器は埋設され

ていたものと判断し、出土状況の記録を作成した。

時期出土遺物から縄文時代中期前半のものとみられる。 （立田）
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IV遺構と遺構出土の遺物

遺物土器： 1は覆土と周辺の包含層から出土した破片が接合したもの。焼成の良い土器で、欠損

部がほとんどない。 4か所にわずかに肥厚させた山形の突起部をもつものである。口唇上から内面、

底部にいたるまで、平滑に調整されている。器面にはRL原体による斜行縄文が施され、部分的に縦行

する。底部付近はナデ調整で無文となっている。胎土に白色の岩片が混入する。Ⅲ群a類、見晴町式に

相当するものである。 （遠藤）

IP-31 (図Ⅳ-22、表1 ･ 5、図版17･43)

位置L･M77 立地標高43.8m前後の斜面

平面形円形 規模1.04/0.96×0.56/0.48×0.56m

特徴V層上面を精査中、黒褐色土の落ち込みが検出された。落ち込みは明瞭な円形を呈していた

ため、南北を軸に東側を半裁した。その結果、明瞭な壁と坑底を確認し、土坑であることがわかった。

時期周囲で検出される遺構から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみられる。

遺物石器： 1， 2は扁平打製石器である。 1は覆土2層、 2は覆土1層から出土している。

両者とも、扁平礫をほとんど加工せずに素材とするものである。石質は1， 2ともに安山岩である。

（立田）

IP-32 (図Ⅳ－22，表1，図版17)

位置K76 立地標高40.4m前後の緩斜面

平面形円形 規模0.78/0.74×0.56/0.52×0.46m

特徴V層上面を精査中、黒褐色土の落ち込みが検出された。落ち込みは明瞭な円形を呈していた

ため、南北を軸にして東側を半裁した。その結果、ややフラスコ状を呈する断面形を確認し、土坑で

あることがわかった。 0.2m西にIP-33と接している。

時期遺構周辺の出土遺物から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみられる。 （立田）

IP-33 (図Ⅳ－22，表1，図版17)

位置K76 立地標高40.4m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模0.38/0.30×0.24/0.18×0.08m

特徴Ⅵ層上面を精査中、黒褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みは明|僚な楕円形を呈していた

ため、北側を半裁した。その結果、緩やかな壁、椀状の坑底を確認して土坑であることがわかった。

0.2m東にIP-32と接している。

時期遺構周辺の出土遺物から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみられる。 （立田）

IP-34 (図Ⅳ-22、表1、図版18)

位置N･076．77 立地標高42.7m付近の緩斜面

平面形不整楕円形 規模0.82/0.65×0.66/0.29×0.29m

特徴V層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。坑底は

平坦で、壁はやや急に立ち上がる。覆土から、縄文時代後期前葉の土器が1点出土した。

時期出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （福井）
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6 10YR4/4褐色土粘性なし しまりあり 5層に黒色土が混じる
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2 10YR2/3黒褐色しまる粘性弱

ローム粒･ロームブロツク含む

3 10YR3/3暗褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑ粒含む

410YR2/2黒褐色しまる粘性弱ローム粒含む
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D44．60m（
I
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P-32土層

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土粘性なしややしまりあり

Ⅳ層にV層が混じる層

2 10YR3/1 黒褐色±やや粘性あり しまりなし

Ⅵ

1 :400【V層にV層が若干混じる

3 10YR4/2灰黄褐色土粘性なしややしまりあり Ⅳ届にV届が若干混じる I____

図Ⅳ-22 1P-31 ．32･33･34と出土の遺物
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

(図Ⅳ－23，表1）

076 立地標高42.3m付近の緩斜面

楕円形 規模 （1.17） ／1.05×（0.55） ／0.43×0.11m

V層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。坑底は

壁は緩やかに立ち上がる。SP-10に切られている。

周囲の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

IP-35

位置

平面形

特徴

皿状で、

時期

IP-36 (図Ⅳ－23，表1)

位置076 立地標高42.4m付近の緩斜面

平面形円形？ 規模0.55/－×0.49/－×0.14m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。 SP-

11 ． 12．96に切られるため形態は明瞭ではない。

時期周囲の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

IP-37 (図Ⅳ－23，表1、図版18)

位置M77 立地標高43.5m付近の緩斜面

平面形不整円形 規模0.78/0.62×(0.48) / (0.40)×0.38m

特徴Ⅵ層上面を精査したところ、黒褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みは不明瞭であったた

め、南北方向にI､レンチを設定して明瞭なⅥ層を確認できるまで掘り下げた。その結果、急激に立ち

上がる壁とほぼ平坦な坑底を確認したため、土坑であると判|新した。ただし、本遺構の東には風倒木

によるⅥ層の盛り上がりがあり、 この影響による自然堆積の可能性もある。

時期本遺跡での出土傾向から、縄文時代中期前半、 もしくは後期前葉のものである可能性が

高い。 （立田）

IP-38 (図Ⅳ－23，表1，図版18)

位置N75 立地標高42m前後の緩斜面

平面形円形 規模0.66/0.60×0.60/0.52×0.22m

特徴N75区において、町道による撹乱層を除去し、 Ⅵ層上面を精査していたところ、暗褐色土の

落ち込みを確認した。落ち込みは明瞭であったため、東西軸にベルトを残して暗褐色土を掘り下げた。

その結果、平坦な坑底と壁の一部を確認した。西側にわずかに壁が残るほかは、ほぼ坑底まで町道の

造成により破壊されている。

時期本遺跡での出土傾向から、縄文時代中期前半、 もしくは後期前葉のものである可能性が

高い。 （立田）

(図Ⅳ－23，

J-76

円形

、１

立

規

表 図版18． 19）

地標高44.6m前後の斜面

模0.94/0.90×0.60/0.62×0.54m
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置

形
面

順

位

平
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1 10YRZ/3黒褐色土粘性なし しまりあり Ⅳ層相当自然堆積

2 10YR3/4暗褐色土粘性あり ややしまりあり

1層にV層と炭化物が若干混じる
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Ⅲ
'0八

|P-39土層

1 10YRZ/1 黒色土粘性なしややしまりあり

111層にﾊﾐｽが混じる

2 10YR4/4褐色土粘性なしややしまりあり

1V～V層にバミスが若干混じる

3 10YR2/1 黒色士粘性なし しまりなし

Ⅳ届にパミスが少量混じる

4 10YR2/Z黒褐色土粘性なし しまりなし

Ⅳ屑にⅥ層が若干混じる

5 10YR3/3暗褐色土粘性なしややしまりあり

Ⅵ層にⅣ層が若干混じる

lP-38±層

1 10YR3/3暗褐色土粘性なし しまりあり

1V～V層にパミスが混じる

1 :400 2m

図Ⅳ－23 1P-35．36･37．38･39、SP-10･11 ．12．96
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

特徴Ⅵ層上面を精査していたところ、黒色土の落ち込みを確認した。落ち込みは明瞭な円形を呈

していたため、東側を半裁した。その結果、垂直に近く立ち上がる壁、東側にやや傾斜する坑底を確

認したため、土坑であることがわかった。

時期遺構周辺の出土遺物から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみられる。 （立田）

IP-40 (図Ⅳ－24，表1 ･ 4、図版19･40)

位置M77･78 立地標高43.3m付近の緩斜面

平面形不整楕円形 規模0.65/0.45×0.55/0.47×0.20m

特徴V層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。坑底は平

坦で、壁はやや急に立ち上がる。覆土から礫が1点出土した。 IH-5に切られるため、 IH-5より古

い土坑と考えられる。

時期周囲の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

遣物土器： 1はⅣ群a類土器。LR原体による縄文を縦位に施文している。胎土に海綿状骨針が混入

する。 （遠藤）

IP-41 (図Ⅳ-24、表1)

位置N78 立地標高42.5m付近の緩斜面

平面形不整楕円形 規模0.61/0.49×0.53/0.42×0.14m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。坑底は

平坦で、壁はやや急に立ち上がる。

時期周囲の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

IP-42 (図Ⅳ-24、表1 ･ 4、図版19･40)

位置Q79 立地標高41.6m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模0.77/0.89×0.59/0.76×0.23m

特徴Ⅵ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ･V層主体の埋め戻しである。坑

底は平坦で、壁はややオーバーハングしながら立ち上がる小型フラスコ状土坑。土坑墓の可能性があ

る。覆土から、縄文時代中期前半の土器が1点出土した。

時期遺構の出土遺物から縄文時代中期前半と考えられる。 （福井）

遣物土器： 1はⅢ群a類土器。縄文地に2条一対の沈線で交差する文様が描かれている。 （遠藤）

IP-43 (図Ⅳ-24、表1、図版19･20)

位置K77 立地標高44.5m前後の斜面

平面形楕円形 規模0.88/0.72×0.62/0.48×0.26m

特徴Ⅵ層上面を精査中、暗褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みは明瞭な楕円形を呈していた

め、南東側を半戯した。その結果急激に立ち上がる壁と坑底が検出された。坑底は南東に向かってや

や傾斜している。 0.6m南東にIP-44が接している。

時期周辺の出土遺物から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみられる。 （立田）
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0 5cm lP-43
A B46．90m

I
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lP42±層

1 10YR3/3

2 10YR4/6

3 10YR4/3

暗褐色しまる粘性弱炭化材片含む

褐色しまる粘性弱KO－9粒･炭化材片含む

にぶい黄褐色しまる粘性弱ロームフロツロームブロツク･炭化材片含む

C D46．80m

0 1 :40 2m I

|P-43土層

1 10YR2/3黒褐色土粘性ありややしまりありパミスが少量混じる

2 10YR3/4暗褐色土粘性あり しまりあり V層にⅥ層起源のパミス、円礫が混じる

図Ⅳ－24 IP-40･41 ．42･43と出土の遺物
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W iul;,'ﾎと遺構出土の遺物

IP-44 (図Ⅳ－25，表1 ･ 5、図版19．20･43)

位置K76･77 立地標高44.5m前後の斜面

平面形楕円形 規模1.18/0.94×0.90／ （0.72）×0.46m

特徴Ⅵ層上面を精査していたところ、黒褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みの中心を通るよ

うにトレンチを設定し、黒褐色土を掘り下げたところ、急激に立ち上がる壁と、ほぼ平坦な坑底を確

認したため、土坑であることがわかった。 トレンチ調査時に坑底を10cmほど掘りすぎている。 0.6m北

西にIP-43が接している。

時期遺構周辺の出土遺物から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみられる。

遺物石器： 1は石皿片である。歪な人頭大の礫の一部分を使用しているものである。素材礫は濁

川カルデラ起源の角閃石安山岩。 （立田）

IP-45 (図Ⅳ－25，表1 ･ 4、図版20･40)

位置P77 立地標高42.2m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模0.88/0.70×0.75/0.59×0.18m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。坑底は

皿状で、壁はやや急に立ち上がる。覆土から、縄文時代後期前葉の土器が1点出土した。 IH-8に切

られることから、 IH-8より古い土坑である。

時期遺構の出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （福井）

遣物土器・土製品： 1 ， 2は縄文の施されたⅣ群a類土器の破片。 3は破片中央部に穿孔の痕跡が

あることから円盤状土製品の未成品と判断した。穿孔途中で割れたものであろう。Ⅳ群a類土器の破片

を利用している。 （遠藤）

IP-46 (図Ⅳ－25，表1、図版20)

位置J78･79 立地標高46.4m前後の斜面

平面形円形 規模0.66/0.62×0.56/0.52×0.20m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認した。北東側を半裁した結果、坑底を掘りすぎたが、

平坦な坑底と急激に立ち上がる壁が検出された。北西端の一部を木根に撹乱されている。

時期遺構周辺の出土遺物から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみられる。 （立田）

IP-47 (図Ⅳ－26，表1，図版20)

位置Z79 立地標高37.5m付近の緩斜面

平面形不整円形 規模1.01/0.54×0.94/0.47×0.66m

特徴Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。風倒木痕のⅣ層の落ち込み中から検出したた

め、壁に当たる土層が柔らかく、その形状も不定であった。覆土はⅣ層とロームブロックが主体で、

埋め戻しである。坑底は凹凸があり、壁はやや急に立ち上がる。覆土から、縄文時代後期前葉の土器

が数点出土した。切り合い関係から風倒木痕より新しい土坑である。

時期遺構の出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （福井）
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－26 IP-47･48･49･50
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IP-48 (図Ⅳ-26、表1，図版20)

位置C･D45 立地標高40～41m付近の緩斜面

平面形不整な楕円形 規模0.86/0.78×0.76/().66×(0.24) m

特徴Ⅳ層下面Ko-gが面的に確認できた段階で、黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ

層に濁川起源の軽石および斑状のⅥ層、 そして斑状のKo-gが混じる。ややしまるが、埋め戻しかど

うかは判然としない。坑底は凹凸があり、特に中央よりやや北側に凹みがある。壁は急に立ち上がる。

遺物の出土はない。掘りこみ面は検出面より上と考える。

時期不明である。遺構周辺の出土遺物から判断するならば、縄文時代中期前半又は後期前葉の可

能性がある。量的には後期前葉Ⅳ群a類土器の方が多い。 （大泰司）

IP-49 (図Ⅳ-26、表1 ，図版21)

位置Y･Z77 立地標高37.3m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模1.()6/0.57×0.95/0.67×0.59m

特徴Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。覆土は上半の土層1～3が黒色系土、下半の

土層4～8が黄褐色系土。上半がⅣ層主体、下半がV･Ⅵ層主体の埋め戻しである。坑底は平坦で、

壁は外に開きながら急に立ち上がる。土坑墓の可能性がある。

時期周囲の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

IP-50 (図Ⅳ-26、表1，図版21)

位置P78 立地標高42.1m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模1.21/1.06×0.78/0.70×0.16m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。坑底は

平坦で、壁はやや急に立ち上がる。

時期周囲の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

IP-51 (図Ⅳ-27，表1、図版21)

位置N77 立地標高42.8m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模 (0.84) / (Q77)×0.75/0.66×0.47m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ･V･Ⅵ層主体で、黒色系土と黄

褐色系土の互層となっており、埋め戻しである。坑底は平坦で、壁はややオーバーハングしながら立

ち上がる小型フラスコ状土坑。土坑墓の可能性がある。 IP-52、 SP-84に切られる。

時期周囲の出土遺物から縄文時代中期前半の時期と考えられる。覆土採取炭化材を年代測定した

ところ、 4340±25vrB.P. (PLD-12080)の測定値が得られた。 （福井）

IP－52 (図Ⅳ－27，表1 ･ 4、図版21･40)

位置N77 立地標高42.8m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模 （0.87） ／ （0.79）×0.51／ （0.38）×0.16m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。坑底は

平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土から、縄文時代後期前葉の土器が11点、剥片が1点出土した。

IP-51･63を切っている。
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Ⅳ遺椛と遺榊出土の遺物
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図Ⅳ-27 1P-51 ．52･53．54･63、SP-84．97と出土の遺物
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

時期遺構の出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （福井）

遣物土器：いずれもⅣ群a類である。 1は焼成がよく、内外面が磨かれている。ややくびれる形状、

胎土から大津式の口縁部の可能性がある。 2～5はいずれも縄文のもの。 （遠藤）

IP-53 (図Ⅳ－27，表1、図版21)

位置076 立地標高42.6m付近の緩斜面

平面形不整楕円形 規模0.73/().52×0.51/0.49×0.10n,

特徴Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。坑底は平

坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

時期周囲の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

IP-54 (図Ⅳ－27，表1 ･ 4、図版21･41)

位置076･77 立地標高42.6m付近の緩斜面

平面形不整楕円形 規模0.62/0.50×0.55/0.44×0.09m

特徴Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである。坑底は皿

状で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土から、縄文時代後期前葉の土器が2点出土した。SP-58･97を

切っており、 SP-80に切られている。

時期遺構の出土遺物から縄文時代後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

遣物土器：いずれもⅣ群a類土器。 1は薄手の貼付帯のあるもので、RLR原体による斜行縄文が施

文されている。胎土に白色の砂粒が目立つ。天祐寺式に相当する。 2は小型の土器。口縁の狭い範囲

には横長方形の文様が描かれ胴部には弧線文様がある。施文後になで調整されている。 3は太いLR原

体による横走縄文が、 4は沈線文のもの。 （遠藤）

IP-55 (図Ⅳ－28，表1 ･ 4、図版21･41)

位置076 立地標高42.3m付近の緩斜面

平面形不整楕円形 規模0.91/0.61×0.51/0.33×0.29m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ･V層主体の埋め戻しである。坑

底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土から、縄文時代後期前葉の土器が1点出土した。

時期遺構の出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （福井）

遣物土器： 1は横走縄文、 2は斜行縄文が施されているⅣ群a類土器。 （遠藤）

IP-56 (図Ⅳ-28、表1 ． 4、図版22･41)

位置M77 立地標高43.4m付近の緩斜面

平面形隅丸方形 規模0.75／ （0.65）×0.57/ (0.48)×0.20m

特徴Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ･V層主体の埋め戻しである。坑底

は平坦で、壁はやや急に立ち上がる。覆土から、縄文時代後期前葉の土器が2点、Uフレイクが1点

出土した。

時期遺構の出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。覆土採取炭化材を年代測定したところ、

3755±25yrB.P. (PLD-12081)の測定値が得られた。 （福井）

遣物土器： 1は覆土と周辺の包含層から出土した破片が接合したもの。底部は欠損するが全体の2

ハワ
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

の1ほどが残存する。口唇は角形に調整され、口縁の5， 6か所に小さい台形状の突起がある。現存

するのは3か所であるが、 この部分を肥厚させ頂部に指頭を押し付けることにより、 くぼみを形成し

ている。器面には太いLR原体により、口縁部付近では斜行、 II1部から底部付近では横走する縄文が施

されている。 2は横走縄文が施されている。 3は口縁部と底部を欠く。薄手の焼成の良い土器で、RL

原体による縦行縄文が施されている。いずれもⅣ群a類土器。 1は大津式の古段階に相当しよう。

（遠藤）

IP-57 (図Ⅳ-29、表1 ･ 4、図版22･41)

位置M76 立地標高42.9m前後の緩斜面

平面形円形 規模1.94/1.54×1.74/1.26×0.38m

特徴Ⅳ層を掘り下げていたところ、 V層上面において不明瞭な黒色土の落ち込みと、その内側に

方形に配される5点の礫が検出された。落ち込みはNラインにおいて設定したメインセクションに延

びており、壁面を精査したところ同様な落ち込みを確認した。 このためこの落ち込みを住居と想定し、

石囲い炉の長軸東西方向に合わせトレンチを設定してⅥ層まで掘り下げた。その結果、重複する遺構

を確認し、本遺構埋没後のくぼみに石囲い炉を伴う住居(IH-7)が構築されているものと判断した。

IH-7の調査終了後、覆土を掘り下げ、凹凸の多い坑底と急な壁を検出した。規模の上から土坑とし

たが、時期や形状などを考慮すると、先端に土坑をもつ小型の住居である可能性もある。

時期重複の関係から、縄文時代中期前半のものである可能性がある。 （立田）

遣物土器： 1はmJ原体による斜行縄文に沈線による文様がある。Ⅲ群a類、サイベ沢Ⅶ式相当のもの。

2はⅣ群a類土器。 3はⅣ群a類土器の破片を利用した円盤状土製品の未成品である。 （遠藤）

IP-58 (図Ⅳ－28，表1、図版22)

位置M75 立地標高42.7m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模050/ (0.24)×0.40/ (0.20)×0.12m

特徴Nラインに設定したメインセクションを精査したところ、黒褐色土の落ち込みを確認した。

M75区においてV層上面を精査した結果、 IH-7の付属遺構であるHP-1と重複し、それより古い遺

構であることがわかった。HP-1の調査終了後黒褐色土を掘り下げて完掘し、椀状の土坑であるこ

とを確認した。

時期周囲の遺物出土状況、切り合い関係から、縄文時代中期前半のものである可能性が高い。 （立田）

IP－59 (図Ⅳ-29、表1，図版22･23)

位置OZ45･46 立地標高41.5～42m付近の緩斜面

平面形不整な楕円形 規模1.00/0.64×0.88/0.54×(0.32) m

特徴Ⅵ層上面において、礫のまとまりを検出した。通常通りに礫を残して包含層を面的に掘り下

げたところ、黒褐色土中に複数個の礫がまとまって入り込んでいた。 この黒褐色土の落ち込みには、

木根跡らしき撹乱がからんでいたが、明瞭な掘り込みを確認した。覆土2層から、 5個の礫を検出し

た。いずれも人頭大よりやや小振りである。坑底から、 これらとほぼ同じ大きさの礫を検出したが、

埋没しており埋没部分がより大きいらしく引き抜けなかった。遺物番号1 ． 3 ． 6は安山岩、 2と7

は輝石安山岩であった。 7には被熱が確認された。遺物番号4 ． 5については8の上に乗つかるよう

に位置していた、直径3cm前後の小礫である。 4安山岩、 5は軽石であった。
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|P-61土層

1 7．5YR3/1 黒褐色土ややしまる

Z 10YR1 ､7/1 黒色土ややしまる粒径1mの黒色土Ⅳ[15％混じる

37．5YR3/1 黒褐色土堅くしまる

4 10YR5/4にぶい黄褐色.十

5 10YR3/1 黒褐色土Ⅳ仁層とKo-gが粒径1~2cmの斑状に5%混じる

6 10YR3/2黒褐色土粒径05~1cmの軽石1%混じる

覆土1層としてとりあげた土器は主にここ6層からとりあげたものである

7 10YR6/2灰黄褐色土堅くしまるグライ化した濁川起源の土か

8 10YR4/2灰黄褐色±6届十7層粒径1～3cmの軽石5％混じる

9 10YR1 ~7/1 黒色土Ⅳc層と10層が1 : 1の割合で混じる

粒径1~2cmの軽石が5%混じる

10 10YR1 ~7/1 黒色土粒径1cm以下の軽石が1％混じる

覆土1層下位としてとりあげた礫は主にここ10層の上面からとりあげたものである

s＝礫

1 1 7層と9層がラミナ状に1 ： 1の割合で混じる

12 10YR6/2灰黄褐色土堅くしまるグライ化した濁川起源の土か

13 10YR1.7/1 黒色士しまりなし

14 10YR1 ~7/1 黒色土粒径1～3cmの斑状をしたKo－9が5%混じる

15 10YR1 .7/1 黒色土粒径1~3Emの斑状をしたKo-9が5％混じる

Ko-9は比較的15層の下位に密集する

（14層と15層はほぼ同じだが5層によって分断される）

16 10YR1 .7/1 黒色±粒径1cmの軽石がKo－9が5%混じる

3層と12層は堅くしまる

|P-62

-昂78
Ａ B42．40m

P雪62土層

1 10YR3/3暗褐色しまる粘性弱ロームブロツク･ローム粒含む
~--V,

1 :400 2m

図Ⅳ－30 IP-61･62と出土の遺物
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

覆土1 ． 3はⅥ層主体の土にⅣ層が微量混じる。 しまりもなく、壁面の崩落と考える。覆土2層は

Ⅳ層主体の土であり、 しまりも明瞭ではなく、埋め戻しとは考えにくい。Ⅵ層に含まれている礫（一

部は何かに使用） したものを穴にまとめて廃棄し、それが自然に埋まったものの可能性がある。坑底

には凹凸があり、壁面は捕り鉢状に立ち上がる。掘り込み面は検出面より上である。

時期不明である。遺構周辺から縄文時代中期前半・後期前葉・後期中葉・続縄文時代の土器

が出土している。出土量は後期前葉Ⅳ群a類土器が多く、遺跡内での遺物分布状況(OZ～B・40～51に

後期前葉の遺構や遺物がまとまって観察できる） を考え合わせると、縄文時代後期前葉である可能性

もある。 （大泰司）

IP-60 (図Ⅳ－29，表1)

位置N･077･78 立地標高42.6m付近の緩斜面

平面形円形 規模0.71/0.63×0.74/0.63×0.17m

特徴Ⅵ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ･V層主体の埋め戻しである。坑

底は平坦で、壁はやや急に立ち上がる。

時期周囲の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

IP-61 (図Ⅳ-30、表1 ･ 4、図版23･41)

位置OZ50 立地標高41～41.5m付近の緩斜面

平面形不整円形 規模1.14/1.22×（0.58） ／ （0.46）×0.94m

特徴調査範囲の境界付近のⅥ層を調査中、不整な形状をした黒褐色土の落ち込みを検出した。平

面形が不鮮明であったため、Ⅳ層主体の土が木根跡に入り込んだものと想定して、遺物回収のため掘

り抜く事とした。出土遺物はこの作業時に出土したもので、Ⅳ層出土とあるのはⅣ層起源の覆土出土

ということである。土器については主に覆土6層下位からの出土であり、礫については覆土10層上位

からの出土である。 この土層については掘っている際は連続性が高いものとして捉えていたが、土層

断面で色調を観察した際に分層した。 また、部分的にⅥ層起源の8層が薄く入り込んでおり、覆土6

層と覆土10層とが明瞭に分断される。現象としては10層上面に遺物が流れ込み、上から8層、 6層が

流入したものと考える。 1点出土している頁岩についてもこの6層ないし10層からの出土である。

Ⅳ層起源の黒色土を掘りさげていくと明瞭な坑底面に対応する部分を検出した。そしてそこから壁

面が立ち上がっていくさまをおえた。そこで、土坑と判断した。底面はおおよそ平坦であるが中央が

微妙に凹んでいる。Ⅵ層がグライ化した堅くしまる砂質土層（便宜上Ⅵ′層とした）で掘りやめたも

のと判断する。土坑の検出面で2か所木根で破壊されている。

遺構の南西半分は調査範囲の外側であり調査できなかった。調査範囲境界の壁面で土層断面を記録

した。土層断面に現れた断面形態は明瞭にオーバーハングするフラスコ状土坑のそれであった。ただ

し北東壁についてはまつすぐに立ち上がる。掘り込み面は検出面より上であるが、土層断面より、基

本層序のⅣ層中位から下位にかけて(a～eはこの壁に対してのみの分層であり、汎用できるものでは

ない）掘り込まれたものである。

土坑掘り込み前の自然堆積を見ると、グライ化した土層の入り込み、 ラミナを思わせる薄い土層の

存在が確認されることから、水の営力によって一回埋没した場所（それが広範囲か自然撹乱を埋めた

のみかはわからないが）にフラスコ状土坑を掘り込んだものと判断する。

覆土1 ． 2層は土坑壁面を破壊しているⅣ層主体の木根跡に連続する可能性がある。覆土3層は土

刀



坑が最終的に埋没する|際に流入した黒色土と考えられる。堅くしまっている原因は不明であるが、木

根の圧力によるものか。 4層は水に関連する堆積なのか、 Ⅵ層が薄く堆積している。そして、 これに

前後して覆土5層、 14層、 16層が流入している。 5 ． 14． 16層については壁面が水の作用で崩れたも

のと考える。 9 ． 10層もⅣ層主体の流入である。 11層については現地観察では7層と9層がラミナ状

に交互に入るとしたが、 これは濁川起源の土から構成されるⅣc層とV層主体の土が水の作用で堆積し

たものであろう。 12層は堅くしまっており、グライ化した濁川起源の砂からなる。坑底面の土に似る

が、 13層を間にはさむ場所もあるため明確な起源は言及できないが、掘り上げた土の逆流等も考慮す

る必要がある。 13層は最初に流入した黒色土と考える。

IH-9の項目でも述べたが、Ⅳc層とⅣe層の堆積以前、 IH-9が構築された段階に一度周辺が削平

された可能性がある。人為的な整地か、強い水の作用による自然の作為かは不明である。

遺物としては頁岩フレイクが1点、角閃石安山岩と安山岩の礫が1点ずつ出土した事となっている

が、実際はもっと多くの礫が固まっていた。先述の黒褐色土部分からは、縄文時代後期前葉の土器片

が12点出土している。 このうち1点については、同じ調査区内のIH-9覆土4層中・床面下の土層の

ものと接合した。流入の可能性が高い土層からの出土遺物と、埋土からの出土遺物が接合したため、

その意義付けは判然としたものではない。土器は涌元式と判断する （図Ⅳ－15－1 ）。残りの11点につ

いては、斜行縄文地・無紋地・無紋地に沈線のものなどがあり、沈線のものはトリサキ式か大津式の

古手である。 またA47区の1破片と接合したものも含まれる。

時期遺構内および周辺の出土遺物との対比によって、縄文時代後期前葉、Ⅳ群a類土器の時期の可

能性が高いと考える。 （大泰司）

遣物土器： 1 ， 2は同一個体の破片。無文地に半裁竹管状施文具による沈線による弧状の文様あ

るいは縦・横の沈線での文様が構成される。Ⅳ群a類、大津式の古段階であろう。 （遠藤）

IP－62 (図Ⅳ-30、表1)

位置078 立地標高42.2m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模 （0.82） ／ （0.65）×0.47/0.41×0.08m

特徴Ⅵ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はW層主体である。坑底は平坦で、壁

はやや急に立ち上がる。

時期周囲の出土遺物から後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

IP-63 (図Ⅳ-27、表1)

位置N77 立地標高42.8m付近の緩斜面

平面形楕円形 規模 （0.46） ／0.36×0.36／ （0.32）×0.15m

特徴Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はⅣ層主体の埋め戻しである

丸く、壁は緩やかに立ち上がる。 IP-40･52に切られている。

時期周囲の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の時期と考えられる。

坑底は

(福井）

"



W遺構と遺構出土の遺物

3 小ピット （図Ⅳ-31～39、表1 ． 4 ． 5、図版24．41 ．42）

小ピットは、調査区北西側の遺構集中区、N～P･76～78区の6グリッドに集中する。特に076．77

区にまとまって分布する。 この地点は、住居跡に囲まれた地点であり、後期前葉に構築されたとみら

れる土坑も集中する。

小ピットの時期は、覆土から出土した土器がⅣ群a類に限られることから、ほとんどが縄文時代後期

前葉と考えられる。検出面からの深さは、 9～71cmの|幅があるが、 15～40cm台にピークがある。

配列等検討したが、 この地点の東側が、町道により削平されており、組み合わせはほとんど確認でき

なかった。それでも、 SP-18･35･36･95， 19･ 20･22については、 それぞれ規模が類似しており、

組み合わさった可能性が考えられる。

なお、覆土の記載のないものは、木根と判断して掘り上げた後、小ピットの可能性が残ったもので

ある。 （福井）
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W遺榊と遺榊出土の遺物
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SP2土層

1 10YR4/2灰黄褐色粘性ありややしまりありﾊﾐｽ少量､炭化物若干混じる｡V層相当

2 10YR4/4褐色粘性ありややしまりありﾊﾐｽ､暗褐色土が少量混じる。

SP21土層

1 2.5Y2/1 黒色しまる粘性弱ローム粒多く含む

SP22土層

1 2~5Y3/2黒褐色しまり弱粘性弱ローム粒多く含む
SP3土層

1 10YR5/3にぶい黄褐色粘性ありややしまりありﾊﾐｽ､暗褐色土､炭化物ごく少量混じる。

210YR5/4にぷい黄褐色粘性ありややしまりありﾊﾐｽ､暗褐色土､炭化物ごく少量混じる
SP23.24土層

1 10YR3/3暗オリーブ褐色しまる粘性弱ローム粒多く含む

2 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱ロームブロツク、ローム粒僅かに含む
SP4土層

1 10YR1 ~7/1黒色粘性あり しまりありﾊﾐｽ少量混じる‘層界漸変

SP25土層

1 10YR1 ~7/1 黒色しまる粘性弱ロームブロツク含む
SP5十層

1 10YR3/3

Z 10YR3/1

にぶい黄褐色粘性あり ややしまりあり骨片､炭化物､黒色土若干混じる

黒褐色粘性ありややしまりあり炭化物多く混じる。
SP26±層

1 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱ロームブロツク含む

SP6土層

1 10YR4/3にぶい黄褐色粘性あり しまりありﾊﾐｽ､岩片､焼土ブロック､炭化物を若干混じる
SP27.28土層

1 10YR2/3黒褐色

2 10YR2/3黒褐色

しまる粘性弱ローム粒含む

しまり弱粘性弱ローム粒含む
SP7土層

1 10YR2/2

Z 10YR2/2

3 10YR2/2

黒褐色

黒褐色

黒褐色

しまる粘性弱ローム粒含む

しまり弱粘性弱

しまる粘性弱ロームブロツク多く含む
SP30土層

1 10YR3/3暗褐色しまる粘性弱ローム粒多く含む

SP8土層

1 10YR2/2黒褐色しまり弱粘性弱上部にロムブロツク多く含む

2 10YR1.7/1 黒色しまり弱粘性弱ロムブロツク．ローム粒含む

5P31 .32土層

1 10YR3/2黒褐色しまる粘性弱ロームブロツク多く含む

2 10YR2/1 黒色しまり弱粘性弱ローム粒含む

3 10YR3/1 黒褐色しまり弱粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ含む

4 10YR3/1 黒褐色しまる粘性弱ロム粒含む
SP9土層

1 10YR2/Z

2 10YR2/2

3 10YR2/2

粘性弱

粘性弱

粘性弱

ローム粒含む

ローム粒・炭化材含む

ロームブロツク含む

黒褐色

黒褐色

黒褐色

しまる

しまる

しまる
SP33土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ﾛｰﾑ粒含む

SP10土層

1 10YR3/2黒褐色しまる粘性弱ロームブロツク含む

2 10YR3/2黒褐色しまる粘性弱ロームブロツク,炭化材含む

5P34土層

1 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱ﾛﾑ粒含む

SP35土層

1 10YR3/3 暗褐色しまる粘性弱ローム粒多く含む

SP11 ' 12土層

1 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱

2 10YR3/Z黒褐色しまる粘性弱ロムブロツク多く含む

3 10YR5/3 にぶい黄褐色しまる粘性弱クロポクブロック多く含む

410YR1.7/1 黒色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ多く含む

SP36土層

1 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱ローム粒含む

2 10YR1.7/1 黒色しまる粘性弱ローム粒含む

SP13土層

1 10YR2/2黒褐色しまり弱粘性弱上部にﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ多く含む

2 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ロームブロツク含む

SP37土層

1 10YR3/1 黒褐色しまる粘性弱ローム粒含む

2 10YR3/2黒褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ多く､炭化材含む

sP14． 15±層

1 10YR3/2黒褐色

Z 10YR2/3 黒褐色

3 10YR3/2 黒褐色

SP38土層

1 10YR3/4暗褐色

Z 10YR2/2黒褐色

3 10YR3/3暗褐色

ロームブロック多く含む

ロームブロツク僅かに含む

ｸﾛﾎｸﾌﾛｯｸ多く含む

る

る

る

ま

ま

ま

‘

し

‐

し

‐

し

粘性弱

粘性弱

粘性弱

ロームブロツク多く含む

ロームブロツク含む

ロームフロツク多く含む

粘性弱

粘性弱

粘性弱

しまる

しまる

しまる

SP16土層

1 10YR3/3暗褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ多く含む SP39土層

1 10YR3/2黒褐色しまる粘性弱ローム粒含む

2 10YR2/1 黒色しまり弱粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ･ローム粒含む
SP17土層

1 10YR2/2黒褐色しまり弱粘性弱炭化材多く､ ロームブロック僅かに含と

SP40土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ･ローム粒･炭化材含む下部に

ロームブロック多い
SP18土層

1 10YR1 ,7/1 黒色しまり弱粘性弱ローム粒含む

22．5Y3/3暗ｵﾘｰﾌ褐色しまる粘性弱ロームﾌﾛｯｸ,ローム粒含む

3 10YR2/2黒褐色しまり弱粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ含む
SP41土層

1 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑ粒･炭化材含む

SP19土層

1 2.5Y3/1 黒褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑ粒多く含む

2 10YR2/1 黒褐色しまり弱粘性弱ロームブロツク含む

SP42土層

1 10YR3/2黒褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ多く､炭化材含む

SP43土層

1 10YR3/2 黒褐色しまり弱粘性弱ローム粒多く､ ロームブロツク含む

SP44土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ロームブロツク多く含む

2 10YR2/2黒褐色しまりる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ･ロム粒含む

記（ 1 ）

SP20土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ローム粒含む

Z 10YR2/1 黒褐色しまり弱粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ含む

小ピット (SP) の土層注記
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Ⅳ遺榊と遺構,'lII土の遺物

SP45土層

1 10YRZ/2黒褐色しまる粘性弱ローム粒含む

SP64土層

1 10YR2/1

Z 10YR3/2

3 10YR3/2

黒色しまる粘性弱ロームブロツク含む

黒褐色しまる粘性弱ロームﾌﾛｯｸ含む

黒褐色しまる粘性弱ロームブロツク多く含むSP46土層

1 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱ロームブロツク･ﾛｰﾑ粒含む

2 10YR3/3暗褐色しまる粘性弱ローム粒含む SP65土層

1 10YR3/3暗褐色しまる粘性弱ロームブロツク含む

2 10YR3/1 黒褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛｯｸ多く含むSP47土層

1 10YR3/1 黒褐色しまる粘性弱ローム粒含む

SP66土層

1 10YR3/2黒褐色しまる粘性弱ローム粒,炭化材含む
SP48.89土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ローム粒含む

Z 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱ローム粒含む
SP67土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ローム粒含む

2 10YR3/3暗褐色しまる粘性弱ロームブロツク･ローム粒含む
SP49土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸやや多く､炭化材･ローム粒含む

SP68.88土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ･ローム粒含む

2 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ多く含む

SP50土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ロームフロツク多く含む

Z 10YR4/3 にぶい黄褐色しまる粘性弱ロームブロツク含む

SP69.70土層

1 10YR2/Z黒褐色しまる粘性弱ロム粒含む

2 10YR3/3暗褐色しまる粘性弱ロームブロツク多く含む

3 10YR4/4褐色しまる粘性弱ロームブロツク多く含む

4 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱ロームブロツク含む

5 10YR4/2灰黄褐色しまる粘性弱ロームブロック多く含む

6 10YR3/1 黒褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑ粒含む

SP51 ．52土層

1 10YR3/3暗褐色しまる粘性弱上部にロームブロツク多く含む

Z 10YR1､7/1 黒色しまる粘性弱ロムブロツク含む

SP53土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ多く､ ローム粒含む

2 10YR3/1 黒褐色しまる粘性弱ロム粒含む

SP71土層

1 10YRZ/1 黒色しまる粘性弱下半にﾛｰﾑﾌﾛﾂｸやや多く含む

qp7フ＋屋
一,'一一J日

1 10YRZ/2黒褐色やや粘性あり しまりあり Ⅳ層相当

2 10YR4/3 にぶい黄褐色やや粘性あり しまりあり V層相当

Qp7。＋屋
＝ロ’三一J日

1 10YR1.7/1 黒色やや粘性あり しまりなし 111~Ⅳ層相当

SP74土層

1 10YR3/4暗褐色粘性なし しまりなしハノ層にﾊﾐｽ混じる

くp7尽十雇
一ロ‘一一J日

1 10YR1 .7/1 黒色粘性ありややしまりあり黄褐色土粒をごく少量混じる

SP91土層

1 10YR3/2黒褐色しまる粘性弱ロームブロツク多く含む

SP54土層

1 10YR3/3暗褐色しまる粘性弱ロムブロック含む

5P55.56土層

1 10YR2/2黒褐色

Z 10YR3/3暗褐色

しまる粘性弱ロムブロツク含む

しまる粘性弱ロームブロツク含む

SP57土層

1 10YR1.7/1 黒色 1V層と同

Z 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸやや多く含む

SP58土層

1 10YR3/2

2 10YR4/4

3 10YR3/2

暗褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑブロックやや多く､炭化材含む

褐色しまる粘性弱ほとんどロムブロツク

黒褐色しまる粘性弱ﾛﾑﾌﾛﾂｸ含む

SP59土層

1 10YR3/1 黒褐色しまる粘性弱ロムフロック･ローム粒含む
層

２

１

１

土
晒
卿
卿

２

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｑ

〆

０

０

０

ｐ

‐

１

１

１

ｓ

１

２

３

黒褐色

黒褐色

黒褐色

しまる

しまる

しま石

粘性弱

粘性弱

粘性弱

ロームﾌﾛｯｸ･ローム粒含む

ロームブロツク多く含む

ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ･ローム粒含む

SP60土層

1 10YR1.7/1 黒色しまる粘性弱ﾛﾑﾌﾛﾂｸ含む

SP61土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ロームブロツク･ローム粒含む

SP93土層

1 10YR2/1 黒色しまる粘性弱ﾛｰﾑ粒含む上部に直径2~3mmの小礫含む

2 10YR3/1 黒褐色しまる粘性弱ロームﾌﾛｯｸ･ローム粒含む

SP62土層

1 10YR3/2黒褐色しまる粘性弱ロームブロツク含む SP94土層

1 10YR1.7/1 黒色しまる粘性弱 1V届と同じ

Z 10YR2/1 黒褐色しまる粘性弱ローム粒含むSP63土層

1 10YR2/2黒褐色しまる粘性弱ロームフロツク含む

2 10YR3/2黒褐色しまる粘性弱ロムフロツク多く含む SP95土層

1 10YR1 ‘7/1

Z 10YR2/2

黒色しまる粘性弱 |V層と同じ

黒褐色しまる粘性弱ﾛｰﾑﾌﾛﾂｸ含む

（2）小ピット (SP)の土層注記
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遺物土器：いずれもⅣ群a類である。天祐寺式、涌元式に相当するものがある。

SP-3 (3) :縄文のある胴部破片。

SP-7 (4･ 5) : 4は無文の口縁。 5は太いLR原体による横走縄文のもの。

SP-8 (6･ 7) : 6はLR原体による斜行縄文、 7は縄の太さの異なるもの撚り合わせている。

SP-9 (8) :口縁部は無文で、扁平で幅の狭い貼付帯がある。貼付帯上にLR原体による斜行縄文が

施され、施文後ナデ調整されている。胎土に黒雲母が目立ち、榿色を呈する。

SP-12 ( 1 ) :土器集中2 (P77区） と周辺の包含層(N66，066･67区）出土の破片が接合した。大型

壺形土器である。色調は赤榿色で焼成がよく胎土に海綿状骨針が混入する。口縁部は不規則に波打つ。口

唇上から内面にかけて磨きがかけられてはいるが、平滑な部分と削りの痕跡が残る部分があり、器面は凹

凸が著しい。肩部に沈線文が1条めぐり、 lll'il部には比較的太いLR原体による縄文があり、部分的には横

走する。その上から2条1単位の細い沈線で相対する三角形文を描き、沈線で区画文を充填するところも

ある。口縁部から頸部の無文部には沈線による文様が施されている。口唇直下には太さが途中で変化する

2条の沈線とさらに加えた1条が断続的にめぐる。弧線によりそれぞれを繋ぐ意図のようであるが、配置

が乱れている。沈線には太さの異なる2種類の施文具が使用されている。涌元式に相当するもの。

SP-13 (9) :太いRL原体による縄文を縦位に施文している。

SP-15 (10) :RLR原体による縄文を縦位に施文している。

SP-17 (2) :無文の底部。

SP-21 (11) :口縁部に薄手の貼付帯があり、太いLR原体による縄文が浅く施文されている。胎土に

小砂利が混じる。

SP-25 (12) : 0段多条のRL原体の縄文のもの。薄手で焼成がよい。

SP-27 (13･ 14) : 13は口縁部に貼付帯があり、口唇上にも施文がある。 14は口縁部の4分の1ほど

が残存する。口縁部に2条に貼付帯を施文後、 LR原体による縄文を貼付帯上では横位に、器面には縦

位に施し、貼付帯間を無文にしている。口縁部に小さな突起部があり、口唇上にも施文がある。

SP-29 (19) :LR原体を縦位に施文した縄文のある胴部片。

SP-35 (15～17) : 15はRL原体による斜行・横行縄文のもの。 16は0段多条のRL原体の施文方向を変

えることで羽状を構成する文様がある。 17も同様の施文である。

SP-36 (20･21) :同一個体の破片。折り返して形成された薄手の貼付帯上と口唇上に施文がある。

SP-37 (18) : 0段多条のRL原体による縄文のもの。

SP-38 (22) :複節の縄文が疎らに施文されている。

SP-45 (23) : IR原体による縄文が底部付近まで施文されている。部分的に施文方向を違えている。

SP-46 (24) :口唇直下の狭い範囲に施文があり、下位は無文である。

SP-47 (25) :無文地に沈線による文様がある。

SP－54 (27) :細い0段多条の原体による縦行縄文のもの。

SP-57 (26･28) :26は無文の破片。ケズリにより、胎土の砂粒が動いているのが観察できる。 28は

無文地に沈線による文様がある。

SP-61 (29･30) :29はLR原体による横走縄文施文後、器面をナデ調整している。 30は縦行気味の縄

文のもの。

SP-62 (31･32) : 31は折り返しのある口縁部。 32は屈曲のある胴部でその部分にボタン状の貼り付

けがある。RL原体による縄文施文後、沈線で文様を描き、部分的に磨り消し無文としている。沈線文

は中空の竹管状施文具でなされ、円形文も同一の施文具である。薄手で内面はよく調整されている。
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Ⅳ遺構と遺橘出土の遺物

1

図Ⅳ－38 SP出土の遺物(1 )
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図Ⅳ－39 SP出土の遺物(2)

32は涌元式に相当する。

SP-64 (33･34) : 33は太いLR原体による斜行縄文のもの、 34は0段多条のRL原体のもの。

SP-69 (35) : 111il部に扁平な貼付帯がある。貼付帯上は0段多条のLR原体で斜行に、器面にはRL原体

を縦に施文することで、羽状を構成する文様になっている。上位に貼付帯が1条あるとみられ無文帯

となっている。

SP-70 (36) :縄文が施されているlllnl部破片。 （遠藤）

石器：37は、 SP-43から出土した篦状石器。頁岩の横長剥片を素材に、打面側と末端辺を両面から粗

く剥離を加えて、短冊形に整形している。刃部背面は、風化の弱い礫面で、末端に微細剥離が見られ

る。刃部腹面は平坦剥離で面を調整している。 これ以外には、剥片がSP-8、 35から各2点、 SP-29

から1点出土している。 （福井）

38は、 SP-69から出土したたたき石である。拳大の歪な無斑晶質玄武岩を用い、やや突出した部分

を敲打しているものである。敲打痕は明瞭で、敲打による剥離を伴っている。 （立田）
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

4 水場遺構（図Ⅳ-40～51、表1 ． 4 ． 5、図版25～27, 43～48）

位置M･N73･74 立地標高41.2～40.0m付近の沢 規模 (3.3)×(1.3) m

確認・調査町道により削平されていたため、N73区のⅥ層上面で、Ⅳ層の黒色土の落ち込みとして

検出した。小沢と認識し、Ⅳ層を掘り下げた。結果、多量の土器が包含したことから、 Ⅳ層より下位

の堆積物中の遺物について、出土位置の記録を行った。

土層上位にⅣ層が堆積しており、その下位層は、グライ化したⅣ層にV層やⅥ層、Ⅷ層由来の土

層ブロック、礫軽石、砂を多く含む状態であった。流水が維持されていれば、沢地形も維持された

であろうが、流水量が減少した場合、含水したV層以下は崩落しやすいため、すぐに埋積したものと

考えられる。土層名を付したものは、主に上記のような堆積とみられる。

遺物出土状況沢地形底面に土器が敷き詰められた状態で出土し、その上位に土器のほか、礫石器や

自然礫が含まれていた。礫石器には、扁平打製石器、たたき石が目立ち、北海道式石冠も含まれた。

点数では剥片も多いが、水場遺構以外の出土状況からは、少ないものであった。 また、大型礫はほと

んどが石Ⅲl ･台石であった。土器は、 Ⅲ群a類とⅣ群a類が多い。遺物は、グライ化したⅣ層およびⅣ

層からも出土している。扁平打製石器は、 この水場遺構と名付けた地点における出土点数が、調査区

内で最も集中している。 また、たたき石、北海道式石冠など他の礫石器も、同様の傾向であった。

以上から、 この地点が、礫石器の遺棄・廃棄に関わる地点であったことが推定されたため、水場遺

構と名付けた。 また、隣接する遺構集中区の状況を見ると、縄文時代中期中葉にフラスコ状土坑群が

構築され、縄文時代後期前葉に竪穴住居跡土坑、柱穴状小ピットが集中的に構築される。そして後

期前葉の段階では、土を撹枠し、過去の遺物を除去した状況が確認された。 したがって、中期中葉は

水場として利用され、後期前葉では、 この沢を廃棄場とした可能性が考えられる。

時期出土遺物から時期は、縄文時代中期葉と後期前葉に利用されたと考えられる。 （福井）

遣物土器： 1～12, 15～36はⅢ群a類土器。サイベ沢Ⅶ式、見晴町式に相当するものがある。縄文

のみのものと縄文地に沈線で文様を描くものがある。地の縄文は7， 31がRLR原体、 34がLm原体によ

る複節縄文、 1 ， 12， 16がLR原体、そのほかは皿原体による単節の斜行縄文で、大半を占める。 0段

の原休は多条のものがいくつかある （4， 5， 9， 15， 19， 21， 24， 27)。 4か所あるいは3か所に山

形突起部や小さな波頂部をもち （ 1～11 ．29)、器高が概ね20～40cn1に収まる中型・大型のものと、 20

cmに満たない小型のものがある。胎土に径2， 3m1の小砂利や白色岩片が混じるものがある (2， 8，

9）。内面はいずれも丁寧に磨かれている。 1～3， 7， 10， 12がサイベ沢Ⅷ式の新しい段階、 4～6，

8， 9， 11， 29が見晴町式並行段階のものである。

1は底部を欠損するが全体の3分の2ほどが残る。口唇断面は切出し形で棒状工具により斜めの刻

みが加えられている。突起部を肥厚させこの部分に楕円形の貼付文を施している。文様は半裁竹管状

施文具で胴部上半に直線的文様を描き、突起下で屈曲をつけている。胎土に小砂利、白色岩片の混入

が顕著である。 2は水場遺構からのものは1点だけで、ほかは包含層から出土した。 3か所に突起部

を有し、 この部分の粘土をつまみ上げ短い棒状の貼り付けとしている。口唇は丸みを帯びた角形。底

部の接地面がわずかに張り出す。底部付近は無文となっている。 3は口縁から1111部下半と底部は直接

には接合していない。残存する突起は2か所であるが、 4か所あるものと推定される。粘土塊を貼り

付け、棒状工具で刻むことで作出している。 4は胴部上半部でわずかに膨らみ、頚部でくびれる器形

のもの。突起部は3か所である。口唇を肥厚させ棒状工具で深く沈線文を加え、突起部では渦巻き状

になっている。文様は2条一対の沈線文を頸部と胴部上半に巡らせ、突起下と突起間の位置で、上下

の沈線から交互に縦に短い線を垂下させている。 5は底部を欠損する。 2に類する器形である。口縁
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図Ⅳ－40水場遺構（1 ）
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Ⅳ辿構と遺構出土の遺物

L 、

Z 10YR1 ~7/1 黒色

3 10YR3/1 黒褐色

4 10YR3/2黒褐色

52．5Y3/1 黒褐色

しまり弱粘性強

しまり弱粘性強

しまり弱粘性強

しまり弱粘性強

1V層十Nqﾊﾐｽ.

1V層とV層が斑状に混在．

ｸﾗｲ化したⅣ層に粘土(Ⅵ層起源）ﾌﾛｯｸを多く含む

グライ化した1V層に砂礫(Ⅶ層起源）を多く含む.
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Ⅳ遺構と遺構出土の過物

部を折り返してわずかに肥厚させて、 この部分に施文がある。縄文は縦行気味になる部分がある。 6

はほぼ全体が復元できた。胴部がやや膨らみ、底部の接地面が外に張り出す。突起はやや丸みを帯び

るもので口唇直下の狭い範囲は無文である。ほぼ同じ大きさの2， 5， 9と比べて厚手である。 7は

4か所に突起部があり、内外面に細い粘土紐の弧状の貼り付けがある。貼付は左右非対称で一方の頂

部を棒状工具で深く刻むことで、大小の山をもつ突起部が形成されている。全体は口唇をつまみ上げ

ることにより粘土がはみ出し口唇|折面は角形となっている。その上に沈線を1条施し、 さらに縄によ

り間隔をあけて刻みをつけている。

8， 9は山形の突起部に小さな円形の貼付文をつけるものである。口唇断面は切出し形でこの部分

にも施文がある。 8は胴部下半でやや膨らむ器形である。 これら2つの土器は焼成、胎土、内面調整

が共通している。 10は口縁から底部までは直接接合されていない。 4か所に小さな波頂部があるとみ

られる。底部がわずかにはみ出し直線的に立ち上がる器形である。器面の縄文は疎らで底部の比較的

広い範囲が無文である。 11は底部が欠損している。 3か所に丸みを帯びた山形の波頂部をもつ。胴部

下半は縦行気味の縄文が施されている。部分的に口唇の作り出しがあり、施文がなされている。 12は

口縁部がごく一部しか残っていないためその様相は知られない。口唇上に施文がある。

15， 16は縄文の施されている底部。 15の底部付近は無文でLRL原体に斜行縄文が施されている。

17は縄文地に幅7mmほどのへラ状施文具による平行沈線文がある。口縁部を肥厚させ、 この部分にも施文

がある。 18は竹管状施文具による沈線文のもの。 19～21は突起部。 19は粘土を貼り付け肥厚させ、棒状工具

で縦に刻みを加えている。22は突起部に貼付帯をつけ、横位に深く刻みを入れている。縄文は複節とみられ

る。21は細い貼付帯、 22は口唇にごく短い粘土紐が貼り付けられ、 この部分にも施文がある。23～28は器面

に縄文の施されたもの。23は'二|唇部に原体を斜めに連続して押捺している。 26は口唇上に施文がある。 29は

突起部に小さな円形の貼付文が二重に施されている。体部には綾絡文が加えられている。部分的には口唇上

にも施文されている。胎土は綴密で焼成がよく内面はよく磨かれている。30は縄文地に沈線で文様のあるも

ので、口唇をわずかに肥厚させこの部分に溝状の沈線を加えている。胴部上半に、半裁竹管状施文具の腹面

による直線、弧線を組み合わせる文様が描かれている。 31a～cは同一個体。口径13cmほどの小型の土器で、

大きな漏斗状の突起部(31b) と台形状の低い突起部がある。 2種二対の突起であろう。口縁部の狭い範囲

を沈線で区切り無文とし、口唇には部分的に途切れる溝状の沈線文が施されている。RIR原体による縦行気

味の縄文が胴下半部まで施され、半裁竹管状工具で弧を描く文様が認められる。底部付近は無文である

(31c)。薄手で胎土、焼成は30に類する。 32a･bは同一個体。平縁あるいはごく緩やかな波頂部をもつ。口

唇上に1条沈線を加え、部分的に肥厚させ頂部を深く刻み溝状にしている。33は胴部上半部～口縁部近くの

破片。縄文地に竹管状工具による2条並列する直線的文様があり、工具の先端で渦巻状の大きな円形文を加

えている。胎土に小砂利が混じる。34～36は底部。 34は大型深鉢土器の底部，磨滅が著しい。底部付近は無

文で、 IRI原体による複節の縄文のもの。胎土の小砂利や白色岩片が多く混じる。 35は結束のある羽状縄文

が施されている。ややくぼむ底面の周囲に網代の端部分のような痕跡が観察できる。これら底部はサイベ沢

Ⅶ式のものである。

37はⅢ群b類土器。頚部がわずかにくびれる小型の深鉢形。波状口縁で、口縁部は無文帯を作りだす

意図のようであるがわずかに縄文がみえる。やや厚みのある貼付帯を巡らせ円形刺突文を加えている。

縄文は貼付帯施文後である。内面はよく磨かれ胎土には海綿状骨針が混入する。

13， 14， 38～56はⅣ群a類土器。 13は破片が大きく4つに接合されたもので器形、大きさを推定して復元

した。口径35cm内外、器高は30～40cmほどになるとみられる大型深鉢土器。底部から直線的に立ち上がり頸

部でくびれて外反する。口縁部の4か所に低い台形状の突起部がある。突起部は棒状工具で3つに刻まれそ
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れぞれの頂部に指頭でくぼみをつけている。頚部のくびれ下端に縄線文を2条施し文様帯を区画している。

口縁部は無文で、突起部からそれぞれ縄線を2条配している。体部は0段多条の皿原体による横走縄文が施

されている。胎土に海綿状骨針が混じる。 14は口縁部から底部までの2分の1ほどが残存する。粘土を張り

付けて作り出した山形の突起部が2か所あるが、全体では4か所ないしは5か所にあると推定される。器面

には0段多条のIR原体による横走縄文が胴部下半まで施されている。下半部の縄文は付加条（拓影図） とみ

られ、巻いてある縄の圧痕が強く残っている。また、部分的に爪の跡がみられる。

38は薄い貼付帯が3条めぐるもので、最上位のものは剥落している。貼付帯間は無文で貼付帯上に

はLR原体による斜行縄文が、体部には縦位に施文した縄文がつけられている。天祐寺式に相当する。

39a．bは口縁部に折り返し状の細い貼付帯がめぐるもので、貼付後、 0段多条のLR原体による縄文を

施し、半裁竹管状工具で垂下する蛇行沈線文を何か所かに配している。胎土には小砂利、白色岩片が

混入する。内面はよく調整され平滑である。40～45は縄文、無文の口縁部。 40は口縁部を比較的|幅広

く折り返し無文帯を形成している。器面には0段多条のLR原体による縦行縄文が施されている。 41は

小さな山形の波頂部。横走気味の縄文のもの。 42a･bは同一個体。無節の縄文が施されているとみら

れる。器面の凹凸が著しい。 43～45は横走縄文が施されている。 44， 45は同一個体とみられ、口唇上

にも施文がある。 46～48は無文。 49は無文地に沈線で文様が描かれる波状口縁のもの。折り返し口縁

の文様帯に、波頂部を中心に横長の区画文を配するもので、体部は3条一単位の沈線の弧状の文様が

ある。精製された胎土で焼成がよい。 トリサキ式ないし大津式の古段階に相当する。 50は壺形土器の

破片。同一個体破片は包含層からも出土している （図V-1-42-110)。 2条一単位の沈線文で横長

の区画文を描くもので、底部まで多段に配されるものとみられる。沈線で縁取られた内側をナデ調整

することで半肉彫り的な文様になっている。 51～56は底部。 51， 54は底部がやや張り出す。 51， 54に

は縦行気味の縄文である。 52は無文の部分。 53， 55， 56は斜行縄文が施されている。 （遠藤）

石器： 57．58は、頁岩製スクレイパー。 57は、横長剥片を素材に、その末端辺の腹面を調整することで

外湾した刃部とする。刃部中央両面には鈍い光沢が見られる。特に腹面刃部中央の刃部再生調整がなさ

れていない部分は摩耗し、光沢が強く、刃部に平行した線状痕も観察される。 58は、縦長剥片の右辺に

鋸歯状刃部をもつもの。調整は腹面を中心とする。背面右側中央には鈍い光沢が見られる。また、左辺

末端側には、腹面を急斜度剥離した刃部もある。なお、腹面打瘤には敲打痕が認められる。 59は、褐色

珪化岩製Rフレイク。右辺に散漫な剥離が認められ、両面に明瞭な光沢が見られる。左辺の調整剥離は厚

みを減じるためと考えられる。61は、頁岩製Uフレイク。横長剥片の末端辺に広く微細剥離が観察される。

60は、頁岩製石核。頻繁な打面と作業面の移動によってサイコロ状になった残核。 62は、緑色泥岩製磨

製石斧。体部中央で折損している。刃部は片面に鎬を持ち、角度も急斜度となっている。 （福井）

63， 64は、たたき石である。 63は、扁平な礫を用い、両面の中心よりややずれた位置に弱い敲打痕が

認められる。 64は、扁平な礫の縁辺の一部に打ち欠きを伴う敲打痕が認められるもの。 ともに安山岩製。

65～68は、扁平打製石器。 65は、周縁を打ち欠いて半円状に整形し、長辺を擦った狭義のもの。 66，

67は、礫があまり加工されないもの。 68は、打ち欠きによって得られた剥片状の礫を素材とするもの。

無斑晶質玄武岩を用い、縁辺のみ打ち欠かれている。

69～71は、北海道式石冠。 69は、正面観が概ね半円状を呈する典型的なもの。 70は、頂部にも敲打

痕がある。 71は、 ミニチュアとみられる。円礫をそのまま素材とし、敲打により把手が作出され、一

面が擦られている。 69は角閃石安山岩製、 70は輝石安山岩製、 71は安山岩製である。

72は、加工痕ある礫。やや細長い礫の両端と一側縁が打ち欠かれているもの。側縁の中央には敲打

痕が認められる。かなり細粒な閃緑岩を用いている。
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Ⅳ過構と還椛出土の遺物
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Ⅳ遺構と遺椛出土の遺物
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Ⅳ遺構と遺椛出土の遺物
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73～75は、石皿。 73は、楕円形の扁平礫の中心より長軸上にややずれた位置に使用面が認められる

もの。側縁には被熱によるとみられる剥離がある。輝石安山岩製。 74は、素材礫の一平坦面が使用さ

れるもの。輝石安山岩製で、使用面はやや平滑である。 75は、二等辺三角形を呈する扁平な礫を用い、

一長辺の中央付近に|ﾘ1瞭な使用面のあるもの。角閃石安山岩を用いている。 （立田）
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物
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97



’ユンー~～
＞〆 ｝

I

1
1

I

､
I

、

１
Ｊ

、
／

I

;、

、
／

〃
《

､～÷ . _ ｰ一

(図No.21）

0 10cm

図Ⅳ－50水場遺構出土の遺物（8）

98



、
一

、

fど
こ
‐

_＞
で

、

、

、
~

F
R

、
.

:

.
．
、
、

、
.･

蝋
､、

)-
=､
'4

~
－
．
〆

，
′
~
、

ﾉ

″ 訓 批

ソ
／

7
、

、
ム

レ

1
．

．．

、
｡I
~I

.

(,
|1

、
~

’
．

．
｛

、

／

ﾉ／
／

〉 ／ 一

．
．
、

、

>/
、
4

”
~
、

Ｖ い ～
＆ 。 ’ １ １ １ １ １ ，

１ １ ． ． ~

I
、

、
、

八 %.･,‘1
プ

ー ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ・ ロ Ｐ 〃 “ 。 ． ｊ Ｊ ノ 〃 。 グ

ー 一 ． ・ 、 ．

ｆ ｆ 二 一 口 。 ． ｂ 一 ． ． 恥

一 一 ・ ・ － 、 ・ ロ

■ ｑ 一 凸 “ 一 “ 、 ノ ノ ‐ 。 ． 、

~ ~ ~

〆

~

令 『

~ ~ ~

一 ．

~
ｉ 一 三 ノ

、 』 」 酉

~

会 《 、 』

~

へ

。 ／ ６ １ Ｎ 一

． 、 〆 迄 一 嵐

い ‐ 叫

~

ニ

ヱ

． 、 』

一 一

三 陸 蓑 代 曄 差 匡 一 片 ｓ 磁 言

写
字
~-
==
‐
一

了
〒
弓
弓
~＜
も
当
－
－
ﾉ〆
--
、
ﾝ＜
~二
_>
/ぐ
で
壼
了
~皇
一
戸
豆

口
P
r

〆

図
No
.
1
8

二

Ｏ 」
1
0
c
m

－
－
ヨ

〈
C
《
C

図
Ⅳ
－
51

水
場
遺
構
出
土
の
遺
物
（
9
）



5 剥片集中

FC-1 (図Ⅳ－52，表1 ･ 5、図版28･50)

位置N78 立地標高42.5m付近の崖の縁辺部 規模1.06×0.41m

特徴Ⅳ層掘り下げ時、同一石質の頁岩製剥片が広がっていた。風倒木痕によるⅣ層の落ち込み中

から検出されたことから、廃棄されたものと考えられる。隣接して、縄文時代後期前葉とみられる土

器片が1点出土している。

時期周囲の出土遺物から、縄文時代後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

FC-2 (図Ⅳ－52，表1 ･Ⅳ－1)

位置A･B49・B50 立地標高41.0～41.5m付近の緩斜面

規模6.80×4.20mの範囲で3つのまとまりがある

内訳 ; A49:0.50×0.40mA･B49･50: 3.02×2.04mA･B49･50:3.46×2.84m

特徴包含層調査中、Ⅳ層を5cnlの深さで2回掘り下げた段階で、黒曜石のフレイクチップが集中

していた。土中から黒曜石をより分けながら掘りさげる事が困難な大きさのものが多かった部分につ

いて集中範囲として、土ごと取り上げて洗った。おおよそ3か所にまとまる。 「分布範囲」とした場所

は、土を洗うほどの量ではなかったものの黒|曜石の分布が見られた場所である。遺物出土量はグリッ

ド別に示した。A49区は5cmの深さで4回掘りさげた段階まで遺物が出土した(1回目の段階でこの調

査区内のFC-2関連遺物の8割程度出土)｡B49区は5回(2回目の段階でこの調査区内のFC-2関

連遺物の3割程度出土)、 B50区は6回(2回目の段階でこの調査区内のFC-2関連遺物の7割程度出

土）掘りさげた段階まで遺物を含んでいた。Bラインの方が2回目の10cIn段階で出土量が多く、 より深

い位置まで遺物が潜り込んでいるのは地形的にAラインより下であることが影響していると考える。同

一面の所産であり、埋没後の自然営力によるものであろう。

FC-2を構成する遺物は黒曜石の剥片が主体である。石器も含めた石材別の出土量は黒曜石で

13,377点(280.139)である。頁岩は111点(23.299) 、 メノウは15点(1.049)である。総点数が

13,505点(304.469) と当調査区における他の剥片集中の中で最も多い出土量である。石鍼・両極技法

を示す石核1点やそれに関連したUフレイク2点の出土といった、一個体の重量が0.59以上のものを

含むにもかかわらず一点あたりの重量平均が0.0229と当調査区における他の剥片集中と比べて2番目

に軽いのは、細かい破片が多いためであり、両極技法による石器製作を行っていた場所と考えられる。

大半（土壌の量は168.87kg)についてはフローテーション法で洗浄したため、骨片が2点(|司定結

果は不明･0.149)、炭化種子（キハダ完形3点と3破片、 ｜､チノキ？破片1点・ブドウ属破片3点・

ミズキ完形3点・破片1点・子嚢菌6点・同定不能3点）合計0.229、オニグルミの殻33点0.249,炭

化材23.51gといった遣存体も検出した。

また、 この結果土器が砕片で416点出土した。砕片が多かったが後期前葉と判断した。一部には大津

式とわかる破片もあった。古手の沈線文構成のもの(A49bc区)、磨消縄文の段階のもの(A49bc ･

B49ab区)、 また、型式は不明だが木葉圧痕を持つ底部片(A49bc区）等があった。

時期フローテーション成果から縄文時代後期前葉大津式の時期またはそれ以降の可能性がある。

周辺の包含層出土土器に関して、後期中葉のものが散見される場所でもある。 （大泰司）

遣物石器： 1は、黒曜石製石鍼。有茎平基。休部中央で1幅を広げ、かえし付近が翼状に突出する。

かえし部は、器軸に併行するように辺を屈曲させる。 2は、黒曜石製石核。角礫を、両極剥離するこ

とで、薄手の剥片を剥離していたものとみられる。 （福井）
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

表Ⅳ－1 FC-2遺物観察表

FC-2フレイクチツプ関連遺物出土状況重量別内訳（9）
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Ⅳ遺構と遺榊出土の遺物

FC-3 (図Ⅳ－53，表1 ･Ⅳ－2)

位置C･D50．51 立地標高40.0～40.5m付近の緩斜面 規模3.30×3.24m

特徴包含層調査中、Ⅳ層を5cmの深さで1回掘り下げた段階で、黒曜石のフレイクチップが集中

していた。土中から黒曜石をより分けながら掘りさげる事が困難な大きさのものが多かった部分につ

いて集中範囲として、土ごと取り上げて洗った。 「分布範囲」とした場所は、土を洗うほどの量ではな

かったものの黒曜石の分布が見られた場所である。遺物出土量はグリッド別に示した。C50区は5cmの

深さで2回掘りさげた段階まで遺物が出土した（1回目の段階でこの調査区内のFC-3関連遺物の9

割8分程度出土)｡C51区は2回( 1回目の段階でこの調査区内のFC-2関連遺物の7割程度出土)、

D50区は2回(1回目の段階でこの調査区内のFC-3関連遺物の8割程度出土）掘り下げた段階まで

遺物を含んでいた。D51区は1回掘り下げた。同一面の所産であり、埋没後の自然営力が差異をもた

らしていると考える。FC-2に比較して微弱な尾根地形上に立地している。

FC-3を構成する遺物は黒曜石の剥片が主体である。石器も含めた石材別の出土量は黒|曜石で4926点

(93.889)である。頁岩は91点(1.069)、 メノウは3点(0.029)である。総点数が5020点(94.969)

と当調査区における他の剥片集中の中で二番目に多い出土量である。石槍破片1点を含むのみで一点あ

たりの重量平均が0.0199と当調査区における他の剥片集中と比べて1番目に軽く、細かい破片が多い。

大半（土壌の量は89.00kg)についてはフローテーション法で洗浄したため、炭化種子（キハダ完形

8点破片2点・子襄菌完形6点破片2点・不明種実完形1点）合計0.039、炭化材3.919といった遺存

体も検出した。 またこの結果、土器は砕片で9点出土した。砕片が主であり、判然としないが、周辺

又

一■

出土土器との胎土・色調を比較して後期前葉と判断した。

時期フローテーション成果から縄文時代後期前葉の時期またはそれ以降の可能性がある。 (大泰司）

表Ⅳ－2 FC-3遺物観察表

FC-3フレイクチツブ関連遺物出土状況重量別内訳(q） FC3フレイクチツプ関連遺物出土状況個数別内訳(個数）
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FC-4 (図Ⅳ-53、表1 ･Ⅳ－4、図版28･50)

位置B48 立地標高40.5～41.0m付近の緩斜面 規模1.74×1.40m

特徴包含層調査中、Ⅳ層を5cmの深さで1回掘り下げた時点で、黒曜石のフレイクチップが集中

していた。土中から黒曜石をより分けながら掘りさげる事が困難な大きさのものが多かった部分につ

いて集中範囲として、土ごと取り上げて洗った。遺物出土量は同一グリッド内に収まっていたため全

体の量を示す。B48区は5cmの深さで3回掘りさげた段階まで遺物が出土した(2回目の段階でこの調

査区内のFC-4関連遺物の8割程度出土)。同一面の所産である。

FC－4を構成する遺物は黒曜石の剥片が主体である。石器も含めた石材別の出土量は黒曜石で1710

点（429.779)である。頁岩は15点(6.37gうち3点は被熱)、 メノウは2点(0.019)である。総点

数が1727点(436159)、一点あたりの重量平均が0.259である。調査区内の他の剥片集中と比べて点

数の割に合計質量が一番重いのは、石鐡1点に加えて、石核6点を含む為である。

大半（土壌の量は3.52kg)についてはフローテーション法で洗浄したため、炭化材2.589といった遺

存体も検出した。またこの結果土器は砕片で10点出土した。砕片が多いが後期前葉と判断した。

時期フローテーション成果から縄文時代後期前葉の時期またはそれ以降の可能性がある。周辺の

包含層出土土器に関して、後期中葉のものが散見される場所でもある。 （大泰司）

遣物石器： 1は、黒曜石製石雛。有茎平基。先端部は二等辺三角形を呈する。入念な調整剥離で

精綴に作られている。 2～4は、黒曜石製石核と剥片の接合資料。いずれも亜角礫を素材としている。

2は、両極剥離で各方向から打撃を加えた後、角礫面を打面にして、 2枚以上の薄手の剥片を剥離し

ている。その後、石核が分割してしまい、かつその面が平滑でないため、放棄されたと推定される。

3は、平坦な角礫面を打面に設定し、作業面を固定して、薄手の剥片を5枚以上剥離している。最終

的に剥離した剥片末端が大きくアーチ状になったため、放棄されたと考えられる。 4は、当初角礫面

を打面に、作業面を固定して、薄手で湾曲した剥片を4枚以上剥離している。その後、打面を作業面

としたようであるが、剥離に失敗して、放棄したものとみられる。 （福井）

表Ⅳ－3 FC-4遺物観察表

FC－4フレイクチッブ関連遺物出土状況個数別内訳(個数）

頁

岩

別

片

頁岩別片２

FC-4フレイクチッブ関連遺物出土状況重丑別内訳(9)
頁

岩

剰

片

■

且 風 胤 黒

鵲辮雑婚： 胃 誉
固査匿 月2日に5cmの深さで' の 片 磁 核

回掘り込んだ) 5 ■ ■ 且
4 ■ 且 ■
4

9

は

敏

険

B48ab 715. 1回目 0.07 64,61

B48ab 716．2回目 6,30 275‘8 0．74 83．41

B48abFC-5NO･10から 717．3回目 5.23

FC-4/B48ab合計 6.37 345.6 0.74 83.41

採取日と5cm掘り込み

回数(偶702.1回目一7
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64‘68
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窯 B48ab

15

平均0 25一校平均0

FC-4遺物(フレイクチツプ以外)出土状況重量別内託
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■
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炭
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（
■
）
〈
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炭
化
判
（
経
）
（
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炭
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材
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計

樫取日と5cm掘り込み
回数(偶702-1回目一7

月2日'二5cmの潔さで1

回掘り込んだ）

洗浄サン洗浄サン

プル健重プル乾体

■(kg） 棚(4)
隅査区

B48ab 715(1回目) 0．52 0.5 0. 12 0.02 O-14

B48ab 716(2回目) 3 2.5 10 2.44 2．44

B48abFC-5NO･ 10から 717(3回目）

FC-4/B48ab合計 3.52 3.0 10.0012.56 0.02 2.58
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Ⅳ遺構と遺榊出土の遺物
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FC－5 (図Ⅳ－54，表1 ，Ⅳ－4、図版28･50)

位置OZ49･50の範囲で2か所に分かれる 立地標高41.0～41.5m付近の緩斜面

規模5.86×2.40m 内訳 : OZ49;2.80×2.20m･OZ50; 1.18×0.64m

骨含土(OZ49) ; 1.60×0.86m (全体の規模から外した）

特徴包含層調査中、Ⅳ層を5cmの深さで1回掘り下げた段階で、黒曜石のフレイクチップが集中

していた。土中から黒曜石をより分けながら掘りさげる事が困難な大きさのものが多かった部分につ

いて集中範囲として、土ごと取り上げて洗った。おおよそ2か所にまとまる。遺物出土量はグリッド

別に示した。OZ49区は5cmの深さで2回掘りさげた段階まで遺物が出土した( 1回目の段階でこの調

査区内のFC-5関連遺物の9割程度出土)｡OZ50区は1回掘りさげた段階まで遺物を含んでいた。 |司

一面の所産と判断し、現地ではFC-5としてまとまりで捉えた。

FC-5を構成する遺物は黒曜石の剥片が主体である。石器も含めた石材別の出土量は黒曜石で617

点(100.549)である。頁岩は26点(1.659)、赤色珪化岩は1点(0.139)である。総点数が644点

(102.329) と当調査区における他の剥片集中の中で最も多い出土量である。石鍼・両極技法を示す石

核1点やそれに関連したUフレイク2点の出土といった、一個体の重量が0.59以上のものを含むにも

かかわらず一点あたりの重量平均が0.159である。櫻形石器1点、石核2点、異形石器（両面調整体）

1点と、両極打法による石器製作を行っていた可能性があるが、総点数が少ない。FC-2～5の分布

域が、ごくゆるい沢地形に沿っているため、出土位置について、埋没による上下移動のみならず水の

影響による平面的移動も考慮すべきと考える。

大半（土壌の量は7.64kg)についてはフローテーション法で洗浄したため、炭化材0.289、 ウルシ属

の炭化種子完形1点（0.019) といった道存体も検出した。 またこの結果土器は砕片で4点出土した。

砕片が多かったが後期前葉と判断した。

骨含土包含層調査中、Ⅳ層を5cmの深さで2回掘り下げた段階で、破砕された骨片が面的に広

がっている状況を確認した。土中から骨片を完壁により分けながら掘りさげる事が困難であったため、

分布範囲として、土ごと取り上げて洗った。 目に見えて拾える骨片は自然乾燥後、取り上げた。微量

分布としたのは、視覚的に骨片の存在が確認できた範囲である。その範囲内で特に破線で示した「比

較的集中」の範囲については視覚的によりまとまっていた場所である。 5cnlずつ掘り下げたが、 1回

目でほぼ回収でき、 2回掘り下げた段階においては微量確認できた。土壌についてはフローテーショ

ン法で処理した。土壌の量は49.5kgに及んだ。骨片が213点(11.579) 、 クルミの殻0.099、炭化材

23.729といった遣存体も検出した。骨は同定の結果イノシシが4点（中手又は中足骨遠位端1点・

中節骨近位端1点・中節骨1点・基節骨近位端1点)、 イノシシまたはシカの種子骨1点、同定不可の

'1甫乳類（イノシシ又はシカか） 2点、陸獣骨片が167点、不明骨片が39点（魚骨なし）それぞれ確認さ

れている。

またフローテーションの結果、頁岩剥片105点(2.929)、黒曜石剥片21点(0.139)、 メノウ剥片10

点(1.279) を検出した。頁岩の個数が他の剥片集中並に多いが、重量からわかるようにごく微細な

ものの集合である。

他に、土器は砕片で69点出土した。砕片が多かったが後期前葉と判|新した。一部には大津式とわか

る磨消縄文の段階のものと思われる破片があった。OZ49区の包含層調査において、骨含土中から骨と

同じ状況で出土した土器があった。これが図V－1－6-14 (OZ49･ 18)である。無紋地に沈線文を

描くもので大津式の古い段階の可能性がある。表面は黒く発色する。また|司一面と考えられる骨含土

周辺の土器についても後期前葉のものであった。 またフローテーションによって得られた炭化種実
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図Ⅳ－54 FC-5と出土の遺物

(クルミ）について放射性炭素年代測定(AMSによる） を行ったところ3526±24yr.B.P (PLD12082)

の測定値が得られた。

時期フローテーション成果から縄文時代後期前葉の時期またはそれ以降の可能性がある。骨含土

もFC-5によく類似した出土状況であった。ただし調査状況とうローテーション成果から縄文時代後

期前葉でも、特に大津式の時期またはそれ以降の可能性がある。 またこれは放射性炭素年代測定によ

って得られた結果と矛盾しない。ただし、付記すると、周辺の包含層出土土器に関して、後期中葉の

ものが散見される場所でもある。 （大泰司）

遣物石器： 1 ． 2は、黒曜石製石鍼。 1は、菱形を呈する。石鍼未成品かと考えられるが、 ある

いは異形石器とした方がよいのかもしれない。 2は、有茎平基。先端部は正三角形に近い。入念な調

整剥離で精綴に作られている。 3は、黒曜石製模形石器。不整な三角形を呈するが、各辺からの打撃

で階段状剥離が見られる。一部調整剥離も見られることから、両極剥離後、石鎌などに整形しようと

していたのかもしれない。 （福井）
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

小括に代えて－FC-2～FC-5までの接合結果一

A地区包含層出土黒曜石とFC-2～5までの資料について接合を試みた。いずれも赤井川産と思わ

れる、小穎粒が平行線状に並ぶもので、拳の半分以下の円礫～亜円礫～亜角礫を母岩としている。以

下接合結果を示す。

･FC-5とFC-3と接合1点。剥片剥離による。

･FC-5の中での接合1点。剥片剥離による。

･FC-5とFC-2 (A49区bc) と接合1点。FC-2の中で折れ接合したものが剥片剥離による接合。

･FC-2 (A49区bc)の中での接合1点。折れ接合。

･FC-2 (B50区ab)の中での接合2点。折れ接合。

･FC-2 (B50区ab) とFC-4との接合2点。 2点とも剥片剥離によるもの。

･FC-4の中での接合11点。両極技法に起因すると思われる資料が6点。剥片剥離接合が5点。

･FC-4とA46区との接合。両極技法に起因すると思われる資料。

上記の結果が出た。 これらを理解するため、対比が必要となった。そこでA地区において、特徴的な

石材である、 メノウ・赤色珪化岩・珪化岩の接合を試みた。赤色珪岩についてはFC-2～5と同様の

出土状況であり、時期は同一時期の可能性を持つ。

メノウ：調整面を確保後、すえて120度の角度で打ち割った可能性がある。OZ49区とA47区で剥片剥離、

B47区とB48区で剥片剥離、OZ48区とA48区、B48区で石核が折れ接合した。

赤色珪化岩：器種としては石雛の出土がある。同一母岩の可能性がある接合資料は5点あり、 うち4

点は剥離痕か折損か判別がつかなかった。 これは両極技法の結果によるものと考える。接合資料は

OZ48区を中心に分布する。OZ48区の中に2点、OZ48とOZ49区の接合が1点、OZ47とOZ48区の接合

が2点、 という内訳である。残りのOZ47～49間で接合した資料は両極技法の後、剥片剥離を行ってい

るものと考える。 これについては掌に持ったまま岩に叩きつけたような印象を受けたが、両極技法と

解釈した。その内容はOZ47区とOZ48区で両極技法による資料の接合が1点あり、 これに対してOZ48

とOZ49区間で剥片剥離接合したものが4点、接合したものである。

珪化岩：未接合資料中にはパンチ痕が明瞭に残るものが目立つ。打面の転移が見られる資料が多い。

22点接合し、剥片剥離による接合が主体である。C38区･D40･41区を中心に分布する。B･C38区間

で接合したものは1点、 C38区内で接合したもの9点、 C38区･D40･41区間で接合したもの1点、

C38区･F38区間で接合したもの1点、 C39･D41区間で接合したもの1点、D40区内で接合したもの2

点、D40･41区間で接合したもの6点、F39区内で接合したもの1点である。

若干の考察：赤色珪化岩が丁度黒曜石と同じ大きさの母岩を材料にしており、 この大きさで剥片石器

素材と成りうる岩石については、両極技法により石鍼を作出するようである。自然・人為の差異は不

明だが、同一母岩と考えられる石材のちらばる状況を見るならば、剥片石器素材となるメノウ・珪化

岩と比べ、黒曜石が特別違った距離で接合された訳では無い事が分かる。黒曜石の接合状況は、両極

技法に起因する石核を多く産出したFC-4において顕著であった。 （大泰司）
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表Ⅳ－5石器接合表

石器接合関係､(7)はうローテーション結果から抽出

A地区の剥片･剥片石器(包含層出土･FC-2～5そして骨片集中から出土)を接合､比較検討した
素材としては黒曜石が主体であった

FC-5周辺に赤色珪化岩のフレイクチップが集中
メノウ素材については産地がそばにあると考えられた

接合認識 石質 分類･器種 接合関係調査区 遺構 備考

つ

‐

８

４

４

６

９

４

２

４

４

６

４

４

２

９

８

６

１

９

１

２

１

４

１

１

１

４

１

３

１

７

１

１

１

５

７

３

１

２

’

９

２

２

－

４

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

２

１

２

２

２

２

２

２

２

２

６

２

２

２

２

５

６

３

２

２

６

２

２

２

２

２

２

２

２

５

６

２

２

２

２

２

６

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

群
好
呼
郡
外
心
雑
郡
吟
郡
如
即
郡
郡
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郡
即
郵
配
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仲
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Ｏ

Ｂ

Ｂ
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Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

器謹
め
や
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
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ク
ク
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ク
ク
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イ
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イ
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ィ
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ィ
ィ
ィ
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イ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
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面
陶
晦
九
丸
丸
石
石
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
石
し
石
し
し
石
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
石
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

両
黒曜石 剥離 実測遺物･白滝産赤色1

メノウ 剥離２

小さい方

大きい方
メノウ 剥離３

メノウ 折れ4

剥離・

折れ
赤色珪岩 両極技法に関連か５

●離
れ
剥
折

赤色珪岩 両極技法に関連か6

剥離・

折れ
赤色珪岩 両極技法に関連か7

剥離。

折れ ’赤色珪岩 両極技法に関連か8

剥離

折れ
赤色珪岩 両極技法に関連か9

剥離

折れ

両極技法に関連か赤色珪岩10
剥離

珪化岩 剥離1 1

剥離 ~

珪化岩12
剥離

剥離珪化岩13

剥離

珪化岩14

剥離珪化岩'5

剥離珪化岩16

剥離珪化岩17

珪化岩 %ll離18

折れ珪化岩19

折れ

函折れ珪化岩20

剥離

！
折れ

剥離~ll離
剥離

剥離珪化岩21

剥離珪化岩22

珪化岩 剥離23

珪化岩 剥離24

折れ

珂燕
珪化岩25

剥離珪化岩26

剥離
剥離

珪化岩27

岸~詞函
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IV遺榊と遺椛出土の遺物

接合関係接合認識 調査区 遺構分類･器種石質 備考

フレイク

フレイク

フレイク

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

恥
恥
啼
祁
哩
怖
哩
礎
礎
油
哩
理
随
怖
怖
哩
跡
跡
赴
跡
吋
吐
叱
跡
跡
跡
跡
跡
吐
唯
吋
吋

跡
跡
跡
跡
跡
飼
吋
跡
跡
跡
吋
跡
跡

吋
跡
跡
卸
靴
靴
赴
卸
吋
吋
跡
化
軸
吋
吋
吋
吋
吋
跡
跡
跡
蛾
唯
唯
卸
跡
吋
跡
跡
跡
吋
跡
跡
卸

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｏ

Ｏ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｏ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｏ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

３

３

３

４

４

４

４

３

３

４

４

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

Ｚ

Ｚ

４

４

４

４

４

５

Ｚ

５

４

５

５

４

４

４

４

Ｚ

４

４

４

４

５

４

４

４

４

４

４

４

珪化岩 剥離28
剥離

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

鱸
折れ

珪化岩 折れ29

30 1 珪化岩 剥離

折れ

岡珪化岩31
剥離・
折れ

折れ珪化岩32

剥離

２

５

５

５

５

５

１

９

５

５

５

５

５

１

２

４

４

４

５

５

５

５

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

４

４

４

４

４

２

２

４

４

４

４

４

２

２

４

４

４

４

４

４

４

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

剥離 剥離。

折ｵ川
~－1

黒曜石33

’黒曜石34 剥離

黒曜石35

剥離

黒曜石36 折れ
フレイク

~フレイク

’
両極技法に関連
図Ⅳ－53－2
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一
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酌
め
や
一
や
一
や
一
や
一
や
一
幸
一
や
一
や
一

剥離・

折れ
剥離

フ

フ

フ

フ
｜
フ
｜
フ
｜
フ

剥離・
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両極技法に関連
図Ⅳ－53－4
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Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
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Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ
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Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ
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打面の転移もあるが

両極技法に関連
図Ⅳ－53－3
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(略）
黒曜石39

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

黒曜石40 剥離

黒曜石41 剥離
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黒曜石2 剥離
フレイク
フレイク

フレイク
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フレイク

フレイク
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フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

剥離黒曜石3
両極技法に関連剥離

黒曜石44 剥離

黒曜石45 剥離

黒曜石46 折れ

黒曜石47 折れ

剥離・

折れ
黒曜石48

両極技法に関連か

_副割黒曜石49
両極技法に関連折れ
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黒曜石50 剥離 両極技法に関連
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両極技法に関連
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Ⅳ遺椛と道W!f出土の遺物

6焼土

IF-1 (図Ⅳ－56，表1、図版23･51)

位置1･J31 立地標高35.0～35.5m付近の緩斜面 規模0.74×0.54×0.14m

特徴131区のⅣ層中位において榿色土の分布を検出した。榿色土は検出面より下にいくにつれて広

がっており、 4cm下げた段階で最大となる。断面は凸レンズ状をしていた。 この状況から、焼成を受

けた面は検出面よりやや下の可能性もある。平面形は不整な楕円形をしていた。断面では2層とした

黒褐色の根によるものと想定される入り込みが所々観察できたが、平面観でははっきりとした境界は

なかった。焼土の下の土層断面が乱れており、自然の撹乱による凹みに酸化した鉄分やマンガンがた

まった結果の土色変化とも考えたが、榿色が明瞭であるため記録した。採取した榿色土をフローテー

ション法によって処理した結果、炭化したオニグルミ破片2点と炭化材を回収できたため焼土の可能

性があると判断するに至った。 IF-1検出面と|司レベルで後期前葉の土器が出土しているが胴下部の

小破片（縄文と無紋部の境目）であり、型式判断までは至らなかった。 またJ31区にⅣ群a類土器の84

点のまとまり （遺物番号10)があり、 IF-1検出面より~上のレベルに位置していた（うち70点は図

V－1－16－71)。

時期不明である。周辺の出土遺物は中期前半Ⅲ群a類土器が1点出土した以外はほとんどが後期前

葉Ⅳ群a類土器である。 しかし隣接するJ30区から北海道式石冠の出土などもあり、根拠とするには至

らなかった。 （大泰司）

遺物土器： 1は縄文の施されたⅣ群a類の胴部破片。 （遠藤）

IF-2 (図Ⅳ－56，表1，図版23)

位置N･075 立地標高41,8m前後の緩斜面 規模0.62×0.58/0.10m

特徴O75区周辺において、撹乱層を除去していたところ、明瞭な焼土が検出された。やや不明瞭

な褐色土の落ち込みを伴うように観察されたことから、土坑を想定して焼土を超える範囲にトレンチ

を設定して掘り下げた。その結果、落ち込みはV層で、 V層が明瞭に焼成する断面を確認した。焼成

面が遺物出土層位よりやや下であることに加え、周囲でSP-2～6が検出されたことから、 これらを

柱穴とした住居に伴う焼土であった可能性もある。

時期不明であるが、周囲の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉もしくは中期前半のものとみら

れる。 （立田）

IF-3 (図Ⅳ-56、表1 ，図版23)

位置K73 立地標高43.0m前後の沢に面した斜面 規模0.94×0.32/0.06m

特徴Ⅳ層を調査中に検出された、明瞭な焼土である。焼土を残して周囲をV層まで掘り下げ、下

位に遺構がないことを確認したのち、記録を作成した。

時期不明であるが、検出された層位から、縄文時代後期以降である可能性が高い。 （立田）
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

7 集石

IS－4 (図Ⅳ-57、表1，図版28．51)

位置078 立地標高42. 4m付近の緩斜面 規模0.67×0.65m

特徴Ⅳ層下半を掘り下げていると、計7点の礫からなる方形の石囲い炉を検出した。石囲いの内側

には明瞭な焼土は認められなかったが、炭化材片が散在していた。礫は安山岩で被熱しており、大きさ

は35～45cm大のものと、 20cnl前後のものであった。 7点の礫のうち、北側の1点、西側の2点が台石の

転用であった。 この石囲い炉について、住居の炉跡の可能性を考えて、周囲を精査したが、西側に大き

な風倒木痕があり、確認出来なかった。隣接して、縄文時代後期前葉の土器が一個体分出土した。

時期周囲の出土遺物から、縄文時代後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

遣物土器：いずれもⅣ群a類土器である。 1は口縁部から胴部までの2分の1ほどが残存する。周

辺の包含層(078区）出土の破片と接合した。口縁は大きく波打ち、 4か所に緩やかな波頂部があり

この部分をわずか肥厚させ指頭でくぼませている。口唇直下から口唇上内面にかけて、ヘラ状工具で

横位に調整がされ平滑になっている。口縁部の比較的広い範囲が無文で、胴部に太いLR原体による斜

行、横走縄文が施されている。胎土に白色の細粒岩片が多量に混じる。 2a･bは同一個体。O78区出

土の破片が接合している。 2bは石囲い炉の横から出土した。口縁部の複数か所に小さな2山で一対の

波頂部がある。口唇直下のごく狭い範囲が無文で、胴部上半には太いL原体による横走縄文が施されて

いる。施文後へラ状具で調整している。下半部は無文であろう。胎土に2mm前後の小砂利が混じる。

3， 4はいずれも底部の破片。 （遠藤）

IS-5 (図Ⅳ－58，表1 ･Ⅳ－6、図版28･51)

位置D49 立地標高40.5～41.0m付近の緩斜面

規模2.40×1.00×0.26m (全体) 0.96×0.28×0.26m (1～19) 0.94×0.34×0.28m (20～32)

特徴表土除去後、包含層を面的に5cD1掘り下げたところ、長輔が10cmに満たない小型で棒状に近い

長楕円礫がまとまって出土した。 さらに5cm掘りさげると分布が顕著となった。錘の集中出土のような

状況を想定して記録した。この規格の礫は遺物が比較的集中していた0Y～G43～52区について数点の

まとまりが認められた。 しかし顕著な集中として捉えられたのはこのIS-5のみであった。分布は大き

く二つのまとまりに分かれる。 1～19 （数字は遺物番号。図Ⅳ-58遺構図参照） と20～32である。不整

な分布であるが、いずれもおおよそ南一北方向に1m弱の長軸を持ち、 111厨が30cm前後の|幅を持つ。垂直

分布はいずれも26cnl程だが、 これは埋没中に諸影響を受けることから意義付けは難しかった。

1 ． 2 ． 11 ． 15．25は土器である。いずれも後期前葉Ⅳ群a類土器である。 1は無紋地にl陥広の沈線

によって磨消縄文が施されている。大津式と考える。H46区から出土した2点と接合している。 2 ･

11 ． 15．25は縄文地文のみあるいは胴下半部の無紋の小破片であり、型式名まではわからない。 11と

15は接合した。

分析の結果、長楕円礫を標準とすると21～27については不整な形状のものおよび土器が混じってい

る。そのため20～32の集中の南側半分についての意義が判然としなくなった。 1～19については土器

片が混じっているものの大きな意義の変更は考えられなかった。

礫選択の際の標準規格を求める試みの為、遺物を観察した。そして、礫破片（22)、折損（3 ．24)、

長軸6cmに満たない小礫(27)、不整な形状の礫(21 ．22･25．26) を除いて視覚的に長楕円礫と認知

できるものを計測、平均値を出した。結果、重さ106.09、長軸長77.2mm、幅41.3m11、厚さ22.7mmという

平均値が得られた。ちなみにすべての礫の平均値を出したところ、重さ101.49、長軸長71.4n1m、 ｜幅
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

40.9mm、厚さ21.5mn1であった。重さと長軸長以外はさほど変わらない。値を比べてみると抽出前でも抽

出後でも重さのばらつきが激しい。 また長軸長に変化があるのは折損品および小型礫を含んでいるか

いないかの違いであろう。

石質については安山岩が27点中16点である。細かい内訳としては安山岩のうち角閃石安山岩とした

ものが2点（26と30)、輝石安山岩としたものが3点（17 ． 19．31)、細別しなかったものが17点（4

･ 5 ･ 6 ･ 7 ･ 8 ･ 9 ･ 10･ 12 ･ 13･ 14･ 16･ 18･20･ 21 ･ 23･28･32)である。凝灰岩が2点

(24．29)、泥岩2点（3 ．27)、無斑晶質玄武岩1点（22） となった。このうち凝灰岩の24、角閃石安

山岩の26、安山岩の21は礫選択の際の標準規格を求める試みの際はじいたものである。安山岩に礫選

択時の要素がある可能性があった。そこで試みに細別しなかった安山岩、角閃石安山岩、輝石安山岩

のうち先にはじいたものをはずして、 さらに作為的な平均値を求めてみたところ107.39 ･長軸長76.9

mll ･ 1幅41.6mm ･厚さ22.6mmであった。重量について、標準的な規格を求めようとすればするほど重くな

るのは長軸の規格がそろうためであろう。値でみるとやはりばらつきが大きい。おおよそ「長軸長×

1幅×厚さ」が「7．5×4×2.5cm前後」の石で、 100g前後の重さがあれば用が足りた可能性がある。以

上の計測結果によるとむしろ礫選択の際には重さより大きさ （形）のほうに意味があったと考える。

用途は不明である。

時期出土状況から、縄文時代後期前葉と思われる。 （大泰司）

遣物土器：いずれもⅣ群a類である。 1 （遺物番号1）は無文地に沈線で「乙字文」が描かれてい

る。大津式に相当する。 2 （遺物番号11と15が接合） と3 （遺物番号25）は同一個体であろう。LR原

体による縄文が浅く施文されている。 （遠藤）

’

IS-6 (図Ⅳ－59･61，表1、Ⅳ－7、図版28･29･51 ･ 110)

位置A49 立地標高41.0～41.5m付近の緩斜面 規模1.62×1.10m

特徴表土除去後、OZ～B48･49区において大型の礫が目立って出土した（図Ⅳ-59)。包含層を5

cmずつ面的に掘り下げたところ、一見「弧」を描く配列を想定した。 IS-6はこのような人頭大以上

の大型礫による配列を想定して、遺構番号をつけた。

しかし周囲を面的に掘り下げていくうちに、 それぞれの標高およびⅣ層中での位置がまちまちなこ

とが判明した。 また、 この緩斜面について包含層を全面的に掘り下げた結果、 Ⅵ層より下位の礫層中

に含まれる大型礫が、Ⅵ層中に散見的に上がっている状況を確認した。 これは自然の営力によるもの

であると判断した。そこで、OZ～B48･49区の礫すべてを配石と判断することは不可能となった。そ

こで比較的まとまっておりⅣ層中の位置もほぼ|司一と考えられたA49区の礫をIS-6として記録した。

人為的な作為があるかどうかは不明であるが、周辺のⅣ群a類土器（土器集中8） と黒曜石フレイクチ

ップの出土状況(FC-5)から、 これらと同時期に存在した可能性が高いとしたものである。石の配

置からは定型的な配列を指摘することは難しい。

礫が設置されたとしたら、Ⅳ層中位から上位にかけての頃である。標高的には丁度礫4の中腹あた

りにFC-5が分布している。

周辺出土の土器を観察したところ、涌元式併行と考えられる土器、 トリサキ式土器、大津式土器、

白坂3式土器、手稲式土器が観察できた。後期前葉から中葉にかけて連綿と人の営みが続いていた可

能性が高い。 トリサキ式については破砕片が目立ち、大津式そして手稲式と型式が新しくなるにつれ

て視覚的に破片の破砕度合いが顕著になっていく。そのため、後期前葉の古い段階の配石が大津式・

白坂3式段階で乱され、かつ手稲式段階でもさらに乱された可能性などを模索した。 しかし、 OZ~
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Ⅳ遺椛と遺榊,'ll,土の遺物

B48･49区について配石設置に伴う造成跡、削平痕について明瞭な根拠はなかった。ただし隣のOZ50

区で検出されたIH-9が構築された段階で、人為的な整地か、強い水の作用によるような自然の作為

かは不明であるが、一度周辺が削平された可能性があった。 IS-7については「．」の字型が明瞭で、

中央に骨片混じりの土が顕著であったため石囲い炉として別にした。三次郎川右岸遺跡（北埋調報233）

で石組が上下に切り合っている例があったため周辺を注意して精査したが、石の配列および抜き取り

痕からは、そのような状況を裏付ける証拠はなかった。

長軸長46cm (25.5kg)の不整な安山岩礫No.4と、割れた輝石安山岩製石ⅢNo3 (2.2kg、割面が最大

|幅で16cm)が並ぶ。角閃石安山岩である長軸長46cm (12kg)のNo9と28cm (17kg)のNo8、そして33

cmの安山岩NQ6 (14kg)がおおむねL字型を呈する。No5とNo7については重さ1kgに満たない軽石と

凝灰岩である。

NQ4とNO9の間に無数の土器片と礫片が散在していた。現地で土器をNo. 1 ，礫片をNo.2として取り

上げた。礫の方に幾分土器が混在してしまった。

No1として取り上げた土器破片の内訳を羅列する。大津式～白坂3式頃の磨消縄文のある破片1点

(図Ⅳ－61－2)。 トリサキ式に特徴的な8の字状の貼付文を持つ口縁部破片1点が､A47区出土の2点、

A48区出土の5点と接合した（図Ⅳ－61-4)。無紋地に沈線文を持つトリサキ式前後と思われる小型

土器の破片3点。網代底を持ち、大津～白坂3式の磨消縄文を持つ大型の個体にありがちな無紋の胴

下半部で網代底の破片が8点あり、A47区出土の8点、A49区出土の5点と接合した（図Ⅳ－61-1)。

接合しなかったものには、斜行縄文のみの破片および無紋地に沈線を持つ破片があり、沈線文のもの

はトリサキ式又は大津式のうちで古段階のものが顕著であった。またNolのうち3点とNo2に混在し

ていた破片1点とNQ10の大型土器片は接合し、結果、緩く外反する口縁を持つ無紋地の土器であった。

またNo.2に混在していたもののうち1点はIH-9、 IP-61出土土器と接合した。涌元式と思われる蛇

行沈線を持つ土器である （図Ⅳ－15－1）。人為的に配された石であるならば、縄文時代後期前葉の頃

と考える。

礫の集中と土器の集中が混在していたNo1とNo2であるが、礫としてとりあげた132点のうち110点

は同一母岩と考えられる凝灰岩の礫片である。 これはⅥ層にもみられる岩石である。割面のリングが

周回しており、打点が確認できないことから自然に破砕されたものであると判断した。 132点のうち凝

灰岩以外の内訳は安山岩が3点、角閃石安山岩の礫・礫片が10点、泥岩礫片が1点、軽石礫が1点、

輝石安山岩の礫・礫片が2点である。いずれも握拳に満たないものでほとんどが砕片である。いずれ

ももともとⅥ層中に含まれていた可能性がある。

ただし安山岩のうち1点は重量132.29,長軸･ |幅・厚さが89.8×45.6×25.6clnの規格であった。 これ

はIS-5の計測結果から、 この種類の集石に対して選択される可能性がある。

時期遺物出土状況から、縄文時代後期前葉の遺構という可能性を持つ。 （大泰司）

遣物土器：いずれもⅣ群a類土器。 1は底径が16.5cInの大型の深鉢形土器。周辺の包含層(OZ49、

A47～49区）から出土した破片が接合した。無文部はへう状工具で研磨調整されている。底面中央、径

10cm内外の範囲に「網代痕」が認められ、 この部分で円形に割れていた（図版110)。 「網代」は横が幅

4mm、厚み1mmほどの平たい材料で、ほぼ等間隔に10～12本ほど、 また縦の材料は幅が横のものより

も太く、平らなもので、 1本・ 1本・ 2本・ 1本・ 1本の順であり、やや間隔があく。胎土に小砂利

が混じる。大津式に相当する。 2は胴部の破片1点を除き、大部分の破片は周辺部の包含層(A47～50

区）から出土したものである。口縁はごく緩やかな波状を呈すもので、口唇上にも施文がある。胴部

上半でわずかに膨らむ器形である。頸部に沈線で区画された無文帯があり、口縁部では施文後に集合
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表Ⅳ－7 1S－6遺物観察表

土器

材質番号 遺物名 備 考点数

IV群a類 | 42 1土器と礫片のまとまりのうち土器をNo.1として取り上げた

上記のうち、型式の判別がつく破片の内訳(～はおおよそ)涌元1式×2、トリサキ式×1、トリサキ式前後か×1、トリサキ式～大
津式の古手×4，大津式～白坂3式×9

土器No．1

鐸
一
鐸

類
類

ａ

ａ

群
群

Ⅳ
Ⅳ

土器と礫片のまとまりのうち礫をNo.2として取り上げた｡その中に混在２
Ⅲ

０

Ｏ

Ｎ

Ｎ

４
’
１

剥片･礫石器

’
番号 遺物名 材質 点数 備考･重量(それぞれ参照)最大長×幅×厚さ(c、）

｜ 頁岩
｜ 輝石安山岩’

フレイク

石皿片
｜ 土器と礫片のまとまりのうち礫をNo.2として取り上げた｡その中に混在7.49
2.2Kg l6×10×7crn(割面幅が最大長）

２
’
１

唯
一
岬

礫･礫片

遺物名 点数番号 材質 備考･重量(それぞれ参照)最大長×幅×厚さ(c、）

2 2 1点は1322
2

4 10

4

4 4 132
3 3

1
2

1

1 1

1 10 110 割面のリン4

25.5Kg46>
1 0．4Kg 12．5

1 14Kg33×1

1 0.9Kg 23×

17Kg 28×
1 1'Kp4Rx

1[0

132

２

割面のリング

礫
一
礫
一
畔

安山岩 g 89．8×45.6×25.6

角閃石安山岩 土器と礫片の

まとまりのう

ち礫をNo.2と

して取り上げ

た。

畔
一
群
一
礫
一
礫
一
群
一
群
一
鱗

禮
一
露

No．2

輝石安山岩

安山岩

凝灰岩 が一周しており、打点がないため自然にわれたものと判断した
25.5KR46×23×17cm

0.4Kg 12．5×11x7cm

14Kg33×24×11cm

0.9Kg 23×1 1×7cm

l7Kg 28×20×15cm

12K頁46×26×13cm

安山岩
~軽石

礫
一
礫

岬

吋
一
吋

吋
一
吋
一
岬

礫
礫
一
礫
一
礫

安山岩

凝灰岩
山
石
山
石

山

山

安

安

石

石

閃

閃

角

角

表Ⅳ－8 IS-7遺物観察表

重量(各の単位)長軸
長×幅×厚

遺物名 材質 点数番号 層位 分類 備考 変更履歴

土器 Ⅳ群a類 土器フク土1No.1 1 ~

６３×５６×６０１９６
，

廷

ｎ

イ

ー

ｒ

ｑ

）

Ｃ
フク土1 礫石器 たたき石 輝石安山岩No.2 I

角閃石安山
岩

９２×５×５６９８鋼
、

４

１

Ｃ
礫 礫フク土1No.3 1

角閃石安山

岩
フク土1 礫 礫No4 24397×7×4cm1

短軸に対して上から10cmが赤色化境
界が薄く黒色化

礫 礫 安山岩フク土3No.5 10Kg30×22×9cm

角閃石安山

岩
長軸に対して上から8crnが赤色化被熱
か

礫石器 台石フク土3 (旧)台石No.6 9.3Kg33×27×9cm1

短軸に対して上から10cmが赤色化境

界が明瞭に黒色化被熱か典型的炉
石

角閃石安山

岩
No.7被熱 礫石器 台石フク土3 ( |日)台石14Kg43×21×10cm

角閃石安山

岩
礫フク土3 礫No.8 0.5Kg 13×10×25cm

No-5～7について構築された順番は明瞭ではない｡ただしNo.6が最後(ほぼ同時だが､それをNo.3．4．8で支えている）
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

沈線で鋸歯状・山形の文様が描かれる。胴部は下端を沈線で区画した中に磨消縄文により渦巻文様が

描かれている。あらかじめ設けた無文帯に縄文を充填する手法なので、条の方向が一定しない。胎土

に小砂利が混入する。白坂3式に相当するもの。 3は口縁がわずかに波打ち、頚部でくびれる器形で

ある。先端がササラ状の工具での調整痕が観察できる。大津式に伴う無文土器であろう。 4は口縁に

こ．く低い方形の突起があるもので、口縁部に2条扁平な貼付帯を巡らせ、突起部では粘土紐を円形に

交差させ、突起部を指頭でくぼませている。縄文は粘土を貼りつけた後にRL原体による縄文を疎らに

施文している。口唇上から内面にかけて平滑に調整されている。大津式の古段階のものと見られる。

5は無文地に半裁竹管状施文具での沈線文がある。 6は口縁部。緩やかな波頂部であろう。 7 ． 8は

無文の部分。 9は無文地に先端のとがった工具により沈線が施されるが、一周するものではない。 10

は斜行縄文が帯状に施されている。薄手で、焼成がよい。 11は底部。 （遠藤）

IS-7 (図Ⅳ-59～61、表1 ， Ⅳ－8、図版29･51)

位置OZ49 (微妙にOZ48にかかる） 立地標高41.0～41.5m付近の緩斜面

規模黒色土の入り込み部分1.1×0.8×0.3m 石組み部分0.74×0.54×0.3m

特徴表土除去後、OZ～B48･49区において大型の礫が目立って出土した（図Ⅳ-59)。 しかし周囲

を面的に掘り下げていくうちに、それぞれの標高およびⅣ層中での位置がまちまちなことが判明した。

また、 この緩斜面について包含層を全面的に掘り下げた結果、Ⅵ層より下位の礫層中に含まれる大型

礫が、 Ⅵ層中に散見的に上がっている状況を確認した。 これは自然の営力によるものであると判断し

た。そこで、OZ～B48･49区の礫すべてを配石と判断することは不可能となった。そこで比較的まと

まっている礫群のなかで「．」の字型の配列が明らかで、中央に骨片混じりの土が顕著であったもの

を石囲い炉と判断し、 IS-7とした。

「．」の字型の礫配列は黒色土の入り込みの中から検出した。OZ～A49ラインに黒色土の一部がか

かっていた。先に掘り下げてあったOZ48区側を掘りさげたところ断面から風倒木を思わせる撹乱の状

況が観察され、黒色土はその一部を構成するものと想定された。断面および調査範囲境界の壁面から

は掘り込みは観察できずまたOZ48側からは柱穴と判|断できるものは検出されなかった。次に、 自然の

営為らしきその黒色土を半裁したところ細かい骨片を多量に含む赤褐色土3層と礫が埋め込まれてい

る土層2層を観察した。赤褐色土は上半のほうが明るい。赤褐色土は焼土と判断し、サンプルを取り、

フローテーション法で処理した。結果として骨片・炭化材・オニグルミ片44点・ ミズキ破片1点等を

検出したが、骨片は細かかったためか予想外に回収できなかった。同定の結果不明とされた骨片が8

点出土している。 この時得られたクルミ片について放射性炭素年代測定(AMSによる） を行ったとこ

ろ3590±24yr.B.P. (PLD12079)の測定値が得られた。

断面から、礫の掘りかたについては、検出面とほぼ|司じ面から掘りこまれたものと考える。また、

礫に残された被熱の痕跡のラインと検出面がほぼ合致していた。すると1層の位置づけが難しくなる。

これは1層と同一色の根によるⅣ層主体の撹乱が入り込んだためである。 1層がもともとの風倒木の

土層でそこを掘りこんで、石囲い炉を作ったものか、炉の凹みに廃絶後1層がたまったものか判然と

しない。おそらく両方の土層が該当し、撹乱ゆえに分層できなかったものと判断した。

大型の礫No. 5 ． 6 ． 7によって構成されるこの炉は風倒木痕跡に無駄ない大きさで穴を掘り、そこ

にNo.5 ･ 6 ･ 7を埋め込んだと考える。順番としてはほぼ同時だが、 No.6が最後であり、 NQ3 ･ 4 ･

8を配したものと考える。 No5は10kgの安山岩。角礫で、長軸長30cmである。 N06 ･ 7は角閃石安山

岩である。NQ6は9.3kgで長軸長33cm｡No7は14kgで長軸長43cm｡ No5 ･ 7は長軸が地面に水平になる
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②10YR2/1 黒色土しまりなし粒径1mの黒色土IVC層15％混じる
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’ 41 ．90m

BTm-E二 Ⅲ
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s＝礫

(0Z)-A49ラインメインセクション
一F0－5にて｢骨含土」

とした部分の上面

'5－7±層

セクションA

木根撹乱Ⅳ層を主体とする(濁川ロム粒径3～5〔mのﾌﾛｯｸ状に1%混じる）

1 10YRl7/1黒色土1V届が風倒木痕跡に入り込む粒径1.5[mのﾊﾐｽ1%混じる

漸移層1

漸移層2 10YR4/6粒径3cmの斑状をしたⅣ層黒色土15％混じる

このエリアについてはⅣ層も漸移層も粒径3cmのバミス20％混じる

Ⅳ層10YR1 .7/1黒色土

(－部1V届10YR2/1黒色±）

Ko-9榿色±7.5YR6/8

0 1 :40 2m

図Ⅳ－60 1S-7 (2)
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物
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ように埋め込まれており、上から10cmが赤色化し、その一部は薄く破砕する。赤色部の境界は黒ずん

でおり、 NQ7の方がより顕著である。 No. 6は楕円礫の一端が欠けており、その欠けた側が上になって

埋められていた。上から8cmが赤色化する。いずれも赤色化している部分とそうではない部分の境界

はある程度水平な線として把握できる。

No.3 ･ 4は3009に満たない、長軸7cm以下の小礫で、空間を埋めるように置かれている。 NQ8は

5009、長軸13cmの板状礫でNO6を固定する際込められたものかNo.6に密着していた。

OZ29区についても面的に下げたが柱穴は確認できなかった。上屋構造はあったとしても、痕跡の残

らない簡単なものであったと考える。

No. 1は縄文時代後期前葉の土器で、 No2はIS-7の検出面より出土したたたき石である。おそらく

いずれも炉の廃絶後に流入したものであろう。 1は周辺の土器と接合しなかった。

時期出土遺物および周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉のものと考える。 またこれは放

射性炭素年代測定の結果と矛盾しない。 （大泰司）

遣物土器： 1はⅣ群a類。横走する縄文が観察されるが、施文後のなで調整により文様が消えてい

る。 （遠藤）

石器： 2は、たたき石である。扁平礫の両面、端部に弱い敲打痕がみられるものである。輝石安山岩

製。 （立田）

IS-8 (図Ⅳ－58，表1、図版30･51)

位置N77 立地標高42. 8m付近の緩斜面 規模0.43×0.40m

特徴Ⅳ層下半を掘り下げていると、計414点の小礫が円形にまとまるものを検出した。土坑上位に

位置するものと考えたが、下位で検出したIP-51･52ともそのプランをまたぐ位置にIS-8が存在し、

土坑との関係は不明である。隣接して、縄文時代後期前葉の土器が出土した。

時期周囲の出土遺物から、縄文時代後期前葉の時期と考えられる。 （福井）

遣物土器： 1は無文の口縁部。 2は無文地に沈線で渦巻文様が描かれている。 3は横走する縄文

のもの。 4はLR原体を縦位に施文している。いずれもⅣ群a類土器。 （遠藤）
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V包含層出土の遺物

V包含層出土の遺物

包含層からは土器40,965点、石器等4,778点、石製品11点、土製品11点が出土した。 これまでの調査

によって得られた資料を含めその内訳は、表1-2～4に示した。

1 土器等（図V－1－1～49、表V－1、表6～18、図版52～101 . 110）

縄文時代中期（Ⅲ群)、後期（Ⅳ群)、晩期(V群) 、続縄文時代（Ⅵ群）のものがある。縄文時代後

期前葉（Ⅳ群a類）のものが最も多く38,527点で全体の9割以上を占める。ついで縄文時代中期前半期

のⅢ群a類(1,102点）があり、ほかに中期後半期Ⅲ群b類(142点)、後期中葉Ⅳ群b類(487点)、続縄

文時代前半Ⅵ群a類（599点）がある。 また、晩期中葉V群b類（108点）のものがわずかにある。なお、

土器集中1～16については現場段階で遺構に準じて取り上げ、台帳登載しているが、周辺部の包含層

との接合関係が多くあることから、本章で扱うこととした。掲載遺物一覧表では、 「土器集中」の遺物

番号を付しているが、それぞれの遺物番号の土器が出土した包含層と対照できるように、備考欄に次

のように注記した（例： 「土器集中6－15 （遺物番号)」の土器→遣15 :OZ49)。 また、遺物点数およ

び該当する包含層については一覧を表に示した（表V-1)。遺物分布図（図V－1-1 ･33･34)に

ついても同様に包含層に含めている。

土器の説明に当たっては、便宜的に過年度調査範囲を挟んで南東側（25～68ライン間） をA地区、北

西側（62～81ライン間） をB地区とし、それぞれ地区ごとに分け、復元土器、破片資料（拓本土器）の

順に記載する。ただし、 Ⅳ群b類、 Ⅵ群a類については復元土器と拓本土器を同一図版にしてある。 ま

た、 V群b類土器は出土数が少ないことからA･B地区をまとめ、土製品、 ミニチュア土器等について

もB地区の最後にまとめて掲載してある。胎土、器面調整および土器の色調等については、特に目につ

いた点を記している。

遺物出土状況等（図V－1－1－33．34．46～49）

A地区:OOZ～1 ･38～52ライン間の調査区南西側および②H～W･26～34ライン間の調査区南東端

のほぼ2か所に集中している。 また③58～68ライン間にもわずかなまとまりが認められる。②地区を

除きK･Lラインよりも北東側では遺物の出土が極端に少なくなる。①地区は、住居跡は1軒であるが、

集石、 フレイク集中等の遺構がある地点である。 Ⅲ群a類土器は中期前半の住居である可能性が高い

IH-10周辺の②地区に比較的まとまっている。Ⅳ群b類土器は①地区においてⅣ群a類土器と混在して

表V－1 土器集中出土土器遺物点数

分 類

Wa Wb VI
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出土する。Ⅵ群土器はほぼ3か所にまとまりがあり、土器の特徴から地点により時間差のあることが

わかる。

B地区：①水場遺構周辺および後期の住居跡・土坑のある』～Q･70～80ライン間と、②IH-6のあ

る周辺部W～Zライン間に集中する。斜面上側では遺物はほとんど出土しない。またⅢ群a類土器は水

場遺構周辺からまとまって出土している。一個体分の晩期の土器が小さな沢地形（図Ⅳ－2）の周辺

部(A･B63区）から出土している。

なお、個体識別のため包含層から出土した口縁部総数を大まかな文様に分けて計数した。 この結果、

口縁部数は掲載した遺物も含め2,378点（同一個体のものは1点）であった。識別の誤りを2割程度と

して、少なくとも2,000個体近くの土器があることになる。おもな内訳は無文地591点、縄文地495点、

折り返し口縁あるいは貼付帯のあるもの661点、無文地に沈線文のものが360点、縄文地に沈線文のあ

るもの55点、縄線文のあるもの51点などである。

(1 )A地区出土の土器（図V－1－2～32,表6～12、図版52～87)

Ⅲ群a類土器（図V－1－2 ． 3－1～22、表6 ． 7、図版52 ．53）

円筒土器上層式、サイベ沢Ⅷ式、見晴町式に相当するものがある。

1種：円筒上層b式に相当するもの（1， 5）

1は調査区南東端、W32区から出土した小型土器。全体の3分の1ほどが残存する。口唇断面形は

切り出し形で棒状工具での方形の刺突文がある。無文地にIF1部上半と下半に比較的1幅のあるへラ状工

具と半裁竹管状施文具の2種類を使用し、連続する弧状文様と平行線文様があるが、パターンは一定

していない。器面の刺突列は上下に2段あり、櫻形のものと口唇の刺突と同じ形状ものがある。器面

の沈線文の原体を使用したものであろう。 5はN29区から出土したもので、色調は4に似る。貼付帯

と馬蹄形圧痕文での文様がある。 1， 5はいずれも胎土に海綿状骨針が混入する。

2種：サイベ沢Ⅶ式・見晴町式およびこれに並行する土器群（2～4， 6～22）

2は調査区南東側、住居跡IH-10の周辺部O･P31区から出土した。口縁の一部とlliil部～底部の破片

を、器形を想定して復元したものである。口唇は磨かれ角形を呈する。口縁部はやや外反し3か所な

いしは4か所に突起部を持つ。突起の形状は楕円の漏斗状で、肥厚させた山形突起の片側に指頭を押

付け形成されたとみられる。下部には短い粘土紐の貼り付けが剥がれた痕がある。器面には結束のあ

る羽状縄文が施されており、部分的に原体の上下を入れ替えている。施文後器面を指でなで調整して

いるので凹凸があり文様が消えている。 3は1二l縁の3か所に山形突起部を有し、底部から直線的に立

ち上がる器形である。底部は欠損している。口唇を肥厚させこの部分に竹管状工具で溝状の沈線を加

え、突起部では強く押付けることで円形文が形成されている。体部にはLR原体による斜行縄文が施さ

れ、口縁から胴上半部では横走気味となっている。内面はよく磨かれ平滑で、ヘラ状施文具での調整

痕が観察できる。 4は40mほど離れて出土した(N28区とU32区）破片が接合されたものである。口径

は30cmを超え、厚さが11mmほどある大型の土器である。色調はにぶい榿色で、内外面の凹凸が著しい。

内面は磨かれてはいるが、調整の際につけられた指頭の窪みやへラ状工具での痕跡が残る。平縁で太

PRL原体による斜行縄文が施されているが、部分的に施文方向を変えている。口唇部には縄の押捺に

より刻み目が加えられている。

6～13は突起部のある口縁部破片である。 6は台形状の突起があり、RL原体による縄文地に貼付帯

での文様がある。 7， 8は突起部中央に円形の貫通孔があり、沈線による文様がある。 7は大型土器

とみられ、突起部の両側を指で挟んで窪ませている。 8は台形状の突起の上面と側面に施文がある。
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V　包含層出土の遁物
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V包含層出土の遺物

9a･bは同一個体の破片。器面には0段多条の斜行縄文が施されている。突起部はU字状で棒状工具で

の刻み目がある。胎土に海綿状骨針が混じる。 10は無文地のもので、 2に類する突起部があり、摘ま

み出して形成された張り出しがある。 11には円形の貼付帯が、 12はRL原体による縄文があるもので、

綾絡文が加えられている。口唇部には縄による刻みがある。 13は斜行縄文が施されているもので、見

晴町式であろう。 14a･bは同一個体の破片。ニシンタイプの魚骨回転文が地文としてみとめられ、口

縁部に沈線による文様がある。サイベ沢Ⅷb式相当である。

15～18は斜行縄文を主にした地文だけのもので、口唇に縄による刻みがある。 16は精製された胎土の

もので、中期の土器がややまとまって出土したA地区南東端から出土した。 0段多条の細い原体による結

束のある羽状縄文が施されている。 19～22は口唇に沈線が加えられるものである。 3と|司様、 2種のなか

で最も新しい段階に位置付けられるものである。 19は横走縄文が、 21， 22は体部に沈線による文様があ

る。

Ⅳ群a類土器（図V-1-4～27-1～187、表8 ･ 9、図版54～82･ 110)

後期前葉のもので天祐寺式、涌元式、 トリサキ式、大津式、白坂3式に相当するものがある。大津

式、白坂3式の細分にあたっては、木古内町新道4遺跡の盛土出土の資料（北埋調報52） を参考にし

た（盛土1～5類)。地文だけのもの、無文のものについては、細分し難いものがあることからまとめ

て報告している。その上で胎土、調整、焼成を観察し、器形等の特徴は同時期の北斗市矢不来2遺跡

の資料（北埋調報37)、松前町大津遺跡の大津7群土器（松前町教委1974)、八雲町浜松5遺跡8号住

居九'二出土の一括資料（八雲町教委1995）などを参考に分類を検討した。

a－1類：天祐寺式、涌元式に相当するもの

①貼付帯による文様力f施されるもの（1～4， 88～91）

1は口縁部から底部までの3分の1が残存する。折返し口縁のもので、口縁部の比較的広い範囲を

無文にし、幅の広い扁平な貼付帯を一条巡らせている。縦に2条の貼付帯で区画後、 0段多条のLR原

体による縄文を貼付帯上から施文している。施文方向を変えることで斜行、横走気味となっている。

胎土に白色岩片が混じる。 2， 3は器高20cmに満たない小型のものである。 2はRL原体による縄文を

体部では縦方向に、折返し口縁部と貼付帯上は横方向に施文後、指頭でなぞることで無文帯を形成し

ている。角形の口唇上にも施文がある。 3は無文のもの。口縁は部分的に折り返され、口唇上には縄

文が施されている。縦方向の2ないし3か所に1に類する短い貼付帯があるが、施文後の調整により

貼付帯がつぶれている。 2と3は焼成が似ており、胎土には白色岩片が多く混入する。 4a･bは縄文

のみが施されるもの。口縁部と底部の大きく2つに接合できた破片を図上で復元した。器形大きさ、

縄文の原体、施文の仕方、胎土、器面調整が図V－1－4－1に共通すること、 また同じ調査区

(OY44．45区）から出土した点も踏まえ、貼付帯は無いが本類に含めた。口唇への施文は無い。

88～90は2条の貼付帯がめぐるものである。 88， 89は胴部と貼付帯上で縄文の施文方向を変えてい

る。 89は縦に短い貼付帯がある。 90a･bは同一個体。体部には細い沈線による斜格子目の文様がある。

91は口唇に沿って1条やや厚みのある貼付帯が施され、 この部分にも施文がある。体部の縄文はRL原

体を縦・横方向に施文し羽状を構成している。

②縄線文による文様のもの（5， 92， 93）

5は破片が広範囲(D41、H44,G･H50区）から出土した。大きく3つの部位に接合できたものを、

器形を想定し復元した。 4か所に山形の突起部を有し、口唇調整の結果とも見られるが、不規則に波

打つ部分がある。大きさに比べて薄手の土器で、焼成がよい。体部はLR原体による横走気味の縄文で、
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口縁部の||1扇広い無文帯に縄線文を3条施し、中空の施文具による円形刺突文が2列施されている。 92,

93は縄文地に口縁部に沿って施文がある。 93は横走縄文のもので，短い縄線文が2条縦に加えられて

いる。

③無文地に沈線で文様が描かれるもの（94, 95, 100～102）

94a･bは同一個体。調査区南東端L27区から出土した。半裁竹管状施文具で曲線的文表を描き、円形

刺突文をその上下に沿わせている。内面はよく磨かれている。 95は口唇にも施文があるもので、曲線

文様の間に棒状工具での刺突文がある。 100, 102は半裁竹管状工具により崩れた蛇行あるいは垂下す

る文様が描かれている。 102は、 97に類する胎土である。 101a～cは同一個体。突起部に棒状工具での

刻みがある。口縁部に1条沈線が引かれ、胴部には弧線の文様が展開するものとみられる。

④縄文地に沈線により文様が施されるもの（6， 96， 97）

6は壺形土器である。胎土は5に似る。細いLR原体による縄文を浅く施し、半裁竹管状施文具の腹

面を使用し、崩れた曲線的文様が描かれている。頚部は方形文様を横位に連続させ、 llil部も類似ある

いは弧線を薬ぐ文様であろう。残存する部分では、口縁部の3か所から、中空施文具による円形刺突

文を垂下させている。 96， 97は垂下する蛇行文様が描かれている。 97a･bは横走縄文地のもので|司一

個体。口縁部でやや括れる器形で、口径30cmを超える大型土器である。

⑤オオバコのとうの回転文を地文として沈線で文様が描かれるもの（98．99）

98a～cはJ27区出土のもの。折り返し口縁で、器面にはやや|隅広のへラ状施文具で円形や弧線文が描かれ

ているが全体の文様構成は知られない。 99は胴部の破片。半裁竹管状施文具での、 98に類する文様がある。

a－2類：大津式に相当するもの。新道4遺跡の盛土1類～4類に相当するものである （7～187）

1種：新道4遺跡盛土1類に相当するもの（7～29, 103～132）

八雲町浜松5遺跡8号住居出土の資料の一部に相当する資料である。無文地のものと縄文地のものがあ

る。文様帯を区画し、 2条ないしは3条一組の沈線文で渦巻状文様入組文、弧線を繋ぐ文様蛇行する

垂下文様、斜格子目等の直線的文様を描くものである。高さ15～20cnlの小型のものから、 30cmほどになる

ものがある。平縁のものと複数か所に波頂部を持つものがあり、波頂部に棒状工具や指頭で刻みや窪みを

付-けるもの、 また波頂部から粘土紐を縦に円形に捻りながら貼り付けるものがある。

①無文地に沈線で文様ｶﾄ描かれるもの（7～28, 103～122）

7～9は大きさ、器形、胎土、焼成、器面調整が共通する。出土した地点も4， 5m四方の範囲で

ある。口縁部と胴下半部に2条の沈線を施文して文様帯を区画した中に、 2条一単位の沈線で文様が

描かれるものである。 7は4か所に波頂部があり、渦巻文様が描かれている。 8は平縁のもの。半裁

竹管状施文具でやや硬化した流水文があり、二重に文様を入り組ませている。 9は土器集中6として

取り上げた土器片と周辺の包含層出土のものが接合した。 1および2にくらべ胴部がやや膨らむ器形

で、 3か所にごく小さな山形の波頂部がある。文様帯を区画する上下の平行沈線文を屈曲する沈線で

繋ぐもので、 さらに蛇行する沈線文が一周する。

10は土器集中6と土器集中11出土の破片および広範囲におよび包含層(OY44．46･47、OZ46～48、

B47、E41,F42区）から出土した破片が接合したものである。胴下半部から底部は欠損している。口

縁部のわずかな括れは、口唇調整の際に形成されたものである。器面には縦方向の削り調整が明瞭に

観察される。口縁部2条、 lllil部3条で区画された中に、上下の沈線文から3条一単位の沈線文で相対

する半円状文様があり、 また横方向においても、弧線を繋ぐことで同様の文様がある。 11は頚部で括

れ大きく外反する器形である。先端がササラ状のへラあるいはやや厚みのある施文具により口縁部に

3条の沈線を施し、上下を繋いでいるが文様に規則性はない。薄手で胎土に海綿状骨針が混入する。
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V包含層出土の遺物

12は調査区南東端のJ30区から出土した。 10に類する文様のもので、 コップ状の器形である。 13は渦巻

文と半円状の弧線を繋ぐ文様がある。胎土に黒色雲母の混入が顕著である。

14は6ないし7か所に緩やかな波頂部があり、口縁部で括れ胴部がやや膨らむ器形である。棒状工

具での大柄な渦巻文様がある。口縁部で横方向、胴部では縦方向の器面調整痕が顕著に残る。胎土に

白色岩片が多く混入する。 15は遺物集中地区から離れた調査区南東端L27区から出土したものである。

口唇断面は尖り気味で口縁部は緩やかに波打つ。半裁竹管状施文具で方形の連続文とそれを上下で繋

ぐ文様がある。 16は頚部でくびれるもので11に似る器形である。 2か所に波頂部がありこの部分に刻

みが加えられている。大柄な格子文を弧線で繋いでいる。 17は調査区南東端の1･J30～31区周辺から

出土したもの。大きく二つに接合できたものである。口唇|断面は角形で、器面には半裁竹管状施文具

で蛇行・垂下する文様が描かれている。 18は全体の3分の2ほどが残存する。口縁部の4か所に低い

山形の波頂部があり、 この部分に粘土紐を捻り貼り付けることで8の字状の連続する円形文がつけら

れている。 この貼付文を繋ぐように複数の平行沈線が、 また下位では多重の弧線と斜めの沈線文を交

互に配している。内面は底部付近までへラ状工具での調整痕がある。胎土に海綿状骨針が混入する。

19は土器集中6出土の破片と周辺の包含層の破片が接合したもの。 4か所ある波頂部から先の細い施

文具で縦の沈線を複数施し区画、 その間に垂下する文様が描かれる。 20は胴下半部に、竹管状施文具

の背面で流水的文様が描かれている。盛土1類よりも新しい（盛土2類）可能性がある。

~21～25は直線的な文様が特徴である。 21は底部から直線的に立ち上がる器形で、口縁部では指2本分ほ

どの|幅で折り返されている。残存部は1か所であるが、複数箇所に低い山形の波頂部があるとみられる。

器面はよく磨かれ平滑で、縦の沈線文が意識して施されるもので、 これに斜めの線を加えている。古い段

階の可能性がある。 22は4か所に厚みを持たせた波頂部があり、 |幅広いへラ状施文具と細い施文具の2種

類を使用した斜格子目文様がある。左下がりの文様を意識しており、右下がりの沈線は部分的施文である。

胎土に黒雲母の混入が顕著で、 また内外面の凹凸が著しい。 23は土器集中6と周辺部の包含層(A47･48

区）出土の破片が接合した。胴上半部でやや膨らみのある寸llllな器形である。胎土に白色岩片が目立つ。

平行沈線を複数施し、山形や弧線で繋いでいる。 24は口縁部～胴部上半の一部が残存する、器高が30cmを

越えると堆定される大型土器。平縁で頚部がやや括れる器形である。幅広のへラ状施文具で括れ下端と胴

上半部に粗く2条の沈線を施し区画した中に、鋸歯状文様が描かれている。器形の特徴から新しい段階

(盛土2類）の可能性もある。25は底部がやや張り出す器形で、平行沈線施文後磨きがかけられている。

26～28は壺形土器。 26は大きく2つに接合できたものである。胴部上半で比較的大きく膨らみ、口縁の

外反が強い器形で、口縁部の括れの対になる2か所に焼成前に孔が穿たれている。 この貫通孔を中心に沈

線文が配されている。胴部文様帯は3条一単位の沈線文で2つに区画され、連続する弧線文や円形文が描

かれそれぞれが繋がれている。精製された胎土で、焼成がよく色調は明黄褐色を呈する。 27は26に類する

器形である。 2か所に粘土紐による円形連続文があり、 この部分にわずかな高まりがある。口唇部ではこ

の文様を中心に棒状工具による斜めの刻みがあり、 また口縁部には3条一単位の沈線が弧状に配されてい

る。 l111部には5条一組の沈線文で、上下から相対する弧状の文様が連続して描かれている。焼成がよく内

外面ともに丁寧に磨かれている。 28は口唇部分が粘土の接合箇所で剥離している。残存部分が少なく文様

の全体は明らかではないが、太い沈線で4か所に円形に近い文様が配されている。薄手で色調はにぶい榿

色を呈する。

103～122は破片資料である。 103, 104は渦巻状、 105～107は2， 3条一組の沈線での方形文様、弧線

を繋ぐ文様が描かれている。 105a･bは壺形にちかい器形で胴部上半がやや張り出す。 107a･bはL27区出

土のもの。棒状工具での施文があり、精製された胎土で色調は明黄褐色である。 108～113は波頂部に粘
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土紐による連続した円形の貼り付けがある。 2条一組の沈線文での渦巻き文様（109）や直線的文様

(108, 111～113)、弧線を繋ぐもの（110）がある。 108a･bは薄手の大型土器。包含層と一部土器集中6

出土の破片が接合された。全体の文様構成は知られないが、台形状の突起があり、棒状施文具による深

い沈線文で何段かにわたって区画した中に矩形の文様が描かれている。 109a．bは胴部が張り出す器形で

ある。A地区南西側の遺物集中地区からやや離れた、 127区から出土した。口唇の内側に細長く粘土を折

り返し、波頂部には刻みが加えられている。 III11下半部は無文で、口頚部には方形あるいは上下の沈線文

と弧線で鑿ぐ文様がある。胴部文様は縦に連続する渦巻き文(109a) とその間に直線的文様がある

(109b)。施文具は棒状工具と半裁竹管状の2種類が使用されている。胎土に黒雲母の混入が顕著である。

110は横方向の削り調整跡が顕著である。 111～113は|司一個体。台形状の突起が間隔をあけずに複数箇所

あると見られ、円形貼付文は指頭でくぼみが付けられている。 109に類した文様構成である。

114, 115は垂下する蛇行沈線文が施されている。 114は口縁が内湾するもので浅鉢形土器であろう。

115は折り返し口縁部に、横長の方形文様がある。焼成がよく、胎土が綴密で内外面共によく磨かれて

いる。

116～122は直線的文様のもので、 116, 117, 120, 121は平行沈線文が施されている。 116は数か所に

半円形状の波頂部があり、沈線文は部分的に途切れる。 117は土器集中6のもの。 118は斜格子目の文

様がある。 119a～cは|司一個体。口唇断面は角形(119b)で口唇直下はll1局の狭い無文帯である。胴部に

は3条一組の沈線文での大柄な交差する文様がある。土器集中11と周辺の包含層から出土したもので

ある。 120は口縁に沿って2条施文されている。胎土は粗く、海綿状骨針が混じる。 121はやや肥厚さ

せた山型突起部の頂部に指頭でくぼみが加えられている。

②縄文地に沈線で文様が描かれるもの（29, 123～132）

縄文は浅く疎らに施されるものが多く、原体を斜位に回転させ横走気味の縄文となるものが多い。

全体の様相がわかるものでは、口唇直下は無文が多く、胴部下半は無文となる。

29は壺形土器、単節の縄文が浅く疎らに施文され、先端がササラ状となった半裁の施文具で、縦に

垂下する蛇行文様と曲線文が描かれている。

123～127は上下の沈線文を弧線で繋ぐ文様がある。 123, 125は2条一組の沈線文のものでいずれ緩

やかなは波頂部があり、地文は無節である。 124, 126は円形の貼付文がある。 124は胎土に海綿状骨針

が混入する。 128aは、地の縄文が疎らでほとんど無文(128b)に近いといってよい。突起部を肥厚さ

せ、棒状工具で刺突を加えている。沈線の施文は粗い。 129は方形の文様を弧線で繋ぐもので波頂部に

刻みがある。 130は太い沈線が一条引かれるもので、低い突起部は指頭でくぼませている。

131, 132は壺形土器。 131は非常に細いLR原体による縄文が地文である。頚部と胴下半部を区画し、

複数単位の相対する三角形の文様が描かれている。薄手で焼成がよく、胎土はにぶい榿色を呈する。

132a～cは同一個体。把手を有する壺形土器の'二|縁部である。貼付帯がめぐるもので、太い原体による

左下がりの縄文が施文されている。頚部の無文部には弧線を繋ぐ文様が、休部には直線的文様がある。

次段階、盛土2類の可能性もある。

2種：新道4遺跡盛土2類に相当するもの（30～36, 133～135, 148）

深鉢、浅鉢、鉢、壺形土器がある。深鉢土器では口縁部で括れて外反しlll'il部で張り出す傾向がある。

波状口縁のものには波頂部を中心に内外面に細い粘土紐で弧状の文様を描くものがある。突起部には

指頭で押捺するものがある。太い沈線で文様を描くもの、櫛歯状施文具で文様を描き縁取るものがあ

る。文様は頚部と胴下半部を沈線で区画した中に乙字文、雷文、縦に蛇行する文様流水文等が施さ

れる。 これらの文様は5類までみとめられる。
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V包含層出土の遺物

30は土器集中6と周辺の包含層出土の破片が接合した。口縁部の4か所に緩やかな波頂部があり、

この部分をわずかに肥厚させ指頭で3か所に窪みを加えている。上面観は方形である。文様帯は胴上

半部で、太いLR原体による斜行・横走気味の縄文地に先の尖った棒状工具による2条一組の沈線で曲

線的文様が描かれている。 31は小型の土器。小波状口縁になるとみられる。口唇上にも施文がある。

LR原体での縄文が浅く施文され、 2条一組の沈線文で曲線的文様が描かれている。 32は現存する2か

所に30に類する高まりがあり、 くぼみが付けられている。ややいびつな器形で、太い原体による右下

がりの縄文が浅く疎らに施されており、櫛歯状工具で流水文様を描き細い沈線で縁取りしている。

33は土器集中6 ． 11の破片13点と、広範囲の包含層(OY47、 C50，，．F51区）出土破片が接合した

もの。全体の2分の一程が残存するが、口縁部と底部は直接には接合されない。胴半ばで張り出す器

形の壺形土器。全体の文様は知られないが、磨消縄文と円形刺突文が特徴的である。器面をよく研磨

調整した後施文が行われている。口唇直下と頚部および胴部下半の最も張り出す部分にあらかじめ縄

文を帯状に施し、 さらに頚部の4か所では同様に帯状に縦方向に施文している。太い2条の沈線を施

文後、頚部では4か所に縦の沈線を施し中央帯の縄文を磨り消している。胴部では2条一組の沈線で

渦巻状文様や上下と繁なぐ文様を描き、 2条の沈線間に縄文を充填し、文様の屈曲部分に中空の施文

具による円形刺突文を加えている。胎土に海綿状骨針が混入する。 34は包含層出土の破片と土器集中

6の破片が接合したもの。底部は欠損しているが全体の3分の2が復元できた。最大径が胴部上半に

ある深鉢形である。あらかじめ器面を調整し、口唇直下、頚部、胴下半部に沈線を巡らせ文様帯を区

画した中に、幅の広い櫛歯状施文具を使い矩形や三角形の入れ子状の文様を描いている。その後沈線

で縁取りをしている。 35は土器集中5と30mほど離れたA･B47、 B49･50区出土の破片が接合した。

底部は欠損しているが5分の4ほどが残存する。口縁部の波頂部の4か所で内外面に粘土紐を貼付し

ている。一部ではこの部分にも施文がある。口縁部の狭い範囲には指頭での調整跡がよく観察できる。

細いLR原体による縄文地に横走沈線での区画があり、乙字文と雷文が交互に描かれている。一つ置き

に無文帯を形成する意識があったとみられるが、部分的に磨り消されているだけである。胎土に海綿

状骨針が混入する。 36は口縁部の3分の1ほど残存するもので、浅鉢である。A地区の遺物集中箇所か

ら離れた調査区南東端から出土した。 6か所ないし7か所に山形の突起部を持つもので、 この部分に

貼付文があり部分的に沈線で縁取られている。縄文帯には乙字文、無文部分には上下から配される文
様がある。

133a～cは同一個体の破片。口縁部にやや|I1扇広い無文帯があるもので、横走気味の縄文地に大柄な雷

文、乙字文が施されている。胎土に白色岩片が混入する。 134は頚部の括れが強いもので、櫛歯状工具

で文様施文後、沈線での縁取りがなされている。 135は突起部に貼付文がある。色調は黒褐色で焼成が

よい。 148は胴部～底部の破片。櫛歯状施文具での文様を太い沈線で縁取っている。

3種：新道4遺跡盛土4類に相当するもの（37～48, 136～147）

口縁部に一条の沈線文を施し無文帯を形成するものが多い。口縁部のli1月は前段階よりも広く、文様

帯が多段化する傾向がある。波状口縁のものではその'ﾉ1外面に沈線で弧状の文様を拙くものがある。

無文のものに加え縄文を施し、沈線で雷文、乙字文、流水文を描くものがある。

37～40， 43， 45～48は深鉢形土器。 37～39, 41は遺物集中区から出土したもので、いずれも無文部

を挟んで多段の文様帯がある。縄文部分の空間に小さな「く」の字の文様が描かれる。 40は緩やかな

波状口縁で、太い沈線で縁取りされた中に磨消縄文で方形の文様がある。小さな「く」の字や、 「,」

状の文様を処々に配している。 43は調査区南東端J36･37区周辺から出土した。全体の5分の3ほどが

残存する。無文地のもので、口縁部にも部分的に施文がある。 45は土器集中9から出土した。胴下半
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～底部にかけてのもので底径が18cmほど、器高が40～50cm程になると予想される大型深鉢土器。底部

付近の広い範囲が無文で内外面ともによく磨かれている。体部の文様は磨消縄文による大柄な文様が

ある。底部に浅く 「網代痕」が観察される。図のほぼ縦方向はli56mmほどの平らで両端に少し突起部

のある素材でやや間隔をあけて1本ずつ、横方向は1幅2， 3il川のわずかに厚みのある素材で、 1～1.5

Cmほどの間隔で1本と2本が交互に観察できる。胎土に海綿状骨針が混入する。

41は小型の鉢。44は調査区南東端、 '127区で検出された土器集中14のもの。口径が40cm近い鉢形土器。

破片は細かく割れていたが、全体の3分の2ほどが残存する。色調は全体が灰褐色で焼成がよく、内

面はへう状工具での調整痕が底部付近まである。底径は25cmで全面に「網代痕」がある （図版110)。

図のほぼ縦方向は、 li53mmほどのやや厚みのある素材（繊維が観察できる）で5～7mm程度の間隔を

あけて1本ずつを4列、 2本並列の一列の繰り返しとなっている。 また図横方向はほぼ同じ|幅の素材

で縦方向と同じ程度の間隔とみられるが、下に潜っている側なので明瞭ではない。胎土に白色岩片が

まじる。 42は土器集中12のもの。色調は黄榿色で口縁部と底部を欠損する。胴が丸みを帯びる壺形土器で

ある。底部付近は無文で、体部には縄文施文後に太い沈線で相対する「スパナ状」の文様を3か所に配し、

上下に三角形文様を入り組ませている （拓影図)。 この文様は大津式に特徴的な「カニのはさみ状」文様

に通じるものかもしれない。沈線が太いこともあり、盛土2類くらいに位置付けられる可能性がある。

46～48は底部付近の破片。 46は沈線文様がある。 47は45に類する流水文様がある。 48は深鉢であろ

う。底部まで文様があるもので、磨消縄文で大柄な入組文が描かれる。

136～139は文様帯が多段のもの。 140～144は口唇断面が角形でこの部分にも施文があり、縄文地に沈線

で鋸歯状文、円弧文がある。 140は調査区南東側U26･27･28区周辺から出土した。 141は波状口縁の内外面

に部分的に施文される。これらは盛土4類の内の新しい段階である。 144は鉢形土器の可能性がある。

146は壺形土器の口縁部である。無文で、対になる2か所の内外面に縄文を施文し、沈線で文様を施

している。 147a～cは同一個体の破片。胴部で張り出し (147a･b)、底部から直線的に立ち上がる器形

とみられるが(147c)、全体の様相は不明である。無文地に沈線で入り組み状の文様がつけられている。

古い段階の可能性がある。

4種：新道4遣跡盛土5類に相当するもの。白坂3式に相当する （145）

145は波状口縁になるもので、口唇に施文がある。口縁部に無文帯が形成されている。

5種：十腰内Ⅱ式の一部に相当するもの（149）

149はOZ49区から出土した。搬入品とみなされる土器片である。色調は黒褐色、焼成が非常によく、

胎土は織密で、内外面ともによく磨かれている。わずかに内湾する器形で、文様は沈線での区画に縄

文を施すもので、口縁部では粘土を盛り上げ指頭でなぞり貼り付け状にしている。

地文のみのもの、無文のもの

①撚糸文のもの（49, 50, 176～177）

器形のわかるものは2個体で、ほぼ同じ大きさでいずれも最大径が胴部にあり口縁部でくびれる。

49は破片が広範囲に散在していた(E51･52， F52, J49． 51，K52区)。最大で30mほど離れて出土し

た破片が接合している。全体の半分ほどしか残っていないが、複数か所で緩やかな波状となる。R原体

による絡条体を主に縦方向に回転施文している。内面はよく磨かれ、胎土に白色岩片がまじる。 50は

底部が接地面でややくびれる。口唇直下を無文としているがその際の指頭圧痕が明瞭に残る。R原体の

右巻きの撚糸文で、底部では縦に転がしている。 176a．bと177は同一個体である。R原体右巻きで間延

びした節が観察できる。色調は黄褐色でほかの土器と比べて、比重が軽い。胎土に白色岩片が混じる。

大津式より古い段階かとみられる。
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②縄文のみのもの（51～57, 59～71, 150～175, 178, 179）

横走気味の縄文のもの（51～55， 57， 59～61, 63） もの、斜行縄文が施されているもの（56， 62，

65， 66)、縦行縄文もの（61）がある。平縁のものと緩やかな波状や小さな波頂部をもつもの（52， 57，

59）がある。胴下半部を無文に調整しているものが多い。地の縄文は単節縄文のものではLR原体(51

～55， 57， 59， 62， 65～67, 71）が多く、RI原体(56， 64， 68～70)は少ない。無節のもの(60， 61，

63） もある。折り返し口縁のものや口唇直下の狭い範囲を無文とするものがある。 15clnに満たない小

型のものと20～30cmにおさまるもの、 30cmを超える大型のものがある。

51は底部が張り出す器形である。縄文施文後器面をなで調整しているので疎らとなっている。 52，

54， 55， 59は折り返し口縁のものである。 55がやや大きめであるがほぼ同じ大きさで、土器の厚み、色

調、胎土が共通する。残存する部分から推定するといずれもやや寸胴の器形になるのであろう。 52は3

か所に波頂部がある。 55と59は調査区南東端のL27･28区出土のもの。 55は破片は相当数あり半数ほど

が接合できた。ごくわずかに波打ち、ややIII扇広い折り返し口縁である。縄文施文後に幅5， 6mmのへラ

状施文具で口縁から底部まで縦方向に調整している。 59は薄手で折り返し部分が幅広いもの。 4か所に

突起部を設けこの部分に粘土紐による貼付文がある。

53は土器集中6と周辺部の包含層から出土した破片が接合した。 6か所に山形の波頂部がある。薄手で

焼成がよく、口唇は平滑に調整されている。 56は器面に凹凸がある。 57は土器集中6と周辺部の包含層出

土の破片が上下2つに接合されたもので、直接は接合していない。底部からまっすぐと立ち上がる器形で、

口縁の4か所ないし5か所に緩やかな波頂部があり、 この部分に棒状施文具で刻みがある。部分的に口縁

が折り返されている。胎土に白色鉱物の混入が顕著である。 60は緩やかな波状を呈する。

61， 63は小型であるが厚手のもの。 61は口唇断面が尖り気味のもの。胴部上半で張り出す器形である。

65, 66と類する器形であろう。 62は口唇が平滑に調整され、断面は角形である。

64～66は胴部で張り出し、頚部がくびれる点に共通性がある。 64は土器集中6として取り上げたも

のであるが、 20mほど離れた包含層(F52区）のものが接合した。底部で欠損している以外は残存して

いる。鉢形に近い器形である。口縁部は粘土のはみだしがあり、器面は粘土の輪積みの位置がわかる

ほど段状の凹凸となっている。内面はへう状工具での横方向の調整が観察できる。 0段多条の太い原

体である。 65と66は底径に比べ高さのある細形の壷に類する器形である。

71は調査区南東端129～31, J31区付近から出土した。現存する高さ40cmの大型土器。大きさに比べ

て薄手のもので色調は明褐色である。頸部から上が欠損するが、全体の3分の1ほどが残存する。胴

部でやや張り出す器形で胴下半部はよく磨かれている。底部付近は指頭で調整した結果であろう、や

や括れている。 また底部内面には指頭の痕が無数にあり凹凸が著しい。縄文の施文は浅く疎らで、頚

部に粘土のボタン状貼り付けが部分的に残っている。胎土に白色岩片が混じる。

67～70は底部。 67は土器集中7と周辺の包含層出土の破片が接合した。わずかにあげ底ぎみである。

70は高台部分である。

150～164, 166, 170は横走気味の縄文が施されている。 155が無節L原体のほかはいずれもLR原体に

よる縄文である。縄文の施文は概して疎らである。折り返し口縁のもの(150～152)がある。全体の

わかるものでは小突起部をもつもの（152, 153, 159, 162, 170)、緩やかな波状口縁（154～158）の

ものがある。胎土は砂粒が多いもの、鉱物が目立つものなどがある。 151は太い原体を使用している。

152の突起部は、 この部分を肥厚させ、指で摘み上げることにより形成されている。 153はほぼ全面に

施文がある。口縁部でややくびれる器形である。口唇部をごくわずかに盛り上げ、 この部分を棒状工

具で斜めに刻んでいる。 155は施文後に器面がなで調整されている。 156は口縁部が不規則に波打つも
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ので、口唇直下の狭い範囲が無文である。 157は口唇を平滑に調整しているもので、施文後にへう状工

具で縦方向に訳I整している。胎土がほかのものと比べ精製されている。 158は比較的大きくくびれる器

形である。 159は突起部に棒状工具でくぼみが付けられている。 161と162は同一個体である。調査区南

東端のJ27,K26･28区周辺部から出土した。口唇直下は無文で口唇上と内面にも施文がある。部分的

に肥厚させた突起部があるが欠損している （162)。胎土に白色岩片が混じる。色調は黄褐色である。

後期のものと判断したが中期の可能性もある。 164も同様、口唇に施文がある。

165, 168, 169は縦行気味の縄文が施されている。 165はLRL原体による複節のもので焼成が良い。

168は皿R原体、 169はLR原体である。 167a～c、 171は斜行縄文が施されている。 167は口唇に施文があ

る。太いRL原体による縄文で直線的な器形である。胎土に白色岩片が混じる。 171は波状口縁。細い原

体による縄文がある。

172a･bは無節(L原体）の縄文が粗く施されている。回転方向が不規則で重複する部分が多い。小

さな突起部があり、 この部分に指頭でくぼみを付けている。内面はよく調整されているがへラ状工具

での横方向の調整痕が残る。胎土に白色岩片が多量に混入する。 173, 174a･bは底部･ llil部の破片。

175, 178, 179は縄文が施されているものであるが、施文後部分的あるいはほぼ全面を膳り消した結

果、無文に近い様相となるものである。 175は部分的に折り返し口縁で、わずかに繩文が観察できる。

178は口径がおそらく50cI11を超すであろう。破片が広範囲から出土している。口唇断面はやや尖り気味

で、 L原体による無節の縄文が疎らにある。ナデ調整が観察できるが、器面調整というよりも縄文を消

す意図があるとみられる。 179は口唇断面がやや角形に近いが、 178と|司一個体であろう。ほとんど縄

文が消えている。いずれも胎土に海綿状骨針が混入する。

③オオバコのとうの回転文のもの（58）

58は器高39cm、Ⅳ群a土器のなかでも大型である。全体の3分の2ほどが復元できた。口唇は平滑に

調整され口縁部でやや外反する器形である。無文部および内面はよく磨かれている。

④無文のもの（72～87, 180～187)

突起部があるもの（72， 73， 84)、平縁（74～80)、緩やかな波頂部があるもの（81）がある。深鉢

形のほかに浅鉢（82)、深めの皿状のもの（83）がある。器面の調整はへう状工具等で主に縦方向にな

され、よく磨かれているものが多い。底部内面に指頭の跡が無数に残るものがある （77～79)。

72は口縁部の3か所に、指頭でくぼみが付けられた半円形状の突起部がある。器面は凹凸が著しく、縦

方向にささら状工具での調整痕が残る。内面に輪積みの跡が明瞭に観察でき、幅10～15mmほどの粘土紐を

10数段積み上げている。 73は折り返し口縁のもので、円形の貼付文が剥落した痕跡がある。 74， 75， 81，

82は土器集中6出土のものと周辺の包含層(OZ47･48，A47･48区）出土のものが接合した。 82を除き胎

土に白色の鉱物が多量に混じる。 74は口縁部に粘土紐2条を貼り付けている。頚部でややくびれる器形で

ある。75は口縁部を2段に折り返している。内外面ともに平滑に調整されている。76は薄手で小型のもの。

器面の凹凸が著しい。 77は底部がやや張り出す器形である。 78は土器集中8のもの。胴部がやや張り出す

器形で、緩やかな波状口縁の可能性がある。 79～81は胴部が張り出し頚部でくびれる器形である。 80の胎

土は74などと共通する。 81は3か所に波頂部がある。部分的に口唇を平滑にしている。

82は口径が底径の2.5倍以上ある浅鉢形土器。ほぼ全体の破片が揃っていた。上面観は歪な円形であ

る。磨きがかけられてはいるが部分的に削りの痕跡が残る。色調は明黄褐色である。 83は調査区南東

端R29区から出土した小型土器。胎土に白色岩片が混じる。 84は薄手の土器。 2か所に小さな突起部を

つくり、指頭でつぶして平滑にしている。 85～87はlln部から底部にかけてのもの。 86は器面に1mmg

どのごく小さな「孔」が無数にある。胎土に混入していた砂粒やごく小さな小砂利が調整の際抜けた
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跡であろう。へラ状工具での調整痕がある。焼成がよく色調は淡黄色である。 87は土器集中8と周辺

の包含層(OZ47～49区）出土の破片が接合したもの。 86同様の「孔」があり、 86よりも小砂利の混入

が顕著である。上げ底気味で、底部周辺には調整の際付けられた指頭による連続したくぼみが認めら

れる。

180, 182, 183, 186, 187は波状口縁、 180, 181, 184～186は折り返し口縁のもの。 181は折り返し

を繰り返しながら粘土を積み上げて行った結果であろう、その部分が文様のように筋状に観察される。

182, 183は|司一個体である。櫛歯状工具での調整痕がある。 187は3つの部分に接合できたものを、図

上で復元した。 86と胎土、焼成、調整が共通する。 これら無文のものは大部分が大津式に伴うもので

あろう。

Ⅳ群b類土器（図V－1－28～30－1～16、表10、図版83～85）

土器集中を含め487点出土した。Ⅳ群a類土器の分布とほぼ重なるほか、H38区から2個体分（手稲

式）の破片が出土している。 ウサクマイC式、手稲式に相当するものがある。

1種ウサクマイC式に相当するもの（1～5）

一般的に口縁部に平行して1条沈線が引かれる特徴があり、口唇断面は角形で施文がある。

1は口縁部に複数の平行沈線文が施されている。LR原体による縄文地に乙字文が描かれている。頚

部の無文部と胴下半はよく磨かれている。胎土に小砂利が混じる。 2は薄手で焼成の良い小型の土器。

口縁部が直線的に開く器形で7か所に波頂部がある。口縁部文様帯はLR原体による縄文地に弧線文様

が連続して描かれている。体部の文様は磨消縄文で大柄な入組文が描かれている。 3 ， 4は土器集中

9として取り上げたのもの。 3は細いLR原体による斜行縄文が施されている。文様はないが、口唇の

断面および施文、器形、胎土、焼成が2に共通することから、 ウサクマイC式に相当するもの判断され

る。 5は高さ12cmの小型土器。底部の接地面でやや張り出し、直線的に立ち上がる器形である。 4か

所に内傾する突起部がある。RLR原体と見られる細い原体による縄文が疎らに施されている。文様は

先の尖った工具による細い沈線文で口縁部では波頂部を中心に6条、胴部下半にも平行線を6条施し、

その間も連続する弧線で埋めている。やや異質の感はあるが、突起部の内傾する様相は手稲式と共通

することから、 ウサクマイC式の中でも新しい段階のものと考えられる。

2種手稲式に相当するもの（6～16）

いずれも焼成が良好で、内外面ともに器面調整はよい。胎土は綴密で14, 15を除き胎土に海綿状骨

針が混入する。鉢形（6） と深鉢形（7～11）があり、平縁（6） と波状口縁（7～12）がある。口

縁部は無文で、縄文地に平行沈線文を弧線で縦に繋ぐ文様のもの（6）、部分的に平行沈線文を省略し

横に長いS字文様を連続して描くもの（8， 9， 11～13）や磨消縄文による文様のもの(10, 14)があ

る。地の縄文は13a･bがRL原体、そのほかはLR原体である。

6は土器集中10出土のものである。底部は欠損するが全体の5分の4ほどが残存する。平行沈線文

を2条ずつ繋ぐ弧線がある。補修孔が横一列に5個あり、 さらに下方にも2個認められる。 7と10は

H38, 138区から出土した。口径に較べ胴部が細く、筒状を呈するもので、ほぼ同じ器形である。 7は

胴下半部から欠損しているが、それ以外はほぼ残っている。 5か所に波頂部がある。縄文帯が4段あ

り、口縁部では波頂部の形に添って山形の沈線文を、 2， 3段目では2条並列する沈線文を斜めに不

規則な間隔で加えている。 10は全体の5分の4程が復元できた。 4か所に波頂部があり、口縁部と胴

部半ばの縄文帯で区画された中に曲線の沈線文による磨消縄文がある。 8， 9は同一個体。口径は20

~25cm程である。 12は平行沈線文を2条一組の短い線で鑿いでいる。色調が榿色を呈する。 14は磨消
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縄文であろう。 15， 16は狭い間隔で沈線文が施されている。

V群b類土器（図V－1－31－1～7，表11、図版85）

1～6はX48区から出土した。 48点はすべて同一個体である。周辺部にはほかにⅣ群土器がわずかに

ある。薄手で、色調がにぶい榿色を呈する壺形土器の破片である。胴部で強く張りだす器形であろう。

肩部には、やや太目の沈線文を2条めぐらせ、頚部の無文部に棒状工具での刺突列がある （2～5）。

口縁部には突起部があるとみられ（ 1）、体部にはIR原体による斜行縄文が施されている。胎土に黒色

雲母の混入が顕著である。大洞C1式に相当する。 7はB地区の西側端の小さな沢地形の周辺部(A･

B63区）から出土した。大きく3つに復元できたものを器形を想定し復元したもので、全体の2分の1

ほどが残存する。鉢形土器で器面には細いLR原体による縦行縄文が施されている。口縁部に山形の突

起部と2個一対の小さな半円形のB状突起が交互にあり、 さらに山形突起の両側にも小突起がある。口

縁内側には太い沈線が1条施され、山形突起部では三角に入り組んでいる。肩部には沈線を施文する

前に突起が付けられ、工具で刻むことで2個一対となっている。大洞C2式に相当する。

Ⅵ群a類土器（図V－1－32－1～6、表12、図版85～87）

恵山式に相当するものである。ほぼ3か所にまとまって出土している （図V－1－49)。甕と壺形土

器（3）があり、底部はごく低い高台の付く上げ底である。縄文施文後に軽く磨きがかけられ、条が

消えていたり節がつぶれている。口唇角にはやや幅のある棒状工具や先端の細い工具等で刻みが加え

られる。縄文の原体は2がLR原体でそのほかはRL原体である。

1～3は七飯町大中山13遺跡A地区出土資料（北埋調報111 pp32図1－1～6)に相当するもの。

これらは4～6に先行する資料である。 1と3は調査区東端の土器集中13と周辺部の包含層N28区出

土の破片が接合された。 1は大きく3つの部位に接合されたものと文様のある破片を、器形等を想定

して復元した。肩の張りが弱く頚部が直立気味で口縁部が外反する器形のもので、頚部に無文帯を有

する。口縁はごく緩やかな波状で、 4ないし5か所に小さな粘土帯を内外面に貼り付け弧線文で囲み、

棒状工具で刻みを加えている。体部では縦行縄文が、口縁部には斜行縄文が施されているが、後者で

は施文方向を変えている。頚部無文帯の上下には平行沈線文と波状の沈線文が施されている。胎土に

黒雲母の混入が顕著である。 3は口縁から胴部上半部の3分の1ほどが残存する。体部には縦行縄文

が、頚部には帯状に施文がある。口縁に1条沈線文が引かれ、口唇角にはやや幅のある工具での刻み

が付けられている。 2は遺物集中区とOZ44区から出土した破片が接合した小型の土器。全体の4分の

3ほどが残存する。 IIw1部がやや張り出し口縁部が外反する。縦行縄文地に頚部と口縁部に平行沈の線

文と小波状の沈線文が引かれている。

4～6は大中山5遺跡出土資料（七飯町教委1983）に相当する段階のものである。 4と5は同一個体

の破片。口縁部が外反する器形で大きさは6とほぼ同じであろう。口縁部と体部には細いRL原体によ

る縦行縄文が、頚部では帯状に施文されている。棒状工具での刻みがある。 6は土器集中4 (M54区）

として取り上げたもので、破片はL54,N53．54区など周辺部の5， 6mllLI方から出土している。全体

の3分の2ほどが残存する。胴部が張りだし口縁部が外反する。口縁部と体部の張り出し部分よりも下

半には縦行縄文が施される。頚部から胴上半部には沈線文で区画された中に横走する縄文が施され、そ

の中央部には沈線で縁取りされた帯状縄文によって波状となる文様が施されている。波状文に対応する

無文部分には横に短い線を加えている。口唇の刻みは指頭によるものとみられ、爪の跡がある。 （遠藤）
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(2) B地区出土の土器と土製品等（図V-1-1～45,表14～1，図版87～102)

Ⅲ群a類土器（図V－1－1～3，図V－1－39－25～33、表14、図版87．91）

サイベ沢Ⅷ式、見晴町式に相当するものがある。 3と32を除き、水場遺構1の周辺部(N73･74区）
から出土している。

1は全体の口縁部から胴上半部の2分の1が残存する。現存する突起は粘土紐で縁取りのある2個

一対の山形のものであるが、残るもう一方の突起は細い粘土紐を2条内外面にめぐらせただけのもの

で形状が異なることから、 2種二対の突起部の可能性がある。RL原体による縄文のもので口唇部にも

施文がある。胎土に小砂利が多く、径51mほどのものもある。

2は大きく口縁部と底部の2つに接合されたもので、器形を想定して復元した。器高が30cmほどになると

みられる。表面の粘土の剥離が著しい。底部付近を除きほぼ全面に田原体による斜行縄文が施されている。

口縁の形状は知られないが､口唇断面は切り出し形でこの部分に棒状工具による刻みが加えられている。3は

底部でごくわずかにくびれる器形で、口縁部の4か所に山形の突起部がある。全体の2分の1ほどが残存す

る。口縁部を折り返し肥厚させ、口唇にくぼみをつけるように指頭で調整し磨きをかけ無文としている。器

面には太い皿原体による斜行縄文が口縁部～胴部上半に、ほかでは横走気味の縄文となっている。 1， 3が

サイベ沢Ⅶ式の新しい段階あるいは見晴町式に相当するもので、 2がサイベ沢Ⅷ式に相当するものである。

25， 27， 29は水場遺構1調査の際に設定したトレンチから出土したものである。いずれも、器面に水

洗作業でも落ちないほど硬化した鉄分が付着していた。 25は0段多条のLR原体のもので、口唇角に縄

による刻みが加えられている。胎土に白色岩片が混入する。 26は0段多条のRL原体のもの。縦行気味

になる部分がある。 27は山形の突起部で口唇に縄の圧痕がある。28は口縁部に粘土を貼り付けこの部分
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に深く棒状工具で沈線を引くもので小さな粘土を縦に2条貼付し刻みを加えている。 29は折り返し気味

の口縁で、断面形が切り出し形を呈するもので、 この部分に刻みがある。30は太い工具での施文がある。

31～33は沈線による文様がある。口唇を肥厚させこの部分を無文とし沈線文を加え、突起部下で深

く押し付け円形の文様を描いている。 31は、突起部は欠損しているが、突起下では渦巻きを描いてい

る。文様は半裁竹管状施文具で、口縁に平行に2条、体部では曲線的文様を描くものとみられる。 33

は胎土が繊密で、焼成がよく色調はにぶい榿色である。竹管状工具の背面で弧状の文様が描かれる。

Ⅲ群b類土器（図V-39-34～39,表15、図版92)

大安在B式に相当するものである。B地区の北東端X･Y77～79区からの出土が目立つ。 34， 35は同一

個体の破片。口縁部は折り返し気味で磨きがかけられ無文となっている。胴部がわずかに張り出す器

形のもので、縦に2条と張り出しの部分に1条、貼付帯を施している。貼付帯上と口唇直下にはそれ

ぞれ太いm｣原体の押捺がある。胴部には横方向からの刺突が3列施されている。 36， 37も同様の貼付

帯がある。 38は口縁部とllliil部に扁平な貼付帯があるもので、 これらを繋ぐように馬蹄形や円形の貼り

付けがある。貼付帯上は1幅4， 5 Inmの角形の施文具で刺突文が加えられている。胴部にはRL原体によ

る斜行縄文が施されている。器面の凹凸が著しい。 39は貼付帯上を連続して指頭でくぼませているも

ので、左右に沈線文が配されている。

Ⅳ群a類土器（図V-35～38-4～24、図V－1-39～45-40～150、表16･ 17、図版87～100)

後期前葉のもので天祐寺式、涌元式、大津式に相当するものがある。

a－1類：天祐寺式、涌元式に相当するもの（4～24, 40～150）

①主に貼付帯による文様が施されるもの（4～6， 40～65）

口縁の無文部分に平行に1条、 2条ないしは3条貼付帯が施されるものがあり、貼付帯間を繋ぐよ

うに縦に短く2条貼り付けるものに加え、やや長めの貼付帯が施されるものもある。縄文の原体は掲

載した資料で見る限り大部分がLR原体で、 0段多条のものもある。施文は体部では斜めや縦方向に、

貼付帯上では横方向に回転施文される。平縁とごく小さな突起をもつものがある。口縁部は基本的に

は無文であるが、貼付帯への施文の際に縄文が残されるものもある。口唇断面は角形で、 この部分に

施文されるものが多い。器壁は大きさの大小にかかわらず、概して薄手である。

4～6は口縁の無文部分に平行に2条ないし3条、扁平な貼付帯が施されるものである。縄文の原体

はいずれもLRで、 5， 6は0段多条である。 4は胴部下半は欠損しているが全体の3分の1程が残存す

る。口縁部では粘土の折り返しの跡が顕著に観察できる。口縁部の4か所に、縦に2条やや厚みのある

並列した貼付帯がある。胴部には太い原体による横走縄文が施されている。器壁は薄いが凹凸が著しい。

5はB地区の北東端で検出された土器集中15と周辺部の包含層(Y78･79、 Z79区）出土の破片が接合し

たもの。口縁部から胴部上半部の2分の1が残存する。口唇直下に1条とさらに下位に2条並列して貼

付され、縦方向のものはやや長めに施文され、 この部分がごく小さな突起を形成している。 6は胴部下

半で欠損するが、全体の2分の1が残存する。口縁部に小さな突起部があるもので、口唇上にも施文が

ある。縄文施文後になで調整している。胎土に砂粒が多く、内面の凹凸が著しい。

40～43は口唇直下の無文部に貼付帯が1条巡るもので、口唇上に施文がある。 40， 41， 43がRL、 42

がLR原体である。 40は貼付帯上に縄文原体を押捺している。 41， 43はやや|幅の狭い厚みのある貼付帯

が施されている。 41は指で摘まみ口唇を尖り気味に調整している。 43は指頭の調整で凹凸がある。色

調はにぶい榿色で、胎土に海綿状骨針が混入する。
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V包含層出土の遺物

44～52は2条、 3条（52）の貼付帯が巡るものである。縄文はすべてLR原体である。 44は太い原体

のもの。 47は内面に先端がササラ状の工具での調整痕が明瞭に残る。 50は貼付帯の間隔から3条施さ

れている可能性がある。

53～65は縦に貼付帯が加えられているものである、 53は小さな突起部が形成されており、貼付帯の側

面に縄を押捺している。 54a～dは同一個体の破片である。口径20～25cm前後、底径14cIn、底部がごくわ

ずかにはみ出す器形である。縄文は0段多条のRL原体のもので、体部では縦行気味である。

55～58は小さな突起部がある。 55は土器集中15として取り上げたものである。口縁部に平行して3

条と縦に長めの貼付帯があり、上位2条のものは突起下で交差させている。全体の様相は知られない

が、縦の貼付帯は突起間にも複数条施されているようである。 56は縦の貼付帯が内面にも及んでいる。

59～65は同一個体の破片である。口径10～15cm、底径8cm内外、厚さ4mmほどで焼成がよく胎土は綴

密である。山形の突起部のあるもので（59)、貼付帯は口縁部に2条のほか突起左右から馬蹄形状（59）

あるいは山形に（60, 63）配されている。

②縄線文による文様が施されているもの（66～77）

体部の縄文はLRが多く、原体を縦に回転施文しているものと、斜めに施文し横走縄文となるものが

ある。縄線文は地の縄文部分に施されるほか、無文部に施されるものがある （74)。円形刺突文を加え

るもの（66～69)、沈線での文様が描かれるものがある （76)。口唇断面は角形に調整されるものがあ

り、 この部分に施文がある （70～72, 76)。

66～69は円形刺突文が加えられている。 66～68は土器の色調は浅黄色である。 66と67は同一個体。

0段多条のLR縄文を縦方向に施文しているもので、口縁部に2条縄を押捺し、その間に中空の施文具

による円形刺突文が施されている。口唇断面形は尖り気味で、指でつまんで調整したとみられ内面に

指頭の跡が複数観察できる。胎土に白色岩片が混入する。

70は口唇に斜めに浅くへラ状工具での施文がある。 71は縄文原体の施文方向を変えている。 72は縦

行縄文のもので、やや間隔をあけ施文している。 74は口縁部を無文とするもので、縄線文はこの部分

に施こされる。 73はごく薄手のもの。 75は厚手で胴部がやや張り出す器形で、太い原体による横走縄

文が施されている。 76は薄手で小型のもの。器面に凹凸はあるが焼成は良い。横走縄文地に先端の尖

った細い工具で口縁に平行して数条と二重の円形、半円形を描く文様が連続して配されている。 77a~

cは同一個体。LRL原体による複節のものである。

a－2類：大津式に相当するもの。新道4遺跡の盛土1類・ 2類に相当するもの

1種：新道4遺跡盛土1類に相当するもの（7～13, 80～91, 93～110）

①無文地に沈線で文様が描かれるもの（7～10， 12， 80～91, 93～110）

7は大きく2つに接合されたもので、文様を想定して復元した。胴部下半部は欠損するが全体の2

分の1残存する。指幅2本分ほどを折り返した平縁のもので、棒状工具による沈線文が口縁部に2条

あり、上下を繋ぐことで横長の方形文様となる部分がある。体部の4か所に、大柄な多重の円形文様

が上下にあるとみられ、それぞれを直線や弧線でつないでいる。 8はへう状施文具で、 9は半裁竹管

状施文具での垂下する蛇行沈線文が施されている。これらは近接した包含層(076、 P76･77区）から

出土した。底部は欠損しているがほぼ同じ大きさのものである。 8は折り返し口縁で、 4か所に緩や

かな波頂部がある。胎土に白色岩片がまじる。 10は4か所に緩やかな波頂部のある折り返し口縁のも

ので、口縁の無文部をよく磨いている。棒状施文具による斜格子目の文様が描かれている。 12は小型

土器の底部破片。全体の様相は知られないが弧状文様が観察できる。

80～91, 93～110は破片資料。 80は山形突起部に指で摘まみあげることにより形成された鍔状の張り
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出しを有するもので、 この部分から細い施文具を使い、方形の文様を左右に配している。81a･bは|司

一個体の破片。全体の様相は知られないが、 IH-5出土の資料（図Ⅳ－4-1)に共通する文様構成

のものであろう。折り返し口縁で、山形の波頂部が4か所にあるとみられ、 この部分に円形の文様を

描き、横長の方形区画文を配している。休部は円形文下を中心に、弧線を連続させる文様であろう。

沈線で縁取られた内側をナデ調整することで半肉彫り的な文様になっている。盛土1類よりも古い段

階、 トリサキ式に相当するものかもしれない。

82～90は主に弧線を連続してつなげる文様がある。口縁部に平行して2条ないし3条施されるもの

(83～89）があり、体部の沈線も2， 3条一対である。 83は折り返し口縁で、口縁部に施された沈線文

を短い弧線で繋いでいる。 84， 85は同一個体の破片。 86は口縁直下がわずかに外反する。 87の施文具

はごく細い棒状工具である。 90は焼成前に孔が穿たれている。

91， 101は垂下する蛇行沈線文が施されている。 93a～eは同一個体の破片。大型の土器で、口縁

(93a･d)から底部(93b) まで破片は多数あったが全体を復元できなかった。口径は20cm前後、底径

10cmで、口縁部に山形の突起部があり、粘土紐で「8」の字状の文様が描かれている。 l1n部には3条、

4条（あるいは2条を重ねているのかもしれない）で一単位の沈線による大柄な渦巻き状の文様

(93a･b)がある。胎土に小砂利が多いためか、調整の|際にこれらが抜け落ちた「孔」が無数に観察さ

れる。焼成がよく色調は明赤褐色である。 94と95は、全体の文様構成は知られないが口縁部に横長で

方形に配された文様がある。 96～98は突起部に粘土紐による「8」の字状の文様がある。 96は突起上

を指頭でくぼめている。 98は粘土紐上に施文がある。

100, 102～108は直線的文様が描かれている。 100の胴部文様の一部は曲線的である。口縁部に4条ひか

れた沈線文は縦の蛇行線でつながれている。 105～107は格子あるいは、斜格子目状の文様がある。 106は

細い工具でごく浅く施文されている。 108は緩やかな波状口縁のもので、折り返され無文となっている。

109, 110a～cは壺形土器の破片。 109は口縁に2条粘土紐を貼り付けた上で、指でなぞり薄く調整し、

連続して孔を穿っている。色調は鈍い榿色。 110a～110cは大型土器である。水場遺構出土のもの（図

Ⅳ-47-50) と同一個体の可能性がある。口縁部(100a･b)はごく一部しかないので、形態がわから

ないが、体部には縦方向に2条1単位の沈線を施し器面を区画し、 ｜司じく沈線文で、底部付近まで蛇

行する文様が描かれるものである。沈線で縁取られた内側をナデ調整することで半肉彫り的な文様に

なっている。焼成がよく、色調は淡黄色である。

②縄文地に沈線で文様が描かれるもの（11， 13， 78， 79， 92）

11は底部を欠損するが、全体の3分の1ほどが残存する。口縁部直下の狭い範囲を無文とし、休部に

はLR原体による縦行縄文が施されている。口縁部の3条の平行沈線文は、 1条ずつではなく、一筆書き

で横に細長く方形状に描かれている。 13は口縁部と胴部の一部の破片を欠くが、ほぼ完形に復元できた

ものである。不規則に波打つ口縁で、 0段多条のIR原体による縄文を口縁部では帯状に3列施し、 また

胴部も、部分的に斜め方向に帯状となっている。棒状施文具を用い、 3条一組の沈線文で上下を区画し

た中に斜めに交差する文様が3か所に捕かれる。無文部では縦方向に削り調整痕が観察できる。

78と79は|司一個体である。山形の突起部に粘土を鍔状に貼り付けている。体部にはLR原体による縄

文が施され、 1条の沈線文がひかれている。より古い段階の可能性もあるが、 とりあえずここに入れ

ておく。 92は波状口縁のもので細い沈線文で蛇行する文様がある。

2種：新道4遺跡盛土2類に相当するもの（14）

14は、破片が広範囲から出土し接合された(Iﾉ72,M74,N76･77,076、P77区)。口縁部から胴部までの

2分の1ほどが残存する。 llrl部が張り出し口縁部がわずかにくびれ直立する器形で、 4か所に山形の波頂部
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V包含贈出土の遺物

がある。残存する2個の突起部のうちの1つには、細い貼付帯が内外面に弧状に施され、沈線文での縁取り

がなされている。胴部の文様帯は上下に2段に区画されている。文様は櫛歯状施文具での大柄な台形や矩形

文様を、太い沈線で縁取る手法で猫かれている。器面に炭化物が多量に付着している。

地文のみのもの、無文のもの

①縄文のもの、縄文の施された胴部・底部（15～16， 19， 21， 23， 24， 111～136, 139～144）

15は破片が150点以上あり、大きく上下2つに接合されたものを器形を想定し復元した。器高40cm前

後、口縁部がやや外反する器形である。 4か所ないし5か所に山形の波頂部がある。口縁を折り返し

ややI幅広く無文とし、体部にはLR原体による横走縄文を底部付近まで施した後なで調整している。胎

土に砂粒が多く混じる。 16は破片が広範囲に散在していた。大きく2つの部位に接合された破片と口

縁部等の破片を器形を想定し復元した。口縁部で外反する器形で、 5か所に波頂部がある。口径は30cIn

内外である。折り返し口縁でやや広い範囲を無文としている。体部には太いLRL原体による横走縄文が

施されている。大きさに比べ器壁が薄く焼成がよい。 19は口縁部から底部までの3分の2が残存する。

全体に大きく波打つ口縁部で、 4か所ある波頂部は指頭でくぼみを付けることで形成されている。内

外面ともによく磨かれており、上半部にL原体による斜行縄文が疎らに施され、部分的に縦方向に回転

施文され羽状となっている。 21， 23， 24は口縁部の様相は不明であるが縄文が施されている底部であ

る。 21と24はいずれもLRL原体によるもの。 これら縄文の施された資料は15, 16が天祐寺式、涌元式

に伴うもの、 19が大津式のうちでも古段階のものと考えられる。

111～136, 139～144は口縁、胴部、底部の破片資料である。口縁の形態のわかるものでは平縁（115,

117～119, 121, 128, 129)、波状口縁（113, 114, 116, 122, 120, 124～127, 130～137)、突起部のある

もの（135, 139）がある。器面には原体を縦～斜め方向に回転施文することで横走あるいは斜行になる

縄文が施されるものが多い。縦行縄文（111, 125, 136）のものもある。縄文の原体は大半がLRで、皿

原体（117）は少ない。無節(L原体）のもの(119, 135)、複節(LRL原体）のもの(127) もある。 0

段多条の原体がある。器形のわかるものでは直線的に立ち上がるものと、頚部でくびれるものがある。

111～127, 129は折り返し口縁のものでその部分を無文とするのが一般的である。 115は口唇上に施文が

ある。 116は太い原体により、器面に粗く施文されている。 117は貼付帯様の貼り付けがある。 118は口縁

部に広く無文帯がある。器内外面の凹凸が著しく、胎土に白色の岩片が多量に混入する。 119は胎土に海

綿状骨針が混入する。 120は無文部に櫛歯状工具での調整痕がある。 121は口径が30cmを超える大型の土器。

胎土、色調が118と共通する。横位に施文した斜行縄文である。 123は口唇上にも施文がある。 126は縄文

施文後内外面をなで調整されたことで縄文が消えている。 123, 127は折り返し部分に施文があるが偶発

的なものであろう。 130は、口唇断面が切り出し形を呈するもので、 この部分にも施文がある。 131， 135

は頚部がくびれ胴部で張り出す器形である。 135は半円形状の突起部があり、棒状工具で刻みが加えられ

ている。 136は指頭で押捺することで形成された小波状口縁のもの。 139は壺形土器の口縁部の可能性があ

る。口縁部の突起部には内外面に粘土紐の貼り付けがある。 IR原体による縄文が疎らに施されている。

140a･bは付加条の原体による縄文が施されている胴部の破片である。 141は施文方向を変えることで

羽状を構成する文様が施されている。胎土に海綿状骨針が混じる。 142はRLR原体による縦行気味の縄

文が施されている。胎土に径3， 4 Ininの小砂利の混入が目立つ。 144は底部がややはみ出すもので、細

PLRL原体による縦行気味の縄文が施されている。 これら縄文の施された資料のうち111～127のような

折り返し口縁の顕著なものは天祐寺式、涌元式にともなう可能性が高い。ほかは大津式であろう。

②オオバコのとうの回転文のもの（137） ：緩やかな波状口縁のもので、縦行縄文のような効果をもつ

ものである。涌元式頃のものであろうか。
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③撚糸文のもの（138） ：網目状の撚糸文が施されている。口唇外側角に部分的に刻みが加えられてい

る。大津式であろう。

④無文のもの（17， 18， 20， 145～150）

17は土器集中3として取り上げたもの。口縁部の7か所ないしは8か所に山形の突起部があるもので、

頂部は棒状工具で刻まれ二股となっている。内面には、 li55mmほどのへラ状施文具での調整痕が明瞭に

観察される。 18は胴部上半で張り出し、口縁部が外反する器形のもの。全体の4分の3が残存する。口

縁の4か所に山形の突起部がある。口唇の調整や胎土、焼成は17と共通する。 20， 22は無文の底部。 22

は細い沈線文かとみられる線があるが不明瞭である。 17， 18は大津式に伴うものである。

145, 147は折り返し口縁のもので、 145は焼成がよく、色調は明黄褐色で内外面ともによく磨かれてい

る。 148はコップ形のもので、ごく小さな突起部がある。胎土に海綿状骨が混じる。 150a･bは同一個体の

破片。 ll同部の屈曲部かと思われるが、全体の器形は不明である。焼成のよいもので、胎土、色調は18の無

文土器と共通する。 145が古い段階の可能性があるがほかは大津式に伴うものであろう。

ミニチュア土器・赤彩土器・土製品等（図V-1-45-151～175、表18、口絵4，図版101)

151～155はミニチュア土器である。高さ10cmに満たない掌に納まるほどの大きさのものである。A地区

ではミニチュア土器の破片が20個体以上あった。 151は無節の縄文を思わせるような斜め方|句の調整痕が

ある。口縁部には、残存部では1か所にごく細い粘土を円形に貼り付けその上をくぼませている。 152は

4か所に山形の波頂部がありこの部分に指頭で窪みを加えている。文様は口縁と胴部にある平行沈線を弧

線で繋ぐものである。 154は無文のもの。炭化物と見られるものが付着していることから煮炊きに使用さ

れた可能性がある。 155はミニチュアとして扱ったが、丸底で安定する形状ではない。土製品、玩具のよ

うなものであろうか。 156は赤彩の「切断壺形土器」である。焼成前に土器を上下に切り離している特異

な土器である。B地区東北側のY80区から、上体(a) と下体(b)が接合した状態で出土した（図版31)。

口頚部が欠損しているが、高さは5cmに満たないlllnlの張った器形である。無文で、底面を含め全面に赤

色顔料が塗られていたのであろう。上体に2か所、胴部（下体）では2か所、後者ではやや高さの異な

る位置に突起があり、いずれもごく小さな穿孔がある。この突起は土器を接合・固定する際の紐通し用

のものとみられる。 157は土器の底部破片である。外側に張り出しのあるもので、 この部分に上位から斜

め下方に孔が穿たれている。現存するのは1か所であるが、 このような張り出しは複数か所にあるもの

とみられる。 この孔については土器を水平に吊るすための紐を通す孔との見方がある。 158～166は赤彩

土器の破片である。いずれも小片であるが壺形土器とみられる。 158はl111部片。器内面は灰褐色であるが、

器面が黒褐色を呈し、光が反射するほど磨かれている。胎土が綴密で焼成の良い精製土器である。研磨

によって黒光りしたものなのかは判然としない。黒色の付着物があり、その上に赤色顔料が塗られてい

るのが観察できる。黒漆の上に赤色漆が重ねられている可能性がある。ヘラ状施文具によるごく浅い沈

線で曲線的な文様が描かれている。 159～162は同一個体の破片。頚部に1条太い沈線文がある （159)。

166は2条一対の細い沈線での文様がある。大津式に相当するものであろう。

167～169は鐸形土製品である。 167はミニチュアの土器（図Ⅳ-1-45-153）に似るが、図上部を

下に据え置くと不安定で器としては安定しない。 「紐」に相当する部分の形状が異なり、穿孔はないが

鐸形土製品に類するものとみなしておく。 168は細い原体による縄文地に沈線文、磨消縄文による文様

がある。 169は先の尖った施文具による刺突文が「紐」の部分から放射状に配されている。 170はキノ

コに似せたものであろうか。キノコ形とすれば、嵩の半分と軸の部分が根元で折れている状態である。

171～174はⅣ群a類の土器片を利用した円盤状土製品。 171と174は未成品。 174は四角く打ち欠き、裏

面に穿孔途中の孔がある。175は側面がよく研磨されている。 （遠藤）
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V包含層出土の遺物
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図V-1-35包含層出土のⅢ群a類土器(1 ) ・Ⅳ群a類土器(1 )
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V包含層出土の遺物
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図V－1－36包含層出土のⅣ群a類土器（2）
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図V－1－37包含層出土のⅣ群a類土器（3）
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V包含層出土の遺物

図V－1－42包含層出土のⅣ群a類土器（8）
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V包含層出土の遺物
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V包含層,↓H土の遺物

2．石器

（1 ）剥片石器・剥片

包含層からは3,416点の剥片石器および剥片が出土し、 その内96点を図示した。図示遺物の選択にあ

たっては、全点分類・細別・計測した上で、器種細別の特徴を代表するものの抽出に努めた。図示し

た遺物は剥片を除く625点の剥片石器全体の約15％である。

剥片石器の内訳は、Rフレイク175点が最も多く、石核127点、Uフレイク108点、 スクレイパー96点、

石鑛80点と続く。ほかは、つまみ付ナイフが10点、石錐が9点あり、石槍又はナイフ、箆状石器、模

形石器、両面調整石器、異形石器は数点である。

剥片石器の重量を見ると、石核7.29kg、Rフレイク3.87kg、 スクレイパー3.28kg、Uフレイク2.20kg、

両面調整石器0.19kg、つまみ付きナイフ0.12kg、石鍼0.13kg、篦状石器0.07kg、樮形石器0.06kg、石

錐・ナイフ0.05kgとなる。

剥片石器の石材は、頁岩が485点と多く、次いでメノウ68点、黒曜石29点、珪化岩27点、デイサイト

12点。重量でも、頁岩が10.23kgと圧倒的で、 メノウ4.18kg、デイサイト1.78kg、珪化岩0.74kg、黒曜石

0.23kgと続く。頁岩、 メノウ、デイサイト、 そして珪化岩は、いずれも近隣の産地から採取されたも

のと考えられる。なお、 ここでデイサイトとしたものは無斑晶の火成岩で、玄武岩、安山岩の可能性

をもつ。 また珪化岩は、チャートとよく誤認されるものである （森町教委2006)。黒曜石は、白滝産も

含まれるが、赤井川産が多いようである。

剥片石器、剥片の分布の濃淡を見ると、調査区北西側、南西側、南東側、北東側の大きく4か所に

分かれる。北西側は遺構が集中する地点、南西側は調査区外に遺構が集中するとみられる地点、南東

側、北東側は沢の肩部にあたる。なかでも分布が濃いのが、北西側と南西側。石鑛スクレイパー、R

フレイク、Uフレイクは、他の剥片石器・剥片の分布と同様の傾向を示す。一方、石核については、

他の剥片石器・剥片の分布に類似するものの、 よりI1I｣土有無が明瞭な分布となっている。 この分布の

差は、道具として利用されるものと、その場に放棄されるものとによる違いと考えられる。

出土層位をみると、ほとんどが黒色土Ⅳ層の下半に包含されていた。出土層位と土器の出土点数、

遺構の分布状態から判|折すると、大半は縄文時代中期中葉～後期前葉の石器と考えられる。

石鑑（区IV-2-1-1～22、表19、図版102)

総数80点出土し、 22点図示した。細別では、有茎鍼が65点と大半を占め、無茎鍼は3点。ほかに未

成品としたものが7点ある。有茎鍼は、平基37点、凸基15点、凹基4点、尖基9点となり、無茎鐡は、

平基三角形3点、平基柳葉形2点、凹基1点となる。

石材別では頁岩が58点と最も多く、黒曜石14点、赤色珪化岩1点、珪化岩2点、 メノウ1点。分布

は、調査区北西側遺構集中区に多く、ついで南西側にややまとまる。

①有茎平基： 1～11が該当する。石質は、黒曜石1点（2）、 メノウ1点（1）、珪化岩2点、赤色珪

化岩1点、 メノウ質頁岩（11）のほかは、頁岩。

体部が二等辺三角形で、側辺が直線的か、緩やかに外湾するものが大半である。休部の長II1H比を見

ると、 a. ｢1 :1.24以下」の1 ･ 2，h｢1:1.25～1 :1.74」の3、 c. ｢1 :1.75～1 :2.24」の4～8， d. ｢

1 :2.25～1 :3.25」の9 ． 10、 e.｢1:3.25以上」の11に分けられる。 この長|幅比は、体部長の長さに比例

しており、幅は1.4～1.5cmに集中する。最も多いのが長幅比bで11点、次が長幅比cで8点、そして長|幅

比aおよびdが各2点、長幅比eが1点となる。体部長の短いものは側辺が直線的で、体部長の長いもの

は側辺が緩やかに外湾している。
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このうち、アスファルトが10点（3～8， 11）に付着していた（白図に黒塗りで示した)。いずれも

茎部から休部のかえしがある部分に限られ、矢柄への装着が根バサミではなく、管に挿入する方法で

あったことが推定される。 これらは「完成品」とみられ、その大きさは、長さ2.40～3.64cIn、帳1.20~

1.55cm、厚さ0.30～0.62cm・平均値は、長さ3.15cm、 II51.35cm、厚さ0.45cm・中央値は、長さ3.24cm、幅

1.40cnl、厚さ0.43cnloアスファル|､付着品の各値の範囲は狭く、長|陥比は、 1.34となる1点を除き、

1.75以上の長幅比c～eとなる。ただし、 7のように剥離が粗く、平面・側面とも対称性がないものも、

アスファル|､が付着しており、必ずしも形態だけでは判断できないようである。

アスファルト付着が見られないものの大きさは、長さ2.08～4.70cm、帳1.09～2.07cm、および2.41cnl、

厚さ0.29～0.65cm・平均値は、長さ3.24cm、幅1.50cm、厚さ0.42cm･中央値は、長さ2.98cI11、幅1.45cm、

厚さ0.39cm・図示していないが、茎部が突起様で0.5cmと短く、残存長2.75cnl、幅2.41cmの例が1点含ま

れる。

2や9のようにかえし付近が突出するものもある。 2は、黒雌石製で、先端が細く、体部中央で'l'5

を広げ、かえし部で中軸に平行するように辺を屈曲する。 9は、頁岩製で、体部中央に浅い挟りを入

れることで、かえし部分が突出する。 2 ． 9と同形態のものは各1例出土している。 2の例は縄文時

代後期後半の可能性が高い。

②有茎凹基： 12． 13が該当する。 13が黒曜石製で、ほかは頁岩製。かえしの下辺から明確に挟りが入

れられることによって分類した。いずれも入念な作りで、長さ3～3.5cm前後、体部長2.1～2.95cI11、 llig

1.51～1.99cm、厚さ0.31～0.47cln、体部長1幅比1.51～1.99と大きさもまとまりがある。

ただ、細かな形態で二種に分かれる。ひとつは、かえしが先鋭なもの（12)。 もう一つは、かえしの

先端が昌形になるように調整するもの（13)。各形態とも別に各1点ある。後者は、濁川左岸遺跡B地

区の報告で、 「特殊なかえしを持つもの」 とされた。

③有茎凸基： 14． 15が該当する。黒曜石製2点、赤色珪化岩製1点のほかは、図示したものも含め頁

岩製。平基との分類基準は、かえし部の屈曲が両側とも90。を超えるものとしたが、必ずしも明確で

はない。

14が、今回有茎凸基と分類したものの典型に近い。長さ1cm前後、 IIg1.5cm前後、厚さ0.5cm前後、体

部長幅比1.76～2.23となるもので、図示したものも含め2点ある。 これとは別に形態はほとんど変わら

ずに、より小型の長さ3cm前後、幅1.4cm前後、厚さ0.4cm前後、体部長ll1扇比1.5前後のものが2点ある。

15は、アスファルl､が付着しており、有茎凸基ではこれだけである。付着は、茎部から体部のかえ

しがある部分に限られる。体部長幅比は1.83と典型であるが、長さ2.59cm、 II50.95cnlと小型で、側面の

対称性もない。

④尖基： 16～18が該当する。黒曜石製2点、デイサイト製1点のほかは、図示したものも含め頁岩製。

長幅比により、 I幅が狭いのものと、 ll1日が広いものに細分される。 16． 17は、幅が狹いもので、図示し

ていないものも含め、大きさは長さ2.9～3.3cm前後、 lll51.01～1.37cm、厚さ0.31～0.47cm、長幅比は2.37

～3.36とまとまりがよい。いずれも不明瞭な茎部を作り出すが、尖基とした。 18は、唯一の幅が広い

もので、長1幅比は1.75.

⑤無茎平基： 19～21が該当する。頁岩製が1点あるほかは、図示したものも含め黒II擢石製。形態によ

り、三角形と、柳葉形がある。

三角形は、 さらに長さ3cm前後、 |幅2cm前後、長|幅比1.5前後と、長さ2cm前後、 ll'51cm前後、長II1g

比2.5前後に分かれる。大きなものが20で、N56区から出土している。両極剥離による薄手の剥片を素

材に、背面を中心に調整剥離を行う。腹面は先端と基部の調整のほかは、左側辺の調整のみなされる。
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V包含解IIII,土の遺物

小さなものは、K73区、W32区から各1点出土している。 19は、背面に一部角礫面を残すも、それ以外

は入念な調整剥離がなされる。特に腹面では左側縁から平行剥離されている。

柳葉形は、OZ45区、 127区から各1点出土している。 21は、微細な球穎が入る黒曜石製。V層から出

土したもので、縄文時代早期の所産とみられる。両面を入念な平行剥離で調整している。図示してい

ないもう1点は、頁岩製で、未成品である。厚みがあり、調整も粗い小型品。

⑥無茎凹基：22が該当する。球類が多く入る黒曜石製で、 J27区から出土している。素材の影響で階段

状剥離を起こしており、厚みがある。

このほか未成品としたものが8点ある。そのうち、 0.8～1.0cmほどの厚みのある剥片を両面調整する

も、先端を先鋭化させずに放棄したとみられるものが2点ある。 また、素材剥片の剥離軸と、木葉形

ないし菱形の器体軸とが斜交するものが1点ある。後者の調整剥離は、縁辺で終わっており、折損や

調整剥離の見通しから、中途で放棄されたものとみられる。

石槍（図V－2－1－23，表19図版102）

総数1点出土し、図示した。 23は、 メノウ製の木葉形。背面に円礫面を残す横長剥片を素材にする《

主な調整剥離は、縁辺に限られる。
’

石錐（図V－2－1－24～26、表19、図版102)

総数9点出土し、 3点図示した。細別では剥片の一端に機能部を作出するものが3点、両面調整に

よる棒状品が3点。石材は、 メノウ製1点のほかは頁岩製。

24は、剥片の一端に機能部を作出するもの。素材剥片の剥離軸と、器体軸とが斜交する。素材素l1片

が先鋭になった部分で、一面一辺に調整剥離を施し、機能部としている。つまみにあたる部分では、

機能部とは調整剥離する辺を入れ替えて、縁辺を調整している。機能部断面は丸みのある三角形に調

整される。

25 ．26は棒状品。 25は、器体中央で両側が膨らみ、そこから機能部にかけて入念に両面調整する。

機能部断面はレンズ状を呈する。 26は機能部を折損しているが、折断面を見ると丸みのある三角形に

調整している。

つまみ付きナイフ （図V－2－1－27～31,表19、図版102）

総数10点出土し、 5点図示した。細別では、縦型8点、横型2点がある。石材はすべて頁岩製。

①縦型（27～30） ：27は、つまみ部を欠損するが、素材背面に角礫面を残し、右縁辺を刃潰し調整す

る。素材腹面は全面に調整剥離を施すが、左辺に比べ右辺の調整は粗い。左辺の刃部角は30° 。 これ

は、縄文時代早期後半のつまみ付ナイフの特徴を示すものである。

28は素材縦長剥片末端につまみ部をあてる。つまみ部と体部とを分ける挟りは明瞭であるが、両者

の1幅は変わらない。刃部調整剥離は背面に限られる。右辺の刃部角は55. 、左辺の刃部角は65°で、

腹面中央右半に使用痕とみられる光沢がある。 これと似る破片がほかに1点ある。

29も28同様のつまみ部を持つが、挟りは不明瞭である。 また、打面側につまみ部をおき、剥離も腹

面に限定している。右辺は使用による微細剥離左辺は刃潰し調整と見られる。左辺末端側には、素

材に先行する剥離面による湾入があるが、背面側に微細剥離が見られ、凹形刃部であったと考えられ

る。

30は、縦長ではあるものの、 1幅広で寸詰まり。つまみ部は明瞭に作り出される。調整剥離は背面に

’
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限られ、右辺刃部角が30. 、左辺刃部角が60. ．右辺の末端を折損するが、末端に刃部角45.ほどの

lul形刀部をもつ。

②横型（31） ：横長剥片を素材にする小型のもの。つまみ部は棒状で長い。体部の調整は縁辺に限ら

れるが、両面を調整している。末端の刃部角は40. ．

図示したもの以外には、不明瞭なつまみ部をもち、右辺は刃潰し調整、左辺に微細剥離ないし調整

剥離が見られる小型品2点、やや明瞭なつまみ部を持つも、ねじれた器体の左辺に刃部角45°で背面

に調整剥離を施すもの1点がある。

ナイフ（図V－2－2－32． 33、表19、図版102)

総数2点出土し、 ともに図示した。 32は褐色珪化岩製で、平面・側面とも強い対称性を持つ。基部

側両面に角礫面が残ることから、扁平な角礫を原材としたとみられる。最初に敲打によるとみられる

¥11離で111j面全面を調整し、押圧剥離により縁辺を調整している。両辺の調整も細かに見ると精粗があ

り、階段状剥離がある辺を、主たる刃部にしていたものと思われる。

33は、 メノウ製で、素材乗l1片の剥離軸と、器体軸とが斜交する。打面には原石面が残る。両面調整

するも、体部中央には先行した剥離面が残る。平面、右側辺はやや対称性を持つが、左側辺ではねじ

れる。左側辺先端側を主たる刃部にしていたと思われる。

篦状石器（図V－2－2－34～36,表19、図版102）

総数3点出土し、図示した。 ポl1l別では凸形2点、嬢形1点がある。

①撚形（34） ：角礫面の打面を持つ珪化岩製縦長剥片を素材とする。末端辺と左右辺下部の背面末端

側を覆うように調整剥離する。それ以外の右辺は両面の縁辺を調整し、左辺は背面を主に調整する。

②凸形（35．36） ：35は頁岩製で、縦長剥片を素材にしている。柄部は折損している。末端辺の調整

は、背面では散漫な調整、腹面では平行剥離がなされる。末端片の調整剥離の稜線はいずれも摩耗し、

光沢を持つ。 36は黒曜石製で、両面を調整する。末端辺の一面では、使用によるとみられる微細剥離、

摩耗が観察される。摩耗は、左右縁辺に及んでいる。段を境に柄部と刃部に分けられるが、刃部は被

熱により光沢を失っている （スクリーントーンで示した範囲)。柄に装着された状態で、火を受けたも

のと考えられる。使用痕も含め、 この石器の使用状態を示す貴重な例である。

スクレイパー（図V－2－2－37～42、図V-2-3-43～50、図V－2－4-51～62、図V－2－

5－63～66、表19、図版103･104)

総数96点出土し、 30点図示した。細別ではサイドスクレイパー80点、挟入石器3点、破片10点であ

る。サイドスクレイパーは、刃部が外湾するもの37点、直線的なもの29点、内湾するもの2点、その

他9点に分けられる。

刃部に使用痕とみられる光沢が観察されるものが28点ある （ドットのスクリーントーンで示した。

濃いスクリーントーンは明瞭な光沢、薄いスクリーントーンは鈍い光沢を表現している)。内訳は、右

辺に見られるもの12点、左辺に見られるもの12点、左右両辺に見られるもの1点、末端辺に見られる

もの1点。刃部の形態では、直線的なもの13点、外湾するもの10点で、内湾するもの・破片が各2点。

石材はメノウ8点（46．58) 、デイサイト 1点（45．57)、珪化岩2点、赤色珪化岩1点のほかは、

頁岩製。

①刃部が外湾するもの（37～46）
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V包含層出土の遺物

a)右辺背面を調整するもの(37･38)。右辺刃部角は、 37で60． ， 38で40． ． 2点とも使用痕とみ

られる光沢がある。腹面では、右側に広くかつ明瞭な光沢、左側縁辺に鈍い光沢が観察される。一方、

左辺は、先行する剥離面ないし自然礫面により75。 （37)、 85° （38）の角度を持つ。 37は、打面側も

調整剥離を行うことで、器体の平面的対称性を作り出している。 38は刃部再生のために右辺両面を交

互剥離している。あるいはこの刃部再生以前は調整剥離されない状態であったかもしれない。なお、

左辺末端側～末端辺左側にかけて微糸lll剥離が認められる。

b)左辺を調整するもの(39)。左側腹面中央を中心に光沢が観察される。右辺には微細剥離がある。

c)背面の左右両辺に調整剥離を施すもの(40～42)｡40 ･41は左右両側に光沢が見られる。ただし、

腹面を見ると右側でより顕著である。 40の左辺は急斜度で鋸歯状の二次加工。 41の腹面左右両辺には

不連続な剥離が見られる。 42は、右辺は背面、左辺は両面を調整剥離する。左辺の打面側にはアスフ

ァルI､様の付着物がある。

d)腹面に調整剥離を施して刃部とするもの(43～46)｡ 43は、左辺腹面に急斜度の調整剥離がなさ

れるが、光沢は右側にみられる。右辺では、両面に調整剥離がなされるが、腹面では背面の調整を切

るように調整剥離がなされる。当初は右辺を刃部としていたものを、刃潰しして、左辺へ刃部を変更

したものとみられる。 44は右側、 46は左側に光沢がみられる。背面には不連続な剥離がみられる。 45

は末端辺に調整剥離が施されるもの。

②刃部が直線的なもの（47～58）

a)背面の一辺に調整剥離を施すもの(47～50)｡ 47･48は、右辺を調整するもので、右側の背腹両

面に光沢が見られる。 48では、特に腹面で著しく、最も光沢の強い部分は、触感が滑らかで、磨き込

まれた様になっている。左辺は素材縁辺を潰すような調整がなされる。 49．50は左辺を調整するもの

で、左側の背腹両面に光沢が見られる。 50は打面側両面にも光沢がある。右辺については、 49は先行

する剥離面と腹面とでほぼ直角の角度となり、 50は縁を潰すような調整がなされている。

b)背面の左右両側辺に調整乗l1離を施すもの(51 ･ 52)。左右両側に光沢が見られる。ただし、 52は

左側腹面がより顕著である。右辺腹面には散漫な剥離が見られる。

c)腹面に調整剥離を施して刃部とするもの(53～58)｡ 53･ 56は右側に光沢が観察される。調整乗l1

離は腹面に明瞭であるが、背面を見ると腹面に先行した調整剥離の痕跡を見ることが出来る。刃部再

生の際に、背面調整から腹面調整に変更したものの可能性が高い。左辺はいずれも縁を潰すように調

整されている。 54は、左側に光沢が観察される。右辺には微細剥離が認められる。 55は、腹面左側辺

を平行剥離により刃部とするもの。背面には大きく円礫面が残る。 57は、全辺に調整剥離を施す。主

たる刃部は右辺で、左辺では階段状剥離が顕著だったり、調整が背面にもなされたりしている。 58は、

素材末端に調整剥離を施す。腹面に鈍い光沢がみられる。背面にも調整が見られるが、刃部再生に伴

うものと考える。

③刃部が内湾するもの（59～61） ： 59．60は、右辺に調整剥離がなされる。左辺は刃潰し調整がされ、

59では両面から粗く調整し、 60では丁寧な両面調整後、折断している。なお、 60の右側腹面中央付近

には光沢が見られる。 61は打面側を折損している。左右両辺背面を丁寧に調整剥離する。右辺を内湾

させ、左辺を外湾させ、末端は先鋭にする。つまみ付ナイフの破損品の可能性もある。腹面には広く

光沢が見られる。

④刃部が急斜度のもの（62．63） ：63は菱形を呈する縦長剥片を素材とし、末端側|而辺に調整剥離が

なされる。調整は、右辺がやや丁寧で、左辺は粗い。刃部角は両側とも70。ほどである。 62も同様な

ものであるが、小型で、調整も精綴。刃部角は、左側が70° 、右側が60° 。
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⑤挟入石器（64．65） ： 64の挾りは深く、大きく 1回の剥離で挾りとし、内部の陰瘤痕を調整して刃

部としたようであるが、最終的に中央部で階段状剥離が進行してしまったために、廃棄されたとみら

れる。一方、 65の挟りは浅く、素材の形状を利用したものと考えられる。挾りの内部は、連続的な調

整剥離がなされる。素材末端辺にも調整剥離が施されることから、サイドスクレーパーとしても機能

したのであろう。左辺は刃潰しされている。

⑥破片（66） ：左右IIIj辺に刃部調整がなされるが、右辺はやや粗く、左辺は精綴である。光沢は腹面

の左右lilj側に観察されるが、左側に顕著。両側縁の突出した部分は摩耗している。

両面調整石器（図V－2－5－67～70、表19、図版104)

総数5点出土し、 4点図示した。材質は、頁岩製2点、黒曜石製、 メノウ製、デイサイト製各1点。

いずれも粗く両面調整をしたもので、先鋭にしたり、刃部を形成したりしていない。未成品の可能性

も高い。図示していない1点は、石鍼の未成品とみられるもの。

67の石材は、いわゆる花十勝で、白滝産黒曜石とみられる。横長剥片を素材にしたとみられ、中途

で折損している。訓整は、両面に及ぶが、両面とも一面の片辺をやや丁寧に調整し、 もう一辺は粗い

調整で、反対面の丁寧な調整に切られる。 この調整の状況からすると、石槍かナイフを製作する意図

であったが、折損した段階で放棄されたものと推測される。なお、素材主剥離面が残存する図左面に

は、丁寧な調整を切る複数の剥離が見られ、078区から出土したRフレイクが接合した。Rフレイクも

整形途上で放棄されているが、おそらく石鍼の未成品とみられる。つまり放棄後、 この両面調整石器

は、石核とされたものと考えられる。

68．69は、細長い形態で、左右両辺両面を粗く調整している。 68は縦長剥片、 69は横長剥片を素材

にしている。 70は、 ｜幅広の形態で、両面を覆うように調整する。

模形石器（図V－2－5－71 ．72，表19、図版104. 105）

総数6点,'+1,土し、 2点図示した。 ボl1l別では剥片素材で対向する二側縁に乗ll雛が見られるものが3点、

剥片素材で対向する四側縁に剥離の見られるものが1点ある。石材では頁岩・ メノウが各2点。

71 ．72は対向する二側縁に剥離が見られるもの。 71は横長で、敲打により3点に割れて出土したも

のを接合したものである。 72は典型的な例で、一面に同心円状に発達したリングを残す剥離面がある。

Rフレイク（図V－2－6－73～83, V－2－7－84、表19、図版105）

総数175点出土し、 12点図示した。石材では頁岩が144点、 メノウ20点、黒曜石2点、デイサイト ・

珪化岩各3点。

73～76は、石器の未成品とみられるもの。 73 ． 74は、紡錘形の縦長剥片の打面～側辺背面に調整剥

離を加え、打面側では腹面にもなされる。調整は、刃部形成というより、整形のためとみられる。一

端には、調整されない辺があり、そこを刃部とした可能性も考えられる。

75は、小型で厚みのある剥片の左側辺腹面に不連続な平坦剥離がみられる。背面にも調整がみられ

る。左側辺打面側には潰れがみられることから、剥離の進行しない模形石器かもしれない。 76は、薄

手の剥片を折断により形態を整え、縁辺に訓整剥離を加えたもの。

77～80．82． 83は、不連続な調整と使用痕とみられる光沢が観察されるもの。 77は、右側に光沢が

見られる。打面側および左右両辺の両面と、末端辺の腹面に調整がなされる。右辺腹面にはやや連続

的な調整がなされるが、刃部形成には至っていない。光沢の存在と、右辺腹面に先行する背面の不連
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続調整の存在から、当初はスクレイパーとして機能していたとみられる。それが再加工時、調整に失

敗し、放棄したのであろう。 78．79も右側に光沢が見られる。不連続調整が、右辺両面になされる。

82は、左側に光沢が見られるが、調整は行われていない。右辺を粗い剥離で調整している。80は末端

辺に、 83は左辺に、各々不連続な剥離と光沢が見られる。

81．84は、不連続な調整がみられるもの。 81は、石核の調整で得られた厚手の剥片。その一端にノ

ッチ状の浅い剥離があり、その内部には微細な潰れが観察される。 84は、大型の剥片素材で、剥離軸

に対し、斜めに長軸をもつ。その左右両辺打面側に挟りがあり、縁辺に不連続な剥離がなされる。

Uフレイク（図V-2-7-85～55、表19、図版105･106)

総数108点出土し、 4点図示した。石材では頁岩が84点、 メノウ14点、珪化岩2点、黒曜石2点、デ

イサイト2点。

85．86は、頁岩製縦長剥片に微細剥離が見られ、使用痕と推測される光沢が観察されるもの。いず

れも光沢は両面に及ぶ。

87は、デイサイト製縦長剥片に微細剥離が見られるもの。円礫を輪切りにするように剥離された剥

片で、微細剥離が見られる左辺以外は礫面が残る。

88は、メノウ製剥片に微細剥離が見られるもの。 この剥片の素材になっているメノウは綴密で、複

数枚の石器素材となり得る剥片が得られたと推定される。 しかしながら、 これと同質のものは検出で

きていない。

剥片

総数2,792点出土した。今回図示したものはない。石材別では頁岩が1,610点、 9,2449、 メノウ337点、

46079、珪化岩493点、 5499、赤色珪化岩108点、 1659、褐色珪化岩3点、 999、黒曜石192点、 107

9、デイサイト29点、 8239、珪質岩9点、 1529°このうち、黒曜石以外は近隣から採取されたもの

と考えられる。

1点あたりの重量を、重量/点数で割り出すと、デイサイト約289、珪質岩約179、 メノウ約149、

頁岩約3g、珪化岩約1.39、黒曜石約0.39となる。

石核（図V－2－8－89～94、表19、図版106）

総数127点出土し、 6点図示した。細別では、打面と作業面を頻繁に入れ替えるもので、最終形態が

サイコロ状を呈するもの52点、扁平な剥片などの一面ないし、二面を作業面としてほぼ固定し、最終

形態が盤状をなすもの34点、両極剥離によるもの15点、その他26点に分けられる。石材では頁岩が92

点、 メノウ19点、珪化岩8点、黒曜石3点、デイサイト2点。

石材別にみると、頁岩はサイコロ状47点、盤状25点、両極剥離7点であるのに対し、 メノウはサイ

コロ状1点、盤状3点、両極3点と各剥離法に大差はなくなる。 さらに、黒曜石は両極剥離に限られ、

供給された原石の大きさが小型であったことが想定される。

89･90は黒曜石製で、両極剥離によるもの。いずれも亜角礫を素材に、打面調整無しに打割を行っ

ている。

91～94は頁岩製。91は、打面と作業面を数回入れ替えながら剥片剥離を行ったため、残核はサイコ

ロ状を呈する。92は、亜円礫の、恐らく半割剥片を素材に、作業面を主剥離面にほぼ固定している。

打面は、その周縁の礫面としており、残核は盤状を呈する。剥離作業では、長さ2cm弱、幅2.5cm前後
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で末端が蝶番状になる剥片が三枚以上得られている。 93は、剥片を素材に、腹面を主たる作業面とし

た、盤状の残核。 94は、縦長剥片の背腹両面で剥片剥離を行っている。剥離後、素材剥片左辺に刃潰

し様の調整が行われる。素材剥片右辺は散漫な剥離が見られる未調整縁辺であることから、刃器とし

て利用された可能性がある。

異形石器（図V－2－7－95、表19、図版106）

総数1点出土し、図示した。95は頁岩製で、横長剥片を素材とする。横長剥片末端辺の形状を利用

し、縁辺を調整することで整形している。調整は粗く、突出部もその基部を調整することで作出する

にすぎない。

三角形石製品（図V-2-7-96，表19、図版106)

総数1点出土し、図示した。96は軟質の凝灰質頁岩製、背面に円礫面を残す。三方からの急斜度剥

離で三角形に整形している。 （福井）

（2）石斧

石斧（図V－2－9－97～102,表19、図版107）

石斧はその残存状態によって4つに分類した。全体の2分の1以上残存しているとみられるものを

石斧、 2分の1以下4分の1以上のものを石斧片、 4分の1以下のものを石斧破片、部位のわからな

いものを石斧細片とした。石斧は28点、石斧片が9点、破片13点、細片12点が出土している。

石斧は6点図化した。全て片刃である。97， 98は偏刃を呈するもの。全面が丁寧に研磨される。99

～101は概ね円刃を呈するもの。全面が研磨されるが、剥離面が残る部分がある。 102は1点のみ出土

した石のみである。研磨と敲打により短冊形に整形されるが、刃部は作出されていない。石材は97,

99が緑色片岩、 98は緑色泥岩、 100, 102は片岩、 101は藍閃石片岩とみられるものである。

（3）礫石器

包含層から出土した礫石器の総点数は、礫、礫片を除き、 504点である。このうち破片を含めて最も

点数の多いものはたたき石で196点ある。ついで扁平打製石器が72点、台石が42点、石皿が35点、北海

道式石冠が24点となっている。礫・礫片は記録を作成して廃棄したものも含めると、 7,467点となって

いる。

たたき石（図V-2-10-103～122、表19、図版107･108)

たたき石は196点出土した。これらを7種類に分け記載する。

103は概ね棒状を呈する礫の先端を敲打しているものである。 9点出土し、 1点を図化した。

104～106は握飯状の歪な礫を用い、やや尖る一端を主として敲打するものである。25点出土し、 う

ち3点を図化した。全て正面右上突出部にもやや弱い敲打痕がある。

107～109は概ね棒状の礫を用い、両端を敲打するものである。 3点出土し、 3点を図化した。 107,

108は敲打により使用部周辺が剥離している。 109は左側縁上方に擦痕があり、すり石と複合するもの

である。

110～117は拳大の扁平な礫を用い、表裏に敲打痕がみられるものである。 21点出土し、 3点を図化

した。 110, 111は敲打痕が直線状に並ぶが、素材礫の長軸に対してわずかに右にずれている。 112はや
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や厚手の素材礫を用い、表裏面に加え周縁も敲打されているもの。

113～115は棒状の礫を用い、 2か所以上の敲打痕があるものである。 19点出土し、 3点を図化した。

113, 115は敲打痕が明瞭にくぼんでいるもの。 114は礫の平坦な部分に、 2か所の弱い敲打痕がみられ

るもの。

116, 117は三角形を呈する扁平な礫を用い、表裏面、 また一端に敲打がみられるものである。 3点

出土し、 うち2点を図化した。 116は右側縁に剥離を伴う敲打痕がある。

118～120は、無斑晶質玄武岩とみられる素材礫を用い、周縁が敲打されるものである。 8点出土し、

うち3点を図化した。 118は塊状で小さなもの。 119, 120は扁平礫の周縁が部分的に敲打されるもの。

121, 122は上記外から選んだものである。 121はいびつな礫の端部に敲打痕があるもの。 122は細粒

な花崗閃緑岩の扁平礫を用い、端部に敲打痕のあるもの。 これに類似するものが他に2点出土してい

る。

これら以外のものは、礫の一部に微細な敲打痕がみられるものや、敲打しているかどうかかなり疑

わしいが、形状からたたき石としたものである。

すり石（図V－2－11－123、表19、図版108）

6点出土している。全て扁平な礫の側縁を擦ったものである。 うち1点を図化した。 123は扁平礫の

側縁に擦痕があるもの。使用面はやや丸みを帯びている。

扁平打製石器（図V－2－11 ． 12－124～134,表19、図版108）

扁平打製石器は、破片も含めて72点出土している。周縁を打ち欠いて半円状に整形し、長辺を擦っ

た狭義の扁平打製石器のほか、打ち欠きが全周の一部にとどまるもの、すり面を持たないものも含め

た。扁平礫を用いたすり石、加工痕のある礫と分類上重複するが、すり石とは扁平礫を用い、磨り面

が直線的であること、加工痕のある礫とは、扁平礫の長軸両端の加工痕の存在をその区別の目印とし

た。狭義の扁平打製石器とは呼べないものではあるが、円筒土器上層b式～見晴町式の土器が出土する

遺跡においては、 これらを含めて扁平打製石器として扱うことが多く （例えば北埋調報87． 112． 166）

その例に従う。以下加工の様子から区分し述べる。

124～128は周縁が打ち欠きにより整形される狭義のもの。 24点出土し、 2点図化した。 124は正面中

央の素材面にやや弱い敲打痕がある。 125は擦痕がなく、剥離のみのものである。 128は両端が直線的

で、側面観が長方形を呈するもの。

129～134は、礫があまり加工されないものである。 37点出土し、 3点図化した。 129は打ち欠きが全

周せず、一部に原石面が残るものである。 130は使用面の|隅が狭いもの。 131は破片であるが、土器集

中7 （図V－1－15－67）に伴い出土している。 132は半割礫を用いているものである。 この加工の例

は37点中1点出土している。花崗閃緑岩製の礫を半割し、半割面に|幅広のすり面がみられる。 133,

134は打ち欠きのみのものである。

このほかはほぼ破片で出土し、図化していないが、礫を打ち欠いた剥片様の素材を用いたものが3

点、出土し、残る2点は破片で全体の形状が不明のものである。

北海道式石冠（図V-2-12-135～137, V-2-13-138～140,表19、図版109)

北海道式石冠は、幅広の使用面があり、把握に適した把手を敲打、剥離により作出するという、小

島の分類に従った（小島1999)。 24点出土している。 うち6点を図化した。
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135～138は正面観が概ね半円形を呈するもの。 15点出土している。 135, 136は幅広のすり面がある、

高橋のいうⅧ類にあたる （高橋1971） ものである。 137は半|]1の頂部にも敲打による溝が付けられてい

る。 138は左側縁に素材礫の平坦面をそのまま残し、使用面は擦らずに敲打痕が認められるものである。

139, 140は典型的ではないもの。 3点出土している。 139は把手部分に最大|幅があるもの、 140は把

手をめぐらせたのみのもの。大きさからミニチュアとみられる。

砥石（図V－2－13－141 ． 142，表19、図版109）

9点が出土している。石Ⅲlもすり面のみられる礫石器であるが、砥石は概ね2kg以下のもので、溶

結凝灰岩、多孔質の火成岩、凝灰岩、細粒の砂岩を用い、すり面が比較的多いものとした。 ｜司一個体

とみられるが、多数の破片からなるものは、接合しなくても1点とみなしている。

出土した9点のうち、 2点を図化した。 141は軽石製のもの。扁平な礫の一面を使用面としている。

軽石製のものはこのほか1点出土し、いずれも素材礫の一部に擦痕のあるものである。 142は凝灰岩製。

薄手の礫を用い、一面を使用面とするものである。使用の結果、素材礫の厚さに達して廃棄されたも

のとみられる。

加工痕のある礫（図V－2－13－143，表19、図版109)

破片も含めて20点が出土している。そのうち1点を図化した。 143は礫の一端を不規則な打ち欠きに

より刃部状の突出部を作り出しているもので、扁平打製石器に比し素材礫にやや厚みがあり、加工が

ほぼ一方向に限られる点で異なっている。 この特徴を持つものは20点のうちの13点を占めていること

に"'1え住居跡IH－7からも1点出土しており （図Ⅳ-12-20)、本遺跡において特徴的な形態であると

いえる。

上記以外の加工痕のある礫は、形状から扁平打製石器の未製品の可能性のあるものが1点ある。そ

の他は意図の不明瞭な加工のみられる、凝灰岩、無斑晶質玄武岩である。

石皿・台石（図V－2－13－144， 145， V－2－14－146， 147， V－2－15－148，表19、図版109.

110）

石lⅢ．台石は、破片も含め、 77点が出土している。内訳は石111112点、石Ⅲ片21点、台石24点、台石

片とみられるものが18点、複合したものが2点出土している。 これらのうち、 よく使用されているも

のを選んで図化した。 144, 145は石Ⅲ。 144は角閃石安山岩製。節理部分で割れた礫を用い、一面をよ

く使用するものである。使用面は平滑で、中央に向かって少しくぼんでいる。 145は板状の砂岩を用い

て一面を使用するものである。使用面は極めて平滑である。 146～148は台石。 146は扁平な礫を素材と

するもの。一面全面に敲打痕がある。輝石安山岩製。 147は鏡餅状の輝石安山岩を用い、一面に敲打痕

のあるものである。敲打部分は平坦である。 148は、多孔質の安山岩を用い、両面中央に敲打痕があり、

くぼんでいる。正面右辺の先端部に打ち欠きがみられる。台石としたが、石製品であるかもしれない。

礫・礫片（図Ⅷ－3、表Ⅵ1-1)

包含層から礫・礫片が合計7,467点出土している。このうち、遺跡内に持ち込まれた可能性があるが、

使用痕が認められず、かつ有意に集められたものでもないと判断した6,598点については、岩質、重さ

を記録して廃棄した。廃棄した礫の種類と重量は表Ⅷ－1，図Ⅶ－3のとおりである。
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V包含層出土の遺物

3石製品（図V-2-15-149～151、表19、図版110）

石製品は11点出土し、内訳は有孔自然石8点、軽石製石製品2点、石製品の破片とみられるものが

1点である。 149は泥岩の有孔自然石。 150, 151は軽石製石製品。 150は垂飾状に加工されるもの。 151

は素材の一部を挾るように加工し、挟り部分に対し直交して穿孔されるもの。

(立田）
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Ⅵ 自然科学的分析

Ⅵ自然科学的分析

1 放射性炭素年代測定

パレオ・ラボAMS年代測定グループ

伊藤茂・丹生越子・廣田正史・瀬谷菫・小林紘一

ZaurLomtatidze･InezaJo可oliani ･中村賢太郎

1 ． はじめに

北海道森町石倉町に位置する石倉1遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法(AMS法）

による放射性炭素年代測定を行った。

2。試料と方法

測定試料の情報、調製データは表Ⅵ－1－1のとおりである。

試料は縄文時代の竪穴住居跡、屋外石囲炉、土坑、包含層から得られた炭化材5点と炭化クルミ2

点、計7点である。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、 コンパクトAMS:NEC製1.5SDH) を用いて測

定した。得られた':!C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、 血!C年代、暦年代を算出した。

表Ⅵ－1－1 測定試料及び処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

超音波洗浄

雌・アルカリ ・酸洗浄(塩酸: 1.2N,水

酸化ナトリウム: 1N,塩酸: 1.2N)

サルフィックス

遺構：竪穴住居跡III-6

層位：炉跡HF-1

試料No. : IS-1

試料の種類：炭化材

状態: dry
PLD-12076

超音波洗浄

雌・アルカリ ・酸洗浄(塩酸: 1.2N,水
酸化ナトリウム: 1N,塩雌: 1.2N)
サルフィックス

遺構：竪穴住居跡IⅡ

層位：炉跡IIF-1

試料No. : IS-2

７
試料の種類：炭化材
状態: dry

PLD－l2077

超音波洗浄

酸・アルカリ ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水

酸化ナトリウム: 1N,塩酸: 1.2N)
サルフィックス

遺構：竪穴住居跡IH8

層位：炉跡HF-1
試料No. ; IS-3

試料の種類：炭化刺

状態: dry
PLD-12735

超音波洗浄

酸・アルカリ ・酸洗浄(塩酸: 1.2N,水

雌化ナトリウム:1N,塩酸: 1 .2N)

サルフィックス

遺構：屋外石囲炉IS-7

層位：覆土

試料No. : IS-4

試料の種類：炭化種実(クルミ）
状態: dry

PLD-l2079

超音波洗浄

酸・アルカリ ・酸洗浄(塩酸: 1.2N,水

酸化ナトリウム:0.2N,塩酸: 1.2N)
サルフィックス

１５’

５

Ｐ

｜

Ｉ

Ｓ

坑
土
Ｉ

土

覆

・Ｏ
Ｍ

Ｎ

構
位
料

遺
層
試

試料の種類：炭化材

状態:dry
PLD12080

超音波洗浄

酸・アルカリ ・酸洗浄(塩酸: 1.2N,水
酸化ナトリウム: 1N,塩酸:1.2N)

サルフィックス

遺構：土坑IP-56

層位：覆土

試料No. : IS-6

試料の種類：炭化材

状態: dry
PLD-12081

遺構；包含層
グリッド: 0Z49

層位：Ⅳ層

試料No. ： IS7

超音波洗浄

酸・アルカリ ・酸洗浄(塩酸: 1.2N,水

酸化ナトリウム: 1N,塩酸: 1.2N)

サルフィックス

試料の種類：炭化種実(クルミ）

状態: dry
PLD-12082
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3．結果

表Ⅵ－1－2に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比(613C)、同位体分別効果の補正を行

って暦年較正に用いた年代値、慣用に従って年代値、誤差を丸めて表示した'4C年代、 '･IC年代を暦年代

に較正した年代範囲を、図Ⅵ－1－1に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正にⅢいた年代値は年

代値、誤差を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較

正を行うために記載した。

14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。 '4C年代(yrBP)の算出には、 ':ICの

半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。 また、付記したuC年代誤差（±1ぴ）は、測定の統計

誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の!4C年代がその':IC年代誤差内に入る確率が68.2%である

ことを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

暦年較正とは、大気中の'』C濃度が一定で半減期が5568年として算出された'4C年代に対し、過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中の'℃濃度の変動、及び半減期の違い('4Cの半減期5730±40年）

を較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。

''IC年代の暦年較正にはOxCa14.0 (較正曲線データ : INTCALO4) を使用した。なお、 1び暦年代範

囲は､OxCalの確率法を使用して算出された'"IC年代誤差に相当する68.2%信頼限界の暦年代範囲であり、

同様に2び暦年代範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、 その範囲内

に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は“C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦

年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、 その確率が最も高い年代範囲については、表中に

下線で示してある。

表Ⅵ－1－2 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

l #1C年代を暦年代に較正した年代範囲

｣。暦年代範囲 ’ 2.暦年代範囲
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4．考察

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。以下、 2ぴ暦年代範囲（確率95.4％）

に着目して、小林謙一による縄文土器編年と暦年較正結果との対応関係（小林， 2008）や北海道埋蔵

文化財センターによる'4C年代の集成((財)北海道埋蔵文化財センター編, 2004) を参照し、今回の測定

結果と考古学の編年との対応関係を整理する。

土坑IP-51の炭化材(IS-5、PLD-12080)は3020-2899calBCの範囲を示し、縄文時代中期後半

に相当する。

土坑IP-56の炭化材(IS-6、 PLD-12081)は2282～2044calBC、竪穴住居跡IH-7の炭化材

(IS-2、 PLD-12077)は2193～1982calBC、竪穴住居跡IH-6の炭化材(IS-1 、 PLD-12076)は

2131～1915calBC、屋外石囲炉IS-7の炭化クルミ (IS-4、 PLD-12079)は2023～1887calBC、包含

層OZ49区Ⅳ層の炭化クルミ (IS-7、PLD-12082)は1930-1769calBCの範囲を示し、縄文時代後期

前葉～中葉に相当する。

竪穴住居跡IH-8の炭化材(IS-3、 PLD-12078)は1293～1396calADの範囲を示し、アイヌ文化

期に相当する。ただし、発掘調査ではIH-8から縄文時代の遺物が出土しており、発掘調査所見に基

づくIH-8の時期と年代測定結果が整合しない。 IH-8の上位にアイヌ文化期の遺構遺物は確認され

ておらず、上層からの移動や混入は考えにくく、 IH-8出土炭化材の由来は検討課題である。
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Ⅵ 自然科学的分析

2石倉1遺跡出土の炭化種実

佐々木由香・バンダリスダルシャン （パレオ・ラボ）

1 ． はじめに

石倉1遺跡は茅部郡森町に位置し、現海岸線から約700mの段丘上（標高30～50m)に立地する。遺

跡内からは縄文時代の水場遺構や竪穴住居跡土坑、集石・配石遺構、 フレイク集中、土器集中など

が検出された。 ここでは縄文時代後期前葉、後期前葉以降、不明（中期前半または後期前葉？）の遺

構から得られた炭化種実の同定を行い、当時の植生や食用とされた種実に関する情報を得る。

2．試料と方法

試料は1試料あたり1点から複数の炭化種実を含む水洗選別済みの28試料である。細かい炭化種実

については分類されていた。試料の内訳を遺構番号と試料数で示すと、黒曜石の剥片で構成されるフ

レイク集中である縄文時代後期前葉以降のFC-2が14試料（うちⅣ層上位が1試料、Ⅳ層上面が10試

料、Ⅳ層が3試料） と、縄文時代後期前葉以降のFC-3が6試料（うちⅣ層上位が4試料、Ⅳ層が2

試料)、縄文時代後期前葉以降のFC-5が1試料、縄文時代後期前葉の集石遺構のIS-3が1試料と、

縄文時代後期前葉のIS-7が2試料（うち1～3層が1試料、 1層とその下位層が1試料)、縄文時代

後期前葉の竪穴住居跡であるIH-8 (採取

位置IH-8-C)が1試料と、縄文時代後表Ⅵ－2－1 試料一覧

期前葉の竪穴住居跡IH-9の炉跡HF-1

が2試料、時期不明（縄文時代中期前半ま

たは後期前葉？）の焼土IF-1が1試料で

ある。

堆積物の採取から洗浄までの作業は(肋北

海道埋蔵文化財センターによって行われ

た。洗浄前の土壌量は表Ⅵ－2－1に示し

た。水洗は最小0.425mmの節を用いて行われ

た。炭化種実の抽出・同定・計数は肉眼お

よび実体顕微鏡下で行った。計数の方法は

完形または一部が破損しても1個体とみな

せるものは完形として数え、 1個体に満た

ないものは破片とした。試料は(財)北海道埋

蔵文化財センターに保管されている。

洗浄前の士壌量
No． グリッド遺櫛名 時期 層位

重量･ (kg） 体積． (1)
l～3 FC2 後期前葉以降 Ⅳ層上面 19 26．5
6 ［H8C ll l3

7 1s7 I～3層 8． 5 9．5

16 －Ill9I lF1 後期前葉 8 8
17 3 3

18． 19 lS3 ‘1 4

20 1s7 1層とその下位層 7．5 8.5
21～23 B50とlb FC2 後期前葉以降 Ⅳ層 11 13

後期前葉

不|ﾘ1 ・繩文時代

中期前半又は後
期前葉？

Tf,q

ljl24 1 17 1

29 B･19ad lVl曹上位 5 6

‘ﾙI 1V層上面 5. 5 6

47 1V屑上面 7．5 9

48 1V層上I灯 8 9

′19 1V層上面 6 8

50 1V層上面 8 1(）
1℃2

54 Ⅳ191〕c lV層上面 8 9．5
55 1V層上面 7 8

56 Ⅳ層 3．5 ‘1
58 後期前葉以降 M酉上面 3 3

59 1V層 7， 5 8．5

60 1V層上面 6． 5 8

69 1V層 7 8C50bc
70 1V層 6． 5 8

73 1)51a lVI計上1立 7． 5 8
FC3

75 IVj言上位 8． 5 9
C51h

76 1V胴上位 8 9.5

77 1)51a lV層上位 6．5 6．5

81 OZ49bc FC5 1V層上位 6~ 5 7．5

FC2
M91〕（

後期前葉以附

FC3

3．結果

同定した結果、木本植物では広葉樹のオニグルミ炭化核と、 ウルシ属炭化内果皮、キハダ炭化種子、

トチノキ？炭化子葉、ブドウ属炭化種子、 ミズキ炭化核の6分類群が見いだされた。 このほかに、科

以下の同定ができなかった1点を不明炭化種実とし、微細な破片であるため同定不能な一群を同定不

能種実とした。植物以外には子嚢菌が少量得られた。

以下に遺構別の種実出土傾向を記載する。
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オニグルミ破片が33点得ら

－1点、ブドウ属破片3点、

FC-2 (14試料（Ⅳ層上位1試料．Ⅳ層上面10試料．Ⅳ層3試料)) :オニグルミI

れた。いずれの破片も小さい。キハダ完形3点破片3点と、 トチノキ？破片1点、ブド

ミズキ完形3点破片1点、子襄菌6点、 ｜司定不能3点が得られた。

FC-3 (6試料（Ⅳ層上位4試料．Ⅳ層2試料)) :キハダ完形8点破片2点と、 皇

破片2点、不明種実完形1点得られた。

FC-5 (Ⅳ層上位1試料) :ウルシ属完形が1点得られた。

IS-3 (1試料) :オニグルミ破片が5点得られた。いずれの破片も小さい。

IS-7 (2試料(1～3層1試料、 1層とその下位層1試料)) :オニグルミ破片力

いずれの破片も小さい。 ミズキ破片が1点得られた。

IH-8-C (1試料) :同定不能種実が3点得られた。

IH-9HF-1 (2試料) :オニグルミ破片が99点得られた。いずれの破片も小さい。

IF-1 (1試料) :オニグルミ破片が2点得られた。いずれの破片も小さい。

子

ﾐ破片が

襄菌完形6点

44点得られた。

表Ⅵ－2－2 石倉1遺跡から出土した炭化種実

試料番号No.1-3 No.6 N().7 No.16 No.17 No.18-19 No.20 No.21-23 N0，24 No.29

FC2 11 I8-C IS7 I1 I91IFl Ⅱ191 IFl lS3 IS7 FC2 IFl FC2

1 1刺とそ B50ab l31 B49ab

の下位肘 Ⅳ層分類群 Taxa 部位/層位Ⅳ層上面 l～3脚 Ⅳ層上位
オニグルミル“"sa伽"r加/肋〃 Car1．. 炭化核 (4) (57) (42) (5) (4()) (1) (2) (3)
キハダ 劫e伽碓"α、〃a"列"で"“RuPl｡､炭化樋子 2 （3）
ミズキ Cbﾉ刀"Sm""℃''eおaHemsley炭化核 l （1） （1）
子嚢菌 ．」“omJでo""3
不Iﾘ1 Unknow11 炭化種実
IIjl定不能 Unidentimed 炭化種実 （3）

N().56 No.58 No.59試料番 号一 N0．44 N〔〕,47 N0，48 No.49 N〔).50 No.54
FC2

No.55

~
l49bc

而肩一~而層王而-1V府一３
Ｉ
Ｌ

Ｊ
■
１
１

Ｉ此
回 |耐ｲﾄﾂﾞ

fI II エ÷分類群 Taxa ﾊ『肘上1111

(3) （2） （l()）オニグルミ ー"｣“"s〃ぬ"r力()ん伽 Cal･'-. 炭化核 （8） （1）
トチノキ AES〔･【"".W["･加】“〃Blulne 炭化種子 （1）

ブドウ1瓜 間.小spp 炭化種r・
ミズキ Q〕ﾉ7】“(･ひ""わIﾓ,J”Hemslcy炭化核
子嚢菌 上lsm"ぴ“"”
同定不能 Unidentificd 炭化極実

(3)

1 1

' 1 1 31

(1)(1) (1）

恥.81

応

OZ49bc

lV屑上位

試料番号No.60 N).69 No.70 No.73 No.75 N().76 N〔〕”

1通 FC3

A49bc C50bC D5()d C51b D51d

Ⅳ層上位部位/層位Ⅳ層上而 Ⅳ1W分類群 raxa

牙 三 グ7Fミ ．ﾉugな"sa胸"r加わ胸 Ca1．r、 炭化核 （5）
ウルシ属 Rb"ssp、 炭化果実

キハダ 助e伽咋"dm〃f"""ﾉ℃，"“Rul〕r・炭化種子 l （2）
子嚢菌 一皇lsmm.y“""3 1 （2）
不|ﾘ1 Unknown 炭化樋実

1

1 １
１
‐

～
』

~

以下に主要な種実遺体の記載を行う。

（1）オニグルミ ．ﾉIIgiansai/amh肋脆Carr. 炭化核クルミ科

破片のみの出土であるが、完形ならば側面観は広卵形。壁は綴密で硬く、 ときどき空隙がある。表

面に縦方向の縫合線があり、浅い溝と凹凸が不規則に入る。割れている破断面は角が尖るものが多い。

微細な破片はオニグルミ以外のクルミ属の可能性もある。破片からは人為的な打撃痕による割れか動

物の食害痕による割れか判断できなかったが、動物によると思われる破片はなかった。残存長12.0mⅢ、

残存III59.0m。

（2） ウルシ属Tbxicodendron炭化内果皮ウルシ科

上面観は中央がやや膨らむ扁平、側面観は中央がややくびれた広楕円形で、片方が膨れる三角形状

になる。やや光沢があり、 ざらついた質感がある。表面には微細な網目模様がある。壁は軟質。全体

形は青森県三内丸山遺跡（吉川, 2005)などで報告されたウルシに似るが、表面および断面構造の詳

細な検討を行えなかったので、 ウルシ属の同定に留めた。長さ3.0n1m、 III52.1''m、厚さ1.8mm。

（3）キハダ助e"odendronamurenseRupr. 炭化種子 ミカン科

"2



Ⅵ 自然科学的分析

上面観は両凸レンズ形、側面観は偏楕円形。表面にはやや大きく高さはほとんどない網目模様があ

る。壁はやや薄いが硬い。長さ5.1mm、幅2.8mm。

（4） トチノキ？ Aescu/usmrbmataBlume炭化子葉 トチノキ科

子葉は、表面に不規則な凹凸があり、 クリよりも不定多角形に割れやすい。 また破片の表面には不

規則な凹凸があり、内部に放射状の割れが入ることが多いが、出土した個体はほとんど表面が残存し

ていないことと、割れの方向も明確でなかったため、 ？を付した。残存長11.4111m、幅9.0mm。

（5）ブドウ属W"sspp・ 炭化種子ブドウ科

いずれも破片であり、背面しか残存していない。完形ならば上面観は楕円形、側面観は先端が尖る

卵形。背面の中央もしくは基部寄りに匙状の看点があり、腹面には縦方向の2本の深い溝がある。壁

は薄く硬い。残存長4.01nm、幅3.8mⅢ。

（6） ミズキComIIscomroversaHemsley炭化核 ミズキ科

楕円形～ゆがんだ球形、上端がやや尖る。基部に裂けたような大きな着点がある。壁は厚い。縦に

やや流れるような深い溝と隆起が走る。長さ2.8nlm、幅3.1H111。

（7）子襄菌Ascomyco"a炭化子襄

楕円形～ゆがんだ円形で、表面微細な雛状の文様がある。内部は無構造。長さ2.1mm、幅1.6IIIm。

（8）不明Unknown炭化種実

楕円形で、上面観は一端が閉じる倒卵形、側面観はゆがんだ楕円形。表面は平滑。着点や表面構造

が観察できなかったので、科以下の同定ができなかった。

4．考察

縄文時代後期前葉および前葉以降の遺構からは、オニグルミが多く、 これらにキハダと、ブドウ属、

ミズキといった食用可能な種実が伴うものが多かった。オニグルミは主に住居跡と集石などから出土

した。微細な破片が多く、最も多数の破片が出土したIH-9でも完形個体数に換算すると1個前後と

思われる。核の微細破片のみが出土することから、住居跡や集石遺構周辺などで加工した残澄を燃や

したことが考えられる。キハダの果実は甘酸っばく、 アイヌが近年まで食用としていた。青森県八戸

市の潟野遺跡では前期初頭の住居跡からキハダ炭化種子が出土しており、利用された可能性が指摘さ

れている （吉川， 2007)。 トチノキ？の出土部位は子葉であり、加工・調理時の残津が炭化したと考え

られる。ウルシ属は炭化していることから、何らかの用途で利用された可能性が高い。本遺跡のウル

シ属は1点のみの出土であったため、走査電子顕微鏡での観察ができなかったが、今後種レベルの検

討が必要になろう。ウルシは現在のところ縄文時代前期初頭から晩期の青森～北海道道南部を中心し

た地域で炭化した内果皮が出土しており、 これらの地域で共通した利用法があったことが推定される。

利用されたあるいは利用の可能性がある種実がフレイク集中から多数出土する要因については、堆

積状況の検討や周辺の堆積物との比較が必要であるが、特定の種実が産出しない状況や炭化している

ことから、利用後の種実をフレイク集中に廃棄したことが考えられる。

引用文献

吉川純子（20()5）三内丸山遺跡第683号住居跡より出土した炭化種実．青森県教育委員会編「三内丸山遺跡29」

195-199．青森県教育委員会．

吉川純子(2007)八戸市潟野遺跡縄文時代より出土した炭化種実青森県埋蔵文化財調査センター編「潟野遺跡」

163-165．青森県教育委員会．
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図版Ⅵ－2－1 石倉1遺跡から出土した炭化種実

1 .オニグルミ炭化核(No.16、 IH9HF1) 、 2.ウルシ属炭化内果皮 (No.81、 OZ49bc、FC5Ⅳ層

上位） 、 3.キハダ炭化種子(No.60、A49bc、FC2、Ⅳ層） 、 4.トチノキ?炭化子葉(No.47、A49bc、

FC2、Ⅳ層上位） 、 5 .ブドウ属炭化種子 (No.54、A49bc， FC2、Ⅳ層上位） 、 6.ミズキ炭化核

(No.50、A49bc、 FC2、Ⅳ層上位） 、 7.子襄菌 (No.75、C51b、FC3、Ⅳ層上位） 、 8.不明炭化種

実(No.76、C51b、FC3、Ⅳ層上位）
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W 自然科学的分析

3 石倉1遺跡出土の動物遺体

中村賢太郎（パレオ・ラボ）

1 ． はじめに

石倉1遺跡は茅部郡森町に位置し、現海岸線から約700mの段丘上（標高30～50m)に立地する。遺

跡内からは縄文時代の水場遺構や竪穴住居跡、土坑、集石・配石遺構、 フレイク集中、土器集中など

が検出された。 ここでは縄文時代後期前葉の遺構および包含層から採集された動物遺体の同定結果を

報告する。なお、同定および解析には、早稲田大学樋泉岳二氏に協力をお願いし、原稿として結果を

頂いた。

2．試料と方法

試料は、縄文時代後期前葉の竪穴住居跡、 フレイク集中、集石遺構、包含層から検出された動物遺

体である。試料には現場採集試料（発掘現場で目視確認され、手で拾い上げられたもの：試料番号

39 ．40） と水洗選別試料（堆積物の水洗選別によって回収されたもの：試料番号39･40以外）がある。

現場採集試料は包含層(OZ49区、Ⅳ層）から、水洗選別試料は竪穴住居跡IH-7 ･ IH-8 ･ IH-9、

集石遺構IS-7、 フレイク集中FC-2および包含層(OZ49区、Ⅳ層）から採集されたものである。水

洗選別作業は(助北海道埋蔵文化財センターにより行われ、用いられた飾のメッシュサイズは1mmであ

る。

同定は現生標本との比較により行った。

3．結果と考察

石倉1遺跡出土の動物遺体

樋泉岳二

同定結果を表Ⅵ－3－1に示す。魚類・哺乳類の骨が多く、他に烏骨が1点みられた。試料の大半

は小破片と化しており、詳細な分類群を特定できた試料は少ないが、魚類ではガンギエイ属・ニシン

科・サケ属・タイ科・カレイ科、哺乳類ではイノシシが同定された。貝類は確認されなかった。以下、

遺構別に試料の内容を述べる。

竪穴住居跡IH-8からは最も多くの試料が検出された。骨片数の合計は390点（すべて水洗選別試料）

で、魚類ではサケ属椎骨破片7点、 タイ科歯5点、ガンギエイ属歯・ニシン科尾椎・カレイ科顎骨破

片が各1点のほか、真骨類椎骨破片18点が確認された。 IH-8-B試料番号68のタイ科臼歯は、楕円

形を呈し、中央に弱い突起をもつことから、マダイ亜科（マダイまたはチダイ）の可能性がある。 ま

た、中型の鳥類の指骨1点が確認されたが、詳細な同定は困難であった。そのほか、詳細不明の小骨

片が多数得られており、その多くは魚骨と見られるが、獣骨と思われるものも混じる。

その他の遺構では、竪穴住居跡IH-7 ･ IH-9、集石遺構IS-7およびフレイク集中FC-2におい

て、同定困難な小骨片が若干検出されたのみであった。

包含層では、 Ⅳ層OZ49区から206点（現地採集資料174点、水洗選別資料32点）の骨片が採集されて

いる。 イノシシ4点（中手骨または中足骨、基節骨、中節骨）が同定された。未癒合の中節骨近位端

が見られたため、 イノシシは若獣を含むと考えられる。そのほか、 イノシシまたはシカと思われる種

子骨が1点確認された。ほかに詳細不明の骨片が多数あるが、それらのほとんどは哺乳類（獣骨） と

思われるもので、確実に哺乳類以外と判|折される資料は確認されなかった。

以上の結果から、縄文時代後期前葉の石倉1遺跡においては、サケ属、 タイ科（マダイ亜科を含

235



む？）、 ガンギエイ属、ニシン科、 カレイ科などの魚類、およびイノシシが利用されていたことが確認

された。魚類のうちサケ属は遡河性、他は海生で、ガンギエイ属・カレイ科は沿岸砂泥底域に榎む底

魚、 タイ科は沿岸性、ニシン科は表層回遊魚である。 このことから、本遺跡では沿岸域から河川での

漁労活動が行われていたことが推定される。 イノシシは現在の北海道には自生していないことから、

これまでにも指摘されてきたとおり、本州から人間によって持ち込まれた可能性が考えられる。

今回検出された試料のほとんどは灰色または白色と化しており、強い火熱を受けたと考えられる。

ただしタイ科の歯の中には、焼けておらず、髄質が溶解してエナメル質のみが残されている試料が認

められた。 このことから、本遺跡の形成当時にはより多くの動物遺体が埋蔵されていたが、そのほと

んどは溶解消失して、溶解しにくい焼骨やエナメル質のみが残存したものと推定される。

焼骨が人間によって意図的に焼かれたものかどうかは、試料の観察のみでは判断がむずかしい。た

だし、①骨片はIH-8とⅣ層OZ49区から集中して検出されているのに対して、他の遺構ではごく少な

く、分布の偏りが著しいこと、②IH-8では魚骨、Ⅳ層OZ4区ではイノシシを含む獣骨が主体で、内

容に明確な違いがみられること、③イノシシは本州からの持ち込みの可能性があること、などを考慮

すれば、意図的に焼かれたものである可能性も十分に考えられる。 この点については、今後出土状況

などとの比較検討を進めれば、 さらに踏み込んだ解釈が可能となるかもしれない。

4． まとめ

石倉1遺跡の縄文時代後期前葉の遺構・包含層から検出された動物遺体を同定した結果、魚類・鳥

類・哺乳類が確認された。試料のほとんどは竪穴住居跡IH-8および包含層のW層OZ49区から集中的

に検出されたものである。竪穴住居跡IH-8ではガンギエイ属・ニシン科・サケ属・タイ科・カレイ

科を含む魚骨が主体であり、沿岸域から河川での漁労活動が行われていたことが推定された。包含層

のⅣ層OZ49区ではイノシシを含む獣骨が主体であった。 イノシシは本州から人間によって持ち込まれ

た可能性がある。試料のほとんどは焼骨であり、 このことから本遺跡の形成当時はより多くの動物遺

体が埋蔵されていたが、以後に溶解消失した可能性が高い。焼骨が人間によって意図的に焼かれたも

のかどうかは判然としないが、分布の偏りが著しいこと、 IH-8と包含層（Ⅳ層OZ49区） とで内容に

明確な違いがみられること、 イノシシは本州からの持ち込みの可能性があることから、意図的に焼か

れたものである可能性も考慮する必要がある。
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表Ⅵ－3－1 石倉1遺跡出土動物遺体の同定結果

遺惟 試料番号 調査区肺1準 採集法 分頬群 略存状態
J-ノ

メ【ニイI 焼 備考部位 数

水洗 同定不可(哺乳類）m7 不明 破片4 HF1 焼~

タイ科？ 犬歯 焼〉

サケ属 惟骨 破片 ル亦
典勺程I

水洗26．27 1.1F1 irj定不i ll(魚類） 樅'月 破片 hlj6

ガンギエイ属 歯 非焼I

同定不可(魚類･哺乳類） 不明 破片 焼 ほとんどは魚'渦93

覆土およびHF］ 水洗15．26‘27 同定不可(鳥類） 指骨 完存 焼 II1型鳥類？

タイ科 臼歯 エナメル質のみ 非焼ｌ

ｌ同定不可(魚類） 椎掃 破片 非焼 サケではない

同定不可(魚類） 椎擶 破片 焼 サケではなし~

謝十 水洗Ⅱ18 13

カレイ科 前上顎骨/歯骨 破片 焼

ｻｰｹ展？
卜〃･ nl

fI1: FFU
MBL■ 『』 破ハ 肺

同建不可(魚類, |I前乳類） 破片下明 hlj60
~

同定不可(魚類） 椎骨 破片 焼I

タイ科？ 犬歯 焼1

サケ属 帷''1 舷ﾉキ ﾙｬIF
〃巴

、

秘」 水洗'5

| iil定不可(魚類） 椎'月 破片 焼
弓

ニシン科 尾椎 椛体 焼I

同定不可(魚類･哺乳類） 破ﾉィ不明 焼137

Ⅱ18-A 樋1号

~溌土
水洗14 M定不､1 1くlﾘ］ 破ハ 焼

タイ科 臼歯 エナメル質のみ ljlj マダイ亜科？I
田8-B 水洗68

| I jl定不可 不明 破片 焼16

m8-C 秘-t 水洗 同定不可(魚類･哺乳類）6 不明 破片 焼つく
全望

タイ科

同定不可(魚類）

臼歯 エナメル質のみ 非焼

田8HP3 秘士12 水洗 椎'骨 破片 柑腱
"し

同定不可(魚類･哺乳類） 下明 破片 焼
７
－

つ
』

16 水洗 同定不両］
T T声U

l 1rl 不明 破片 焼
IH9

1S7

FC2

’7 水洗HF1 l 1 rl定不可 F明 破ﾉI 焼

l～3＃‘』 水洗
弓

| ‘ jl疋不~11 不明 破片 晩

l層とその下位層20 水没 |$fl定不可 不明 破片 焼

56 Ⅳ屑 水洗 同定不可(哺乳類）A49bc 下明 破片 焼２

Ⅳj何8～1 1 水洗 同定不' '1(哺乳類）OZ49 下明 破片 焼25

MFI28 k洗 同定不可(IIIII乳類）OZ49 破片下明 1,1町も
ノリじ

ワ

イノシシ 中節骨 近位端 焼 未癒合骨端のみ(若欺）1包含層

FC-51こて

骨含土

とした

場所

ｲノシシ 中節骨 ほぼ完存 僻フ I

ｲノシシ 舟唱節骨 近位端 暁

現場

採集
〕9．40 1V脚 OZ49 ' i '手/中足flイノシシ

叩
嬬
凹

工
面
》

Ｌ
ｊ
Ｌ

上馴
４
．
脚
ユ

財
１
人 晩

イノシシ/シカ 種子骨 学f乞
〆U~I』 焼I

|司定不可(哺乳類） 不明 破片 焼ﾜ
イノシシまたはシカ?

魚'|'i･なし

~

同定不可(哺乳類） 不明 破片 焼167

"7
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図版Ⅵ－3－1 石倉1遺跡出土動物遺体

イノシシ中手／中足骨遠位端（試料番号3940） 2． イノシシ基節骨近位端(39･40)

イノシシ中節骨（39.40） 4． イノシシ中節骨近位端（39.40） 5． イノシシ／シカ種子骨（39.40）

鳥類指骨（15.26.27） 7． ニシン科尾椎（15） 8．サケ属椎骨破片（26.27）

タイ科臼歯（13） 10． タイ科?犬歯（26.27） 11． カレイ科前上顎骨／歯骨（13）

申
■
■
■

１

句

０

６

９
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Ⅶ小括

Ⅶ小括

1 石倉1遣跡の水場遺構について

水場遺構については、堅果類などのアク抜きのための水さらし場について呼ぶ見解（渡辺2000） と、

河川や湧水など水がある場所に残されたもの全般について呼ぶ見解がある （佐々木2000)。本遺跡で報

告した水場遺構1は、後者の見解に立って記載したものである。大島(2000)は、北海道の水場遺構

には、本州的な堅果類の処理加工に関わる作業は想定しにくく、北黄金貝塚や忍路土場遺跡の例から、

生業の場であると共に祭祀的な色彩が強いと述べている。

石倉1遺跡の水場遺構1は、①基底面に縄文時代中期中葉のまとまりのある状態の土器が複数出土

し、②中位は、グライ化した土壌が堆積し、中期中葉の土器片と共に、すり石類（北海道式石冠、扁

平打製石器等)、石皿・台石類が遺棄・廃棄されていた。 さらに、 ここには後期前葉の土器も含まれる。

③上位は、黒色土が堆積し、縄文時代中期中葉と後期前葉の土器が多量に含まれていた。

その変遷をかいつまんで説明すると、①縄文時代中期中葉段階で水場として利用され、②祭祀を含

む道具の遺棄・廃棄の場となり、③縄文時代後期前葉段階でも廃棄の場とされたことになる。水場と

して利用された当初は、 ある程度の水流があったとみられ、その底面には砂利が堆積していた。 しか

し、水流が衰えると周囲の斜面の土壌が崩落して埋没したとみられる。調査後も、水分の惨出で水場

斜面が緩み、崩落して埋まってしまった。そのようにある程度埋没した凹みの状態から、黒色土が堆

積し始め、完全に埋没したと考えられる。

類似した埋積状態を示すものは、函館市中野B遺跡（福井1999:445）の調査でも確認している。集落に

近接した小規模な湧水が日常的に利用され、水流が衰えれば捨て場になったものと推定される。 （福井）

2石倉1遺跡と濁川左岸遣跡における遺跡の形成

両遺跡は、無名の沢を挟んで隣接する。遺構は、濁川左岸遺跡A･C地区、 B･E地区、石倉1遺跡B

地区に集中する （図Ⅶ－1）。遺構集中区は、濁川左岸の河岸段丘上、小河川の沢頭に沿うように形成

されている。両遺跡の北西側は丘陵斜面、南東側は河川となっており、両側へのこれ以上の遺跡の広

がりはないと思われる。南西側、北東側へは広がるとみられ、沢頭の関係からすると100m前後広がる

程度と推測できる。なお、石倉1遺跡A地区南西側には遺物集中が認められ、調査区外（図Ⅶ－1で

｢A地区」の文字がある部分）に遺構集中区が存在するとみられる。

両遺跡を一つのまとまりとして捉えて、遺構数の変化を見ると、前期末葉に住居3軒、土坑、中期

中葉に住居7軒、土坑、後期前葉で住居跡23軒、土坑、石囲炉、小ピットとなる。

前期、中期の集落は、 1か所に2軒で1組の住居跡が残されている。 2軒1組の住居群は、前期で

は濁川左岸遺跡B地区1か所、中期では濁川左岸遺跡A･B･C地区の各1か所に残る。中期中葉の様相

を示す例として、濁川左岸遺跡B地区が挙げられる。 ここでは、 2軒の住居跡周辺に、土坑10基が住居

を囲むように分布している。 この土坑は、規模・埋積土の様子などから土坑墓とみなせる。

後期の集落は、 1か所に6軒以上の住居跡が残っている。 この住居群は、石倉1遺跡B地区、濁川左

岸遺跡A･C地区、B･E地区の3か所に残る。 この様相は、各地点での集落の存続期間が一定程度長か

ったためと考えられる。住居跡は、掘り込みが明瞭なものは少ないが、石囲炉と一対の配石をもつと

ころに特徴がある。 また、土坑や小ピットも多い。土坑の分布には、特に規則性を見いだせないが、

小ピットは住居に取り囲まれた範囲の内部に集中する。 この時期の竪穴住居は、掘り込みが浅いこと
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W{ 小括

から、生活面で検出できなかった住居の柱穴と考えることも出来る。 また、掘立柱建物跡の柱穴の可

能性があるが、配列を把握できていない。

このように、石倉1遺跡と濁川左岸遺跡は、ほぼ|fl時期に似たような遺構群が形成されていること

から、ひとまとまりの遺跡と考えることが出来る。 （福井）

3石倉1遺跡出土の剥片石器

（1 ）アスファルト付着石器

アスファルトの明瞭な付着は、包含層出土の石雛10点、Rフレイク1点にみられた。石鍼の付着率は

80点中の12.5％である。いずれも茎部から体部のかえしがある部分に限られ、矢柄への装着が根バサ

ミではなく、管に挿入する方法であったことが推定される。 これらは「完成品」とみられるが、剥離

が粗く、平面・側面とも対称性がないものにも、アスファルトが付着しており、必ずしも形態だけで

は判断できないようである。

近隣の遺跡では、森町濁川左岸遺跡、石倉3遺跡、鷲の木遣跡、鷲の木4遺跡、鷲の木7遺跡、倉

知川右岸遺跡、栗ヶ丘1遺跡、上台1遺跡、上台2遺跡、森川3遺跡、森川4遺跡、御幸町遺跡、オ

ニウシ遺跡、尾白内2遺跡、八雲町山崎4遺跡、栄浜1遺跡、浜松2遺跡、野田生4遺跡、野田生2

遺跡、野田生1遺跡、 コタン温泉遺跡、浜松2遺跡浜松5遺跡でアスファルト付着遺物が確認され

ている。

アスファルトは地表に漏れ出した原油中の揮発成分が失われて残った不揮発性の物質であるため、

油田地域で産出するものである。北海道においても渡島半島の木古内・森・八雲、 日高～石狩～羽I幌

～天北にかけて油田や油徴地が知られる。森町域では、鷲の木と濁川盆地に油徴地が知られる。濁川

盆地については、春の河原と呼ばれるいわゆる地獄谷で、鷲の木については桂川の中流でそれぞれ石

油の湧出が報告されている。ほかに近隣においてアスファルトが採取された可能性が高いのは八雲町

山越の油徴地である。 ここでは、明治6～8年に道内の地質調査を行ったお雇い外国人ライマンがア

スファルI､1.5トンを確認している。また近接する野田生1遺跡の石器のアスファルト付着率は高率で、

秋田県や新潟県の油田に近い遺跡のものと遜色ない付着率である。

石倉1遺跡出土石鍼のアスファルト付着率も、道内の例から見ると高率である。付着率10％を超え

る遺跡は、北海道では渡島半島に限られており、 このような実情から判断すると、渡島半島では地元

のアスファルトが流通していたものと考えられる （福井2010)。

（2）使用痕のある石器

アスファルト付着以外の石器使用痕としては、光沢、摩耗が目視できた。

光沢は、つまみ付きナイフ1点、スクレイバー28点、Rフレイク8点、Uフレイク6点に観察された。

スクレイパー全点96点の29％を占める。光沢は長単llI辺の一辺に見られ、刃部形態は、直線的なもの、

外湾するものがほとんどである。Rフレイク、Uフレイクに光沢が見られる例も、縦長剥片の長軸辺で、

その辺の直線的な部分に確認できる。

同様な例は、八雲町野田生4遺跡（坂本2002:109)で詳細に検討され、ほかに山崎4遺跡（北埋調

報162)、山越2遺跡（北埋調報163)、野田生1遺跡（北埋調報183)、野田生2遺跡（立田2002) 、森町

倉知川右岸遺跡（北埋調報196）でも報告されている。野田生4遺跡の検討では、 イネ科植物の刈り取

り作業が推定されている。

摩耗は、箆状石器2点、スクレイパー1点で観察された。篦状石器の摩耗は、末端辺から左右縁辺

に及んでいる。 2点の篦状石器は凸形を呈し、段を境に柄部と刃部に分けられる。その内黒曜石製1
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点が、被熱により刃部側の光沢を失っていた。 これは柄に装着された状態で、火を受けたものと考え

られる。

（3）剥片石器の石材

剥片石器の石材については、頁岩、 メノウ、黒曜石、珪化岩、デイサイトなどと特定した。 ここで

デイサイトとしたものは無斑晶の火成岩で、安山岩、玄武岩の範中に入るかもしれない。 また、珪化

岩は、 よくチャートと誤認されるもの。赤色チャートに似るものを赤色珪化岩、黄褐色を呈するもの

は褐色珪化岩とした。

剥片石器の石材別点数では、頁岩が521点（75.8％) 、 メノウ72点（10.5％)、黒曜石49点（7.1％)、

珪化岩19点（2.8％)、デイサイト12点（1.7％）などであった。また重量では、頁岩11,3209 (60.4%)、

メノウ4,3209 (23.1%)、デイサイト1,7789 (9.5%)、珪化岩6149 (3.3%)、黒曜石3539 (1.9%)な

どであった。

剥片の石材別点数では、頁岩が1,668点（47.2％) 、黒曜石859点（24.3％)、珪化岩493点（14.0％)、

メノウ349点（9.9％)、赤色珪化岩111点（3.1％）などであった。また重量では、頁岩9,6329 (56.4%)、

メノウ4,8959 (28.6%)、デイサイト8289 (4.8%)、珪化岩5489 (3.2%)、黒曜石5449 (3.2%)、赤

色珪化岩1669 (1.0%)などであった。

以上を大きく見ると、石倉1遺跡の利用石材の割合は、頁岩が主体で6割程度、 メノウが2～3割

であることが重量で分かる。 しかし、点数を見ると、剥片石器では頁岩だけで7割以上となる。一方、

剥片では頁岩は5割弱となり、黒曜石、珪化岩の割合が増加している。

1点あたりの重量を、重量/点数で割り出すと、剥片・剥片石器全体では8.59となる。石材ごとで

は、デイサイト約629、珪質岩約199、 メノウ約229、頁岩約109、珪化岩約2.39、黒ll腿石約1.09と

なる。 この数字は、石材供給と、剥離頻度の両者が複合された結果とみられる。石材供給に対し剥離

頻度の低いデイサイト、珪質岩、 メノウ、石材供給も豊富だが剥離頻度も高い頁岩、珪化岩、石材供

給は少ないが剥離頻度は高い黒曜石に大別される。ただし、原石の大きさも考慮すると、黒曜石の剥

離頻度は珪化岩と同程度かもしれない。

メノウは、遺跡から近位の海岸で現在でも転石として採集可能である。遺跡に最も近い海岸は、濁

川河口付近で、その北西側の海岸では最大30cm代の礫を採集できる。 メノウ礫は、周囲の岩体が浸食

された状態となっている。石質の良否という観点では、亀裂や晶洞などが含まれるものから、綴密な

ものまで認められる。また、同海岸では黒色頁岩や安山岩も採集できる。 メノウは、濁川より南東の

蛯谷川（森町1960:34)、大工川（谷島2003:17）でも採集できる。濁川河口では白色～透明なメノウが

大半であるが、大工川では赤味を持つものが多い。石倉1遺跡出土メノウ剥片は、白色～透明なもの

が大半である。 したがって、産地の中でも、 もっとも近在の濁川周辺で採取したものと考えられる。

黒曜石は、赤井川産の小型の亜角礫を持ち込んで、両極技法によって剥離している。 したがって、

剥片は大半が砕片で、石器素材になりうるものは少なく、両極技法に伴う薄手の剥片、石器刃部形成

に関わる剥片が少量ずつ含まれる。 （福井）
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Ⅶ小括

4石倉1遺跡出土の礫・礫石器とその石材について

遺跡から出土する石の材質について記載することはかなり難しいことである。 しかるべき専門家に

頼めばよいことではあるが、礫・礫石器が多く出土する北海道南西部地域にあって、調査から報告ま

での期間内に出土する全ての石について鑑定を依頼することは現実的ではない。

そこで石材についてできる限り情報が多い形で記載するために、遺跡から出土する石が周囲で採取

可能であるのかどうか、 またそれがどのような石であるのかを伝えることを念頭にし、整理作業を行

なった。

その作業内容、決定した岩石名とその説明を以下順に記すことにする。

（1 ）発掘時の礫・礫石器の選別

(a)-次．二次整理

本遺跡での礫・礫石器の扱いについては、 Ⅱ章整理の方法、 また、Ⅳ章包含層出土石器の項におい

てすでに述べてある。 ここでは整理作業全体を概観しつつ、やや詳細に記す。

遺跡からは多くの礫が出土しているが、人為的な遺物としたものはかなり限られたものである。遺

物としたものも、 さらに保管にいたるものと、重量と石質を記録して廃棄したものに分けられる。 こ

れら分類作業は以下のように行なった。

調査中に出土した礫は、取り上げ時に各調査員が人為的な遺物かどうか判断した。その判断基準は、

基盤であるⅥ層中の礫ではないもので、かつ形態から礫石器を想定させる礫である。

水洗して乾燥させた後、詳細な観察を経て礫石器あるいは礫・礫片に分類した。礫石器はこの時点

で遺物として整理、保管の対象とした。礫・礫片と分類したもののうち、遺構から出土したものはす

べて遺物として扱った。包含層から出土したものについては、被熱するものや、周囲に同様な大きさ

の礫が集中しているなど有意とみられる点が認められないものについて、重さを量って廃棄した。 こ

の廃棄に際し、ハンマーを用いて石を割り、 20倍ルーペを用いて鉱物、組織を観察し、石質を判断し

た。 これらをサンプルとして保管し、後の鑑定作業の根拠とした。

(b)野外・室内での補助作業

こうしてできたサンプルの比較対照とする資料を得るため、遺跡の周辺にあたる八雲町南部から森

町北部までの代表的な河川において、形態、石質から礫石器石材となりそうな石を採取した。河川は

北から、遊楽部川、野田追川、落部川、濁川、桂川、烏崎川の6河川である。 さらに、遺跡周辺の地

質図幅『濁川』 『駒ケ岳』 『森町の地質』を参照し、観察結果とあわせ、最も適切とみられる岩種名を

決定している。

（2）岩石種解説

本報告で使用した岩石名は、 これらの作業を並行しつつ行った結果決定したものである。以下に判

断した数が多かったもの、 また特徴のあるものについて写真とともに説明する。

(a)角閃石安山岩・輝石安山岩・安山岩（写真Ⅶ－2－1～7)

本遺跡において安山岩類としたものは、輝石や角閃石、長石の斑晶鉱物を含み、灰黄色～暗灰色の

石基があるもののうち、角閃石、輝石の有色鉱物の割合が見た目で20～30％程度のものである。

さらに自形～半自形として確認できる有色の斑晶鉱物がある場合、鉱物名を付して「角閃石安山岩｣、

｢輝石安山岩｣、 どちらかはっきりしないものを「安山岩」とした。

角閃石安山岩： 2種類ある。①いわゆる石倉層（濁川カルデラ起源軽石流堆積物）に含まれるもの

で、黒く明瞭に輝く新鮮な角閃石の自形の結晶を伴うものである。色調は明灰色～灰白色で、流理構

造が認められるもの、やや軽石質のものなど多様な様相をみせている （写真1 ）。②角閃石の斑晶がや
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図版－2

1 角閃石安山岩
石倉漁港（濁川測口採集）

2角閃石安山岩

扁平打製石器（|､j<IⅣ 49-66)

3角閃石安山岩
北海道式石冠（'叉IV-2-12-135)

鍵
6安山岩

北海道式石越（区IV-2-13-138)

5輝石安山岩

ｲ丁倉漁港（濁川IIIII I採集）

4輝石安山岩
たたき石(IXIV 2-10-113)

9無斑晶質玄武岩
たたき石(I,xIV-2-11-118)

8無斑晶質玄武岩
原石(C-50-18)

7安山岩

石倉漁港（淵川加1口採集）

12花崗閃緑岩
遊楽部川河l l採集

11花崗閃緑岩

扁平打製fi器(IxIV-2-12-132)

10無斑晶質玄武岩？

桂川i' '11｣採集

撮影機材：顯微鏡＝ニコン･ SMZ1000， カメラーニコン･ CooIpix995
倍率1()階にて批彩した

図Ⅶ－2岩石写真
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Ⅵl 小括

表Ⅶ－1 包含層出土礫石材別重量一覧（廃棄分）
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図Ⅶ－3 包含層全出土礫（廃棄分）

表Ⅶ－2 採取礫点数一覧

’
石材略称 言十

口I
Hb－An Px－An A、 SS Tu

Ⅵc～e層 2 6
fn

lと 2 220

石材略称 計Hb－An Px－An An SS Tu

濁川河口 4 131 3 1 22

■Tu
■Tu

0％

pSS

9％

pHb－An

9％

■Px-An

5％
■Px-An

27％

pA

55％

pAn

58％

図Ⅶ－4 Ⅳc～e層採取礫

図Ⅶ－5 濁川河口採取礫
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や風化し深緑色で、石基の部分がやや褐色気味の灰色を呈するもの。①よりやや綴密な印象があるも

のである （写真2， 3）。角閃石安山岩は礫としても石器としても多く出土しているが、石器としては、

①は主に石Ⅲに多く、②は扁平打製石器、北海道式石冠、たたき石など、小型の礫石器に使用されて

いる。

輝石安山岩：主に2種（写真4， 5）がある。①石基は灰黄色を呈し、やや多孔質で、輝石のほか

長石の斑晶も認められるもの（写真4）。②は、①に比しやや綴密であるが、石基の状態、確認できる

鉱物も同じである （写真5）。 これら輝石安山岩は①はたたき石、北海道式石冠など小型の礫石器に、

②は石Ⅲなど大きな礫石器に利用されている。

地質図によると、黒松内層を形成する狗神岳集塊岩の中に、普通輝石安山岩、紫蘇輝石安山岩が含

まれている。遺跡周囲で容易に採取可能であることはこの層を起源とするものの｢II能性が高い。

安山岩：多様な種類がある。輝石と角閃石は区別がつかないことが多く、不明な場合ここに分類し

た。 また、一次整理に際し石基部分が凝灰質を呈することから、凝灰質砂岩としていた一群があった。

しかしその後の検討の結果、安山岩であることがわかった（写真6， 7）※1． これらは長石の斑晶

を明瞭に観察できる場合が多く、石基の色調は褐色がかった灰色を呈している。

(c)無斑晶質玄武岩（無斑晶質玄武岩質安山岩) (写真Ⅶ－2－8～10)

本遺跡から出土しているものは、一見泥岩もしくは粘板岩と見間違う外観であるが、 ときおり長石

とみられる白色の鉱物の斑晶を含んでいるものである。 また新鮮な部分は暗灰色を呈するが、風化面

は流理構造がみられる。 このことから無斑晶に近い火成岩と判断した。 さらに外観が近畿から中国・

四国地方の石器素材であるサヌカイトに類似している。サヌカイ 1,は非顕晶質古銅輝石安山岩である

が、全岩組成はデイサイト質であることから、当初はこの石をデイサイ I､とみなしていたが、 「無斑晶

質玄武岩」とした。※2

なお地質図には本遺跡の基盤となる新第三紀層、狗神岳集塊岩層の中に、灰黒色を呈する凝灰質の

ガラス質輝石安山岩質集塊岩、 という記載がある。 この石はおそらく写真10の石とみられる。本遺跡

出土のものより綴密堅硬であり、 より光沢があるが、鏡下ではよく似た印象があるものである。関連

する可能性があるので、参考として掲載しておいた。石器としては、たたき石、原石が多く出土して

いる。

(e)花崗閃緑岩（写真Ⅷ－2－11， 12)

遺跡から出土するものは、白地に鮮やかな緑を配する優美な外観をしており、 よく目を引くもので

ある。完晶質で暗緑色の角閃石とみられる鉱物が認められる。石器としてはたたき石、扁平打製石器、

加工痕のある礫がある。

地質図幅によると、周囲では八雲町野田追川上流に中新世末期に相当する花崗閃緑岩がみられる。

新鮮なものは綴密堅硬であり、深成岩特有の粗粒な鉱物の集合体からできている。大部分が黒雲母、

角閃石、石英、斜長石などの鉱物からなる閃緑岩質のもので、中には、黒雲母、石英、斜長石、正長

石などからなる花崗岩質のものもみられるという。 これに相当するものは、遊楽部川、野田追川で採

取することができた。遊楽部川で採取したものが、外観上、本遺跡から出土するものに近い（写真11,

12)。花崗閃緑岩はほかに八雲、せたな町境の遊楽部岳にドームが形成されているほか、八雲町立岩の

地域に分布しているが、 どちらにしても遺跡からやや離れたところから運ばれた可能性が高いもので

ある。
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（3）出土礫、採集礫の種類

廃棄した礫の石材別の点数、重量を図、表に示した（図Ⅶ－3，表Ⅶ－1）。 さらに参考資料として、

調査区内のⅥc～e層の段丘堆積物、遺跡周囲にあたる濁川河口付近の2地点において採集した礫石器

に類する礫22点についても同様に示した（表Ⅶ－2，図Ⅷ－4， 5）。Ⅵc～e層で得られた礫は輝石安

山岩が多い。

以上、石材について述べた。なお全岩化学分析、薄片による鉱物同定は行なっていないため、岩石

名称もここでは仮のものであることをお断りしておく。

（4）石倉1遺跡出土礫石器について

本遺跡出土の礫石器のいくつかについて、その特徴と石材との関係について記載する。

(a)たたき石

たたき石は217点出土している。石材は、安山岩が最多で116点（53.5％)、以下に角閃石安山岩

(21.7％)、輝石安山岩（9.7％)、無斑晶質玄武岩16点（7.4％）であり、他の石器に比し無斑晶質玄武

岩が高率で使われている。

無斑晶質玄武岩製のたたき石16点のうち、 9点は拳大～拳よりやや小さい大きさで、円磨した歪な

素材を用い、端部周縁を敲打するものである。地区別の内訳はA地区3点、B地区6点である。なかで

もA地区から出土するものはやや大きく、扁平な礫を使用するものである。B地区は全て5～8cm程度

の歪な球状を呈する小型のもので、遺構IH-5、 SP-69からも各1点出土している （図Ⅳ－6-23，

Ⅳ-32-38)。 このような小型のものは、出土地点が縄文時代後期前葉の土器の分布域と重なることか

ら、 ｜司時期のものである可能性が高い。

(b)扁平打製石器

扁平打製石器は5形態に分類した。A概ね半円状に打ち欠く狭義のもの、 B礫の剥片を素材とするも

の、 C半割礫素材、D礫をほとんどそのまま使用するもの、E破片で判断不可能のものである。形態と

石材との相関関係は認められないが、安山岩、角閃石安山岩が全体の83％を占めており、遺跡周辺で

得やすい火成岩を使用する実態がみてとれる。

扁平打製石器について、高橋（1971）はすり面の|幅に注目し、高橋Ⅱ類（本遺跡の形態A) :周縁を

加工する狭義のものから、高橋Ⅲ類（本遺跡の形態Dの一部） ：両端を打ち欠いた単純なものへ変遷

したこと、北海道式石冠と供伴する扁平打製石器はすり面の|幅が狭くなることを指摘している。 また

その使用期間については縄文時代後期前葉余市式まで継続するとの見解を示した。濁川左岸遺跡の調

査では、縄文時代中期中葉ノダップⅡ式期にいくつかの転用事例があること、 また八雲I11]浜松5遺跡

の後期初頭トリサキ式との供伴例などから、縄文時代後期前葉まで使われる可能性が高いことが指摘

されている （大泰司2003)。いずれにしても扁平打製石器の使用期間は、いまだ明確ではない。

本遺跡の土器との供伴事例は3点ある。大津式の土器集中に伴い、形態Dの1点が破片として出土

している （図V-2-12-131)。 また、土坑IP-22においてはC･D形態各1点が見晴町式土器ととも

に一括出土している （図Ⅳ－19－3， 4）。包含層の分布状況からは供伴土器型式を指摘できるような

はっきりとした分布の偏りは認められない。

なお、近隣では得られない、花崗閃緑岩製のものが1点出土している （図V-2-12-132)。 この

ような石材のものも少数混じることを明記しておく。
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(c)北海道式石冠

北海道式石冠は、 29点が出土している。石材のうち最も高い割合であるのは輝石安山岩（11点、

37.9％)、ついで角閃石安山岩と安山岩（8点、 27.6％）である。安山岩類がほぼ全てを占めるが、特

徴としてやや多孔質な輝石安山岩を選択的に使用していたとみられる。

分布状況では、水場遺構から4点、やや近接したN74～78区から4点出土している。サイベ沢Ⅷ～

見晴町式の土器の集中区と重なる傾向はあるが、A地区からも出土している。

また、本遺跡においては「ミニチュア」としたものがこれまでの報告（北埋調報247）に3点、今回

は3点の計6点出土している。 このうち4点は水場遺構とその周囲12m以内に集中しており、水場遺

構に関係する遺物と捉えることもできる。図化した2点は敲打による「持ち手」 も作られるうえ、安

山岩を使用しており、大きさが7～8cmと小ぶりであるほかは実用と変わらないものである。小型の

北海道式石冠がこのように一地点に集中する例はまれである。

(d)石皿・台石

石皿・台石は遺構出土、破片も含め103点が出土している。石材は安山岩類が突出しており、角閃石

安山岩が52点(50.0%)、安山岩が24点(23.3%)、輝石安山岩が15点(14.6%)である。 これらはいず

れもⅥ層中、濁川河口でみられる石材である。

石Ⅲlについて一点指摘しておきたい。 IP-21出土の石Ⅲ（図Ⅳ－18-4) と水場遺構出土のもの

(図Ⅳ-51-75）は、大きさ、形状と使用する部位が共通しているものである。同様なものは七飯町鳴

川右岸遺跡（北埋調報112、図Ⅲ-61-76）にもある。いずれも縄文時代中期前半サイベ沢Ⅷ～見晴町

式の土器が出土している遺跡であり、当該期の石皿の一形態である可能性がある。

※1 アースサイエンス株式会社、加藤孝幸氏の指摘による。台帳上は訂正してあるが、遺物カードは凝灰質砂岩(T.SS)

そのままの場合がある。 ここに記し全て訂正しておきたい。

※2 この石（図Ⅶ－2－8） を加藤孝幸氏に見ていただいたところ、以下のようにご教授を受けた。 「この石は肉眼鑑定

上、無斑晶質玄武岩である。 また森川鷲ノ木4遺跡の調査時点では頁岩と誤認していた。 さらに、鷲ノ木4遺跡では全岩

化学分析を行なっており、 SiO2が55.3～55.8%であるため組成上は玄武岩ではなく安山岩にあたり、 また他の一般的な安山

岩とも区別する意味で、流理の発達した無斑晶質玄武岩質安山岩とすることが適当である。鷲ノ木4遺跡（森川2006)

の報告中、別冊P40,表Ⅳ-12中のK2-7， 717がこれに相当する｡」 （私信) (立田）
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5 石倉1遺跡の放射性炭素年代測定について

7点の炭化材、炭化クルミについて放射性炭素年代測定をおこなった。

土坑IP-51は、小型のフラスコ状土坑で、周囲の遺物や、調査区内の他のフラスコ状土坑の出土遺物

から縄文時代中期中葉の時期と推定された。そこで、覆土出土の炭化材を測定したところ、 4970～

4849cal.B.P(PLD-12080)の測定値が得られた。これは、サイベ沢Ⅶ式～見晴町式期に相当し、調査所

見と矛盾はない。

土坑r-56、竪穴住居跡旧-6、田－7は、いずれも出土遺物から縄文時代後期前葉天祐寺式～涌元式

の時期と推定された。各遺構出土の測定値は、 IP-56覆土出土炭化材で、 4181～4076calB.P(PLD12081)、

IH-6炉跡出土炭化材で、 4000～3865cal.B.P(PLD12076)、 IH-7炉跡出土炭化材で4094～3971cal.B.P

(PLD12077)であった。測定値は4180～3840cal.B・Pの幅を持つものの、調査所見と整合的である。

石囲炉IS-7、 フレイク集中FC-5骨含土は、出土遺物から判断して縄文時代後期前葉大津式の時

期と推定された。測定された年代値は、 IS-7出土炭化クルミで、 3934～3837cal.B.P(PLD12079)、

FC-5骨含土出土炭化クルミで、 3880～3719cal.B.P (PLD12082)であった。 この年代値は、概ねト

リサキ式～大津式の時期を示すと考えられる。

竪穴住居跡IH-8は、出土遺物から縄文時代後期前葉の時期と考えられた。そこで、炉跡出土炭化

材を測定したが、 610～554cal.B.P(PLD12078)の測定値が測定された。試料は炉跡から直接採取した

炭化材であるが、調査所見と測定値は整合的でない。 しかも、測定値が示す時期であるアイヌ文化期

の遺物も、同地点の上位層で検出しておらず、その由来は不明といわざるを得ない。 （福井）

6石倉1遺跡出土の植物種実について

浮遊水洗選別を行った土壌の内、竪穴式住居跡IH-8覆土、 IH-9、HF-1、石囲い炉IS-3、 IS-7、

焼土IF-1 、 フレイク集中FC-2、 FC-3、 FC-5から採取した土壌において炭化種実が検出された。

同定の結果、オニグルミ、キハダ、 ミズキ、ブドウ属のほか、 トチノキ?の子葉、 ウルシ属が確認された。

オニグルミ、キハダ、 ミズキ、ブドウ属は、多くの遺跡でその出土が報告される。

一方、 トチノキは、出土例が少ない。渡島半島では、ほかに縄文時代中期後葉の七飯町上藤城7遺

跡、函館市大船C遺跡、続縄文時代の七飯町大中山5遺跡、中世・近世の上ノ国町勝山館跡で出土して

いる （山田・柴内1987)。 また、子葉状態で炭化する可能性を持つ調理方法でないせいか、各遺跡での

出土点数も少ない。
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図Ⅶ－6石倉1遺跡放射性炭素年代測定値一覧
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ウルシ属も、出土例、点数とも多くない。渡島半島では、ほかに縄文時代早期の函館市中野B遺跡、

豊崎o遺跡、前期の濁川左岸遺跡、前期．中期の長万部町花岡2遺跡、中期の函館市大船c遺跡、北斗

市三ツ石2遺跡、八雲町山崎4遺跡、前期～後期の七飯llll鳴川右岸遺跡、森I1I]三次郎川右岸遺跡、後

期の函館市臼尻c遺跡、臼尻小学校遺跡、続縄文時代の北斗市茂別遺跡、森町三次郎川右岸遺跡擦文

文化期の松前町札前遺跡で出土している （山田2001)。北海道で類似した形態を持つ種子は、ヤマウル

シ、 ツタウルシ、 ヌルデがあるとされる （椿坂2006)。ただし、 これらからウルシ塗りに使用される上

質のウルシ液は採取できないとされる。上記の出土例の内、臼尻小学校遺跡からは、ヤマウルシかツ

タウルシと考えられるウルシ属のほか、 ウルシが確認されている （吉川2006)｡ (福井）

7 石倉1遺跡出土の動物遣存体

今回の調査では、竪穴住居跡、 フレイク集中、石囲炉、骨片集中（フレイク集中）から焼けた骨片が

確認された。焼けて小片であることから、現地で採集したほか、土壌を水洗選別して、回収に努めた。

分析結果は、Ⅶ章に載せた。その中で、 イノシシの出土が目を引く。 イノシシは、北海道に自然分

布しない哺乳類であるので、本州から持ち込まれたものと推定される。北海道におけるイノシシ出土

例は、白老町虎杖浜2遺跡（高橋・太子2001）で前期中葉円筒下層a式期の例があるとされたほかは、

後期中葉以降の時期とされていた。虎杖浜2遺跡の出土例は、全て被熱し白色化したもので、僥骨、

第三or四中手・中足骨、基節骨の破片となっている。そのような中で、今回は後期前葉大津式期のも

のが検出された。石倉1遺跡の出土例も、全て被熱し白色化したもので、 中手・中足骨、中節骨、基

節骨で、基節骨が完形のほかは、破片となっていた。後期前葉からイノシシが出土した例として、森

川三次郎川右岸遺跡（金子2006）で、涌元式期の被熱した右側下顎骨が出土している。 これは、生後

1歳前後の個体とされる。ほかに、森町鷲ノ木4遺跡（高橋2006）では大津式期の幼獣の中節骨が出

土している。 また、現在整理中であるが、北斗市館野遺跡でも出土している。 このように、最近のイ

ノシシの出土例が、貝塚の調査ではなく、焼土などからIm収された被熱した骨の分析によって増加し

ていることは重要である。 ヒグマも貝塚では出土が少ないが、焼骨としての出土は少なくない。 した

がって、骨を焼く、 もしくは骨が焼けるということが、特定の種への儀礼行為の結果を示していると

も考えられる。

魚類では、 タイ科の出土に注目したい。 タイ科の中でもマダイ亜科に属するマダイ、チダイの分布

は、現在は最北が青森県竜飛岬までで、北海道沿岸に生息しないとされる。縄文時代の噴火湾沿岸で

の出土例を見ると、前期、後期では出土しているが、晩期以降近世に至る遺跡では出土が確認されな

い。

噴火湾沿岸遺跡出土動物遺存体の一覧を表Ⅶ－1にしめした。貝塚が残されなかった遺跡と貝塚が

残された遺跡で大きく異なるのは、貝類出土の有無である （表では貝類については省いた)。 また、貝

塚の残されなかった遺跡では、鳥類が種|司定にまで至らない。魚類、哺乳類は、貝塚が残された遺跡、

貝塚が残されなかった遺跡とで、同定される種の数に差はあるものの、出土傾向はほとんど|司じと考

えられる。魚類は、ニシン類、サケ・マス類、 ヒラメ ・カレイ類、 カサゴ類、 アイナメ類、 タラ類、

タイ類、サメ類などが各遺跡で検出されている。哺乳類は、エゾシカ、オットセイが多い。

地域は異なるものの、貝塚が検出された釧路町天寧1遺跡（福井2008）において、貝塚、盛土遺構

から出土した動物遺存体の同定結果を、焼けの有無で比較したことがある。その結果同一遺跡、同

一遺構であっても、 その組成に大きな開きがでた。 したがって、貝塚が存在しない以上、焼骨の種組

成から漁勝や狩猟の盛衰、季節性、活動領域などを推定するには、注意が必要と考えられる。 （福井）
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表Ⅶ－4 噴火湾沿岸遺跡出土動物遣存体一覧

遺
存
状
況

遺
構
種
別
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跡
名

時
期

町
名
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8 切断壺形土器について

B地区の包含層(Y80区）から小型の壺形土器が出土した（口絵4、図V-1-45-156)。 この土器

に類するものは主に東北地方北部の縄文時代中期末葉から後期前葉の遺跡から出土し、その特徴から

｢切|断壺形土器」 （葛西1974、葛西・小幡2003)、 あるいは「切断蓋付土器」 （成田1986. 1999）等と呼

称されている。 この土器の最大の特徴は、焼成前つまりは生乾きの段階で文字通り土器を上下に切り

離し、二分していることである。 さらに使用に際して、上下を接合している点も特徴のひとつである。

そして切断される器種は壺形に限られる。

このような特色ある土器は北海道内ではこれまで①函館市戸井貝塚、②函館市浜町A遺跡、③函館市

石倉貝塚、④北斗市矢不来2遺跡、⑤森町濁川左岸遺跡A地区の5遺跡から破片資料を含め10個体が出

土している。以下、道内での類例を紹介することとする。なお、葛西(2003)の集成・分類を参考に、

切り離された上部を「上体｣、下部を「下体」と呼称する。

石倉1遺跡出土資料は上体と下体が密着し横倒しの状態で出土した（図版31)。土器内部には土が詰

まっていた。現存する部分で高さ3.9cm、底面はやや歪な円形で径は1.9cInである。胴部のほぼ中央に最

大径があるが(4.6cln)、 これは底面に対し水平ではなく、斜めになっている。口頚部は粘土接合面か

ら欠損している。接合面の径は1.1×0.9cI11である。文様はなく、底面と上体のほぼ全面および下体の5

分の1ほどの範囲に赤色顔料が残っている。器面全体に塗布されていたのであろう。表面の化粧粘土

が剥落している部分が数か所にあるほかは、平滑に調整されている。内面はへう状の工具で調整され

その際の凹凸が残る。 さらに底面内側は指頭で押し付けたとみられ、粘土が環状に盛り上がっている。

内面の調整はやや雑といえよう。胴部上半部で切断している。 これは細いひご状工具で連続して刺突

することでなされたとみられ、上体と下体それぞれに痕跡がある。上体の平面観は楕円形。長軸方向

の2か所にごく細い粘土紐を貼り付け突起を作り、中央部に径1mⅢほど、縫い針が通るほどの円形の

孔が穿たれている。下体ではl11il部の張り出しのやや下方に、上体の斜めの切断に対応するように底面

からの高さが異なる位置に突起がある。上体のものよりもわずかに径の大きい孔がある。胎土には海

綿状骨針が混入する。周辺部の遺物出土傾向から判断すると、後期初頭天祐寺式に相当する時期のも

のとみられる。

次に道内での類似|#l1を述べる （縮尺は、 3～5が1 : 4，そのほか1 : 6)｡

①函館市戸井貝塚（戸井町教委1993） ： 2個体ある （1， 2）。 1の口頚部は欠損する。胴部の中央よ

りやや下部で張り出すもので、突起はない。切断面は胴部上方、磨消縄文によりJ字状や波頭状文様が

ある。中期末葉大木10式併行のもの。 2については報告書では|ﾘj言されていないが、切断壺形土器の

可能性が高いものとして取り上げておく。 lli'il部がそろばん玉状に張り出す器形で、高台状の上げ底で

ある。無文地に沈線での渦巻文がある。突起はない。底部側面に溝（2か所か）が切られている。後

期前葉涌元式併行のものであろう。

②函館市浜町A遺跡（戸井町教委1990） ： 3は住居跡HP-1床面から出土したもの。高さ4.5cmで、ほ

ぼ形を保っている。無文地に沈線による渦巻状文様が施されている。胴部下半部が強く張り出し、高

台状の底部があるもので、 この付近で切断されている。切断は竹ひご状工具である。上体では頚部下

に、下体では底部付近にそれぞれ2か所に突起があり、径1.5mmの孔が穿たれている。また底面に1条

沈線が引かれている。後期前葉涌元式併行のものと推定される。

③函館市石倉貝塚（函館市教委1999) : lln部の破片が2点報告されている (4， 5)。切断面の位置が

はっきりとしないため全体の様相は知られない。いずれも赤彩で、 5は内外面に施されている。 4は

内面に炭化物が付着するもので、 3条一組の沈線による文様がある。後期前葉十腰内1式相当のもの
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であろう。

④北斗市矢不来2遺跡（北埋調報37） ：破片資料のため全体の様相は知られないが図上復元を含め2

個体ある （6， 7）。いずれも口頸部は欠損する。 6は沈線での区画に楕円形文様が配される。底部付

近に切断面がある。 7は胴部上側に切断面があり、上体では切断面の1か所に挟りがあり、その対に

なる位置に橋状把っ手がある。いずれも後期前葉涌元式に相当する。

⑤森町濁川左岸遺跡A地区（北埋調報208） ： 3個体ある （8～10)。 8は上体のみが復元できたもので

ある。 9 （3点)、 10は胴部破片である。 8は縄文後期前葉の住居跡(H-20)の覆土から出土した。

口頚部の径は10.5cm・赤彩土器とみられる。半肉彫り的沈線による文様のもので4か所に把手があり、

また頚部内面にはC字型の張り出しがある。切断面は胴部上半で、草本状のものでなされる。沈線によ

る文様を分断しないよう考慮しているためであろう、切断面は水平ではない。後期前葉涌元式に相当

する。

葛西ら （2003）によると、 この種の土器は、大きさが最大で32cm前後、最小で5cm前後であり、中で

も高さ10～15cm、口径が2～4cmに収まる細首形が多い。 また、切断個所の位置（胴部最大部分の上

方・下方） と突起の有無により4種類に細分されている。これによると集成された資料の4割以上が、

胴部上方切断で突起を有する石倉1遺跡の類(I型A類）である。また、突起に穿たれた孔は、使用に

際し、上下を接合する必要性からこの部分に紐を通し縛ったものとみられる。戸井貝塚資料の底部側縁

の切り込み（2）、浜町A遺跡資料の底面の沈線（3）などについては、紐を底部から発する時の「引掛

り」とみている。 さらに、突起の有無に関係なく、接合に際し何らかの膠着剤（アスファルト、漆、松

脂など）を使用し「目張り」を施す例がわずかにある （青森市蛍沢遺跡・三内遺跡など)。 このほか口

頸部欠損（石倉1遺跡や戸井貝塚出土資料など）が、上下合体個体の7割以上に認められることから、

事由についての言及はないが、破損が故意になされた可能性が高いことも指摘されている。

このように、土器を切断し、再び接合し使用する意図およびその用途は何であろうか。葛西は再葬

土器棺墓との相関関係を示唆しており、成田（1999） もまた埋葬時の容器や副葬品・供献品との関連

性を指摘している。いずれにせよ日常性から離れた特殊な容器であることは間違いない。 （遠藤）
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図Ⅶ－7 北海道内出土の切断壺形土器
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一覧表

表3 遺構出土石器等一覧
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表4 遺構出土掲載土器等一覧

調査区・迩物番号×点数辿構名 区|番号 備考層付 同一個体未接合 図版番号分類

IH5・’5×1, 1H5．16×1, 1H5･20×13

1H5．21×4,IP25･1×1

IH5．17×2, 1H5･20×3

1H5．21×2
覆土

M78．4×4, N77．10×1,N77． 11×1

N77･12×1, N78．2×5,N78･4×2

N78．8×2, N78．13×2, N78． 15×l

P77･22×1 計40

N78．4×2,P77． 11×l

計l(）
図IV－4－l 図版36Ⅳa

Ⅳ

④IH5．18×6, 1H5･19×2
1H5．21×2, IH5．26×l

⑧IH5･18×10, 11-15･19×1
1H5．21×2, N78．8×1

．1H5･18×6, 1H5･21×1

④IH5･l×2,IH5･4×8
1H5．20×3

⑧IH5･l8×l

lH5・’9×1, 1H5．21×l

計16

④胴部～底部

⑧口縁～lll可部

◎口縁

図IV－4 2 Ⅳ 図版36IVa

計32

HP－6

図No.5

図No.8

IH5． l×2, 1H5･7×1, 1H5．9×3

11 15．10×7, 1H5．11×3, 1H5．21×1
７

９

０

０

Ｎ

Ｎ

図
図

覆土
図Ⅳ－4－3a 図版36Ⅳ孔

計22 Ⅳ

覆土

計14 Ⅳ

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆士

覆士

覆土

覆士

床面

計2 Ⅳ

床面

床面

Ⅳ

覆土

覆士

覆土

覆士

覆士

覆士

計2 覆土

M78．2×2

1H5． 1×13

N77．23×l

lH5・’5×l

IH5・21×1

1H5．21×l

IH5・21×1

11 15． 19×l

lH5．l×1

[H5. 1×2

1H5．30×’

'1 15．30×l

Ⅱ－15．8×1

1H5．3×1

1H5．6×’

11 16.2×l

X77．2×’

11 16.3×l

lH6･3×2

1H6．24×1

1H6．50×1

11 {6．24×1

1H6．38×1

1H6．34×2

1H6．21×l

Ⅱ{6．13×1

11 {6． 13×1, 11-16．34×1

1H6．6×1, IH6．31×1

1H6．34×’

'1 16.15×l

lH6'6×l

lH6'21×1

11-{6．50×l

lH6・ ’3×1

1H6．38×1

1H7．22×1

1H7．22×4

11 17.22×l

lH7･23×1

1H7．22×1

1H7．22×l

Ⅱ~ 17，31×1

1H7．12×1

1H7．30×2

1H7．22×’

11 17.7×l

Ⅱ17，9×l

lH7･30×3

Ⅱ－17．33×1

HP－6

~図No.12
lH－5

図版36図Ⅳ－4－3b Ⅳa

八

Ｕ

‐

１

、

色

ｎ

Ｊ

４

４

－

．

Ｏ

４

Ａ

Ｆ

Ｄ

八

Ｏ

【

Ｉ

Ｒ

〕

ｑ

〕

利

１

１

‐

１

利

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
脈
一
恥
一
晩

図No.l6

HP－6

HP－6

恥
一
叫
一
岬
一
岬

図版37Ⅳa図|W-8-l

３

３

Ｏ

０

Ｎ

Ｎ

図

図

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

図版37

２

３

４

５

６

７

８

９

~
~
~
~
~
~
~
~

８

８

８

８

８

８

８

８

~
~
~
~
~
~
~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

図

図

図

図

図

図

図

図

恥
一
ｍ
一
ｍ
一
恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
ｍ
一
ｍ
一
晩

IH－6
０

１

１

１
~~
８

８
~~

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

図

図

覆ゴ 図版38Wa図IV－8－l2
三L‘。
1．11J

計
錘
詮
床
床
床
時
床
床
床
床
詩
床
唖
謹
甦
詮

士

士

士

覆
覆
覆

図版37

図版37

図版37

図版38

図版38

図版37

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

恥
一
昭
一
恥
一
恥
一
ｍ
一
ｍ
一
恥
一
晩
一
両
些
恥
恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
脈
一
恥
一
恥

０

１

２

３

４

，

く

Ｕ

４

牡

Ｆ

［

Ｊ

ハ

〃

ｈ

Ｕ

【

ノ

ー

、

パ

〕

１

Ｉ

Ｌ

ｎ

／

］

、

ぐ

Ｊ

，

４

４

基

戸

〔

〕

（

ｈ

〕

局

ノ

ー

（

×

）

（

ｕ

Ｊ

１

Ｉ

Ｌ

１

１

４

寸

ｌ

Ｌ

■

Ｉ

且

１

１

ユ

ー

１

１

１

１

１

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

８

８

８

８

８

８

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

２

２

２

３

２

２

１

２

０

２

０

２

２

２

２

２

２

３

１

３

２

７

９

３

３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｏ

ｌ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｐ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

Ｈ
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覧表

遺構名 図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 |司一個体未接合 術考分類 図版番号

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

~~

~
~
~
~
~
~
~

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~~

~~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

詮
一
鐘
鐙
一
謡
羅
毎
羅
羅

謹

言

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

図版38

IH8．13×’

11 18.7×l

lH8。l×2

1H8．5×l

lI l8・ll×’

'1 18．1×2

1H8．5×l

lH8・’×l

lH8・’5×l

Ⅱ 18．9×1

恥
一
恥

晩
一
ｍ
一
ｍ

ｍ

晩
一
晩
一
ｍ
一
恥

HP-4

HP－2
IH 8

HP－6

IH9．2×1 覆土4

床下

B49．5×1

IP61．3×1, 1S6．2×1, 0Z50･3×1

0Z50．7×1,0Z50．9×3,0Z50．10×l

()Z51．1×2,A48．5×2,A48．8×2

A48．10×1,A48･12×1,A49･20×2

B48･12×2,B48．18×l,C50･12×’
三_LワQ
pl全』

図|Ⅳ－15－1IH－9
図版38Ⅳa

、

１

１

２

３

~
~
~
~

８

８

８

８

１

１

１

１

~
~
~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

図

図

図

図

０

１

２

２

Ｐ

Ｐ IP－21

IP20･1×4 覆土2

IP21.1×1 覆士1

1P21 .5×1 覆土2

IP21･1×1, 1P21･3×22 計23覆土1

恥
一
皿
一
皿
一
皿

図版40

図版40

1叉1版40

図版40

図No.3

IP22･3×23, 1P22･4×24 計49 IP22．3×8, 1P22･4×2

計l(）
図|Ⅳ－19－1 覆土1 図版40|ⅡIa

IP－22

｜図Ⅳ－19－2
1P二亜|図Ⅳ－2()－1

IP22．1×2 覆士1 1

覆土｜
覆土| IP25･5×］

図版40

~図版40
２

１

０

０

Ｎ

Ｎ

図

図

皿
一
恥lP24． 1×2

1P25．5×12

図Ⅳ－20－1 ⅢaN78･3×6,N78．4×1,N78･9×3

N78･12×1,N78･ 17×1 計24

図版40N77．33×1,N78･3×1

N78.9×2 計7
E

ｎ

／

］

口

く

Ｊ

４

４

ユ

肩

へ

Ｊ

ゴ

ー

且

訂

ｌ

Ｌ

~
~
~
~

０

０

０

０

０

１

２

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~
~

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

図

図

図

図

図

図

５

６

８

２

２

２

~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｉ

IP－25IP25．1×2

1P25．5×1

唖
Ｐ

５

詮
錘
鐙
錘
雷
琶
謹
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
建
詩
建
建
甦
詮
置
鐙
詮
建
謎
謎

鐙
建
雷

５ ９

計

図版40

1XI版4(）

図版40

図版4(）

図版40

図版40

図No.1恥

晩
一
ｍ
一
恥

晩
一
晩

IP25。 l×2 図No.l

~図No.2IP25．2×1

lP26．1×3

lP28・’×l

IP30・ ’×8, IP30．2×15

K78･4×1,K78．5×35

1P40．1×l

lP42・’×l

lP45・’×l

lP45。 l×1

ZIV-21-]IP－30 Ⅲa |劃版40

’

’

’

２

３

１

２

３

４

５

１

２

３

４

１

２

~

~~

~
~
~

~

~
~
~
~

４

４

５

５

５

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

０

２

４

４
~~

Ｐ

Ｐ

Ｉ

ｌ

恥
一
恥

ｍ
一
恥

図版40

図版40

図版40

図版40

図版40

図版40

図版40

図版40

1叉1版40

図版40

図版41

図版41

図版41

1XI版41

図版41

図版41

IP 45

|P45． 1×1 土製品未成品
IP52。 l×l

IP52．l×l

lP52。l×l

lP52・ ’×l

lP52.l×l

lP54．l×2

1P54．2×1

1P54．2×2

1P54．2×l

lP55・ ’×3

1P55．1×1

IP56･3×7, 1P56･5×1

恥
一
晩

恥
一
恥
一
恥
一
恥
一
昭

恥

晩

晩
一
晩

IP－52

IP－54

IP－55

図IV-28-1 I叉1版41M77･18×1,M78･3×2,M78･8×47

計58

M78･8×20 計21 Ⅳa
1V

図IV-28-2IP－56 lP56。l×1 甦
毎

Wa 図版4］

IP56．3×1

図Ⅳ 28－3 M74．11×3, M78．3×2, M78．8×］
三キワ
ロ11

Ⅳa 図版411V

海綿状骨針含
む N0．4

図Ⅳ－29－1 lP57．4×］ 覆土6 Ⅲa |叉|版41
1，－頁ワ
llU~。

図IV－29－2 覆土6IP57。l×1 図No.1Ⅳa 図版4］
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備考遺構名 図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 |司一個体未接合 分類 IXI版番号

図No.2

土製品未成品
図版41覆十:6図Ⅳ－29－3IP－57 IP57．2×1

図版41

図版41

１

２
~

０

０

３

３
~

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

図

図

Ⅳ
｜
Ⅳ

Ⅳa

~Ⅳa
IP61．3×1

1P61 ．3×l

SPl2。l×6

土集2･1×3

IP－61

SP3・lxl
覆土

gl:P77

N76．13×1,076．25×1,077．6×11

077．11×1,077．12×1,077．13×1

077．15×1,077･16×1,077．22×l

計28

M77．5×1,077．22×1

077．24×1,077．6×1

078･27×1 計6

図版42図IV－31－l IVaQp－1ワ
Jl L白

Ⅳ

型２７１ＰＳｌ×１７１ＰＳ土

土

土

士

土

士

土

土

土

土

土

土

土

覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆

５３計 ２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

０

１

２

３

２

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

~
~
~
~
~
~

~

~~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

SPl7・’×14, SP17．2×21

SP3.l×l

SP7。l×l

SP7。l×3

SP8・’×l

SP8。l×l

SP9・’×l

SPl3・’×l

SPl5。l×l

SP21。l×l

SP25．l×l

SP27・’×1

恥
一
ｍ
一
恥
一
恥
一
ｍ
一
ｍ
一
恥
一
ｍ
一
恥

恥
一
恥
一
晩

SP－l7

SP－3

SP－7

SP－8

１

３

５

１

５

ざ

１

１

２

２

Ｊ

｜

’

一

Ｆ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

SP27．1×4
SP－27

図版42Ⅳa図Ⅳ－31－14 N77．2×2,N77･6×2,N77．16×5
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水場1･39a×1,水場1･41a×7

水場1.41e×l,水場1･42a×1
図N().39,41,42

図版43|ⅡIa図Ⅳ－43－1 八
水場1･44×5,水場1･52×l

水場1.53×3,水場1.58×1 計20

水場1･52×1

図No.87水場1･135×4
図版43Ⅲ(’Ⅳ図Ⅳ 43－2 ６十

一
三
口 L72．2×2,M72．3×2

M73.6×3 計7
L73．1×1,M73･6×1

水場1.30a×l,水場1.37a×7

水場1･40a×4

水場

遺構
図No.30･37.40

水場1･44×l,水塲1

水場1.53×7，水場l

水場1．91×13

N73．20×3

水場1.53×1

水場1･52×2

水場1･58×l

水場1.91×1

N73．20×1

N74．14×14
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×

×
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５

５
図Ⅳ 43－3

図版44Ⅲa、

三一↓R
口1J

計45

N74．8×21, N74･13×2

N74･14×56, N74.34×2 計82
図版43ⅡIa図Ⅳ－43－4 Ⅳ
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一覧表

遺構名’ 図番号 調査区・遺物番号×点数 ｜層位’ 同一個体未接合 ｜分類 図版番号’ 備考

水場1･44×7,水場1･58×1

N72.5×1, N73･20×2 計11
glW-43-5図lIV－43－5 図版441V IⅡa

水場1･131×1 図No.83

水場1･44×3,水場1.52×2
水場1･53×5

N73．4×1,N73･20×4,N74･34×3

計19

図版44図IV－43－6図IV－43－6 1V ⅡIa

水場1･37d×5,水場1･38×l
水場1 .39a×1

水場1･58×2
図NO.37･38.39

水場1･44×3,水場1.47×2

水場1.53×6,水場1.55×21

水場1.56×l,水場1･57×4
水場1.58×31

N73．13×1 ,N73．20×6

図版44図IV－44－7図IV－44－7 Ⅱ ⅡIa

計82

水場1･42a×1 図No.42

水場1.52×l,水場1･91×2

N73． 1×2,N73．4×2,N73．6×6

N73･12×2,N73･13×1,N73･20×1

N74･4×1,N74．6×2,N74．14×l

計22

図Ⅳ－44 8図Ⅳ－44 8 図版44Ⅳ lⅡIa

図W-44-9

図IV-44-10

図W-44-9

図IV-44-10

水場1.44×4,水場1.52×l
水場1･53×2

N73．12×1,N73･13×2,N73．20×1

N74･22×2,N74･34×2 計15

N73．21×1

図版441V |ⅡIa

水場1･39b×1 図No.39

水場1･44×l,水場1･52×2

水場1･53×1,水場1.58×1
N73．21×5

図版45爪 Ⅲa

計11

水場1 .44×1

N73･12×2,N73．20×2,N73･21×1

N74･6×7,N74．14×3,N74･16×6

N74･20×2,N74･34×3 計27

N74．13×］

図IV－44－11図IV－44－11 図版45Ⅳ IⅡa

水場1･44×2,水場1.52×1

N73･11×1,N73･21×5,N74．20×1

N74.34×6 計16

N74．16×2,N74･21×l

計24鱗|図Ⅳ-"－1’図Ⅳ－44－12 図版45Ⅳ |ⅡIa

水場1．41e×2 図No.41
図IV-45-13図IV－45－l3 N73．12×2,N74･5×27,N74．6×30

N74．7×1 計60

図版45N74･5×2,N74．6×6

N74･7×1 計9

Ⅳ Ⅳa

水場1･42a×2水場1･42a×15

水場1･46×3,水場1.47×l

水場1 .53×2

水場1.58×l

水場1･35×l

水場1･53×l

水場l･130a×3

水場1.116×l

水場1.53×l

水場1.130a×l

水場1･44×l

水場1･53×l

水場1･53×l

水場1.44×l

水場1･91×l

水場1･44×l

水場1･53×l

水塲1.53×l

水場1･53×3,水場1･91×l

水場1･104×3

図No.42
図W-45-14図IV－45－l4 爪 図版45Ⅳa
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Ⅳ 図版461Ⅱa

ma l 図版45 図No.35Ⅳ

図版461V Ⅲa
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水場1･53×l,水場1･54×I 計2

水場1.37b×l
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N73．13×1, N73･20

水場1･53×1
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調査区・遺物番号×点数 層位’ 同一個体未接合 ｜分類｜図版番号’ 備考遺構名’ 図番号

水場1･91×1

N73.20×1, N73.21×2 計4
図版46図|Ⅳ 46 31（ ⅢaTI

L、

水場1･53×1

N73．6×1
図IV-46 32a 図版46IⅡr’ハ

ｎ
台

１
丁
、

二
口

図W-46-32bl水場1･53×1 ma 図版46Ⅳ

水場1･44×l,水場1･53×l

水場1･54×l,水場1･58×1 計4
図版47図Ⅳ－46－33 maⅣ

水場1.106×2

水場1･107×l

水場1･109×l

水場l･113a×5

N72．7×l

水場1･97×l

水塲1.40a×l

水場1.45×1

図No.58

図Ⅳ－46－34 図版47
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計10
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水場1.49×1

N73.15×1,N73･ 17×2 計4
図版47図Ⅳ－47－38 I， Ⅳa
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図版47図IV-47-39a 爪 IVa

計14

水場1･53×1,水場1．54×l

水場1.58×2，グリッド不明×l計5
図IV-47-39b 図版4711 IVa

図No.4]水場1.41c×1

N76･4×1,N77.22×1 計3

水場1･58×l

水場1･58×2

水場1.91×l

水場1.52×l

水場1.39b×l

水場1.58×l

水場1･51×1

水場1･52×l

水場1･56×l

水塲1･36×1

図Ⅳ－47－40 Ⅳ 図版47Ⅳa
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図No.39

図No36

図No.37,図No.41
水場1･37b×l,水場1.41d×］

図版48図V－47－50 ⅣaⅣ

誰
一
誰

N73．18×3

水場1･128×2

水場1･53×l

水場1･94×1

M72．3×2

水場1･53×1

図Ⅳ－47－51

図Ⅳ－47－52

図版48 図N().8(）

図版48

i=, , 1戸,~ 図No.46
図版48
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恥

Ⅳ

Ⅳ

図Ⅳ－47－53 Ⅳ
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一
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口 IVa

wa l 図版48図IV-47-54 Ⅱ

水塲1･44×l,水場1.52×l

水場1･53×1 図版48図IV－47 55
T1

1、 IVa

N73･20×1,N73･21×1 計5

水場1･41a×2,水場1.41e×1 図No41

図版48図IV－47 56 Ⅳ IVa水場1･51×1,水場1･58×1

N73.21×1 計3

Wa l 図版51 1図N().1焼土上醤
一
識

IF-' |図W 56-1 1 1Fl･l×l
| | IS3.3×18

計23 078．18×1,078･26×1

078．31×2,P78．10×l

P78･19×2 計7

078．28×5 |望|版51Ⅳa図Ⅳ－57－1
1V
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Ⅳ
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鐙
一
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｜
詩
一
計

Ⅳa 恥
一
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岬

IS3．3×8

078．25×1

1S3．3×2

078． 15×2

1S3．1×l

IS3'3×l

lS5・’×l

H46。l×2

1S5． 1 1×l

IS5・ ’5×1

図版51図IV－57－2aIS－4
訳
一
一
誰

IVa

~lVa
図版5]図IV-57-2b

石囲い炉･横恥
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図版51

~図版51
３

４
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図

図 図N().9

~図No.1
図版51図Ⅳ－58 ］ IVaⅣ

韮
諫

lS－5
図No.11

図No.15
図版51図Ⅳ－58－2 IVilⅣ
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覧表

遺構名 図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 同一個体未接合 分類 図版番号 仙考

IS－5 図Ⅳ－58－3 IS5．25×1 図版51 図No.25、 Ⅳa

IS6．1×8

A47．7×1,A47･21×6,A49･5×1

A49．9×1,A49･12×3,A49．14×l

計21

A47･15×1,A49･22×l

E44･1×1 計3
図IV-61 1 図版5］ 網代痕W Ⅳ（’

IS6．l×1

A47･7×2,A47．17×1,A47･19×7

A48．5×2,A49．3×1,A49．7×3

A49･10×1,A50．2×3,A50．3×1

A50.14×1 計23

A47．19×2,A50．2×’
三4.q
口lJ

図Ⅳ－61－2 図版511V IVa

IS6．1×3, 1S6･2×1, IS6．9×l

OZ49･5×1, 0Z49．13×1

0Z49．20×1, A47． 12×1

A47．21×3,A48．6×1,A49･9×1

A49．12×1,A49．14×2,A49･21×l

計l9

IS6. l×1

A47･17×1,A47．18×1,A48．1×3

A48.14×1,A48･20×1 計8

図IV－61－3 図版511V IVa

lS-6

図No.1
図一V61－4 Ⅳa 図版51N

一
重
毛
守
弔
詞
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１

１

１

１

~~
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Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

図

図

図

図

図

Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

Wa 図版51 図No.l

Wa 図版51 図Nbl
Ⅳa 図版51 図NC~l
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一覧表

表6 包含層出土掲載土器一覧（復元土器） Ⅲ群a類A地区

図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 同一個体未接合 備考図版番号

図V-l-2-l W32．2×18 爪 図版52W32．2×2

031．1×11,031．3×5

032．1×2,032･2×l

P31。l×4,S26･1×2

T26．1×l,U33･1×l
U34。l×3

031．1×10,031．3×6,032･ 1

P31．1×8,P31･3×2

7,032．2×15

計48
図版52図V-1 2-2 Ⅳ

計30

()Y44．1×l,0Y44．12×2

0Y44．14×2, 0Y44．18×l

OY44・21×2, 0Y45．1×5

0Y45．7×2, 0Y45．8×7

0Y45．9×17,0Y45･10×4

0Y46．1×1,0Z46．9×1

OZ50･2×2 計47

0Y44．8×1,0Y44．9×1,0Y44．12×3

OY44･14×16,0Y44．21×15,0Y45･ 1×5

0Y45．6×1,0Y45･7×21, 0Y45･8×17

0Y45．9×26, 0Y45．10×2, 0Y45･11×6

0Y45．14×1, 0Y45．15×2, 150．1×1

図V－l－23 TI
L、 図版52

計118

表7 包含層出土掲載土器一覧（拓本土器） Ⅲ群a類A地区

図番号 調査区・遺物番号×点数 厩ｲ11r
i卜畠11･し 図版番号 備考

N28．4×3,N28･8×l,U32．1×2,U32．2×2
計8

図V－l－3－4 図版531V

図V-1-3－5 図版52N29．4×1,Q28･2×1 Ⅱ

図V-1-3-6 N29．2×2 1V 図版52

図V-1-3-7 H47．1×1 Ⅸ 図版52

図Vl 3-8

図V－l－3－9a

C35．1×1 図版52Ⅳ

計2 図版52K26．3×1,L27．20×1 1V

図V-1-3-9b 図版52L26．2×3 1V

図V-1-3-lO L27．6×l

OZ45・9×］

図版5211

図V-1-3-ll 図版5211

図V-l-3-12 図版53W62．1×3 、

図V-l-3-l3 図版53K27．9×1

W63．2×2,Z63．1×1

Ⅳ

図V-l-3 l4a 三上‘］
口lqJ 図版53Ⅳ 魚骨回転文(ニシンタイプ）

図V-l-3-l4b X64．1×l

Q34･1×1

Ⅳ 図版53 魚骨回転文(ニシンタイプ）
図V-1-3-15 爪 図版53

図V-l 3-l6 T26．1×3 、 図版53

図V－l－3－l7 U29．1×1

K26．3×2

I､ 図版53

図V-l 3-l8 I､ 図版53

glV-1-3 19 W30．4×1 1V 図版53

図V-1 3-20 W28．1×I 1V 図版53

図Vl-3-21 A45．1×1 図版531V

図Vl－3－22 三l－o
pI色B40．2×1,B42．1×1 Ⅳ 図版53

表8 包含層出土掲載土器一覧（復元土器）Ⅳ群a類A地区

図番号 調査区・遺物番号×点数

()Y45．1×18,0Y45．4×1,0Y45･8×14,0Y45.10×3

OZ45･3×5,0Z45.8×5, 0Z45.10×1 計47

層位 同一個体未接合 図版番号 備考

OZ44･1×1,0Z44．5×1

0Z44･9×1,0Z45．2×2

0Z45．5×1,D49．2×1
F49．3×1

図V－l－4－l I､ 図版53

計8

0Y42．4×1,0Y43． 1×1,0Y43．3×3,0Y43･5×2

計7
図V-l-4-2 図版54、

0Y44･10×1OY44･1×1,0Y44･3×1,0Y44．5×6, 0Y44．10×2

OY44･11×2,0Y44･17×1,0Y45･15×1 計14
図V-l 4-3 Ⅳ |叉|版54

OY45。l×18

0Y45．4×1,0Y45．8×9
0Y45．10×4

0Y45．14×2

0Y45.15×l

OY46。l×3,0Z45･3×3

0Z46．7×3,0Z46．9×3

0Y45．1×90Y45．8×7,0Y45．14×1,0Y45･15×6

OY46。l×1,0Y46．4×3,0Y46．9×1,0Z45．3×1

0Z46･3×4,0Z46･7×6 計39

図上復元

図版54図Vl-4-4a TI
上、

７４
●
＋
’

三

口

0Y44．8×2,0Y45． 1×5,0Y45．8×8,0Y45･10×2
OY45.13×2,0Y45.15×1 計20

図V-l-4-4b I､ 図版54 同k復元

D41．4×1,G50． 1×29,G50．2×4,H50．1×43

H50･2×14,H50.3×6 計97

G50．1×65

G50･2×11,H44．2×4

H50．1×51,H50．2×8

H50･3×I0 計149

図Vl－5－5 Ⅳ 図版54

B49．5×11,B49･6×1,B49･7×1,B50･7×3
C50.1×1,C50･8×2,C50.10×1 計20

B49．5×3,B49．7×2
C49．4×1 計6

図V-l-5-6 I､ |Xi版54
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同一個体未接合 図版番号 備考調査区・遺物番号×点数 層位図番号

図V-l-5-7

B48．3×2,B48．1()×4,B48． 13×l,B48･ 14×l

B48．15×2,B48．22×l,B49．5×l,B49．7×l

B49･14×1 計14

B48．15×1
図版551V

B49．2×l,B49･5×6,B49･11×3,B50･4×l

B50･9×8,B50.14×1,B50･ 16×1 計21
図版55図V－l－5－8 1V

g15:B47d士集6･15×4 Ⅳ卜付

B47．2×7,B47･3

B47．8×3,B47･9

1,B47．4×1,B47．7×1

1 計18

A47．14×1,A48． 13×

lB47．3×l B47．4×6

B47．7×l,C48．4×l
C48．8×1，C48．11×1

図版55図V-l-5-9
1V

計13

jgl2:B47d士集6･ 12×15 皿二位

誉
ｂ

Ｃ

７
６

４
４

Ｙ
Ｙ

Ｏ
Ｏ

１
２

土集11.1×9,士集11･2×1
Ⅳ

0Y44．7×2, 0Y46･2×1,0Y46．8×1,0Y47．2×3

0Y47． 11×1,0Y47．13×2,0Z46．1×3,0Z46･7×l

()Z47．5×1,0Z47．7×1,0Z47．14×1,0Z48･3×l

B47．2×1,E41.2×1,F42．2×1 計46

0Y46．2×1,0Y46･8×l
OY47・ ll×1

0Z47．5×1,0Z47．16×1

A47･14×1,A48．5×l

B49．4×l,C49･7×2

C49． 12×1,D45．1×l

E49．2×l

F51･未注記×l
G47． l×2,053･3×1

図V-l-5-lO 図版55

Ⅳ

計17

１１

６

１三ｐ
三

ｐ

図版55

~図版55
IV IF48･ l×2

w l
図V-1-5 ll lF47･2×2, F48･1×6,H45･1×3

図V-l-5-12 1 J30･2×5, J30･5×1
図V-l-5 l］

A48．21×1A48．8×2,A48．13×1,A48･19×5,A48．21×5

A48･23×l,B47･2×1,C48･9×1 計16
図版561V図V-l-5 l3

IⅥ二位| OZ49･30×2
W中位I OZ48･28×33

0Z49．30×5

()Z48．28×67, 0Z49．31×5

0Z47．28×1, 0Z48･11×3,0Z48．12×1

0Z48． 13×7,0Z48･22×1,0Z48．24X1,0Z48．29×l

OZ49・ll×2,0Z49．16×1,0Z49･18×1,0Z49･24Xl

OZ49･26×1,0Z49.28×2,C48.9×1 計101

0Y47．2×l

OZ48・ ll×l

OZ48・’3×8

0Z48．21×1

0Z49．5×3,0Z49.13×3

0Z49．24×1

0Z49．28×3

0Z49．29×2

OZ49･31×1,A47.15×1

，47．6×l,E48･2×1
F50．4×1

図版56
図V-1-6－l4

Ⅳ

計63

L26．1×1,L26･7×1,L27．7×l,L27．12×2

L27.27×1 計6
図版56図V－l－6－l5 I、

N27．2×2K27．2×1,L27･10×l,L27．12×3, L27．16×l

L27･22×1 計7
図版56図V－l－6－l6 、

130．3×1, 130．4×3

131．3×3, 131．5×l

j29．2×1, .130･4×5
L28． 1×l， L28．5×1

130.3×3, 130･4×3, 131･3×4, 131.7×1, .130･2×6

j30．5×8, J31･7×3,K31･1×2,K31．3×1

K31･4×1 計32 図版561V図Vl-6-l7

計16

0Z47．5×1

0Z47．7×1,A45．3×1

A48．4×1,A48．8×2

A48． 11×1,A48．13×2

A48．24×1,C49．6×1

，50．4×1,F52．3×1

C46．1×l,C46．4×2,C46．6×l,C46･8×5

C46．9×3,D46．1×27,D46･2×2,D47．5×1

D47．8×2 ~ 計44
図版56図V－l－6－l8 I､

３１
１

Ｌ
ｌ

－
菫
口

jg5:B48b
ja6:A48b

土集6.5×l,士集6･6×1
1V上位

0Z50．3×3, 0Z50･7×1,0Z50．8×1, 0Z50･14×1

A48．21×1,A49･9×l,B48･10×1,B48．18×l

計12

図V-l-6-l9 図版57
Ⅳ

0Z47．7×2,0Z47．10×1,0Z48．22×1,A47．30×1

A48．5×2 A48．6×1,A48．12×1,A48． 13×l
計11A48．21×1

図版57図IV-l-620 1V

B48．5×1,C46． 1×1

，48．4×1,E48･1×l

E49．2×1．E52．3×1

A46．2×l,B45･4×1,B46．lXl,B47･2×5

B47．4×l,B47･11×l,C46． 1×3,C46．3×l

C46．4×l,C47．1×1,D44･ lX1 ,D44･2×2

，47．6×1,D48'4×l,E44・ lXl,E46．lxl

E46．5XI,E47･1x2,E47．3×3,E47．5×l

E48・lXl,E48．2×l,E49･3×3,F46.lXl

F47･l×1 ,F48.1×l,G47･lX1,H46．1×l計40

図版57
Ｒ

Ｕ

－
菫
口図V-l-721 Ⅳ
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一覧表

図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 同一個体未接合 備考図版番号

B48･3×l,B48．10×2,B48．12×l,C47･1×l

C48．2×2,C48．6×4,C48･8×6,C48．9×l

C48･13×l,C49･4×l,C49．14×1,E45． 1×’
三1.ワワ
ロ~I白色

B48．5×5,B48．12×4

B48．17×1,C48．6×l

C48．8×1,C49･7×1

G46．1×2

図版57ZV-1-7－22 1V

計15

土集6.7×17 1Y上位土集6･7×3 ig7:A48b
図V-l-7-23 図版57A47．9×1,A48･8×2,A48．19×2,A48．12×2

計24

A47．23×l、B47．10×1
Ⅳ

計5

A47･9×11,A47･13×6,C47･3×1 計18 A46．3×1 A46．4×1

A46．5×5,A47．9×9
A47．11×1,A47･12×1

図V-1-7－24 I､ 図版57

計18

C48･2×1,C48･4×l,C48･6×3,C48･8×4

C48．9×2,C48･11×5,C48．14×l,C49．4×l

C49･6×1,C49.9×1,D47.2×2,D47.4×l計23

C48．4×］

図Vl-7-25 11 図版58

B49．2×4,B49･5×6,C49．4×8,C49．6×3

C49．7×6,C49･9×l,C49･10×l,C49．12×5

C49･14×2,C50．8×l,C50．10×l,C50･17×l

計39

図|V1-7-26 爪 |叉|版58

OY46･1×1>0Y46．8×1,0Y46．10×1,0Y47･2×1

OY47･11×12, 0Y47･ 13×3 計19
ZIV-1-8-27 Ⅳ 図版58

士集6･12×3 Ⅳﾄｲｳ g12:B47(l
図V-l 8-28 図版58A48．23×1,A48．24×l,B47．6×l,B47･7×l

B47･9×1 計8

‘448．21×2
Ⅳ

、

／

ｎ

／

］

４
４
▲
１
１

■

■

９

０

４

５

Ｃ

Ｃ

12,C49．6×5,C49･9×1,C49
<2

10×l

計21

C49．4×4,C49･5×2

C49．6×16,C49･13×l

C50･4×l,C50．12×1
図V-1－8－29 図版58Ⅳ

ヨーワ貝
口lムリ

士集6･10×17 Ⅳ上位 El0:B48a

A48･6×2,A48．8×1,A48･10×l ,B48･4×l

B48･5×l ,B48．10×8,B48． 11×l,B48．12×l

B48.18×1,B50．8×3 計37

OY47．12×1

A49．20×1,B48．10×l

B49･5×l,C48．9×1
F51．2×3

図IV-1-8-30
IXI版58、

計8

A48･5×2,C48．2×2,C48･6×l,C48･8×l

C48．9×1,D49･ 10×1 計8

C48．6×2, C48．8×I
図V-l 8-31 Ⅳ 図版59ｑ

Ｊ

’
十
－

一
三
口

A48．8×l,B48･3×8,B48．10×7,B48･12×6

B48･16×1 計23

B48．4×l

B50．2×l

B50．9×1

B48．12×2

B5()・7×3図Vl－8－32 1V |叉|版59
計8

士集6．3×5,士集6.9×l,土集6･17×3 ig3:A47c,jg9:B48a
g17:B48ad

Ⅳ卜付

土集11･ 1×5 Ⅳ ｜士集11･1×4 gl:0Y47b

0Y47．2×18,0Y47．13×2,0Y47．7X5,0Y47･11×1

0Z46･3×1,0Z46．8×1,A48．6×1 ，A48．11×1

A48． 13×9,A48．19×1,A48．21×1,A48．29×1

A49．14×1,B47･2×3,B47･4×4,B47．10×3

B47．11×1,B48･12×5,B48･17×1,B50．9×5

C47．3×1,C47･7×2,C50． 10×l ,C51．1×1

D50･5×1,D51･2×12,D51．4×12,D51･6×5

，51．7×2,D51 ．8×2,D52'1×l, E50．1×1

F48．2×1,F51 .5×1 計122

OY47･7×1,0Y47･8×2

0Z47．17×1

A47．12×1,A48･6×3

A48･8×1,A48．11×6

A48．13×1,A49．4×2

A49．9×3，A49．10×1

A49･12×3,A49．14×］

A49．16×1,A50．4×l

B47．4×2,B48．12×l

B50．7×2,B50･8×l

B50．9×1,B50．11×2

C49．6×l,C49．7×l

C50・10×1,D51．2×5

，51．4×3,D51．6×2

，51．7×2,E47．5×1

F51．5×1, 1 151･1×l

未注記×1

図版59図V-l 8-33

、

計60

士集6.13×4,土集6･14×22 ３

４

１

１

Ｃ
Ｇ

６

６

集
集

土
土

jgl3･14:B49a２

５
IⅥ二位 ユI向

同1､／

A47．19×2,A48．21×1,A48．23×1,A48．24×1

A49．7×1,A49．10×1,A49･18×1,A49．20×1

A49･22×1,B48･5×l,B48．13×2,B48･14×1

B48･15×3,B49．2×1,B49．4×1,B49．5×14

B49．7×11,B49．9×3,B49･11×4,B49．12×2

B49･14×2 計81

A47･9×1,A47．19×1

A48．13×1,A48．19×2

A48．24×1,A49．7×1

A49．9×2,A49．16×1

A49．18×1,A49．21×1

B48．3×1,B49．5×l,

B49．6×l,B49．7×6,

B49．9×l,B49．11×l，

図V-1-9-34
|XI版59

Ⅳ

計3(）

土集5･1×78,士集5･2×16 ２２

３

×

×

１

２

５

５

集
集

土
士

ヂ
ー
Ｌ
諄
』
Ｌ

①
●

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

４

４

Ａ

Ｂ

１

２

遣
遺計25図V-1-9－35 図版59爪

A47．24×1,B47．4×l,B49｡2×l,B50．7×l

計98

2万



同一個体未接合 備考調査区・遺物番号×点数 層位 図版番号図番号

計9Q28･1×l,Q29･4×8 Q28．1×2,Q28．3×3
Q29･2×1,Q29．4×1 図版59図V-l-lO-36 N

計7

OY47・’1×10,0Y47．12×1,0Y47･13×19

OY47･14×19 計49
図版60図V-l-lO-37 Ⅳ

W中位0Z49．31×2

OZ48．24×1, 0Z49･1×6,0Z49．5×1,0Z49･9×l

OZ49･10×5, 0Z49．28×1,0Z50．1×2,0Z50･3×l

OZ50･13×2,A50･2×1 計23

0Z50．1

A47．21

1,OZ50．6×2

1 計4
図V-l-lO-38 図版60

Ⅸ

士集8･1×14,土集8･2×15 土集8･1×1 遺1.2:OZ48c
三4.Q
口lJ 図版60図V-l-lO-39 爪 ()Z49．13×2OZ48･3×1,0Z48．5×2,0Z48･11×3

OZ49.13×1 計36

OZ49.l×3,0Z49．8×3,0Z49．11
()Z50．3×3

1,0Z49･23×l

計11
図版60図V-l-lO-40 1V

図版60５１
●
＋
’

三

口図V-1-10－41 ⅣC45．1×14,C45．2×1

図版601 igl:C35図V-1-10-42 1士集12･1×10 計10 1W

J26．1×2, J26･2×1

J26．4×2,L27．19×1

M27．12×1,M28．12×2

N27．2×1,N28．2×2

J26･1×1,J26.2×2, 126．3×4, J26･4×3

J27･1×1,J27･3×2,L27･7×3,L27･9×1

M26． 1×2,M27．3×3,M27．12×1, M28．12×11

計34

図版6111図V-l-lO-43

計12

g3a:T27b士集14･3a×38 Ⅳ上位|士集14･3a×10

jal･2:T27b土集14･1×67,土集14･2×28 計133 上集14．1×12
上集14･2×7
1二集14･不明×1

図版61図V-l 11-44
Ⅳ

計30

土集9･1×36

図V-1-12-45 0Z49･30×8

0Z49．17×6,C49･4×l

士集6･15×4

図V－l－12-46":2×l,B47･4×1
図V-l-l2-47 W30･1×21,W30･3×3

図V-l-l2-45

図V-l-l2-46

gl:A50(８１×１口９集上二位

位

位

ヒ

ヒ

Ｖ

上

Ｖ

Ｖ

Ｍ

Ｍ

Ｉ

Ｍ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

４

５

６

２

計

計

計

図版61

ig15:B47d
図版61

図版61

V37･1×6, V38.1×19,W38.1×1 計26 U37．1×1,V38．1×2
図版61、図 V-1 12-48 句

、
Ｊ

４
ｌ

一
三
口

J51．2×2, J51･3×2E52･4×1,F51･3×1,G51.2×1, J49．1×2

151･2×2,K51.1×2,不明×1 計10
図版62ⅣglV-1-13 49 計4

図版621V図V-1-l3-501M29･2×27

131･3×1,K30･4×1,K31．2×4,K31．3×3

K31.6×1,K31.7×1,M29･1×1 計12
図版621V図V-l-l3-51

A47．5×1,A47･8×1,A47．11×1,A47･14×16

計19

A46．3×2,A47．14×6
図版62、図V-l-l3-52 計8

皿二位 ia6:A48b士集6.6×1
A49．4×2()Z49．12×1,0Z49．24×1,0Z49．28×4,A47．11×1

A48． 10×5,A48．13×1,A48．21×1,A49･4×l

B47・10×3,B48･4×l,B48．5×3,B48． 11×l

B48.12×6,B48･14×1 計31

図版62図V-l-13-53
爪

計12 1W 図版62図V-1-13 541A47･l1×1, A47.14×11

129･1×1, .128･2×1

K24．7×1, K30．4×2

K30．3×3,K31．6×1

K32．2×2,K27．1×3

K27･3×2,K27･6×6

K27･7×1,K27･10×3

L27．1×3,L27･3×2

L27．9×1, L28．1×5
L28．2×2,L28．8×2

L28．10×3,L28．15×3

M28．2×1,M28．3×1

M28．15×l

未注記×3

L27．24×1,L28･1×6,L28･2×4,L28．6×2

L28．8×8,L28･10×9,L28．12×4,L28．15×8

L28･18×9,L28･20×1 計52

図版63図V-l-l3-55
｢1
1，

３５
上
’

三
一
口

0Y41 ．1×1 ,0Y44･12×1

0Y45．8×4,0Y45･14×1

0Z45．4×1,0Z45･8×1

A43．2×1,A46．5×1

0Y45．8×2,0Z45．4×1,0Z45．8×21,0Z45．1lx2

A45･4×6 計32

図V l-l3-56 、 図版63

計11

ig3:A47c,E9;B48a士集6．3×2,士集6．9×2 M二位

土集6．2×1 jg2:A48b士集6.2×30
図版63図V-l-l4-57

11A47．4×1,A47．5×1,A47．15×1,A47･24×1

A47･25×1，A47･26×6 計45

2”



覧表

図番号 調査区・遺物番号×点数

OZ47．3×1, 0Z47･5×5,0Z47．9×8,0Z47．10×l8

0Z47・’5×1,0Z47．16×1,0Z47．19×7

0Z48･25×1, 0Z49･5×1,0Z49･7×1,0Z49･26×1

A47．5×1,A47．9×1,A47．10×23,A47．11×15

A47．12×10,A47．14×1,A47･24×2,A47．26×3

A47．29×3,A47･30×4,A47．31×1,A47･32×2

A48．27×1,A48･28×1,A48．31×4,A48．36×3

計120

層位 |司一個体未接合 図版番号 備考

OY47･9×1, 0Z47･5×3

0Z47．9×l

OZ47･10×2,A47．10×2

A47．11×1,A47．12×4

A47･32×1,A48．27×1

A48．29×l,

C41．2×1,C42･ 1×1

図Vl-l4-58 図版631V

計19

L27･17×1,L28．4×2, L28．6×4, L28．8×7

L28･10×2,L28.12×1,L28．15×l

不明未注記×1,M28･5×1 計20

図V-1 14-59 Ⅳ 図版63

A47．1×1,A47．24×1,A48． 14×3,A48．20×l

B48･5×l,B48.11×3, B48･ 12×2 計12
ヘ47．4×1,A47.11×l

ﾍ47.25×1 計3
図Vl-l4-60 Ⅳ 図版63

0Z45．7×1,0Z46．3×1, 0Z46･9×2, 0Z47･4×1

0Z47．7×1, 0Z47･9×l,0Z47．15×1,0Z47．22×1

A46･3×1,A48･18×1 計11

0Y47．3×1,0Z47．9×5
0Z47．10×2

0Z47．24×1

0Z47．26×1,A46･4×1

A47．25×1,A48．4×1
A48．6×1

図V-l-l4-61 Ⅳ 図版63

計14
Q28．1×22,Q29･1×12,Q29．2×4,Q29．3×2

計40
Q28･1×6,Q29･1×19

Q29．2×3,Q29．3×4図V-l-l4-62 Ⅳ 図版63
２個

一
三
口

0Z49．5×4,0Z49．13×4,0Z49．15×2,0Z49･16×4

計14
OZ47･7Xl,0Z48.19Xl,A47･ 12X3

A48･6X3,A50･2X1,B42･3Xl計10
図V-1-15-63 Ⅳ 図版63

土集6･13×22,土集6．14×2 士集6.13×4
土集6･14×1

igl3:14:B49aⅣ卜付
図Vl l5-64 図版63

B49･3×l,B49．6×4,B49．7×2,B49･13×1

F52.2×1 計33
７十

三
一
口1V B49．7×2

L26．1×3,L27．3×4,L27･9×l,L27．11×2

L27･17×3 計13
図V-1-15-65 L27．17×1

T1

い 図版64

土集6．8×l()2図V-1-15-66 M二位|士集6.8×’
皿三位|土集7.3×1

土集6．8×16 g8:B48a図版65

土集7．3×22 g7:0Z44d
図|V-1-1567 OZ44･3×l, OZ44'4×1,0Z44．7×1,0Z44．9×l

OZ44･10×1 計27

図版65
Ⅳ

８

９

０

６

６

７

~
~
~

５

５

５

１

１

１

~~１１１

~
~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図

誰
一
詔
一
詔

0Y44･1×3,0Y44･8×2

0Z44．7×2,0Z44．10×2

，49．3×2,D49･4×1,D49．8×1

OY44･8×3 図版65

0Z44･3×2,0Z44.7×l 計3図版65

図版65

Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

129･4×1, 131･3×1, 131．4×5, 131．5×2

131･8×17, 131．9×30, 131 ･ 10×3, 131･11×15

132．2×1,J28．1×1,J31．3×2, J31･4×7

j31.5×1, J31･8×9,J31.9×14, J31･10×59

J31. 11×3, J32．2×2,J32.3×I 計174

G50．1×1, 1 130。 l×l

H30．2×1, 1-I30．3×1

131･4×6, 131．5×8

131．8×13, 131･9×20

131．10×1, 131･11×3

132･1×1, J31．3×1

J31．4×2,J31･10×11

J31．9×3

図版65図V-l-l6-71 Ⅳ

ヨーワq
p~IIJ

D48．1×1,D48．6X12,D48．7×4,D48･8×1

D48.9×2,E48･2xl,E49．2×1,E49･9×l計23

E47．2×l,E48．2×2
図Vl l7-72 11 図版66

計3

1Ⅵ三位
計18 1V

OZ49．30×15

0Z49．5×3
図V－l－l7－73 図版66

土集6.3×l,土集6．5×9,士集6･6×4 ig3:A47c, ig
5:B48b,g6:A48b

Ⅳ上位
図V-l l774 図版66

A48．18×1,B47．4×2,B48．9×l,B48．12×6

C50.10×3,C50･14×l,C50.16×4 計32
C50．14×5,C50．16×2

1V
計7

士集6．6×10 皿二位 jg6:A48b
図V-1-1775 OZ47･16×1,0Z48．31×1,A48･8×1,A48･9×1

A48･11×3,A48･13×1,A48･21×1 計19

図版660Z48．21×1,A46．4×1

A48･13×1 計3
Ⅳ

J31．2×1,J31．4×5,J31･9×1,K31･5×2

K31．7×1 計l(）
図V-l l776 Ⅳ 図版66

図V-1-17-77 J50｡ l×1,J50･2×3, J51･4×6, J51･1×l計ll lV H51･’×l

土集8．2×1,士集8･3×6

図版66

g2･3:0Z48c
0Z48．5×2,0Z48．13×2,0Z48．19×1,0Z48．21×5

0Z49．5×1,A48． 13×1,A48．21×1,D51 ．4×6

D51･7×1,D51･8×3 計30

図V－l－l7－78 Ⅳ 図版67

図V-1 17-79U28･1×30,U28･3×2 計32 1 Ⅳ 図版67
B49．6×2,B49．7×7,B49．14×1,B50．4×l

B50･9×2,B50･12×l,B50･13×1 計15
図V-1-17－80 Ⅳ 図版67

士集6･14×24 I吐位|土集6･14×9 El4:B49a
Z|V-1-17-81 A49･9×1,A49．22×l,B48．5×2,B49．7×21

B49･9×6,B49･12×2,B49･14×1 計57
図版67B48．12×1,B49．7×3

B49･9×2 計15
1V

2窓



備考図版番号調査区・遺物番号×点数 層位 |司一個体未接合図番号

iRl6:B48a[V上位|土集6･16×I上集6．16×16

A47．15×1,A47．25×2,A47．28×2

A48．11×4,A48･13×7,A48･21×3

B48．12×3,B48．14×l,B48．16×6

A48．6×1

A48．38×1

計47

図版67図V l-l8-82
1V

計6 1W 図版67図V-1-18 83 1R29･ I×5, R29･2×1

A48．11×1A48． 11×2,A48．12×2,A48･13×1,A48．21×3

計8
図版68K図V-l-l8-84

図版68計18 11図V-1-18 85 128･2×17, 128･3×1

B41．1×1,C40･2×1

D38･1×2,D39．2×1

，39．3×1 , l)40．1×24

，40．8×2,D41 ． 1×12
，42．1×1

B40．1×5,B41･1×l,C40．3×l,C40･6×2

C41．3×1,D37．1×1,D40･1×8,D40．4×7

D40･8×26,D41.1×16 計68 図版68図V l l8-86 11

計45

igl･3:0Z48c土集8. 1×2,土集8．3×112 Ⅳ上位|士集8.3×51

0Z47．20×7,0Z48･5×5,0Z48．6×1,0Z48． 13×ll

OZ48・’8×4,0Z48． 19×10,0Z48．21×7

OZ48･24×2,0Z48．26×1,0Z49．5×l

OZ49･16×1 0Z49･18×1 計165

0Y46． 1×1

0Z47.20×3,0Z48･4×1

0Z48．5×5,0Z48．13×9

0Z48． 19×2

0Z48．21×1

0Z48．29×2,0Z49．5×l
OZ49・’3×7

0Z49．28×1

A48．1 1×2

図版68図V-l-l8-87
R

計86

表9 包含層出土掲載土器一覧（拓本土器）Ⅳ群a類A地区

備考調査区・遺物番号×点数 図版番号層位図番号

ａ

ｂ

ａ

８

９

０

０

１

２

３

４

８

８

９

９

９

９

９

９

~
~
~
~
~
~

９

９

９

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１

１

１

１

~

~
~
~
~
~
~

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図

図

図

図

図

図

図

図

図版69

図版68

図版68

図版68

図版68

図版68

図版69

図版69

OZ47．8×3,0Z47･9×4 計7

Y57．1×4

OY44･2×4, 0Y44･3×1,0Y44･5×2 計7

0Y44．10×l

C48・’×1

0Y47．4×l

C49･3×1 ,D48.3×1 計2

L27．8×1

Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

Ⅳ
｜
Ⅳ

L27.8Xl,L27･9X3,L27． l2Xl,L27.19X1,029･lXl

計7
図版69図V l-l9-94b Ⅳ

謙
一
誰

1v l 図版69
1v l

図V-1 19-95 10Z49･2×1,OZ49･23×l

図V 1-19-96 E46･l×1, 150･2×1
0Y47． 11×1 , 0Z47･3×5,0Z47･7×2, 0Z50． 13×1

A48.12×1,D46.1×1,G46･1×1,G46･2×l計13
図版69glV-l-l9-97a I､

OY47．2×l,0Y47． 13×1, 0Z47．7×1,0Z48．3×1

OZ48･29×1 , OZ50･13×1 計6
図版69図V-1-l9 97b 11

州
州
一
卵
恥
緬
一
卵
輌

J27．2×7

J26．5×2

J26･5×4

030．1×l

P30・ ’×3,P30･2×l

P30．2×2

P30．2×1．P30．3×I

ａ

ｂ

Ｃ

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

~
~
~
~
~
~
~

９

９

９

０

０

０

０

１

１

１

２

２

２

２

~
~
~

~
~
~

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図

図

図

図

図

図

図

Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

Ⅳ
｜
Ⅳ

詔
一
一
誰

B48'lOXl,C50.lOX2,G45'lX2,H45．1X1 , 145･lXI
二Lヴ
ロ｜【

図版70図V l-20-lOO Ⅳ

図版70

図版70

図版70

３
，
十
’

一
三
ｐ図V-l-20-lOla

図V l-20-101b

図V-l-20-lOlc

K26．1×1,K26．2×1,K27．11×1

K26．2×1

K26． 1×2

Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

C48･2xl,C48.1lx2,C48.8x2,C48･ l3x3,C50･17xl

計9
図版7(）図V-l-20-lO2a Ⅳ

図V-1 20-102blB50･7×l,C48･2×l,C48･9×l,E49･3×l計4 1 1V l 図版7(）

B48.5Xl,B48． 10x5,C48･6x1,C48.8x3,C48.9xl

計1］
図版70図V-l-20-lO2c Ⅳ

図版71

図版71詔了時
図V-1-20-103 128･2×8

図V-1-20 104G46･2×2,G47.1×l

図V-l-20-105a士集11 .2×2
0Y44．7×1,D44．1×l

図V-l-20-105bOZ46･1×l

図V-1-20-106 J30･2×1

図V-l-20-l()5a
ig2:0Y46c

図版711V

計4

図版71

図版71

Ⅳ

Ⅳ

計4図V-l-20-lO7a 図版71K27． 1×1,L27･12×3 1V

2再



一覧表

調査区・遺物番号×点数 備考図番号 層位 図版番号

図V-l-20-107blL27･12×3

図V-l-20-107c lL27･12×4,L27･21×1

１

１

７

７

版
版

図

図

Ⅳ
Ⅳ５十

一

三

口

E3:A47c, ig6:A48b
igl5:B47d

土集6.3×2,士集6.6×3,土集6･15×2 1M上位
図V-1-20-lO8a 図版71

A48．8×1,A48･19×2,A48･21×5,A48．24×1,B47．2×l

B47･3×l,B47．5×l,B47･7×1,B47･8×1 計21
I，

士集6．19×6

A48．12×2

ial9:A48b

諏呼図V-1-20-lO8b 図版71

C36･2×l,L27．7×2,L27．16×1,L27．23×1,M27．7×1

M28･7×1,M28.12×1 計8
図版72図V l-21-lO9a Ⅳ

127･1×2,L27．5×l,L28．5×2,L28･9×l,L28．11×1

M27．7×2，M28．14×1図V-l 21 lO9b 図版72Ⅳ

訓
一
誌

読
一
読

L27．26×1

127･1×1, 127･2×1, 128．2×2, 128．3×1

130･3×2, 130．4×4

B47．4×1,B48．8×2,B48． 1()×2
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版
版
版

図

図

図

Ⅳ

Ⅳ
｜
Ⅳ

B47．4×2,B47．10×1,B48．8×2,B48･10×5

B48．12×6
図V-l-21-ll2 図版72I、

６１
，
＋
Ｉ

一
三
口

土集6．9×2

B47．2×3,B48･2×1,B48．10×l

L28．9×2,M28．2×4,M28･14×l

L27．13×9

ig9:B48a(A47,48)1V l二位

IV

IV

IV

図V－l－21－ll3 図版72
諦

諦４

５

１

１

１

１
~~

１

１

２

２
~

１

１
~~

Ｖ

Ｖ

図

図

図版73

図版73

OZ48･11×1,A48．2×1,A48･4×1,A48･5×4,A48．6×3

A48･8×2,A48･37×2．B48．3×1 計15
図V-1-21-116 図版73Ⅱ
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１

１

１

１
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１

１

２

２
~~

１

１
~~

Ｖ

Ｖ

図

図

土集6．9×5

K27．2×3

図版73 1 ig6:B48a(A47,48)
図版73

W上位

~1V
土集11･1×l,士集11･2×15

0Y46．10×2,0Y47･2×1

jgl:0Y47b,g2:0Y46(
図V-l-22-ll9a 図版73Ⅳ

計19

図V-1-22-119b 士集11･2×2

図V-1-22 119c 士集11･1×4,土集11･2×5
0Y45．15×1, 0Y46･1×1， 0Y46．10×1

士集11･1×4,土集11．2 5
図V-l-22 ll9c

w l 図版73 1 ig2:0Y46c
赤γ ｜ 雨に_' | igl:0Y47b, ig2:0Y46c

図版74Ⅳ
計12

A46．4×1,B42･3×1,B45･1×6,B45．3×1,B46･6×l

B49･7×1,D44･1×1 計12
図V l-22-l20 図版74I､
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図

図
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版
版

図

図

C37．1×1,D40．1×1 祁
訴A48.19×1, 48.23×1,A48･24×1 計3

B48．3×3,B48．5×l,B48．1(〕×2,B48･12×l,C48･2×l

C48．8×1 計9

B50･7×4,B50．8×4,B50．9×3,B50･10×2,B50．11×l

B50･13×1,C49．4×1,C50． 16×1,D49．8×1,D50･1×1

D50･3×1,D50･4×2 計22

図V-l 22-l23 図版74Ⅳ

図V-l 22-l24 図版7511

0Z44．6×2,0Z48．3×1,B47．2×l,B47．4×1,B47．7×1

B48･3×1 計7
glV-1-22-125 図版74Ⅳ
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１
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図

図

図版74

図版74

0Z47．17×l,B49．5×2,B49･8×1

A47･19×1,A49･7×3

D38．2×2

E38．1×2

４

４

●
＋
１
．
＋
’

三

口

三

口

Ⅳ

Ⅳ
｜
Ⅳ D38b

D38b

図V-l-23-l28a 図版75
詔
一
一
誰

D38．2×3 Ⅳ
図V-1-23 128b 図版75

E38．1×1,E38．2×］

図V l 23-l29

図V-1-23-l30

図版75

図版75

OZ48． 11×I IV

IV

M二位

0Z48．11×1

土集6.4×1 ig4:A47c
図V－1-23－131 図版75A47．23×1,A48･13×1,A48･14×1,A48．19×3,A48･20×2

B48．3×1、B48.10×1,C48･2×1 計12
、
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図

図

諦
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諦

誰

図版76

図版76

図版76

C49．4×2,C49･5×l

C49．9×1,C49･12×l,C50･11×1

C49．4×l,C49．6×1

土集9．2×1

0Z50．3×1,A48･5×l

土集9･1×3

0Z50．3×2,A50．2×5,A50･3×1

士集9･1×11

A50．3×l

L27．7×l

OZ50・’3×2，B50．7×1

Ⅳ
一
Ⅳ
Ⅳ
唾
Ⅳ
岬
Ⅳ
唾
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
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Ｉ
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図V-l-23 133a 図版76
記一

訓
一
一
識

一諦

図V-1-23 133b 図版76

図V-l-23 133c 図版76

４

５

３

３

１

１
~~

３

３

２

２
~~

１

１

Ｖ

Ｖ

図
図

６

６

７

７

版
版

図
図

275



図番号 洲査区・遺物番号×点数 備考層位 |叉|版番号
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図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図版77

図版77

図版77

図版78

図版77

図版76

図版76

図版76

図版77

図版77

図版77

図版77

図版77

図版77

図版77

図版78

図版78

図版78

図版78

Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

OZ49･l×8,0Z49．5×51 0Z49･8×1 計l4

OZ50･7×1,0Z50･13×2 計3

0Z50.3×2,0Z50.13×1,A50･2×1 計4

T27･2×l,T28･2×2,U26.1×l,U27･ 1×8 計12
C48．2×1

A50．2×1

A49･22×l,C49･4×1,D49･7×1 計3

C50･1×l,E50･6×1 計2

0Z50．3×4

0Y44．4×l

OZ48･10×1,0Z48･16×1, 0Z48･22×1 計3

0Z48．10×1

OZ48･13×1,0Z49.1×1,0Z49.16×1 計3

C40･1×10,C40･2×3 計l3

OZ49･1×2, 0Z49．5×2 計4

0Z47． 15×2

0Z46･2×2, 0Z46･3×1,A47.11×1 計4

OY44･1×1,0Y44.18×1,0Y44･23×1,OZ44･7×1 計4

Ⅳ
｜
Ⅳ

Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

C50．3

，5()・7

l,C50．13×2,C50・’6

2

2,D50．3×1,D50･4×l

計9
図版78

図V-1-25-l53 11

計4 1 Ⅳ ｜ 図版78図Vl 25-l54a 0Z49．25×2,0Z49．27×2

0Z49．9×2

0Z49．24×1,0Z49･25×1

A47．5×4,A47．26×2

B48．4×3,H53．1×1, 153．2×1

，48．5×1,D48･8×1,D49･8×1,D49･10×2

0Z48．12×1,0Z48．18×l,B47．9×1,D48．5×1

J31･6×1, J31．8×2, ､132･1×1

，50．5×1

K27．12×1,K28．1×1

J27･2×1, J26．2×1,L28･2×l

C48．3×l,C49．15×1

0Y46．8×1,0Y46･9×2, 0Z45．3×2, 0Z45･8

B49．3×1,B49．6×2

C48．3×2,C49･5×1,F51･2×2

F51．1×2

F51･2×5,F51.不明×2

F51 ．1×2,F51･2×2,F51 ･6×2,F51．8×l

OZ48･23×1

A48．20×1,A48．28×l

C48．8×1,D47･2×3,E50．2×2,F48．1×1

骨検出面
図版78図V-l-25-l54b 1V
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図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図版78

図版79

図版79

図版79

図版79

図版79

図版79

図版79

図版79

図版79

図版79

図版80

図版80

1叉|版80

図版80

図版80

図版80

図版80

Ⅳ
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

誰
一
諦
一
誰
一
諦
一
諦
一
誌

三1-ワ
ロ’1

計7

９

ム

テ

ー

‐

計

計

A47．2()×1,A48．4×3,A48．6×1,A48．21×1,A49･4×2

A49.8×1,A49.11×1,A49･22×1,B49･9×1 計12
図版80図V-l-26-l71 I､

D40．1×l,E36．1×l,E39･1×2,E39．2×1,F39． 1×5
図版8(）図V-1-26-l72a 、

計10

D40．1×1,D40．5×2

，40．9×4

0Y44．13×3,0Y44･18×1

0Y44･8×1,0Y44．18×3

OY44･8×1,0Y44．18×1

0Z49．13×1,0Z50．1×2,0Z50･7×1,0Z50･8×’

1 138.3×4

H38．3×5

H38．3×1

図Vl-26-l72b Ⅳ 図版80
諦
一
詔
一
詔
一
誰
誌

D40．b〔

図版81

図版81

図版81

図版81

図版81

1XI版81

図版81

図V-1-26-l73

図V-l-26-l74a

図V-l-26-l74b

図V-l-26-l75

図V-l-26 176a

図V－l－26－l76b

図V-1-26 l77

Ⅳ
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

0Z43．3×1,A47･ 11×5,A47．12×7,A47･25×l,B47．10×

B49．6×lC49．6×1,C49･13×1,E47．2×l,E48･2×l

E49･1×lE49･4×1, F49．1×1 計24

図版81図Vl－27－l78 1V

図版82計8図V-l-27-l79 B49．4×2,B49．7×2,B50･3×l,B50･9× Ⅳ
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覧表

層位 図版番号 備考調査区・遺物番号×点数図番号一

図版82

図版82

図版82

Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ

図Vl 27-180B47．l×l

図V1 27 181 0Y42･3×1, 0Z43･2×2, 0Z43･3×1,A43･2×計5

図V-l-27-182C46･3×2,C46･6×2,C47･2×1 計5

448．6x3,A48･10x1,A48･ 1lx2,A48' 13xl,B48.5xl

計8
図V-1-27-l83 1V 図版82

詔

諦

図V1 27-1840Y44･3×2, 0Y44･5×2

図V1 27-185F51･1×3,F51･7×1,F51.8×3

Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
唯
一
耐

図版82

図版82

図版82

図版82

()Z49．30×2

0Z49．31×1
図Vl 27 l86

計3

､40. lx10,D40･4x5,D41 '1x131D41 '4xl,E39.3x1

F39･2×2,H50･3×I 計33
図版83図V-l-27-l87 1V

表10包含層出土掲載土器一覧Ⅳ群b類A地区

|司一個体未接合 怖考調査区・遺物番号×点数
Ｉ

ｐ

Ｊ

４

●
Ｊ
可
Ｉ

１

－

届

区|版番号図番号

0Z49．5×1,0Z49．11×2

0Z49．20×1,A48．6×2

A50．2×1,A50．3×1

0Z49．1×4,0Z49･5×2,0Z49．11×3, 0Z49･19×4

OZ49･25×1,A47．19×4,A48．5×4,A48．6×1

A48．12×1,A49･3×1,A50．2×8,A50･3×3

A50･4×l,B50･7×5,B50･ 14×5 計47

図版83図V-l-28-l T1
lv

計8

ヘ50．2×2,B50･12×10Z49．8×1, 0Z49･11×1,0Z49．23×4,B49･5×5

B50．2×2, B50．7×2,C49．4×l,C49．7×6
C50･8×3 計25

図V-1-28-2 Ⅳ 図版83計3

土集9．1×2,土集9.2×63 Ⅳ上

位
１

１

２

×

×

１

２

９

９

集
集

士
士

く

~

ｆ

ｊ

ｉ

Ｏ

Ｏ

５

５

Ａ

Ａ

ｌ

２

杢
垣
室
垣図V－l－28－3 図版83

計671 Ⅳ未注記×l 計230Z50．6×1．E52．4×1

Ⅳ上

位
図V-l-28-4 士集9．2×5 図版83 ig2:A50d

、46．1×1,D47･8×l,E47．1×1,E47･4×l

E47･5×10,F35･1×1 計15
図|V128-5 Ⅳ 図版84

jgl:D-36
土集10．l×71 図版84図Vl 29-6 土集10．1×1Ⅳ

計56 Ⅳ図V-1-29-7 IH38･2×37, 138･ 1×19 図版84

計12図Vl－29－8 141．2×8, A41．4×4 図版84I，

計5 l叉1版84図V－l－29－9 1V0Z40．2×4, D41･3×］

H38．1×1, 1 138.2×1

138･1×7 計9
図Vl 30-lO 反

Ｊ
ｑ
Ｊ

Ｌ
ｌ

二
口 図版841VH38．2×2， 138．1×33

140．1×4 図版85図V－l－3()-11 1V

計2図V－l－3()-12 1V0Y45．5×1, 0Z46．5×1 図版85

D40．7×1 図版85glV130-13a ハ

計2図Vl 3()-l3b D40．3×1, D40･7×1 Ⅳ |送1版85

図版85図V－l－3()－14 B41．2×1 Ⅳ

図V-1-30-l5 ５

５

８

８

版

版

図

図

1V0Z47．11×1

図Vl 30-l6 Ⅳ0Y45．6×1

表11 包含層出土掲載土器一覧V群b類

同一個体未接合図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 備考図版番号

図版85図Vl 31－l 同一個体A地区X48．1×2 Ⅳ

図|V-131-2 〃 A地区図版85、X48．1×2

X48．1×4図Vl 31－3 図版85 iノ A地区1V

図|V131-4 |渕版85 〃 A地区X48. 1×1 、

図Vl 31-5 図版85 〃 A地区X48．1×1 1V

図V－l－31－6 図版85 〃 A地区X48．1×3 1V

A63．2×5,B63･2×28,B63．3×6

B63．6×5

A63．2×3,B63･2×15

B63･3×5 計23
図版85図V-1－31－7 B地区1V川

社
川
証

ｌ
ｆ
ｌ

一
三
口

表12包含層出土掲載土器一覧Ⅵ群a類A地区

図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 同一個体未接合 図版番号 備考

土集13．2×46 士集13．2×46 ia2:N28a

図V1 32－I 図版86、M28．6×1,M28．9×4,M28．10×3

M28．13×2 計56

0Y44．5×1,0Y44．6×10, 0Y44．24×1

0Y45．2×7,0Z45．6×1
図版87図V－l－32－2 爪

計20
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調査区・遺物番号×点数図番号 I'＃位 |司一個体未接合 附考ZI版番号

士集13．2×221 g2:N28a上集13･2×22
図|V-1-32-3 図版86Ⅳ

３２２
●
Ｌ
’

一
三
口E37．1×2

図V-1-32-4 図版860Y44．22×3 Ⅳ

図版86図Vl－32－5 0Y44．22×23 八

戸
○
戸
Ｏ

×

×

１

３

●

●

４

４

集

集

士

土

土集4.1×20,土集4．2×8,土集4.3×60
igl･2･3:M54d

L54．3×2,M52．1×1

M53．1×1,N53･1×2

N54． 1×l,U27．3×1

L53．3×l,L54．3×8,M52．1×3

N53．1×8,N54･1×4
図版87Ⅳ図V－l－32－6

計112

計18

表13包含層出土掲載土器一覧（復元土器） Ⅲ群a類B地区

図番号 洲査区・遺物番号×点数 111i 考| ,1－個体未接合層付 列版番号

N74．15×7，N74． 16×3,N74．34×1 N74．6×1
図版87図V-l 35-l Ⅳ

計11

N73．20×1,N73．21×3,N74･14×4

N74．16×9,N74．21×5,N74．22×1

N74･27×9,N74．31×3,N74．33×1

N74．34×10

N73．21×1，N74．27×3

計4
図V-l-35-2 図版87TI

I，

計46

三｣今貝巨
plqJJ 図版87図V-1-353 J77．1×3, J77．5×2, J77．6×50 1V 177.6×14

表14包含層出土掲載土器一覧（拓本土器） Ⅲ群a類B地区

調査区・遺物番号×点数 層位 図版番号 備考図番号

沢トレンチ

沢トレンチ

L73．2×1
図版91図V-l-39-25 Ⅳ

Ｅ

Ｊ

．
＋
’

一
三
口L73．5×3,L73．6×1

図版91図V－l－39－26 N74．16×4 TV
LV

図版91 沢トレンチ図V-l-39-27 L73． 1×1 11

図版91図V-l-39-28 N76．14×1 、

図版91 沢トレンチ図V-l-39-29 L73．1×3 Ⅱ

図版91図V-l-39-30 N73．13×1 1V

含｣-q
口1J 図版92Z79．2×1,Z79．6×1,W79．7×1図V-l 39-31 爪

図版92図V-l-39-32 K74．12×1 11

図版92図V-1-39-33 N73．2×2 Ⅳ

表15包含層出土掲載土器一覧（拓本土器） Ⅲ群b類B地区

調査区・遺物番号×点数 図版番号 備考層位図番号

IV | 図版92庁
０

４
１

言
口|叉IV-1-39-34 X8()･2×1 ，X80．8×l,Y80． 1×3

図版92計3|其IV-1-39-35 11Y80． 1×2,Y80．8×1

図版92図V-l-39-36 Ⅸ
且TY77．3×1

図版92図Vl 39-37 ハX79．1×I

計2 図版92|XIV-I-39-38 M73．3×1 ，N75．7×1 I，

図Vl-39-39 図版92ハN77．20×1

表16包含層出土掲載土器一覧（復元土器）Ⅳ群a類B地区

llili 考l iT}－||司体未接合調査区・辿物番号×点数 図版番号l',¥!位図番号

076･16×2,076･38×24,076･41×40 計66 076．14×2,076．38×1

076･41×2 計5
図版87図Vl-35-4 八

土集15. 1×22 igl;Z79II
L，

図版87図V－l 35－5 Y79．5×4,Y79･6×3,Z78･5×l,Z78．6×3

Z79．9×3,Z79.12×3 計39

Z78．7×1,Z79．5×2
Ⅳ

計3

A/175･6×15,M75･9×30,M75．10×3

i'176．10×1 M77．3×1

M75．9×5．M75．10×1
図版88Ⅳ図V－l 36－6

計50 計6

M76．14×2,M76･23×1,M78．10×1

N76．11×2,N76･18×1 ,N77．4×1,N77． 10×2

N77．18×1, N77．30×1,N78･2×5,N78･8×1

078･17×1 計19

|X|版88図Vl 36-7 Ⅳ

N76． 18×1,076．3×4,076．12×1,076．20×3

P77.23×1 計10
Ⅳ 図版88図IV-1-36-8

P76．27×1,P78．27×14,P78．11×3,P78･9×2

計20
|叉1版881V図Vl-36-9

2沼



一覧表

調査区・遺物番号×点数図番号 層位 同一個体未接合 備考図版番号

M76．14×3，M76．17×2

N76．11×2N76．18×1

N76．24×1

計4Ⅵ76．14×1,M76．15×3
図V-1-36－lO 11 lxl版88

計9

N76．5×2,N76．6

076･12×3,076!
076．26×2

K4,076．3×1,076．4×1

13×4,076･22×l
計18

076･3×1,076･4×1

076.12×1 計3図V-l-36-ll 図版88Ⅸ

図V-1-36-12
二~1門
二二十~／

1ｺ’1 、 図版89076．25×5．076．27×2

M76．3×1,N77．3(〕×1,N77．33×3,N77．35×9
076．3×3,076･5×1,076．12×10,076．13×1

076．14×1,076･20×1,076･25×20

076･26×1,076.42×1 計53

図V-1-37-13 図版89Ⅳ

076．12×1L72･2×1,M74･5×1,M76．14×1,N75．26×1

N76．5×6,N76･8×1,N76．11×2,N76．22×1
N77･23×3,N77･25×1,076･3×6,076･ 12×3

076･28×1,P77.28×1 計29

図V-l-37-l4 図版89I､

L74･4×6,L74．5×6,L74．13×5,L74．17×4

L74･18×1,L75．3×l,L75．4×15,L75．5×l8

L75･10×23,L75．11×28,L75．15×4

L75. 18×l L76･3×1 計113

L74．4×l,L74･5×2,

L75．2×1, L75．4×4

L75．5×2,L75．10×6

L75． 11×2,L75． 15×l

L75．16×1

図V－l－37－l5 図版891V

計2(）

M75･21×1,N74･3×1,N74･20×5,N75．1×1

N75･9×1,N75．12×1,N75．13×1,N75･17×5

N75．22×1,N76．4×2,N76．6×3,N76．10×2

N76． 12×1,N76･13×1,N76．17×1,N76･21×1

N76･23×2,076．11×1,076.13xl 計32

N75．13×1,076･2×1

076･13×1 計3
図Vl-38-l6 Ⅳ 図版89

図V-1 38-17 1078･15×39
図V-1-38-18 1土集3･1×16

W IO78･15×l5
W

図版9() ｜
図版901gl:076

N76．3×1,N76･6×1,N76･7×19,N76．13×8

計29
図V-1-38-19 、 図版90

L77･4×l,L77．5×l,L77．6×3,L77．8×2

L77'l1×2 計9

５

６

●
●

７
９

７
７

Ｘ
Ｘ

１
２

図Vl-38-2(） Ⅳ 図版90
計3

図V-1-38-21 計8W77･4×1,W77．5×6,W78･6×I 瓜 図版90

076･3×1,076．5×1,076･12×1,076． 14×11

計14

076．3×1,076．5×1,

076．12×1,076．14×9計12
図V-l 38-22 1V 図版90

M77．6×3,M77･7×3,M77．14×17,M77･15×1

N77･6×1 計25
M77．6×2,M77．14×2

N77.24×1 計5
図V-l 38-23 1V |叉1版91

M77．2×1,M77．6×1,M77．7×1,M77
M77．14×3,N77．15×4,N77．17×2
N77．33×1 076．13×1

13×4

計18

M76･12×1,N77．24×2

N77･28×1 計4
図V-1-38-24 、 図版91

表17包含層出土掲載土器一覧（拓本土器）Ⅳ群a類B地区

図番号 調査区・遺物番号×点数 層ｲオ 図版番号 備考

図Vl-39-40 計3W79･7×l,Z79･2×l,Z79．6×1 図版92Ⅳ

図V~1-39-41 X79．3×1 図版921V

図V-l 39-42 Z77．11×1 図版921V

図V-1-39-43 N74．24×1 図版92Ⅳ

図V-1-39-44 077．5×2,077．12×］ 言＋q
plJ 図版92Ⅳ

図V-l-39-45 Y79．5×1 1V 図版92

図V-l-39-46 076．37×1 爪 図版92

図V-1-40-47 X77．9×20 図版9311

図V-1-40-48 ２
．
十
’

二

一

口X79．2×l，X79．3×1 図版92爪

図Vl-40-49 ３
Ｌ

’

一
三
口 図版93W77．3×1,W77．4×2 、

図V-1-40-50 L76．2×］ 図版92N

図V－l－40－51 175．1×I 図版92Ⅳ

図|V-1-40－52 Z80．9×2 図版921V

図V-l-40-53 N76．2×I 図版931V

図V-l-40-548 ３上
’

二
一
口 図版93W77．3×2，W77．10×1 Ⅳ

図|V1-40-54t 計6 図版93W77．6×1,W78･3×3,W78．4×2 Ⅳ

図V-l-40-54（ 言卜Q
nlJW78．5×2,W78･6×1 叉|版93、

図V-l-4054〔 W78．5×2 図版93、

図V-1-40-55 土集15･1×7 ial:Z79図版93Ⅳ

図V-1-40-56 X79．3×l,X80．4×1 図版94計2 Ⅳ

glV-1-40-57 図版94X77．1×2 1V

図V-l-40-58 ２０
Ｌ
’

三

一

口 図版94W77．1×1，W77．3×1 、
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調査区・遺物番号×点数 層位 図版番号 備考図番号

図V-l-40-59 計2 図版94瓜Y79．3×l,Y8()･ l×1

図版94
句

乙

●
＋
’

三

一

口図V-l-40-60 Y77．5×l,Y80．1×1 爪

｜
即
一
勵

図V

図V

図版94計3-l-40-6］ Y79．7×1,Y80･1×2 1V

図版94-l-40-62 Y80． 1×1 11

煙|版94図V－l－40－63 BW79．8×1

図版94図V-1 40-64 ⅣZ79．6×1

図版94口
乙

Ｌ
Ｉ

三
一
口図V l-40-65 ⅣY79．6×1，Y80．6×1

図版94図V-l－41－66 ⅣL77.1×2

図版94二l－q
nIU図V-l-41-67 、L77．1×2,L77．4×］

図版94Ⅳ図V－l－41－68 076．8×1

図版94図V-l-41-69 ⅣL74． 10×］

図版94図V-l 41-70 11076．8×1

図版94、
乙

上
’

一
三
口 Ⅳ図V-l-41-71 L71．2×1,L71 ．5×1

図版94Ⅳ図V-1-41-72 178．1×1

図版94Ⅳ図V-l-41 73 076．33×1

図版94M76･17×1,N76･12×1,N76.20×1 計3 Ⅳ図V-l-41 74

図版94計2 Ⅳ図V-l-41-75 174･5×1, J74･2×1

図版941V図V-l-41-76 M78．2×2

図版94計2 、図V-l-41 77a Z77．2×1,Z77．9×]

図版94
句

乙

●
＋
’

三

口 I､図V-l-41 77b Z77．8×1,Z77． 10×］

図版94爪glV-1-41-77c Z77．2×］

図版94、図V-l-41-78 P77．14×1

図版941V図V-l-41-79 077．10×1

図版94Ⅳ図V-l-41-80 W77．7×1

図版94句
△

上
’

三
一
口 11図V-l-41-81a M74．5×1，N75．19×1

図版94爪図V-l-41-81b N73．18×1

iX|版9411図V-l-41-82 Z66． 1×1

図版941K図V-1-41-83 N78．2×3

図版9411図V－l－41－84 W78．2×2

図版95Ⅳ図V－1-41－85 Y80．7×1

|里|版95Ⅳ図V-1-41-86 P78．9×1

図版95Ⅳ図V-1-41-87 L75．14×1

図版95Ⅳ計4077．22×1,P78･9×2,P78･11×1図V-1-41-88

図版95L77．3×3 1V図V－l－41－89

|XI版9511M74．10×1図V-l-41-9(）

図版95瓜N77．1()×1図V－l－41 91

図版95Ⅳ077．22×2図V－1-41－92

077･6×1,077･llX2,077･31×1,077･33Xl計5 図版951V図V－l-41－93a

図版95076･14×3,076･22×1,077･13×3 計7 Ⅳ図V-1-41-93b

076．3×2,076．12×4,076･14×2,076･20×1

076･22×1,076･25×1,077.13×1 計12
図版95Ⅳ図V-l-41-93c

図版96076.12x13､076･14x2,076･25x1 ,076･28x2計18 1Vg V-1-42-93d

N76． 11×1!076･12×2,076． 13×1,076･14×1

077.22×2 計7
|XI版96、図V-l-42-93e

図版951107；1．1×1図V-l-42-94

図版95I､ノK75．5×］図V-l-42-95

図版95計2 1VL74．9×l,L74． 14×1図V-l-42-96

|叉|版95 沢トレンチ爪L73．3×1図V－l-42－97

lxI版95ⅣP77．14×1図V-l-42-98

図版95爪M78．2×1図V-l-42-99

図版95爪077．28×］図V-l 42-lO(）

図版95N76･18×1,076･3×1,076' 12X2,076･ 14×l計5 Ⅳ図V-l-42 lOl

|叉1版95ⅡⅣ'74．5×］図V-l-42-lO2

|叉1版95瓜M77．5×2図V-l-42-103

図版95計3 、077．22×2,077･25×1図V-l-42-lO4

図版96計2 ⅣM76．7×1，M76． 14×1図V－l－42－lO5

図版96077･22×2,077･28×4,077･30×1 計7 1 W図V-1-42-106
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一覧表

調査区・遺物番号×点数

P78．9×2,P78･27×4,P78．28×l

P78。l×1

077．38×l

L75．2×1

M74．13×1

N73． 10×1

図番号 層位 図版番号 備考

図V-1-42-lO7a 計7 図版96Ⅳ

図V-1 42-l()7b 図版96
TI
I，

図V-1-42-108 図版96I､

図V-l-42-lO9 図版96瓜

図V1-42-110a 図版97Ⅳ

図V-l-42-llOb 図版971V

M74･13xl,N73･ 18x1,N74.12x1,N75･4x1,N75.6xl

N76･18x5,N76･22x8 計18

N76．10×1

図|V1-42-llOc Ⅳ
｜
Ⅳ

図版97

図V-1-43 lll 図版96

図V－l－43－ll2 N74．3×1 爪 図版96

図V-l-43-ll3 L76．3×1 図版96爪

図V-l-43-ll4 W77．9×2 |叉1版96B

図V-1-43-ll5 計12Y78．1×11，Y78．4×1 Ⅳ 図版97

図V-l-43-ll6 M78･3×1,M78.7×9,M78．8×6 計16

N74･9×3,N74.14×3 計6

N73･20×2,N73･21×2,N74･6×1,N74･34×l計6

N74．9×1

Ⅳ |叉|版97

図V-l-43-ll7 Ⅳ 図版98

図V-1-43-118 Ⅳ 図版98

図V-l-43-ll9 図版97Ⅳ

図V-1-43-l20 077．23×］ 1V |叉|版98

図Vl-43-l21 Z77･4×6,Z77･5×7 計13

076･24x3,076･25x1,076･26x1,076･27x2計7

174･1×1

Ⅳ 図版98

図V-l 43-l22 図版98爪

図V-l 43-l23 図版98爪

図V-l-43-l24 078．16×1 11 図版98

図V-1-43-125 N73．15×1

076．13×1

図版9811

図V-1-43-126 図版98Ⅳ

図V-l 43-l27 076．2×1．076．4×1 計2 図版98､

図V-1-44-l28 N77．24×2，N77．31×1
の

、

●
＋
’

三

一

口 1V 図版99

図V-1-44-l29 N76．23 Ⅳ 図版99

図V－l－44－130 N73．20×1 、 図版99

図V-1-44-131 077･12×1,077．29×1,077･30×1 計3 Ⅳ 図版99

図V-l-44-l32 P77．17×5 図版99E

図V-1-44-l33 076．13×2 図版99爪

図V-l-44 l34 077．29×2 図版99爪

図V-1－44－l35 N77．24×2,077．1×1 言上q
口lJ 図版99、

図V-1-44-136 M77．6×1 図版99、

図V-1-44-137 077．12×1,077.18×1,078･11×1 計3 |叉|版991V オオバコのとうの回転文

図IV-144-138 計2076．10×1，076．22×］ 図版99Ⅳ

図V-l 44-l39 P77．4×1 図版991V

図V-1-44-140a N74．26×1 Ⅳ 図版99

図V-l 44-l40b 量l-i）
口l白N74．26×1，N74．34×1 IXl版991V

図V-l－44－l41 P77．21×6 図版100Ⅳ

図V-l-44-142 図版100
二I f－

＝1今 Iへ
pl qノ 11076．7×4,077．14×1

図V-1 44-143 言_LE
plJ 図版99N73.11×1,N73･12×4 Ⅳ

図V－l－44－l44 計2 図版100A/178.3×1，M78．8×1 11

図V-l 44-l45 図版1()0N78．11×1 爪
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１
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図

図

図V-1-44-146図版100M78．7×1 、

M76･15×1,M76.17×1,M76.20×3 計5 図版100爪

図V-1 45-148 図版100076．14×3 、

図V-l-45-l49 図版100077．30×1 、

図V-l-45 l50a 図版l()0Y80．8×1 1V

図V-l-45-l50b 図版100Y79．7×1 Ⅳ
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表18包含層出土掲載土器一覧（拓本土器） ・ミニチュア・赤彩土器・土製品等

備考

ミニチュア土器

層位 図版番号図番号 調査区・遺物番号×点数

A48．13×1,B48･5×5,B48･12×l,C48．4×1,C48．8×2

C48.11×2 C49･5×1 計13
A地区

A地区

図版101Ⅳ図Vl-45-l5］

A46．2×2,A46．3×3,A46･4×5,A46．21×1,A46．27×2
三I－1q
p~ILJ

B48･12×8,B48･17×1,B48. 19×2 計11

077．19×9

M27．2×1

図版1011V 〃

図V-l-45 l52

A地区図版1011V 〃図V－l－45－l53

B地区

A地区

B地区

図版101Ⅳ図V-l-45 l54
〃

〃

赤彩切断壺形土器

図版l()11V図V-l-45-l55

|望|版10］TI
上、Y80． 12×1図V-l-45 l56

Ⅳ群a類土器有孔底部B地区図版101Ⅳ076．22×1図V-l 45 l57

赤彩土器 A地区口絵4C47．6×］ E図V-l-45 l58

B地区

B地区

B地区

1．絵41VZ78．4×I図V-l-45-l59
″

｜

″

｜

″

口絵41VX77． 1×3glV-1-45-160

口絵41VZ79．8×1図IV1-45-l61

B地区

B地区

B地区

口絵4、図V-l 45 l62
″

｜

″

〃

Z79．8×1

W79．4×1 爪 口絵4図V-l-45-l63

口絵4N図V1-45-l64 077．21×1

A地区l絵4I､図Vl-45-l65
〃

C47．3×1

B地区口絵4Ⅳ
二lr－

旨T、図V-l-45 l66
〃

N75．22×2,P78．5×2, P78．23×1

岬
“
一
睡
一
班

鐸形土製品

〃

〃

キノコ形の士製品

図版1011V計3図V－l－45－l67 0Z48．19×1,0Z49．9×1,0Z49．22×1

口絵4
旬

些

●
＋
’

三

口
Ⅳ図Vl-45-l68 OZ49．21×1， 0Z49．23×1

1 I絵4Ⅳ図V-l-45 l69 P78．20×1

口絵4Ⅳ図V-l-45-l70 M75．3×1

円盤状土製品 A地区口絵4Ⅳ図V-l-45 l71 0Z48．12×1

A地区'二I絵41V図V-l 45-l72 〃
0Z47．20×1

0Z47．9×1 A地区口絵4、図V-l-45-l73 〃

B地区口絵4、図V-l-45-l74 〃
M75．12×1

B地区Ⅳ ｜ 口絵4図V-l 45-l75
〃

M76． 17×］
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石倉1遺跡 013451B-14-36 15,543m

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代!''期 住居跡

土坑

縄文時代後期 住居跡

土坑

物 集石

含地 剥片集中

焼土

水場遺構

小ピット

繩文土器41,990点

(円筒上層b式､サイベ沢Ⅶ式､天祐寺式、

涌元式､トリサキ式､大津式､白坂3式、

ウサクマイC式､手稲式､大洞C1式､大洞

C2式）

続繩文土器(恵山式） 599点

石器等 5,876点

石鐡､石棺､つまみ付きナイフ､スクレイパー、

扁平打製石器､たたき石､すり石､台石・

石lⅢ､土･石製品

１

４

５

０

５

５

１

１

７

４

８

遺

包
石倉1遺跡

’

遺跡は､森町の市街地北西約6km,濁川左岸の標高30～50mの斜面と､これに連続する台地に立

地する｡現海岸線から700mほどの距離である｡縄文時代後期前葉を中心とする遺構と遺物が検出さ

れた｡後期前葉の住居跡4軒は石囲い炉あるいは配石を伴う｡士坑は中期後半期のものが4基ほど

あるほかは､後期前葉のものである｡小型フラスコ状土坑(中期前半期)は墓の可能性がある｡また壁に

柱穴のある大型フラスコ状土坑は貯蔵穴の可能性がある｡水場遺構は中期後半期と後期前葉に利用

されたもので､小さな沢地形の底面に礫石器や土器が廃棄されていた。

遺物は9割が後期前葉のものである｡特徴的遺物には赤彩土器の破片､赤彩切断壺形土器､鐸

形土製品がある｡石器では､基部にアスファルトが付着している石嫉の比率が高いのが注目される。

要 約
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